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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　１





　片方の手を洗えば、両方とも綺き麗れいになる






　それはポスターに印刷された文字ではなく、フェルトペンによる手書きだった。

「清せい潔けつ週間」と銘めい打うたれたそのポスターは、中央に女性のものだろう手のひらが大きく印刷されていて、その周囲にはデフォルメされたばい菌きんたちが自分の脅きよう威いを紹介しつつ手を囲むように踊っている。下には赤い飾り文字の文があり（『人の手のひらの上は、雑ざつ菌きんでいっぱいです！』）、手を洗うことの重要性を声こわ高だかに訴えていたが、それ以上にそのフェルトペンによる手書きの文字片方の手を洗えば、両方とも綺麗になるには存在感と説得力があった。ポスターを真ん中から上下に分ぶん割かつするように横書きされたその手書きの文もん句くには、実に見事な真理がある。手のひらには雑菌が存在する、それは確かに真実だろう、だがそれだけだ。それに対してこの言葉片方の手を洗えば、両方とも綺麗になるは、真実であると同時に──しかも魅み力りよく的ではないか？　片方の手を洗えば、必然、もう片方の手も洗われる。当然、綺麗になる。実に合理、かつ有ゆう益えき。真実はなべてかくあるべし。

（……あのときの、保健室……）

　しばらくそれを凝ぎよう視ししたあと、綾あやは視線を横に移した。隣となりには歯をみがくときは、歯ぐきまでなんて言葉の入ったポスターがあったが、そちらの方には見覚えがなかった。こんなの、あのとき貼はってあったっけ？　それとも？　頭をひねるが、思い出せない。忘れているだけかもしれないし、あるいは想像力が勝手に作り上げたものかもしれない。どちらにせよ、それは見事なリアリティを持って綾の前に存在していた。現実のものとなんら変わりなく、触り、感じることだってできる。ポスターだけではない。人体模も型けいに薬くすり棚だな、白いカーテン、三さん脚きやくに載った金属製の洗面器から机に載った双そう眼がん鏡きようまで細こま々ごまと、ここには見事にあのとき見た保健室が再現されている。なかでも綾を驚かせたのは、かすかな消毒液の臭いまでが感じられることだった。確かに、あのときは先せん客きやくがいて、傷の消毒の最さい中ちゆうだった。だから綾はそいつが出て行くまで隠かくれていて、いなくなったのを見届けてから保健室に入った。入って、病院を感じさせる消毒液の臭いにすっかり憂ゆう鬱うつになったのを覚えている。

（……そうだあのときあたしは、解かい剖ぼうされるカエルの姿を思い浮かべた）

　消毒液の臭いにあのときの記き憶おくを呼び覚まされながら、綾は不思議に思った。こんなにリアルに覚えているのに、今の今まで忘れていた、消毒液の臭いなんて。なのにここには、そんな忘れていた臭いまでが見事にリアルに再現されている。

　初めてだ、

　臭いつきの夢、なんて（もっとも覚えている限りでは、だが。綾は見た夢を覚えていることなどめったにない。覚えているのは悪あく夢むか否か、それだけだ）。

　そっと手を伸ばし、白い壁に触れてみる。触れられる。冷たい感かん触しよくも、ある。現実のものと遜そん色しよくなく、それはまさにリアル──だが、分かる。どんなにリアルでも、これは夢だということは。

（これって、──明めい晰せき夢む？）

　綾あやは口元を歪ゆがめた。

　いくらなんでも、単純にもほどがある、昼ひる間ま明晰夢の話をしたその夜に、いきなり明晰夢を見るなんて。今日の昼間、綾は最近親しくしている友人、舞まい原ばるイハナの家でその話を聞いた。そのとき、場には綾とイハナ、そして同じ部ぶ活かつの堂どう島じまコウとその妹アトリがいたのだが、唐とう突とつにアトリが話し出したのだった。コウにーさんが夜中うなされて飛び起きるのだが、どうすればいいか？　するとイハナが薦すすめた。悪夢を見るのであれば、明晰夢の訓練をしてみてはどうか、と。明晰夢（ｌｕｃｉｄ　ｄｒｅａｍ）とは、自分が夢の中にいることを自覚している夢のことである。夢の中にいることを自覚できれば、その夢を制せい御ぎよできるようになる。悪夢から覚める、なんてことはもちろん、馴なれれば思い通りの夢を見ることさえ可能になる。訓練はそう難しくなく、早ければ二週間ほどで夢を明晰夢に変えられるようになるとか。イハナ自身も、なんでも《部長》にその道のエキスパート（中学生！）を紹介してもらい、自由自じ在ざい、とまではいかないがある程度夢ゆめを制御できるという。綾は、自分自身もたまに悪夢を見るためその話に興味を持ったのだが、話題はその後、イハナの「ところでコウ、あなたはアトリと同じベッドで寝ているのですか？」という質問で別の方向に進んでしまった。だから綾は心に留めた。明日、《部長》に頼んでその人を紹介してもらおう。明晰夢、なんてものがあるのなら、ぜひ見られるようになってみたい。悪夢を制御し、しかも好きな夢を見られるようになるなんて、これってすごいことじゃない？　なんと言っても、一日の四分の一近くを人は眠りに使うのだから。その時間を余よ暇かとして使えたら、こんな便利なことはない。

　それに、

　夢の中なら、現実では不可能ないろいろなことが可能だし。

　だから綾は、明日、忘れず《部長》に聞いてみよう、そう考えつつベッドに入ったのだった。そして、眠った途と端たん、こんなリアルな、しかも夢であることを自覚した夢を見ているのである。なんて単純──つうかできすぎ？　な話だろう。こんなことってあるわけ？　だが、綾がどう思おうと、明らかにこれは明晰夢だった。夢だと自覚できるのだから。

　そう、明らかにこれは夢。

　たとえどんなにリアルでも、夢でしか、ありえない。

　だが綾は念のため、目の前で笑っている相手に向かって尋たずねてみた。

「これは、夢──そうでしょう？」

「そうよ」口元を斜めに、高たか久く直なお子こは頷うなずいた。「これは当然ながら──そして残念ながら──夢。でも一いち応おう言っておこうかしら。久しぶりねぇ、綾あやちゃん。元気だった？　また会えて、嬉うれしいわ」

　かつて目の前で死んだ養護教きよう諭ゆが生せい前ぜんと全く変わらぬ姿で机の前に座っているのを眺ながめ、なんて変な夢だろう、と、綾は大きく息を吐いた。目の前にいるのはもう死んでいる人間であり、さらに言えば綾を裏切り、殺そうとした人間でもある。それでも。

　なんとなく、嬉しかった。




　　　　◇




「ねぇ、綾ちゃん」椅い子すの背にだらんともたれかかって、尋たずねる高たか久く。「この夢、いつのことだか分かる？　覚えている？」

　綾は周囲を見回した。

「……あたしが初めて先生に会ったとき、でしょう？　このポスター見たの、そのときだけだから」

「じゃあなんで、そのときの夢を見ているのかは分かる？」

「……なんでって、それは……夢だし」

「意味のない夢、なんてないのよ」

　言いつつ立ち上がる高久。トレードマークだった白はく衣いを翻ひるがえし、棚の方へと歩いていく。紅茶を淹いれるつもりらしい。夢の中だけど、味はするんだろうか、するんだろうなぁ、匂においがするくらいだし、なんて考えつつ、綾はパイプ椅子を広げてそれに腰掛けた。ふと思いつき、ソファになれ！　なんて念じてみるが、パイプ椅子はやはりパイプ椅子のまま。

　ポットからお湯を注そそぐ音。

　芳こうばしい香と共に、高久の声が聞こえてくる。

「たとえばあたしは、本当の高久直なお子こじゃない。あなたの記き憶おくが生み出した存在──あなたが覚えている、そして考えた通りの高久直子。あたしの口から出る言葉はね、結局あなたの中にある言葉、『高久直子』というフィルタを通した自分自身の言葉なのよ」

　綾はまじまじと高久を見、頭を振った。

「……変な夢」

「そう、変な夢よね。人間の脳は──精神は、本当におかしなことをする。させる。こんな面めん倒どうなことをしなくても、あなたは本当は、知っているのに」

「……何を」

「だけど気づきたくない──直ちよく視ししたくない、でも直視しなければならないというジレンマが、この夢をつくった。あなたが真実を知る、ううん、気づく手助けをする存在として、『高久直子』が選ばれた。あたしはね、綾ちゃん、あなたを助けるためにここにいるのよ」

　……助ける？

　綾あやは鼻で笑った。

「先生が？　先生はあたしを殺そうとしたのに」

　いやぁ、と頭を搔かき、照れ笑いする高たか久く。

「それ言われちゃうと辛いわね」

「……あたしを殺そうとしたひとが……殺そうとしたひとに、あたしは助けを求めているって言うわけ？　……だいたい、あたしを何から助けるって言うの？」

「……それは」
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　紅茶のカップを二つ持ち、こちらに戻ってくる高久。紅茶をそっと机に載せると、無表情に綾の左腕を見る。

　つられて左腕を見、

「……！」綾は喉のどを詰まらせた。

　左の手首に、銀色の手て錠じようがかけられている。

　見覚えのある手錠が。

　全身を鳥とり肌はだと寒気に襲おそわれて、綾は反射的に腕を引いた。が、当とう然ぜん手錠は離れない。（「外はずれない！」）真新しい銀に輝く、しかし見覚えがあるその手錠に

（あああたしはこれを知っている）

「……いや」

（そう忘れるはずがない）

（あいつはあたしにこれをつけた何度も何度もこれをつけたあいつはあたしにこれをつけ──）

「──いや！」

「落ち着いて！」

　我われを失いかけたのを、高たか久くの声に引き戻される。こみ上げてくる感情をなんとか嚙かみ殺し、押し戻し、綾あやは自分に言い聞かせた。そうよ大丈夫、落ち着いて、これは夢、夢なんだから──

「どういうつもりよ！」きっ、と高久をにらみつける。「こんなのあたしにつけて、いったい何のつもりなのよ！」

「綾ちゃん、落ち着いて。落ち着いて、もう一度よく見て」

「見なくても分かるわよ！　これは……これは、あいつがあたしに使った──」

（見覚えのある、手て錠じよう）

（ああ──）

「綾ちゃん」恐きよう慌こうが起きる兆きざしにも似た思し考こうの空白を満たすかのように、高久の穏おだやかな声が響ひびく。「お願い、がんばって、もう一度よくそれを見て。あなたが直ちよく視ししたくない、それは分かる。でも見なければ始まらない──大丈夫、危険はないから。それはただの暗あん喩ゆ、警けい告こくなの」

「……警告？」

「そう。これは警告の夢」

　警告の、夢？

（……直視したくない、だって？）

　そんなもの見たくなかった。が、生せい来らいの負けん気が、綾の視線を左手首に運んだ。見覚えのある、あまりにも見覚えのあるそれに吐き気を覚えつつ、しかし目を逸そらさずに、観みる。目に見えるそれと記き憶おくにあるそれを照しよう合ごうしていく。そうしてみて初めて綾は、やっと、

（……？）

　手錠から鎖くさりが伸びているのに気がついた。

　手錠から伸びた鎖は蛇へびのように弧こを描いて床を這はい、白いカーテンの向こうへと続いている。ベッドが二台置いてあるはずのそこは、遮さえぎっているのが薄うす手でのカーテンであるにも関かかわらず向こうが全く見えない。何があるのか、全くうかがい知れない──いや、正確には、全くうかがい知れないわけではない。何があるかは分からないが、確かに何かがそこには在った。気配が感じられた。まるで巨大なブルドーザーのような、今はまだアイドリング中だが一いつ旦たん動き出せば全すべてをなぎ倒し踏み潰つぶさずにはおかないような圧倒的な力の気配が、カーテンの向こうからびんびんと感じられる。その凄すさまじい圧力に恐怖とは異なる感情の萎い縮しゆくを起こし、蛇ににらまれたカエルのように、綾あやの視線はカーテンに釘づけになった。一瞬でも目を離せば、そこから怪物が飛び出してくる、そんな思いに囚とらわれ動けなくなる。

（……ああ）

（あたしはきっとこの先にあるものに──）

　遠くから、聞こえてくる声──

「……しっかりして、綾ちゃん！」

　──高たか久くの声に、呪じゆ縛ばくが解ける。

　綾はなんとか目を逸そらし、自分を取り戻し、かすれ声をあげた。

「……せん、せい……」

「大丈夫よ、綾ちゃん……これは夢なんだから」

（そうよ、……これは夢なんだから……）

　綾は大きく息を吐いた。

　高久を見、心なし小声になって尋たずねる。

「……何か、いるの？」この鎖くさりの先に。

「……あのときは、どうだった？」

「あのとき……あたしが初めてここに来たとき？　あのときは誰もいなかった！　ちゃんと、確かめたもの！　でも、今は……」

「ＩそＴれがいる」

　奇き妙みようなことに、高久の『それ』という言葉が綾には『ＩＴ』と感じられた。『それ』というふうに聞こえたにも関かかわらず、綾の脳は『それ』を『ＩＴ』と認識するのである。それは、言わば多ス重テ音レ声オで聞いているような感かん触しよくだった。もっともこの場合、二重になっているのは『音』ではなく『音』と『意味』だが。

「そう、その先にＩそＴれがいる」怪け訝げんそうな綾に構わず続ける高久。「そして綾ちゃん、あなたはＩそＴれの正体を知らなければならない」

「──の、正体を？」綾にはＩそＴれを発音できなかった。

「そう。そして、あなたはＩそＴれを知っている。その正体に気がついている、けれど直ちよく視しできないでいる──ＩそＴれを知るために、あなたの無意識はあなたにこんな夢を見せているの。あなたに気づかせるために、あなたはあたしを呼び出したのよ」

「……何を言っているのか、分からないよ……」

　横よこ目めに鎖を見、しかしカーテンから必死に目を逸らしながら、高久に尋ねる。

「いったい、何が起こっているの？」

「いいえ、あなたは知っている。あなたは気づいている、事件が始まったことを。なぜ、あたしと初めて会ったときの夢を見ているのだと思う？」

「それは……」

「考えて。それは、とても大事なことなの。なぜ、あのときの夢なのか……いい？　あなたの事件が始まったのは、山やま崎ざき誠せい一いちの脅きよう迫はくが始まったときからじゃない。山崎が《魔法カメラピンホールシヨツト》を手に入れたときからでも、ましてやあたしがあの男を殺したときからでもない。あなたの事件が始まったのは」

　高たか久くは一いつ旦たん言葉を切り、紅茶を唇くちびるに含んだ。喉のどを潤うるおし、おもむろにカップを机に戻し、その手はそのまま綾あやの手を握る。紅茶のカップに温められた、その手はとても温かかった。次いでもう片方の手も動き出し、高久は綾の手が無意識に形作っていた拳こぶしを両手で優しく包み込んだ。

　そして、言う。

「いい？　あなたの事件が始まったのは、綾あやちゃん、あなたがあたしに全すべてを話したとき、あのときなのよ。山崎に脅迫され、肉体関係を強きよう要ようされていることをあたしに話したあのときから、あなたにとって、事件は始まった」

「……何を」

「だから今、あなたはあのときを夢に見ている。あのときを夢で見せることで、あなたの無意識はあなたに知らせようとしているの、新たな事件が始まったことを。

　……気づいて、綾ちゃん、あたしには言えないけれど、それはとても大事なこと……」

「……先、生」

　綾の手を取ったまま、立ち上がる高久。

　カーテン（の向こう）を悲しげに見る。

「……いい？　綾ちゃん、がんばって、ＩそＴれの名前を当ててあげて」

「名前って、そんな」

　言葉が終わるのを待たず、高久はぎゅっと、綾を抱きしめた。柔らかい感かん触しよくに、抵抗せず、綾は口を閉じ、目も閉じた。闇やみの中、それを感じた。温かさ、柔らかさ、抱きしめてくる確かな力と生きた、重さ。鼻び腔こうに満ちる消毒液の臭いさえ、全く不快に感じない。闇の中、綾は自ら手を伸ばし、安心感を抱きしめた。綾は気づいていた。安らかな、うたた寝にも似たその感触は、夢の終わりを告げるものだった。もうすぐ、目が覚める。もうすぐ、この夢は終わる。このどこか懐なつかしい夢を、その感触を、安心感を逃のがしたくなく、綾は闇を抱きしめた。

　声を、振り絞しぼる。

「待って……行かないで」

「……大丈夫、また会えるから」闇の中、憂うれいを帯びた声が響ひびく。「……いい？　綾ちゃん、がんばって、ＩそＴれの名前を当ててあげて。……さもないと、あなたは──」

　夢から抜ける瞬間、綾は確かにその声を聞いた。




　……あなたは、死ぬ──殺される




　こうして、真ま嶋じま綾あやは夢から覚めた。




　　　２




「きゃあぁぁぁぁぁぁ！」

　という悲鳴が聞こえた次の瞬間には真嶋聡さと美みは目を覚まし、布ふ団とんから飛び出していた。一いち目もく散さんにドアへと向かう。途中に夫の身体からだがあったがそんなもの気にも止めなかったし、夫──和かず史ふみの方も全然平へい気きだった。踏みつけられたり蹴けられたり、は、日曜や休日で慣れている。たとえ頰ほっぺたに掃除機をくっつけられたって雑ぞう巾きんで顔を拭ふかれたって平然としてゴロゴロするのをやめない男を布団から叩たたき出したのは、妻の蹴しゆう撃げきではなくやはり娘の悲鳴だった。悲鳴はいまや、「きゃああ」という衣きぬを裂さくようなものから「うごああ」というカエルを踏んづけたときに出るような（踏まれた方、ではなく踏んづけた方が出すような）ものに変わっていたが、どちらにせよ二人の知る限り娘には深夜に「きゃああ」とか「うごああ」みたいな奇き声せいを発する習慣はない。それどころか、悲鳴を上げるべきときでさえ悲鳴を上げようとしないのが、綾という娘なのだから。そのため二人は、去年の一時期、娘が教師（こともあろうに教師！）に脅きよう迫はくされていたことに気がつかなかった。鈍どん感かんな二人がそれに気づいたのは全すべてが終わったあとで、しかも順番で言えば後ろから数えた方が早かっただろう。二人は娘の口からではなく、娘の友人の母親からそれを知らされた。それも、娘が学校中の生徒にそれを告白したあとで。ちなみにその『娘の友人の母親』は『ザマス言葉』──今時、マンガじゃあるまいし──を使う奥様で、だからというわけでもないが聡美とその『ザマス奥様』は現在絶ぜつ交こう中である。聡美は悔しかったのだ、『ザマス奥様』なんかに事件のことを知らされたのが。娘から話してもらえなかったことが。話してもらえず、頼ってもらえず、母親でありながらいまだに事件について世間の人々と同どう程度のことしか知らないことが（あと、世間の人々が同じことを知っているということが）。そして、それは夫の和史も同じだった。いや、家族の大だい黒こく柱ばしらたる父親としては余よ計けいに──だが、二人は娘から無理に真相を聞き出そうとはしなかった。事件のあまりの不ふ可か解かいさが、（「何か事情があるんじゃないか……」）二人にそれをためらわせた。だから、代わりに二人は決心した。……確かに二人は、頼りがいのない親だったかもしれない（娘の状態に気づかなかったのは、娘が助けを求めてくれなかったのと同じくらい冷たく、厳きびしく、圧倒的な、どれほど否定したくても否定できない事実だった）。だが、過去に何もできなかったからといって未来も何もできない、とは限らない。三人にはまだこれからがある。そう、せめてこれからは、娘の発する細い、本当にか細い悲鳴を聞き逃のがしたりはしない、二度と、決して、絶対に──そう決めた二人だったから、当然「きゃああ」や「うごああ」なんて巨大な悲鳴を聞き逃すはずはなく、聡美は飛び起き和史は蹴けられ起き、二人は一いち路ろ娘の部屋へとダッシュした。ちなみに娘の部屋のドアは内ではなく外に開くタイプだったので、聡さと美みはドアを開けるためにいったん立ち止まらなければならなかったが夫はそれに気がつかず、立ち止まった妻を自分とドアとでサンドイッチ、彼女に痣あざと、後日化け粧しよう壜びんをプレゼントした。

「綾あや！」ようやく部屋に入り、タオルケットにくるまって顔だけ出した娘を見つける聡美。「大丈夫？　どうしたの？」

　二人に気づき叫ぶ綾。「きゃああ！」

「え？　何？　なんなの？」

「なんでもない！」絶叫し、慌あわててタオルケットをかぶり直し、「なんでもないよ！　ちょっとびっくりしただけ！」

「悪い夢でも──」という父親の声に、

「そうそうそれそれ！」と食くいついてくる。

「また悪い夢を見たの！　ごめんねあたし進歩がなくて！　とにかく夢を見ただけだから！」

「どんな夢？」と甲かん高だかい声。

　あっ、と娘の顔が強こわ張ばる。

　聡美と和かず史ふみは綾が質問に答えるのを待ち、あれ？　と顔を見合わせた。

　──今の声、誰？

「……綾？」

「え？　何？」

　──沈ちん黙もくが部屋を支配する。

　二人は部屋を見渡した。が、特に人の気配はない。思わず娘のベッド（二人は布ふ団とんだが娘はベッド）を注ちゆう視しする。タオルケットの膨ふくらみは、しかし綾一人分ぶんしかない。

　じゃあ、今の声は……誰？

　綾……と聡美が口を開きかけた瞬間、

　声を張り上げる、綾。

「……一番、真ま嶋じま綾！」

「──ええ？」

「これから腹ふく話わ術じゆつ、します！」

　──腹話術？

　二人は仰ぎよう天てんして娘を見た。二人の知る限り、娘に腹話術、なんて特技はない。──もっとも、娘の全すべてを知っているわけではないが。そのことは、もう充分に思い知らされているが──にしたって、腹話術をする？　こんな深夜に？　二人の驚きよう愕がくをよそに、綾は顔を真っ赤にタオルケットから身体からだを出した。ベッドに腰掛ける体勢になり、一瞬躊ちゆう躇ちよし、やがて、おもむろに、

　左手を出す。

　二人は一瞬、綾あやが怪け我がをしているのだと思った。だから包ほう帯たいをしているのだと。夜の薄うす暗くらがりの中、それは白く、まさしく包帯に見えた。が、包帯にしてはつやがある。あまりにぎらぎら過ぎる。しばらく見つめ、二人はようやく、それが包帯ではないことに気づいた。娘の左手首に巻かれた七cm弱の幅を持つそれは、

　恐らく金属だろう光こう沢たくを持つ、

　銀色の、腕うで輪わ。

「……あの、綾？　腹ふく話わ術じゆつって」

　尋たずねかけた聡さと美みの言葉を制し、大声を出す綾。

「ほら、あいさつ！」




「こんばんは！」




　こひゃあ？　と聡美は声を発した。声を発した主ぬしではあったがそれがどういう意味なのかは自分でも分からなかった。和かず史ふみの方は言葉さえ忘れてそのこんばんは！　という甲かん高だかい、しかし確かに人間の声が発せられるのをまじまじと見つめていた。見つめていた、というのは、つまりその声が生まれる様さまを見ることができたということである。「どう？　ママ！」と問いかけてくるその声は、娘の左手に巻かれた金属の腕輪が生み出していた。「上う手まくあいさつできたでしょ？」とママに誇らしげに主張してくる子供の声は、金属の腕輪が形作った唇くちびるから発せられていた。声が終わると腕輪の上から唇も消える。が、次の瞬間には腕輪の表面に金属質しつはそのままに唇が生まれ、開き、「すごいでしょ？　ママ！　でもぼくもっといろいろできるよ！」などという言葉を紡つむぎ出してくるのである。腕輪が饒じよう舌ぜつになるほどに、和史の言葉は失われた。聡美などは息することさえ忘れて、ただただ作られた唇を眺ながめていた。金属とは思えぬほどに──いや、金属としか思えない唇が生きているように滑なめらかに動き、言葉を発してくるのを、ただただ眺める、のみ。

　しばらくして、

「……どう？」と娘が尋たずねる。「す……すごい、で、しょ？」

「……す、すごいわね」聡美はかろうじて、声を出した。「……ふ、腹ふく……話わ、術じゆつ？」

「……うん」という娘の言葉が終わらぬうちに、

「ねぇママ、ぼく、もっと役に立ちたい！」なんて声が聞こえてくる。和史は必死に娘の口元をうかがった。甲高いその声が発せられるとき、娘の唇はほとんど、いや全く動いていない、それどころか閉ざされているように見える──それはそうだ、動いていては腹話術にはならない、のだから。

　だが……

「腹ふく話わ術じゆつ……？」一瞬眩暈めまいに支配されかけ、頭を振って娘を見る和かず史ふみ。「腹話術、なのか、……それ」

「そ、そうよ、腹話術よ。他に何があるっていうの？」怒ったように二人をにらみ、そのまま腕うで輪わを見る綾あや。たちまち腕輪に唇くちびるが生まれ「ふくわぢゅちゅ！　ふくわぢゅちゅ！」とわめき立てる。「ねぇママ、ぼくはもっと役に立てるよ！　ぼくはもっと──」

「うるさい！」

　振り絞しぼるような、涙なみだ声ごえ──

　……娘の大声に、あっけにとられる聡さと美みと和史。

　二人に凝ぎよう視しされているのに気づき、綾は右手で腕輪を押さえ、はは、と力ない笑えみを浮かべた。

「……ど、どう？　ちょっとしたもん、でしょ？」

　……ああ、と和史は頷うなずいた。それは確かに、ちょっとしたもん、だった。頷いて、しかし黙ったまま娘を見る。

　聡美も言葉を発しない。

　沈ちん黙もくに居たたまれなくなったのか、言葉を継ぎ足し始める綾。

「……こ、今度ね、みークルで……そう、みすてりぃサークルで、『かくし芸大会』を、するの。……それで……あたしは、腹話術を、するのね」

「……」

「……そ、それでさ、イハ……舞まい原ばるさんに、こ、この腕輪を借りて、練習してたんだ」

「ああ、舞原」と和史、頷うなずき、「……さっきの、悲鳴は」

「うん、それ……で、興こう奮ふんして、思わず、大声を……」

「……そう」頷く聡美。「……がんばってね」

　沈ちん黙もく。

　薄うす暗くらい闇やみを、静せい寂じやくが、支配する。──静寂？　だが場にいる者全員が、知っている。気づいている。その静寂がどれほど雄ゆう弁べんにことの急を告げているのか──

　しばらくして、

「……ごめん」綾はベッドから立ち上がった。

　机に向かい、携帯を取る。

「……あたし、用事ができた」

「……用事？」

「……舞原家に、行かないと」

　こんな遅くに？　聡美は時計を見た。壁に掛かった時計は、今が深夜の二時であることを伝えている。深夜の二時は、友達の家に行くには遅すぎる時間だろう。腹話術の練習にだって不適切だし。

（……腹話、術？）

「……綾あや」娘を見る。

「……何？」

　黙ってじっと、凝ぎよう視しする。観察する──娘が何か、信号を発していないかどうか。今になって思えば、山やま崎ざきという男（こともあろうに教師！）に脅きよう迫はくされていた期間、綾は確かに信号を発していた。友達と遊ばなくなった。電話がきても出ないようになった。トイレに閉じこもったりすることが多くなった。猫が死んだとき（そのときは、殺されたとは思わなかった）、次の猫を飼かうのを拒否した。二度とペットは飼わないと宣言した。両親と外出したがらなくなった。オカルトの本を読むようになった、……他にもいろいろ──それらは確かに、娘の異常を知らせる信号ではなかったか？　それらの、たった一つにでも気づいていれば──

「……お母かあさん？」

　綾の声に、

　気がつくと、聡さと美みはその言葉を口にしていた。

「何か、あったの？」

　言ってしまってショックを受ける。

（──ああ！）

　無意識に出してしまったそれは、言わば爆ばく弾だんにつながった配線コードをちょん切る言葉だった。赤か青か、間違った方を切れば爆発してしまう、言葉。聡美は血の気が引くのを感じた。しまった、あたしはなんてことを聞いてしまったのだろう──凄すさまじい後こう悔かい感に押し潰つぶされそうになる。もしも時間を戻せるのなら、その質問をなしにしてしまいたかった。ペンは剣よりも強しと言うが、言葉は確かに力を持つ。長年築きずきあげてきたものを、言葉は容た易やすく粉ふん砕さいする。人と人との関係は、時に蜘く蛛もの糸より細く、脆もろくなる瞬間があり、そして今はそのときだった。聡美は自分の質問の、その答えがもたらすであろう衝しよう撃げきを予想して、ほとんど蒼そう白はくになって娘を見た。その口元を見た。「何か、あったの？」と自分は聞いた──聞いてしまった。そして、果たして、娘はなんと答えるだろう？

（お願い、答えないでいい！　聞こえなかったふりをして！）

　じっと、聡美の目を見る娘。

（──綾！）

　やがて、その唇くちびるが開いていく──

　ああ、と聡美は息を吞のんだ。恐怖の薄絹ベールがその全身を覆おおい出す──ああ、あたしは娘が何を言ってもそれを信じるだろう。娘が幽ゆう霊れいを見たと言っても、あたしはそれを信じるだろう。娘が宇宙人に会ったと言っても、あたしはそれを信じる。娘が何を言っても、あたしはそれを信じる。無条件にそれを信じる──ただ一つ、「なんでもない」という答えを除いては。

　なんでもない？

　それだけは信じられない。

　もしも娘がそれを口にしたなら、

　あたしは、二度と娘を信じられなくなる──

　永遠のような時が過ぎ去り、

　娘の言葉が脳に染しみ込む──




「……うん」




「……そう！」

「……お母かあさん？」

　嬉うれしそうな声を出した聡さと美みに、綾あやはぎょっとし、次にじとっとにらんだ。当然だろう、娘に何かあったと聞いて、安あん堵どし喜ぶ母親なんてどこにいる？　だが、聡美は安堵していた。嬉しかった。身体からだ中の力が抜け、気がつくと和かず史ふみに寄りかかっていた。和史はちょうどいい位置にいて、聡美を支えてくれていた──多た分ぶん気づいていたのだろう、聡美の心の葛かつ藤とうに。

　言葉さえ出せなくなった聡美の代わりに、和史が口を開く。

「……何があったかは、話せないんだな？」

「……ごめんなさい」

　笑うとも泣くともつかぬ表情の中、きっ、と輝く大きな瞳（和史はそれを、妻に似ていると思った）。怒ったようににらむ瞳は、その口と同じことを告げている。

「……とにかく、あたし、行くから。……しばらくは、帰らないかも」

「……その、『腹ふく話わ術じゆつ』に関係あるのか？」

「……」

　無言で、にらんでくる視線。

　その手はしっかり、左手首を摑つかんで腕うで輪わを隠かくしている。

　和史は、……ため息をついた。

「綾」

「……」

「……何も聞かない」

「……え？」きょとん、とした顔。

　続ける和史、

「だから……帰らないときは、せめて一日一回は、電話するんだ。電話して、無事を知らせろ。いいな？」

　あっけにとられた娘の表情に、やがて、

「……うん！」

　晴れやかな笑顔が浮かぶ。いかにもほっとした、そして嬉しそうなその表情に、和史の胸はずきりと痛んだ。喜びと悲しみが奇き妙みように入り混じった感情の中、ああ、と思う。──ああ、自分達は娘に頼ってもらえない非ひ力りよくな親だが、それでも、理解し同意することで娘を安心させ喜ばせられる程度には、まだ親をやれているらしい。

　今はまだ、これでいい。

　三人にはまだこれからがある。

　これからがある。

　これからがある──




　舞まい原ばる家から迎えの車（巨大なリムジン！）が来て、綾あやはそれに乗り込んだ。二人は戸と惑まどった。車から、舞原家のお嬢じよう様が降りてきたからだ。娘を迎えに、舞原の姫ひめ君ぎみが直じき々じきに？　さらにもう一人、車内に残っている少年の姿も二人を驚かせた。あれは確か──堂どう島じまコウ？　あの少年も関かかわっているのか？　いったい何が起きているんだ？　こちらを向き、二人の視線に気づき、頭を下げる堂島コウ。力強い笑顔を見せてくる彼は、死にそうだった綾をとんでもない方法で助けてくれた少年だった。そして、こんなひどい事件に遭あいながらも娘にこの土地から離れることを拒否させる原因となった男で──

「じゃあ、ね」娘の声がして、

　リムジンは、舞原家に向かって走り出した。

　去っていく姿に聡さと美みは突然、車に取りすがって窓をこじ開け娘をむんずと引きずり出したくなった。そうやって娘を取り戻し、肩を摑つかんでがたがた揺すって何が起きているのか白状させてやりたくなった。そんな、湧わき上がるマグマにも似た感情を必死で抑え、夫の胸に寄りかかる。

　肩に置かれた和かず史ふみの手に、力がこもる。

　呟つぶやく聡美、

「……いったい、何が起きたのかしらね」

「……何、たいしたことじゃないよ、きっと」

「そうよね……腹ふく話わ術じゆつとか、言ってたし」よく分からないけれど……

「ああ、腹話術。……それに」

「それに？」

「今の綾には頼りになる友達がたくさんいるんだ。そうだろう？」

　頼りになる、友達。

　聡美は、頷うなずいた。

「そう……よね。舞原に、みークルに、……あの子……」車の消え去った方向を名残なごり惜しげに見やりつつ、微笑ほほえむ。

「……堂島くんがついているしね」

　娘が好きな、少年。

　たとえ山やま崎ざき（教師！）に何をされたとしても、娘の中のそういう部分は死んでない。

　微笑ほほえむ聡さと美み、

　それとは対照的な苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような表情を浮かべ、和かず史ふみは聡美の背中を叩たたいた。

「ほら、家に入ろう。風か邪ぜひくぞ」

　さっさと家に入っていく夫の姿に（「仕方ないわねぇ」）口元を斜めにしつつ、最後にもう一度、聡美はその方向を見、心中に呟つぶやいた。

　お願い、コウくん、

　……綾あやのこと、守ってね……




　　　　◇




　両親の目から逃のがれるために急いで車リムジンに乗りこんだ綾は、そこで初めて堂島コウとアトリがいるのに気がついた。コウはトレーナー、アトリはパジャマ──二人とも起き抜けをそのまま連れてこられたらしい。アトリは窓にもたれて眠りかぶっており、その対面ではコウがやはり眠たそうに欠伸あくびをしている。

　綾の姿に笑顔を見せる。

「ども、先せん輩ぱい」

「あ……コウ……くん」

「おはようございます……こんばんは？」きゃ、と口元に手を当て、「かわいいパジャマ♪」

　パジャマを着ているだけなのを思い出し、慌あわてて胸むな元もとを押さえる綾。

　顔を赤くしている綾に、笑って声をかけるコウ。

「先輩、忘れ物はありませんか？　多分直じかに学校行くことになりますよ？」

「うん……あの」

　と、後ろからイハナの声、

「荷物は積ませました。早く座ってください」

　綾を押しこみアトリの隣となりに座らせ、自分もコウの隣に腰を下ろし（その配置は絶対わざとだと綾は思った）、イハナは言った。

「コウ……真ま嶋じまの両親が見ています」

「ああ、はいはい」

　コウは首を回して、綾の両親に顔と笑顔を見せた。

　綾はイハナを見た。イハナもやはり、薄い夜よ着ぎ（着物）のまま──それを見て、コウとアトリを再び見て、多分、と思う。たとえばこんなリムジン──いつもはタクシーなのに──で迎えに来てくれたことも、ここにコウがいることも、そしてイハナ『お嬢じよう様』が夜着のまま直じき々じきに綾を迎えに来てくれたのも、全すべて何らかの効果──多分、綾の両親を安心させるため？──を狙ねらってのことだろう。能のう面めんのように整った顔と長い黒くろ髪かみを持つこのイハナという少女のやることには、まず無む駄だがない。どんな行為も、深しん謀ぼうと計算と、あとたまに──表には決して出さないけれど──思いやりで裏打ちされている。初めて会ったとき、綾あやはイハナを外見通り、感情のない冷たい女だと思った。でも今は知っている。ただ表情に出さないだけで、イハナの内には激しい感情のうねりがある。溢あふれんばかりの激げき情じようがある。ただ、幸か不幸か、イハナはそれを制せい御ぎよできる。どんなに激しい感情も抑えこみ、理性と論ろん理りで事に当たれる。それはすごいことかもしれない。素晴らしいことかもしれない。だが、それが他人に誤ご解かいを生む。ちょうど真ま嶋じまが初しよ対面で感じたように、あいつは冷たい人間だ、人の血の通っていないお人形さんだという印いん象しようを与えてしまう。

「……なんです？」綾に見つめられているのに気づき、イハナは無表情に言った。「場所を代わりたいのですか？」

「バカじゃない？」礼を言うタイミングは、永遠に失われた。

「それでは、出してください」首を回し、運転手に告げるイハナ。

　綾は窓から顔を出し、両親に「じゃあね」と言った。

　二人とも、力なく微笑ほほえんで、でも綾を見送ってくれている。

　ごめんなさい、と心の中で、謝る。

　でも、何も言えない、二人を巻きこむわけにはいかないから。

　大丈夫だよ、と目で訴える。

　今のあたしには、こんなに、心強い仲間がいるんだから──

　リムジンは、舞まい原ばる家に向かって走り出した。




　　　　◇




　真ま嶋じま家が見えなくなってから、コウは携帯を取り出した。綾を見つつ、電話をかける。

「もしもし？　……ああ、先せん輩ぱいは無事だ。舞原家に向かっているとこ……え？」ふっ、と口元を斜めにし、「うん、パジャマ。みんな。……え？　ああそうだ、悔くやしがれ……いや？　俺の見たところ、してないと思ふ」

「……何の話をしてるのよ」自分の胸を見、両手で覆おおってコウをにらむ。「……誰？」

「小鳥遊たかなしです。あいつも今、舞原家に向かっ……え？　ああ、もちろんだ。現場の保存を最さい優先に」

　電話を切り、ほくそえむコウ。

「わはは、ザマミロ、……目に浮かぶ。……で？」

「え？　……何が？」

「……俺ら、いきなりイハナに連れ出されて、詳くわしいこと聞かされていないんですけど」

　うなだれる綾あや。「……ごめんね、こんな夜遅くに……」

「それは全然構かまいませんが……何があったんです？」

　携帯を見せるコウ。

　ディスプレイに浮かぶ、

『ポリッシュアップルズ』の文字。

「……こいつが出たってことは、つまり──」

　うん、と綾は頷うなずいた。

　分かっている。

『ポリッシュアップルズ』──それは、

《知恵の実》出現の、合あい図ず。

《知恵の実》──それは悪あく魔まが人間の魂たましいを手に入れるために創つくり出した、魔法のアイテムの総そう称しよう。その悪魔の魔法のアイテムの、使用は無料──まさにお手て軽がる！　ただし、それで夢を叶かなえてしまった場合、人はその代だい償しようとして『魂』を支払わなければならない。そしてコウは、とある事情から悪魔の代わりに人間の魂を回収する、自じ称しよう『悪魔のミカタ』なんてことをやっていた。『ゴマポリツすりシユア屋ツプルズ』とは、そんな──自分の夢を叶かなえるために悪魔の言いなりになっている──自分を表す言葉であり、同時に無力な人間が強大な力に対抗するためのもっとも現実的な手段を示している。何？　超知常恵のの力実を持っている？　いいだろうゴマをすってやる。お世せ辞じを言い、持ち上げてやる。天てん狗ぐにしてやる。なんなら這はいつくばってその足元にキスしてもいいご主人、様──だが油ゆ断だんはやめておけ。少しでも油断したならその瞬間、俺はお前の喉のどを搔かき切る。チャンスを逃のがさず徹てつ底てい的に屈くつ服ぷくさせ、この足元に這いつくばらせる。その一瞬のためなら、ゴマすりだってなんだって俺は厭いとわない──

『ポリッシュアップルズ』とは、そうした決意の表ひよう明めい。

　夢のためならなんだってする──

『ポリッシュアップルズ』という言葉にはコウのそうした決意がこめられており、そして、コウはこの言葉の意のもとにすでにいくつかの《知恵の実》と『魂』を回収していた。

　強大な力を持つその《知恵の実》は舞まい原ばる家に保管され、『魂』というエネルギーはコウの中に着々と蓄えられていく。

　いつか、コウの願いを叶えるために。

《知恵の実》──それはコウに敵する強大な存在であり、かつコウの夢を叶えてくれる文字通りの禁きん断だんの、果か実じつ。

　無表情に綾あや──の胸の辺り──を見ていたイハナが口を開く。

「……では、あなたが新たな《知恵の実》を見つけたと言うのですか？」

「……見つけたと、言うか……その」左腕の腕うで輪わを見せ、「……多分、これ……」

「……これ？」訝いぶかしげに、コウ。

「……ですが、なぜ分かるんです？」とイハナ。「《知恵の実》の力は、契約しなければ分からないはずですが…」

「聞いて、いるんでしょ？」イハナの声を遮さえぎるような綾あやの声に、

　しばらくして、

「……ねぇ、ママ、怒ってる？」腕輪の上に唇くちびるが生まれ、おどおどとした子供の声を紡つむぎ始めた。「ぼく、いいこにする。ぼく、いいこにするから……お願い、ママ、怒らないで！　怒ど鳴ならないで！」

　子供の声で発せられた台詞せりふに、梅干しをすっぱいと思って食べたら甘かった、とでも言うような表情を浮かべる綾。

「……もう、怒ってないから」

「……わーお」とコウ。

　やはり表情を乱さない、イハナ。尋たずねる。

「……これは……いったいどこで？」

「分からない……目が覚めたら左腕にはまっていて……いきなり喋しやべり出すんだもの、『ママ！』って！　……こんなの、《知恵の実》以外に何があるって言うの？」

「話しているところ……見られたのですか？　両親に」

「……誤ご魔ま化かせた、と、思うけど」

「どうやって？」コウが尋たずねる。

「腹ふく話わ術じゆつってことにした」

「……………………………………………それは。……それで……外はずせないんスか？　それ」

「それが」綾の声に、

「外さないで！」左腕から悲鳴が上がる。「お願い、ぼくを捨てないで！」

　うわぁ、と嘆たん声せいを上げ、頭を振り、

「……失礼します」コウは綾の左腕を取った。

　腕うで輪わに触れ、次の瞬間、

「あいたぁ？」嚙かみつかれる。「わ？　いて、いってぇぇぇ？　よせ！　分かったから！」

「これは……」とイハナ。

　綾は頷うなずいた。

「……そうなの。……外そうとすると、嚙みついてきて……それも外そとだけじゃなくて、なんて言うか……腕輪全部が口になって、内側から腕に嚙みついてくるもんだから……」

「……下へ手たすれば、左腕一本を失う覚かく悟ごが必要なわけか。……おいお前、ウデかじりは親おや不ふ孝こうだぞ？」

「ごめんなさい、ママ……でも、でも……」跳ね上がる声。「お願いママ！　ぼく、なんでもする！　なんでも、ママの願いを叶かなえてあげる！　ぼくはすごく役に立つんだ！　すごい力があるんだ！　だからママ、お願い、ぼくを捨てないで！　お願い……」

　だんだんと、小さくなっていく子供声。

　代わりに増す、……すすり泣き。

　呟つぶやくイハナ、

「……悪あく趣味な……」

　確かに悪趣味だ、と綾も思った。この声を聞いていると、幼い子供をいじめているような、まるで自分の方が悪いような気がしてくる。

　だが、このままにしておくわけにもいかない。

　もしもこれが《知恵の実》なら──

　尋たずねるコウ、

「……それで、お前は何ができるんだ？」

「なんでもできるよ！　ぼく、ママが望むならなんでもする！　だからママ、ぼくを頼って！　なんでも言って！」

「……いや、だから……」コウは耳たぶを搔かいた。「お前、なんだ？　いったいどういう《知恵の実》なん……本当に《知恵の実》なのか？　名前は？」

「名前はないよ！」甲かん高だかい悲鳴。「だからママが、ぼくに名前をつけてくれるんだ！　ねぇママ、そうでしょう？」

「……いや、だからぁ、ママがつけてくれる名前じゃなくて、お前自身の──」

「ぼくに名前なんてない！　ぼくに名前なんてない！　ぼくは名前を捨てたんだ！」頭ず蓋がい骨こつを直接揺ゆさぶってくるようなきーんとした子供の声が、車内に反はん響きようして満ちる。「お願いママ！　ぼくに新しい名前をつけて！　ママ、元の名前じゃない、ぼくに新しい名前をつけて！　お願い、ぼくに名前をつけて、ぼくをママの子供にして！」

　耳を押さえるコウ、

「ちょ、ちょっと待て、もう少し、落ち着いて──」




「お願い、ぼくを捨てないで！」




「す、捨てたりしません！」

　びりびりとガラスまでも震わせる凄すさまじいまでの絶叫に、アトリが飛び起きた。寝ね惚ぼけまなこのまま右、左と首を振り、コウを見て、眉まゆを下げる。

「……あ、う……」絶叫に、くわんくわんと揺れているコウの頭を母親然ぜんによしよしと撫なで、

「また、怖い夢を見たんですね？　大丈夫です、あたし、見事、絶対、確実に、コウにーさんを捨てたりしません！」

「……そりゃ、どうも」

「……あれ？　ここはどこです？　……わぁ、なぜ、なんで、どーしてイハナさんと綾あやさんが？」

　イハナは、アトリの声はもちろんさっきの大声さえも聞こえなかった、とでもいうような涼しい顔で、うっうっと泣き続けている腕うで輪わと困こん惑わくの様よう子すを見せながらも腕輪の表面を撫なでてやっている綾を眺ながめている。

「……ハナちゃん？」コウの言葉に、応こたえる。

「……アトリ、この腕輪は……なんという《知恵の実》なのか分かりますか？　……いえ、これはそもそも《知恵の実》なのですか？」

　イハナの問いに、アトリ──実はコウの妹に似ているだけの、悪あく魔ま──は改めて綾を見、その腕輪を見た。その顔から、だんだんと血の気が引いていく。

「……な、なんてことでしょう」

「……ど、どうした？」

　緊きん張ちようの、次の瞬間、

「おめでとうございます、綾さん！」一気に顔を紅こう潮ちようさせて満面の笑えみを浮かべつつ、綾の手を取って、はしゃぎ出すアトリ。「これでもうあなたの夢は──それがどういうものであれ──もはや叶かなったも同然です！　コウにーさんふうに言えば、やったじゃん！　です！」

「やったじゃん！　じゃ困るんだよ！」

　アトリの頭をはたくコウ。

「いいから、それはなんなんだ？　《知恵の実》なのか？　名前は？」

「まぎれもなく《知恵の実》です！　その名も《グレイテストオリオン》！」

「グレイテストオリオン？　……おい、どうだ？　それがお前の名前なのか？」

　コウの問いに、

「そうなの？　ママ？」金属の唇くちびるが、甲かん高だかい声を張り上げる。「グレイテストオリオンが、ぼくの新しい名前？　ママが望む、ぼくの新しい名前？」

　……アトリの顔が、青ざめた。

「……おい、これ本当に、《グレイテストオリオン》なのか？」というコウの問いに、

「間違いありません」と首を振る。

「……でもなんかこいつ、違うようなことを言っているけど」

「申し上げにくいのですが……」

　アトリはうつむき、思いつめたような表情を見せ、次の瞬間ばっと綾に抱きついた。

「綾さん！　き、気、気を落とさないでください！　あたしも、コウにーさんも、皆さんがついていますから！」

「ななな、なんか凄すごく怖いんだけど！」

「怖がらないでください！　ああ！　どんなことになっても、あたしたちは綾さんのミカタです！　ええそうですとも！　だから怯おびえず騒がず怖こわがらず、落ち着いて──あたっ？」

「お前が一番怖がらせてるんだっつーの！　いいから言え！　なんなんだ？」

　あいたぁとおでこを押さえつつ、アトリは綾あやから身体からだを離した。腕うで輪わを見、言う。

「今、マジマ先せん輩ぱいが手にしているのは、《グレイテストオリオン》だけではありません。もう一つ、別の《知恵の実》の力が働いています」

「……な、に？」目を剝むくコウ。

　……もう一つの、《知恵の実》？

「正確には、《元・知恵の実》です」

　静まり返った（さすがリムジン、エンジン音の振動すらない）車の中、大きく息を吸い、アトリはその言葉を吐き出した。

「その名も《レフトアーム＝スピーキング》──愛情溢あふるるベルゼバブ様をして全ぜん知恵の実中ちゆう最大の問題作と言わしめ、初めて廃はい棄き処分を受けた、失敗作の《知恵の実》です」

「……さ、最大の問題作……」青ざめる綾。

「ええ、問題作です」憤ふん然ぜんとするアトリ。「何しろ基本的な部分でおかしいんです。《レフトアーム＝スピーキング》は、誰のどんな願いも叶かなえることができない《知恵の実》なのですから」

　……先とは別の意味で、静まり返る車内。

　コウはため息をついた。

「……それは……いったいなんで、そんな《知恵の実》作ったんだ？」

「分かりません。だいたい、それを望んで生み出したのは他ならぬ人間、なんですよ？……人間というのは、本当に訳の分からない欲望を持つ生物です。綾あやさんふうに言えば、バカじゃない？　です」

「言うな」アトリをにらんだあと、改めて腕輪に向き直る綾。「……じゃあ、あなたの名前は《レフトアーム＝スピーキング》って言うの？」

　すぐに答えるきんきん声。

「いいよ！　ママが名付けてくれるなら、それがぼくの名前だよ！　ママがそれを望むなら、ぼくは今日から真ま嶋じまレフトアーム＝スピーキングだ！」

「……じゃなくて、その……あなたの前の名前は、《レフトアーム＝スピーキング》なの？」

「違うよ？」きょとんとした声を出し、慌あわてて叫ぶ。「前の名前はいらないんだ！　前の名前の話はしないで！　思い出さないで！」

　……思い出さないで？

「……それって、あたしが知ってる名前なの？」

　今度は沈ちん黙もくを守る、腕輪。どうやら子供声ごえ相そう応おうに、うそがつけないらしい。つまり、本当に他の名前があるってことで──

「……アトリ？」にらむコウ。

　アトリは頭のてっぺんから、腕うで輪わに負けないきんきん声を発した。

「うそです！　それは間違いなく《レフトアーム＝スピーキング》です！　間違いありません！　ああ、まさしく問題作、なんて意地の悪い《知恵の実》でしょう！　正直に白はく状じようしてしまいなさい！」

「だって違うもん！　前の名前でもないし、ママが名付けてくれないのなら、ぼくの名前じゃないもん！」

　うきゃーむきゃーと、たちまち車内に溢あふれ出すきんきんとした二種類の声に、コウはたまらず耳をふさいだ。綾あやもふさぎたいのだが、何しろ声の発信源げんの片方は自分の左腕、しかも右側にアトリがいたりするもんだからさぁ大変、ステレオに挟はさまれて身み悶もだえている。イハナだけは平然と、ある意味楽たのしそうに見える綾とコウを冷さめた眼めで見ている。

　走そう行こうするうちに、

　リムジンは舞まい原ばる家に着いた。




　　　　◇




　リムジンを舞原邸の裏門につけ、四人プラス『腕輪』は庭の片かた隅すみに立てられたプレハブに向かった。ちなみにアトリと腕輪は言い争いをやめていた。イハナは悪あく魔まより、《知恵の実》よりも怖かった。

「あ」とコウ。

　簡かん素そなプレハブのドアの前に、長身の少女の姿が見える。

　薄うす手での作さ務む衣えを着くずしたメガネの少女──小鳥遊たかなし恕じよ宇うは、三人──コウ以外──の姿に相そう好ごうを崩くずして駆け寄ってきた。

「素晴らしい！」

「……何がです？」というイハナの問いに、

「聞きたいか？」うむうむとあごに手を当てて、三人の姿を視線を使って舐なめ回す。「まず、全員三さん様ように寝巻きなのが素晴らしい。……そうだな、まずはイハナの着物の、歩くと薄手の裾すそが割れ夜にも真まつ白しろいふくらはぎのちらほらするのが眼めに眩まぶしい。露出を抑えたその中に、一ひと際きわの──瞬間を際立たせるその演出されたエロティシズムは」

「もういいです」いよいよ熱の入らんとする小鳥遊の弁べん舌ぜつを遮さえぎり、プレハブをうかがうイハナ。

「……《部長》は？」

「……いる。寝ている、と、思うが……あの男はどうも苦にが手てだ」

　肩をすくめ、……綾を見る。

「……それで……大丈夫ですか？　先せん輩ぱい」

「うん……ごめんね、こんな遅くに……」

「構いません」ため息をつき、「……ああ、本当だ」

「……何が？」

「ブラをしていない」

「……あのねぇ」

「なぜ分かるんです？」イハナの問いに、

『なぜ分からない？』コウと小鳥遊たかなしは声を揃そろえた。『胸がいつもより大きいじゃないか』

「……そんなバカな。つけて大きくなる、というなら分かりますが、外はずすと大きくなる、というのは」

　……無表情に言う綾あや。

「……いつもはきついのをつけてるの。大きくなった、って思われたくないから」

「……なぜです？」

　へぇ……人と関かかわりたがらない舞まい原ばるイハナにしては直接的な質問だな、と、驚きつつ、

「なぜかな？」笑う。「多分大きくなり始めたのが、去年からだからじゃない？」

（──ああ）

　言ってしまってから、なぜこんなことを言ってしまったのだろう、と後こう悔かいする。が、放たれた弾だん丸がんと同様に、言葉はもう、戻せない。なぜだろう、と思う。あたしは時々、去年の事件であれだけ傷つけられたのにも関かかわらず、それでも足りないと言わんばかりに自分を傷つけてしまう。傷つけるのはひどいことだと自身で分かっていながら、なのに自分はおろか他人まで傷つけてしまう。こういうとき、綾は本当に自分のことがいやになる。だが横の二人はそうは思わなかったらしく、

『かわいい！』

「ちょ、ちょっと！」左右からコウと小鳥遊に抱きしめられ、綾は耳まで真っ赤になった。
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「何するのよ！　抱きつかないで！　バカ！」

「バカだって。ほら、離れろ小鳥遊」

「お前が離れろ。……ああ先せん輩ぱい、そんな保護欲よくを搔かき立てるようなことを言わないでください。私は先輩を助けるためなら、深夜だろうが真昼だろうが何してようが駆かけつけて、抱きしめます！」

「……あたしは、本当に」

「私も本当です」

「俺だって本当だス」

「くだらない自己陶とう酔すいです」イハナは背を向け、ドアノブに手をかけた。「山やま崎ざきとあなたの成長期に、因いん果が関係があるとは思えません。そういうのは俗ぞく説せつです……悲劇のヒロインも結けつ構こうですが、ほどほどに」あんたね！　と声が上がるのを意に介するふうもなく、「だいたい、下着を甘く見てはいけません。身体からだに合ったものを身につけなければ、確実に身体を壊します。──個人の自由、ですが」

「……」イハナの言葉の意図が分からず、絶ぜつ句くする綾あやに、

「冷たいこと言うなよぉ」ため息をつくコウ。「ハナちゃんだって、本当は嬉うれしいんだろ？　これから成長する可能性もあるって、分かったんだから」

　イハナは振り向き、無表情にコウを見た。

　コウはごくっと喉のどを鳴らして、慌あわてて口を閉ざした。そんな二人のやり取りを見て、綾は思わず吹き出しかけた。必死で笑いを嚙かみ殺し、ぶすっとした表情をつくる。

　なんて変な奴やつ等らだろう、と思う。

　そして今、

　綾もその中にいる。心強い、仲間みすてりいサークルの中に。




　　　　◇




　薄うす暗ぐらいプレハブの中、

「──んん？」

　人の気配に、三み束つか元もと生なり──綾と同じく日ひ炉ろ理り坂ざか高校三年にして同好会『みすてりぃサークル』の《部長》──は身体からだを起こした。ちなみに彼は実家を勘かん当どうされており、現在は舞まい原ばる家の裏庭、このプレハブに住み着いている。

　ふわぁ、と欠伸あくびして、

「どうした？」

「会合にここを使わせてもらいます。どうぞ、お構かまいなく」

「……うむ」

　布ふ団とんに──眠りに戻っていく《部長》。

　──彼もまた、コウ（とアトリ）が悪あく魔まのミカタであることを知る者の一人である。だが、コウの『ポリッシュアップルズ』に直接関かかわってはいない。常人と多少（多少？）異なる視点を持つこの男にとって、コウが悪魔のミカタであることやこの世に《知恵の実》が存在すること、さらにはアトリが実はコウの妹ではなく悪魔であることさえ、学生が学校に行き授業を受けて生活しているのと同じくらい普通のことなのである。この世に起きることは全すべて当たり前のことであり、自然なことであり、あり得ないことなど何一つない──そういう彼にとってはコウが巻き込まれている面めん倒どうでさえ『冬にスイカを食べたい』というのと同どう程度の面倒（「わがままだなぁ」）に過ぎず、だから助けを求められれば助けるが（面倒見みは人一倍いい！）そうでなければ気にするほどのことでもなく、そして、ある意味度ど量りようの広いそのスタンスこそ、三み束つか元もと生なりが《部長》と呼ばれて（呼ばせているんだけれども）親しまれている要因なのだった。

　ほとんどまどろみつつ、尋たずねる《部長》。

「……何か、問題か？」

「いえ、大丈夫です」

「そうか」

　次の瞬間にはもう、寝ね息いきを立てている。

　実像はともかく、《部長》の見事な大だい人じん物ぶつぶりに、綾あやは思わずため息をもらした。

「いいなぁ」

「いい？　……先せん輩ぱい、世界がみんなこいつのようになったら、それは文明の終しゆう焉えんです。

　……それで？」

　ああしまった、ハーブを忘れた、なんて呟つぶやきながら腰を下ろし、ぽんぽん、と膝ひざを叩たたいてアトリを呼ぶ小鳥遊たかなし。アトリは素直に小鳥遊の膝に腰掛け、ぽん、と手を打ち鳴らし、空中から《知恵の実》のマニュアルを出現させた。

　ページをめくりつつ、

「……ええとぉ……どうしましょう」

「そうだな……まずは、その《グレイテストオリオン》と《レフトアーム＝スピーキング》という《知恵の実》の能力から聞こう」

　分かりました、とマニュアルから顔を上げ、

「《契けい約やく完了魔ま力りよく》が発せられていませんので、『サンプル』は作れませんが──」

《契約完了魔力》とは、所有者が夢を叶かなえ契約者となった瞬間に発生する、言わば信号弾だんである。通常、悪あく魔まのミカタはまずその《契約完了魔力》を受け取って行動を開始するのだが──

「構かまわん。口こう頭とうで」

「では」こほん、と喉のどを鳴らして、「まず《グレイテストオリオン》は、本ほん体たいは綾あやさんの腕につけられたその腕うで輪わです。そして能力は、『所有者の望むままにその肉体を変化、変質させる』こと」

「……肉体を、変化、変質？」とコウ。

　ちなみにコウは小鳥遊たかなしの対面に座り、コウを挟はさむように左にイハナ、右には綾が座っている。その配置は一見するとコウが羨うらやましい感じだが、二人の少女の寝巻き姿を思うさま観かん賞しようできるという点で小鳥遊恕じよ宇うにも満足のいくものだった。膝ひざの上にはアトリがいるし。

　アトリのまとめられた髪を解ときつつ（小鳥遊はアトリの長い黒くろ髪かみをふわりとさせて頰ほお擦ずりするのが好きなのだ）、小鳥遊が尋たずねる。

「それはつまり、怪かい力りきになったり体型を変えたりできるのか？」

「はい！」

「空を飛んだり、深海に潜れるようになったりも？」

「それは……あの、所有者のイメージ次し第だいだと思います。……とにかく、所有者の望む通りに肉体を変化、変質させて、その人間を超人に変える《知恵の実》、それがシリアルナンバ・〇〇九──《グレイテストオリオン》なのです！」

「……ちょっと待て、……〇〇、九？」

　驚いたようなコウの声に、そうです！　と誇らしげに頷うなずく。

「〇〇九──オリジナル・ナンバー・ナイン。《グレイテストオリオン》は、一桁けたナンバーの《知恵の実》なのです！」

「……一桁ナンバー……」

《知恵の実》は、そのシリアル・ナンバーの桁けた数すうによって四段階（〇〇〇を含む）に区分され、その桁数が減るほどに凄すさまじい能力を持つ、らしい。先日、コウたちは《パーフェクトワールド》という二桁ナンバーの《知恵の実》を回収したが、その《知恵の実》は『閉じた世界を創つくり出す』という凄まじい能力を持っていた。

　二桁であれほどの能力を持っているなら、

　一桁は──

　──全員の目が綾の左手、銀色の腕輪に注そそがれる。

　アトリが言う。

「とにかく、《グレイテストオリオン》は需じゆ要よう率、回収率もトップに位置する、まさに『お勧めの一品』です。綾あやさんの望みも、もう叶かなえられたと思って構かまわないです！」

「……あたしに魂たましいを使わせたいわけ？」

　はい！　と元気よく返事しかけ、綾の表情にあう、とアトリは口を閉じた。

「あのあの……お気に、召めしませんか？」

「なんで、お気に召すと思うのよ」

「……だって、マジマ先せん輩ぱいは夢が叶うし、コウにーさんは魂が手に入るし……」

　あんたね、と口を開きかけ、綾ははぁ、とため息をついた。あまりに『人間』しているのでたまに忘れるが、アトリは悪あく魔ま、根本的な部分で違う。コウににらまれしゅん、となっているアトリに、穏おだやかに言う。

「……アトリちゃん、残念ながらね、あたしには魂と引き換えにしてまで叶えたい夢なんて、……ないから」

　……よく考えると、悲しい台詞せりふかな、とか思う。

　ぶんぶんぶんと手を振り回して、アトリ、

「でもでも、《グレイテストオリオン》はいろいろなことができますよ？　ぼん・きゅっ・ぼーんな体型になったり、とか、体重や体たい脂し肪ぼうを減らしたり、とか、肝かん臓ぞうを取り替えたりとか肺を綺き麗れいにしたりとか不ふ死じ身みの肉体になったりとか頭の回転をよくしたりとかエネルギーの代たい謝しや率を変更したり眼めからビームを出したり火を吹いてみたり足の小指をぶつけても平気になったり弁べん慶けいの泣き所をなくしたり──」

　嘆たん息そくするコウ、

「……なんてすごい《知恵の実》だろう。……まさに偉大すぎるグレイテスト……」

「でしょう？　……どうです？　綾さん、何かありませんか？」

「……確かにすごいけど、あたしは……」

　……一瞬よぎった考えに、口ごもる。

　すかさず腕うで輪わが叫び出す。

「できるよ！　そんなの簡単だ！　ぼくがママの体重を、五十五キログラム以下にしてあげる！」

「きゃああ！」

「おわ？」

　期せずして振り回された綾の左腕に顔面を直ちよく撃げきされて、コウは後ろにのけぞった。鼻の頭を真っ赤に、涙なみだ目めになってこちらも顔を真っ赤にしている綾を見る。

「あいたぁ……？」

「ご、ごめん……大丈夫？」

「いえ……体重の乗った、いいパンチでした」

「……殴なぐるよ」

　ちょっと待て、と小鳥遊たかなし、

「……今先せん輩ぱい、心の中でそういうことを考えたのか？」

「……いや……あの……別に、自分が太っているとは思わないんだけど……部ぶ活かつやめてから、体重が少し増えちゃったから、その……」なぜか必死に言い訳している自分を発見し、憮ぶ然ぜんとした表情になって小鳥遊をにらむ。「……か、考えただけよ、いくらあたしがバカでも、体重のために魂たましい捨てようとは思わないわよ」

「……もちろんです、そんなことは考えていません……ただ」

「……ただ、何？」

「いえいえ」ぽんぽん、と綾あやの肩を叩たたき、口を挟はさむコウ。「先輩は充分瘦やせてますって。重いのは筋肉です。気にしないで」

　気にしてないってば！　とコウをにらみ、目が合い、なんか恥ずかしくなって、ふと──

「できるよ！」光こう沢たくの中で再び叫び出す腕うで輪わ。「ぼくならママのショジョマ──」

「きゃああ！」

　今度は偶然、とは言いがたい感じで綾の裏うら拳けん（拳こぶしの甲こう）が顔面に炸さく裂れつし、コウは空中に鼻血のブリッジを描いた。後ろに倒れ、「んはっ」と一息、動かなくなる。

　そのまま腕をブン回し、わめく綾。

「きゃああ！　ああ、あんたはもう喋しやべるなバカァ！」

「でもママ」

「いいから！」

　コウにーさんコウにーさんと駆け寄ろうとするアトリをしっかり押さえて大だい丈じよう夫ぶ大丈夫天てん罰ばつだから、と言いながら、綾を見る小鳥遊。

「……あの、先輩、……今のも……」

　耳まで真っ赤に、小鳥遊をにらむ綾。

「そうよ！　悪い？　考えただけ！　いいからもうほっといてよ！」

「いや、あの……」

　ずっと沈ちん黙もくしていたイハナが静かに口を開く。

「落ち着きなさい、綾」

「……」

「小鳥遊はこう言いたいのです。その腕輪は、あなたの口からではなく思考から、直接願ねがいを察さつ知ちできるのか？　と」

「……え？」

「ルールを忘れましたか？　──《知恵の実》と契約した者は、願いが叶かない悪あく魔まが現れるまでそのことを忘れている、という──」

「……」

　頰ほおは紅こう潮ちようさせたままで、しかし冷静さを取り戻し、小鳥遊たかなしを見る綾あや。

「……あたしが忘れているだけで、実はもう、契約しているかもしれない、ってこと？」

「……いや、今はまだ大丈夫でしょう、その腕うで輪わの言葉から察するに……ですが。しかし、これからは……」

「……」

「やはり、その腕輪は無理にでも取った方が良さそうですね」イハナは言った。綾を見て、「……魂たましいよりも処しよ女じよ膜まくの方が大事だ、というなら別ですが」

　……イハナをにらむ、綾。

　沈ちん黙もく。

　しばらくして、

　銀色の腕輪の上に、遠えん慮りよがちに唇くちびるが開く。

「……ごめんなさい、ママ、それは無理だよ……」

「……」

「ぼくが叶かなえられるのはママのことだけ。この人の胸を大きくすることは、いくらぼくでもできないよ」

「……」イハナの表情は変わらなかった。

「……ま、まぁ、とりあえずは」綾とイハナの間に放ほう電でん現象が起きているのが見えた気がして、小鳥遊は慌あわてて言葉を継いだ。「次に進もう。アトリ、もう片方……《レフトアーム＝スピーキング》とは、いったいどんな《知恵の実》なのだ？」

「《元・知恵の実》です！」一緒にされてはたまらない、とでも言うように、アトリは大声をあげた。「……もう《知恵の実》ではないので詳くわしいことは分かりませんが、《レフトアーム＝スピーキング》──その本体は精神アストラル体、人間に取り憑つき、その左手が触れた物を人間のように喋しやべらせる能力を持っている、とか……」

「……つまりこの《レフトアーム＝スピーキング》は」腕輪を指さす小鳥遊。「真ま嶋じま先せん輩ぱいの身体からだに取り憑いていて、《グレイテストオリオン》の腕輪を人間のように喋らせている、ということか？」

「はい」

「……では、今いま喋っているのは《グレイテストオリオン》なのか？　《レフトアーム＝スピーキング》なのか？　それとも……？」

「……そう、それが一番の問題でしょう」

　気き絶ぜつしているコウの頭を膝ひざに乗せつつ、アトリに冷たい視線を送るイハナ。コウの顔（鼻血）を拭ふいてやりながら、綾も表情を歪ゆがめてアトリを見ている。

　アトリはため息をつき、言った。

「……ごめんなさい、よく、分かりません……」

「分からない？」と綾あや。

　頷うなずくアトリ、

「《レフトアーム＝スピーキング》は、遥かな昔に廃はい棄きされた《元・知恵の実》です。廃棄品は悪魔あたしたちの管理から外はずれますからマニュアルにも載ってなくて、だから調べようがなく、見かけの能力以上のことは実際使つかってみなければ分かりません」慌あわてて言い足す。「でも、それが《レフトアーム＝スピーキング》なのは確実です！　間違いないです！　ベルゼバブ様に聞かされた通りですから！」

　ちなみにベルゼバブというのは、アトリの創つくり主にして知る人ぞ知る有名な悪魔である。

「……ふうむ」アトリの頭を撫なでながら、ため息をつく小鳥遊たかなし。「……つまり、使ったことのある人間は、当然それがどういうものか知っているわけだ」

「……ですね。敵は当然知っている」とイハナ。

　きょとん、とアトリ、「……敵？」

「そう、敵です。起きたら左手に《グレイテストオリオン》と《レフトアーム＝スピーキング》という《知恵の実》がついていた──そんな偶然、考えられません。

　これは明らかに、何者かの意図による──『攻こう撃げき』です。《グレイテストオリオン》と《レフトアーム＝スピーキング》の能力を知る何者か、の」

　怯おびえたように、アトリ、

「だ、誰のです？」

　イハナの声がプレハブに響ひびく。

「過去を踏まえれば、考えられるのは一つ……

　──夕日を連れた、男」

　──夕日を連れた、男。

　綾は頷いた。

　……左腕の腕輪に気づいた時から、そうだろうと思っていた。綾だけではないだろう、コウも、イハナも、小鳥遊も、事件を聞いた瞬間から、その存在を考えていただろう。

　──『夕日を連れた男』、それは、

　コウが悪魔の代行者であることを知り、コウが戯たわむれにつけた『悪魔のミカタ』という言葉を知る──しかしアトリの存在は知らないらしい、謎なぞの存在。悪魔のミカタ最初の事件《インヴィジブルエア》の犯人は、『夕日を連れた男』に《知恵の実》を渡され、コウの存在まで知らされていた。前回《パーフェクトワールド》の事件も──確認こそ取れなかったが、犯人が知るはずもないコウの正体を知っていたことから──『夕日を連れた男』が裏にいた可能性は高い。

『夕日を連れた男』、それは、

《知恵の実》を駆く使しし、

　闇やみからコウに対してくる、

　その正体も動機も不明の、

　謎なぞの敵──

「そいつの次の操あやつり人形に、あたしが選ばれたわけか」綾あやは自じ嘲ちようの笑えみを浮かべた。「あたしって、そんな物もの欲ほしそうな顔してるかな？　魂たましいを引き換えにするような願いを、持っているように見えるのかな？」

「……」

　不ふ覚かくにも涙なみだ声ごえになりかけるのをこらえ、笑い、言葉を続ける。

「だいたい、一桁けたナンバー？　あたしにこんな豪ごう華かな《知恵の実》渡したって、意味ないのに。あたしは魂かけるような夢なんてないし、あっても《知恵の実》を使おうとは絶対思おもわないし、もしも使ったってコウの敵には回らない。敵になったって、勝てるほど頭よくないし……」

　うわ……と思うが、我ながら自じ嘲ちよう的になるのは否めない（……情なさけない）。ため息をつき、綾は口を閉ざした。

　代わりにイハナが口を開く。

「……『夕日を連れた男』が何者で、何を考えているのかは分かりません。それを判断するには、あまりにも情報が少ない。

　ただ、これだけは確かです。敵は明らかに複数の《知恵の実》を持ち、私たち以上の情報を持ち、何らかの意図を持って行動している」

「そんなの分かってるわよ」

　いいえ分かっていません、と改まって綾に向き直るイハナ。

「……私がこの『夕日を連れた男』の、何を恐れているか分かりますか？」

「……」

「私が恐れるのは、この男が平然と《インヴィジブルエア》を手放せるところです。世界を閉じるという凄すさまじい能力を持つ《パーフェクトワールド》を、平然と人にくれてやれるところです。《グレイテストオリオン》という一桁ナンバーの《知恵の実》を、自分の敵に簡単に渡し──それら凄まじい《知恵の実》が敵の手に渡り、自分に対して使われるかもしれない事態を全く怖れていない──その態度、いえその自じ負ふに、私は脅きよう威いを感じます。

　……綾、複数の《知恵の実》を所持し、その能力を知りながら契約者ではない──それがどんな可能性を意味するか、分かりますか？」

「え？」

「あなたも知っているはずです。身近にそういう存在を」

　ええ？　と混乱に見開かれた目が、

　あっ、と、

　おそるおそる、

　傍かたわらに座る少年にいく。

「──そうです」いったん息を吸い、イハナはその言葉を口に出した。「この『夕日を連れた男』は、コウがこれから歩もうとしている道を、すでに歩み、しかも生き残っている存在である可能性が高い」

　そんな……と言葉を詰まらせる、綾あや。

（……コウとは別の、）

（……悪あく魔まの、ミカタ？）

　あくまで可能性ですが……と、イハナ、

「──今の段階での断定は、避けるべきでしょう。ですが、言わばコウの先せん輩ぱいかもしれない存在──超ちよう常じようの力を持つ《知恵の実》に人間の知恵と力量のみで戦いを挑いどみ、勝利してきた存在──その恐ろしさは、綾、あなたにも分かるはずです。そして、

　今あなたを襲おそっているのは、まさにそういう『敵』なのです。

　そして、そういう相手である以上、『夕日を連れた男』がただ漫まん然ぜんと、あなたを選んだはずがありません。そんな相手が、戯たわむれに二つの《知恵の実》を使ったりするはずがありません。綾、敵はあなたを知り、あなたが《知恵の実》を嫌っていることを知って、そして何かを仕掛けてきているのです。……ですから、たとえあなたが自分をどう思っていようと、あなたが本当に魂たましいと引き換えにするような夢を持っていなかったとしても、それで安心するべきではありません」

　……押し黙る、綾。

「長々と脅おどかしたなぁ」とコウ。

「だが、言わんとするところは分かる」と小鳥遊たかなし。「先輩、……自分にそんなつもりはないからと、油ゆ断だんしてはいけない。イハナの言う通り、『夕日を連れた男』はそれを見越しているだろうから」

「……そ、そんなの、分かってるわよ！」腕輪を見せる。「こんなのつけられて、油断なんかできるはずが……」

　すかさず叫ぶ、子こ供ども声ごえ。

「ママ、大丈夫！　大丈夫だよ！　ぼくがママを守ってあげる！　ママにはぼくがついているから！」

　……綾はため息をついた。

　イハナが、立ち上がる。

「とにかく、今は『夕日を連れた男』の正体や目的を探る前に、やるべきことがあります。そちらから済ませましょう」

「……何？」

「あなたを検査することです」無感情な言葉が響ひびく。「その腕うで輪わを、どうにかして外はずせないか──《グレイテストオリオン》が、あなたの身体からだに影えい響きようを及ぼしていないか」一いつ拍ぱく置いて、「……本当に、胸を大きくしてもらってはいませんね？」

「いないわよ！」

　大声を上げてから、ひょっとして今のは冗じよう句くだったのだろうかと綾あやは思った。このイハナという少女は表情が変わらないために、本気か冗じよう談だんかしばしば区別がつきにくかったりする。

　こうして、

　綾はコウたちと別れ、医い療りよう棟とうへと向かった。




　そして二時間後、

　綾の脳に、腫しゆ瘍ようができているのが発見された。




　　　３




　ちゅんちゅんと、小鳥の声──




　緑と白と──二枚のカーテンに淡くこされた初夏の光が綿のように満ちて広がる早朝の、涼しげな風に頰ほおを撫なでられ、穏おだやかに──綾は眠りから覚めた。うとうとと、まどろみの中、初めて見上げる天井は──

（ああ、そうだ……）

（ここは、舞まい原ばる家だ……）

　寝ちゃったんだ……眠れるもんだなぁ、と半なかば自分に感心しつつ、夢ゆめ心ごこ地ち、すべすべに沈んだ枕まくらに頰ほお擦ずってみる。さすが金持ちは枕から違う、と感心しつつ、頰に、唇くちびるに、肩に──そのなめらかな感かん触しよくを楽しむ。二度三度、と真白いシーツに頰擦りして、

　綾はようやく、

　自分を見つめる熱い視線に気がついた。

　すぐ目の前に、少女の顔。

　唇が割れ、吐と息いきがかかる。

「おはようございます、綾様」

「お……は……よう」

　ろれつ回らぬ綾の口く調ちようにくすっ、と笑い、

　唇に軽く、触れる唇。

「……あ……」

「よくお眠りになられましたか？　枕が替わって平気でした？　なんなら取りにやらせますが」

「……ううん……」起き抜けの霞かすみ──綾あやは朝に弱かった──に頭を揺すりつつ、「……ええと、確か……」

「舞まい原ばる家のメイド長、みんでございます」

　……みん？　それ、名前？

「……なんで、隣となりに寝ているの？」

「舞原家の習慣です」

「ああ」さすが金持ちは違うなと、寝ね惚ぼけた頭で考える。「……習慣……ね」

「この位置が、もっともいいのです、寝顔を鑑かん賞しようするのに」

「……鑑、賞……？」

　はぁ、と仰あお向むけになり、自分の肩を抱いてプルプルと身を震わせるみん。

「堪たん能のうさせていただきました」

「……」

「あら」左手を上げ、時計を見る。「もう、こんな時間……そろそろお嬢じよう様が……では綾様、ひとまず失礼致いたします。……あ、その顔くださいませ」

　ぱしゃ、と光──あっけにとられた綾に深々と一いち礼れいし、みんはベッドから降りた。出て行くのかと思いきや、そのまま、ベッドの下へ潜り込む。

　ばたん、という軽い音。

「？」

　ベッドの下を覗のぞいてみるが、──誰もいない。

「……？　？　？」

　混乱した頭をぽんぽんと叩たたき、

（──！）

　思い出した瞬間、

「おはようママ！」

　起き抜けからＭＡＸパワーのきんきん声──銀色に輝く腕うで輪わとその上に開いた唇くちびるの姿を認め、綾はため息をついた。

　目が覚めてなお、ぱん！　と自分の頰ほおを張る。

　負けるもんか、と、思う。

　……そうとも、《知恵の実》になんか負けるもんか。《グレイテストオリオン》だろうが《レフトアーム＝スピーキング》だろうが、喋しやべる腕輪が外はずせなかろうが脳に腫しゆ瘍ようができていようが、……そりゃあたしは、小鳥遊たかなしほど頭もよくないし、イハナほどの行動力もない。でも……

　負ける、もんか。




　　　　◇




「おはようございます」

　イハナが訪ねてきたとき、綾あやはまだベッドの上にいた。もう完全に目は覚めていたのだが、勝手を知らぬ舞まい原ばる邸、これからどうすればいいのか分からなかったのである。

「おはよう」挨あい拶さつを返しながら言う。「あの……イハナ、あたしの着替えは……」

「制服は持ってきました。部屋着等などは夕刻までに。その他ほか雑用品は、メイドに言いつけてください。……ああ、この部屋の中のものは自由に使って構かまいません」

「……ありがと」

　これからしばらく──《グレイテストオリオン》から解放されるまで──綾は舞原家で暮らすことになる。

「悪いわね……いろいろ」

「気にしないでください。貸しは必ず、返してもらいますから」

「……」すごい気になる……

「よく、眠れましたか？」

「……多分。自分でも信じられないけど」

「薬のせいです」

　……ああ、そう。

　尋たずねる声、

「夢は？　何か見ましたか？」

「……え？　ううん、別に……」

　そうですか、と頷うなずくイハナ。

　そのまま綾を見つめてくる、深く黒い瞳。

　思わず赤せき面めんする綾、「……何よ」

　イハナは言った。

「……本当に、あなたは冬ふゆ月つきに似ています。……不思議ですね、あなたの眉まゆは細いのに」

「……そりゃ、どうも」眉ってな、どういう基準だ。「……コウや小鳥遊たかなしはともかく、あんたに言われるとはね」

「……来客用のこの部屋に」イハナは部屋を見渡した。「冬月もよく、泊めました」

「……」

「父親との折り合いが悪かった彼女は、よくうちに泊まりに来ていたのです」

「……仲、良かったんだ」

「私が友達といえる、数少ない人でした」

　──沈ちん黙もく。

　綾あやは呟つぶやいた。

「冬ふゆ月つき日ひ奈な、か……」

　冬月日奈、それは、

　コウの恋人であり、小鳥遊たかなしの想い人であり、知恵の実《ピンホールショット》の所有者高たか久く直なお子こを止めようとして殺された、

　綾の、恩おん人じん。

　──彼女のお陰で、綾は死なずにすんだ。

　だが、綾の身代わりのようにして死んだ彼女のことを、綾自じ身しんはあまり知らない。何しろ会ったのは一度だけ──彼女が死ぬ前に会い、話をした、それだけなのだから。太い眉まゆをしていたのは、覚えている。太い眉のその下に、意志の強い大きな瞳が輝いていたのは記き憶おくの中に焼きついている。だがそれだけ。助けてくれたひとのことなのに、他は何も知らない。

　冬月、日奈、

　綾によく似ているという、

　堂どう島じまコウの、恋人……

　すごいひとだったんだろう、と思う。

　彼女を生き返らせるため、悪あく魔まのミカタをしているコウ──それほどまでに想われる恋って、どんなだろう、と思う。そして、そんなひとに自分は似ているのだ。時々、コウや小鳥遊の視線に、ああ、あたしに日奈さんを見ているな、と感じることがある。冗じよう談だんめかして髪に触れたり、抱きついたりしてくる動作に、ああ日奈さんにしたことを思い出しているんだな、と感じることがある。そんなとき、綾は胸が一いつ杯ぱいになる。身体からだ中が切なさに満ちてよじれる。それは少しく悲しくて、哀かなしい喜びがあって、向こうの見えない闇やみの中を覗のぞきこみえんえんとため息を吐き続けているかのような、苦しい、行き場なく果てのない想いに囚とらわれる。

　どうしたって、

　死人には、勝てない。

　──生き返ったら話は別かもしれないけれど。

「詮せん無ない話です」無感情な目が、綾を捉とらえる。

「……そうね」

「ところで、食堂に行く前に話しておきたいことがあるのですが、今いいですか？」

「……どうぞ」

　綾はベッドに場所を空あけた。

「……話があるなら、座ってくれない？　立ってられるとなんか居い心ごこ地ち悪いから」

「はい」隣となりに腰を下ろして、イハナは言った。「腫しゆ瘍ようの、検査報告が来ました」

「……それで」

「良性とか悪性とかではありません。明らかに、普通ではない──」

　腕うで輪わを見せる綾あや。

「これ、の仕業なんだ」

「はい」イハナは表情を変えず頷うなずいた。「アトリのマニュアルで確認しました。昨夜、《グレイテストオリオン》が使われた形けい跡せきがあります。使用者は分かりませんが──」

（──やっぱり……）

　目の前が暗くなりかけ、綾は慌あわてて首を振った。心中に呟つぶやく。負けるもんか、予想はしていたはずだ、そう、分かっていたことだ。イハナに頷き（なぜだろう、こういうとき、彼女の無感情な態度は本当にありがたい）、促うながす。

「……それで？」

「《レフトアーム＝スピーキング》については、廃はい棄き品であるため使用状況は確認できないそうです。ですが、《グレイテストオリオン》は確実に使われている。……腫しゆ瘍よう自体は、ただあるというだけで、現在危き険けんはありません。ですが、それが《グレイテストオリオン》の能力によるものである可能性がある以上、無理やり──たとえば左腕を切断して──《グレイテストオリオン》を取り外はずしたとき、腫瘍がどう変化するか分かりません。いいえ、暴走し悪性に変わる可能性が大──量が量ですし、無理はしないほうがいい、と結論しました」

　──量が量？

　そ、そうね、と頷く。腫瘍がなかったら、イハナは本当に綾の左腕を切断していたかもしれない──なんて考えぞっとする。そりゃ、魂たましいと腕一本ならどちらが大事かは歴れき然ぜんだし、今の医い療りよう技術なら切断後ごまたくっつけることができるのかもしれないけれど……

「……じゃあ、どうする？」

　淡たん々たんと、「ゲームに乗るしかありません」

「……え？」

「これが今まで通りなら、フェアなゲームになっているはずです。勝てさえすれば腫瘍は消え、この二つの《知恵の実》からも解放される──そう信じて行動するしかありません」

「……でも、ゲームって……」

　綾の左腕──腕輪を指す。

「昨夜からのデータから、私の対策班はんはある仮説を立てました。──結論だけ言いましょう。これは、『名前当て』ゲームです」

「……名前当て、ゲーム？」

「そうです。《レフトアーム＝スピーキング》が喋しやべらせている存在──仮に《グレイテストオリオン》としておきましょう──の『名前』を当てる、というゲーム。その名を当てない限り、あなたは《グレイテストオリオン》を外すことはできない。

　私たちはどうにかして、その名前を当てなければなりません。綾、あなたが《グレイテストオリオン》で望みを叶かなえる前に」

　さもなければ。

　たちまち叫び出す腕うで輪わ。

「いやだ！　ママ、いやだ！　本当の名前なんてぼくはいら──」

「だまりなさい」

　イハナの静かな一言に、たちまち静かになる。

　イハナは綾あやの目を見つめ、言った。

「何か、これの名前に心当たりはありませんか？」

「……ないわよ。……だって、あるわけないじゃない。こんなの、初めて見るし──」

「いいえ──綾、あなたは恐らく、これの名前を知っているはずです」

「え？　な、なんでよ」

「……奇き妙みような質問ですが」頭を振り、改めて綾を見て、「何か……忘れていることはありませんか？」

「……忘れていること？」

「今のあなたの記き憶おくには、ぽっかり抜け落ちている部分があるはずです」

　……へぇ？　と混乱しながら、考える綾。

「……そ、そんなこと言われても、忘れているんだったら──忘れているのに──何を忘れているかなんて、分かるはずないじゃ……あああたし、何なに言ってんだろ」

「よく、考えてみてください」

「そんなこと言われても……だいたいなんで、あたしが何か忘れてる、なんて、あたしに分からないことが分かるの？」

「純じゆん粋すいに外科的な見地です」すぅ、と息を吸い、「難しい話は省きますが、記憶というのは言わば神経回かい路ろが形成した『つながり方』で保存されており、その結線ネツト上を電気信号が走り様々な化学反はん応のうを誘ゆう発はつすることで記憶として思い出されます。そして、

　その結線ネツト上に腫しゆ瘍ようができたため、あなたは今、ある種の『記憶障しよう害がい』を起こしている可能性がある」

「……？　ごめん、分からない」

「要するに、この腫瘍は《グレイテストオリオン》を外はずさせないためのものではなく、あなたにその名前を忘れさせるためのものではないか、ということです。腫瘍によって忘れさせられたそれを、思い出せるかどうか、それが今回のゲームではないだろうか、というのが、この事件に対して私の『対策班はん』が立てた推すい論ろんです」

「……ふわぁ……」

　相変わらずすごいなぁ、と感心しつつ、

　考える。

　考える。

　考える──

「もしもし」

「……あ……ごめん。昨日きのうあんまり寝ていないから……」ふわぁ、と欠伸あくびし、慌あわてて口を押さえて、「ごめん……あたしだけじゃないよね。……みんな、あたしのせいで……」

「心配しなくても、貸しは必ず返していただきます」無表情に繰り返す。「……ただ、私は今日は学校を休みますが、……あなたはやはり、登校するのですか」

「当たり前じゃない。いつまでかかるかも分からないのに、こんなことで休めないわよ」腕うで輪わをにらみ、「いい？　あたしが話し掛けない限り、声こえ出しちゃだめよ！　分かった？」

「分かった！　ママ、ぼくいいこにしてる！」

　よしよし、と腕輪を撫なでてやり、

「ふわっ……ふ」とまた欠伸。

　……イハナはため息をついた。

「その様よう子すだと、学校でも寝てしまうかもしれませんね。あとで私用の仮か眠みん室の鍵かぎを渡しますから、睡すい眠みんはそこで取ってください」

「あんた学校に、そんなもんつくってんの？」

「それとこれを」

　差し出されてくる、緑色の和わ綴とじのノート。

「……これは？」

「先も聞きましたが、何か……夢を見ませんでしたか？」

　え？　とイハナの顔を見る。

「……多分、見てないと思うけど……あたしあんまり、夢って覚えているほうじゃないからなぁ」

「ではこれからはなるべく覚えているようにして、夢を見た場合は、起きたらまずその夢をできるだけ克こく明めいにこのノートに書き出してください」

「……なんで？」

「見た夢を覚えていること、それが明めい晰せき夢むへの第一歩です。……昨さく日じつの、明晰夢の話を覚えていますか」

　明晰夢？

　うん、と頷うなずく綾。

「確か、自覚して制せい御ぎよできる夢、でしょう？」

　そうです、とイハナ。

「そして夢とは、一種の信号であると考えられます」

「信号？」

「たとえば、怪け我がをすると身体からだは『痛み』という信号を発してあなたに異常を伝えます。病気になると、身体は発熱してあなたに異常を伝えます。熱さ、という信号に初めて人は自分の身体を冷やそうとし、寒さ、という信号でようやく人は自分を温め体温を保つ。空腹感、というのはあなたにエネルギー補給の必要を思い出させる信号であり、満腹感とはさらなる摂せつ取しゆを控えさせる信号です。酸すっぱいものが欲しくなるのはビタミンが足りないからであり、ストレスは神経を休ませる必要を知らせます。疲れは休息を、快楽は続行を促うながす信号であり、恐怖とは危険を案じさせる信号──『身体』というのは、様々な信号を使って『あなた』という存在の恒こう常じよう性を守ろうとする、もっとも身近にして頼れるパートナーなのです」

「……ははぁ」綾は感かん嘆たんの声を上げた。「……なるほど。すごいね……そんなふうに考えたこと、なかったよ」

「もっとも、たまに裏切ることもありますが」

「……そう」

「そうです。そして夢も、そうした信号の一種と考えられます。無意識が察さつ知ちした、しかし察知したにも関かかわらず漠ばく然ぜんとしすぎて体系化できない情報を、『身体』は『夢』としてあなたに伝えます。あなたの中の漠然とした不安は悪あく夢むになり、無意識下かの欲求は類るい型けい的な夢ゆめを見せ夢判断の材料になり、予よ知ち夢む、というのは結局あなたがすでに分かっていながら気がついていないことを改めて認識させているのにすぎない。

　夢、というのが無意識下からの信号であるなら、明めい晰せき夢むというのは無意識に察知している情報を再確認する上で有効な手段なのです」

「……ふぅん」

「さらに言えば、あなたの脳にできた腫しゆ瘍ようがあなたの記き憶おくに影えい響きようを及ぼしているのなら、それは必ず、夢にも影響を与えるはずです。精神もまた、肉体と同じく恒常性ホメオスタシス──自じ浄じよう作用を持ちます。もしもあなたが明晰夢を見られるようになり、夢が伝えてくる信号を自らの意志で制せい御ぎよできるようになったら、それは確実にあなたの記憶を復元し異常を回復させる手助けになるでしょう」

「……なるほど」

　そういう戦い方もあるのか……と思わず手を叩たたきそうになる綾を無表情に制し、続けるイハナ。

「はっきり言えば綾、あなたには今、重大な──致ち命めい的な異常が起こっています」

「……」

「ですから、これからあなたの『身体』は、その異常を様々な『信号』に変えて『あなた』に送ってくるでしょう。……それは決して、気持ちのいいものではありません。『痛み』、『不安』、『恐怖』、『絶望』、『ストレス』等……。しかしそれらの『信号』は、あなたを苦しめるためではなく、異常を知らせることであなたを助けようとしている、言わば『身体』からのエールなのです。

　それを心に留め、それらの信号に負けないよう、有効利用してください」

　……綾あやはイハナの、無感情な顔を見つめた。

　しばらくして、ようやく口から言葉を出す。

「……うん」

　視線を逸そらす、イハナ。

「……多分にきれいごとを含んではいますが、覚えていて損はない思し考こう法──生きるための、有効な武器です」

　いかにも、なイハナの言葉に、綾は思わず微笑ほほえんだ。微笑んだ拍子に、わずかに瞳が、……潤うるむ。

　やがて、

　長いこと喋しやべって疲れたのか、ふう、と息を吐き、イハナはベッドから立ち上がった。

「それでは、着替えたら食堂の方へ」

「待って」出て行こうとするイハナを、呼び止める。

「なにか？」

「……ありがとう」

　──一瞬、綾と視線を合わせ、すぐに背を向けるイハナ。ドアのノブに手をかけ言う。

「……礼を言われる筋すじ合あいはありません。貸しは、必ず返していただきます」

「うん」

「では」

　イハナを見送って、綾は緑のノートを手に取った。夢、というものが本当にイハナの言うようなものなのかは分からない。明めい晰せき夢む、というのがそんなに都つ合ごうのいいものなのかは分からない。だが、それを話してくれたイハナの、気持ちは分かる。そして、具体的な『やること』がある──その心強さも分かる。

　遠えん慮りよがちな、小さな子供の声、

「どうしたの？　ママ」

「なんでもないわよ」

　目元を拭ぬぐった瞬間、

　こんこん、とノックの音。

　慌あわてて

「だ、誰？」

「私です」イハナの声。「言うのを忘れていましたが……急いでください。もう一つ、皆にも話があります」

「ま、まだあるの？」

「アトリがマニュアルを調べた結果、二日前にも《グレイテストオリオン》が使われているのが分かりました」

「……え？」

「場所は、……日ひ炉ろ理り坂ざか高校です」

　綾あやは立ち上がった。




　　　　◇




　かちゃ、とドアを開け、食堂に入る。

「あ、先せん輩ぱい」とコウ。

「おはようございます」と小鳥遊たかなし。

　おはよう、と挨あい拶さつを返し、綾はそそくさと席に座った。胸を隠かくして。

「どうしたんです？」とコウ。

「ど……どうしたって、どうもしないわよ。……いやどうもしてるわよ。左手には《知恵の実》がついてるし頭ン中には腫しゆ瘍ようがあるし、どうもしてない方が変でしょ？　なんでそんな変なこと聞くの？」

　……押し黙るコウ、

　代わりに尋たずねる小鳥遊、

「なぜ、胸を隠しているんです？」

「……」

　観かん念ねんし、綾は手を離した。

　日炉理坂高校指し定ていの黄色と紫むらさきの制服に包まれた胸をさらして見せる。

「ど、どう？」

「……どうって、何が？」とコウ。

「あ、分かった。胸がワンサイズ大きい」と小鳥遊。

　小鳥遊の言葉に、綾はがっくり肩を落とした。いつもは、ワンサイズ小さなブラをほとんどさらしのような感じでつけているのだが……

「……やっぱり、分かるんだ……ねぇ、イハナ、もう少し小さめのブラ……」

「あなたのはそれが『適正サイズ』です」イハナは冷たく首を振った。「誤った下着の着用は身体からだと心を歪ゆがめます。胸の大きさを下着で変更するようなことはしないでください。それはサギです。……情なさけない」

　……その発言はかなりの女性を敵に回すと思う……と綾は心しん中ちゆう思ったが、口には出さなかった。イハナはそんなこと、気にも留めないだろうから。実際、イハナは学校で孤立していて、友達と呼べるような人間はほとんどいない。

「……でも、いきなりこんな、……大きな胸で学校行ったら、変な目で見られたり……」

　すかさず言い放つ──断言するイハナ、

「その胸は、決して大きくはありません」

「……そ、そう？　本当に？」まだ不安げな綾あやに、

「大丈夫ですよ先せん輩ぱい」コウは力強い笑顔を見せた。「分からないやつには分かりませんし、分かるやつは──そんなの分かるやつは、きっと、絶対、確実に、変へん態たいのすけべぇだけでしょうけど──見み栄え張はってパット入れてるんだな、と思いますって」

「……そうかな」

「確かに」小鳥遊たかなしも頷うなずく。「本当は胸が大きいのを隠かくしていたんだ、とは思わないだろうなぁ」

　……なんか曰いわく言い難がたい沈ちん黙もくが、朝の食卓を包む。

　しばらくして、やっとアトリ──当然と言えば当然だが、この中で一番胸の薄い少女──が口を開いた。

「……よく分かりませんが……綾さんなんか嫌いです！　いけず！」

　こうして、朝食は始まった。




　食卓には、昨夜のメンバー全員（《部長》は除く）が揃そろっていた。ちなみに、コウとアトリが一緒な以外は、みんな広いテーブルを目め一いつ杯ぱいに使って別々に離れて座っている。これは、みークルの部員に多く見られる特質である。たとえば綾は以前バレー部だったが、対外試合とかで別の学校施設に行き、会議室等などの広い部屋を準備室として与えられると、せっかく広いのになぜかひとところに集まってしまう。だがみークルの部員にそれはない。みな思い思いの場所に座って、その必要がない限り集まる、ということがない。みークルの人間は、仲間意識は厚いが、どこか冷さめた部分があるのだ。たとえばコウも小鳥遊も、お互いに相手を信用しているにも関かかわらず、明日あした相手が敵になっても別に不思議に思わない、といった雰ふん囲い気きを常に持っている。

　メイドさん（朝のあの、みん、というメイドさんだった）が朝食──サンドイッチの軽食を配るのを待ち、イハナが口くち火びを切った。

「先に話しましたが、昨夜、《グレイテストオリオン》が使われた形けい跡せきがありました。《契けい約やく完了魔ま力りよく》が発生していないので、ただ使っただけということでしょう。恐らく、このときに真ま嶋じまの脳に腫しゆ瘍ようが生まれた」

「《グレイテストオリオン》が変化させられるのは、自分の身体からだだけだろ？」とコウ。「なのに、どうやって先輩の脳を変化させたんだ？」

　口を開くアトリ、

「分かりませんが、人間プラス底そこ意い地じの悪い《レフトアーム＝スピーキング》です、《レフトアーム＝スピーキング》は廃はい棄き品なので使用形けい跡せきは調べられませんが、決まってます！　『夕日を連れた男』さん──きっと人間でしょうけど──が、ずる賢がしこい方法で《レフトアーム＝スピーキング》を応用利用したんです！」

「いまだ謎なぞに包まれた、《レフトアーム＝スピーキング》の能力か……」小鳥遊たかなしは言った。

　イハナは無表情に、テーブルを見渡した。

「それを判断するには、材料が少なすぎます。今、話すべきは……アトリ」

　頷うなずき、立ち上がるアトリ。

　ぽん、と手の間からマニュアルを出し、開く。

「このマニュアルは、シリアルナンバのついた六百六十六の《知恵の実》にリンクしていて、そのうち存在を知り得たものについてはその使用状況を確認することができます。ただし、契約者が変わった段階でそれ以前の使用履り歴れきはリセットされます。これはあくまで『知恵くらべ』のための情報ですから」

「……で？」とコウ。

「ですから、たとえば《インヴィジブルエア》の犯人の前の持ち主がどこで何回使ったかは分かりません。《パーフェクトワールド》の犯人の前の持ち主がどこで何回使ったかは分かりません。ですが《ピンホールショット》の持ち主──高たか久く直なお子こが何回使ったかは分かりますし、それ以降についても、いまだ新たな契約が結ばれていないため何回使われているか分かります。……十七回、使われていますね」

「研究中です」皆に注目され、イハナ。「殺人には使っていません」

「良かった、安心した」コウはため息をついた。

　続けるアトリ、

「……ですが、新しい契約者が生まれた時点でその記録──正確には、高久直子さんが使用した分──は失われます。つまり……逆にいえば、新たな契約者が生まれるまで記録は残って──」

「ちょっと待て」声を上げる小鳥遊。「それはつまり、こういうことか？　先せん輩ぱいはまだ《グレイテストオリオン》と契約していないから、《グレイテストオリオン》の使用履歴はまだ残っている。つまり。

　……そこから、『夕日を連れた男』の正体を辿たどれるかもしれないと？」

　イハナは頷いた。

「──そう考え、アトリに昨夜の前の《グレイテストオリオン》の使用履歴を調べてもらいました。一番古い記き憶おくは、九年前」

「……回収率の高い《知恵の実》とは、思えないなぁ」口を挟はさむコウ。

「恐らく、何者かが──当然『夕日を連れた男』でしょうが──それを入にゆう手しゆ後、ずっと隠かくしていたのでしょう。その後もほとんど使われていないとのことです。しかし、最近になって」

「先せん輩ぱいに使われた」

「それだけではありません」

「え？」

「その二日前にも、《グレイテストオリオン》は使われています」

　──イハナに視線が集まる。

　コウは言った。

「……なんだと？」

「アトリの計算によると、場所はおおよそ日ひ炉ろ理り坂ざか高校内。《契けい約やく完了魔ま力りよく》は発生していないようですが、何らかの目的で使われたのは間違いなく、……そして、

『夕日を連れた男』は二日前、確かに日炉理坂高校にいたのです」

　……はぁ、と椅い子すにもたれ、コウは天を仰いだ。

「……もしかしたら、とは思ってたけど……やっぱり学校関係者かよ」

「その可能性は、あります」

「何しろ俺の、デート予定なんか知っているやつだしなぁ」

　小鳥遊たかなしが尋たずねる。

「その、二日前というのは、誰に……何に使われたのかは分からないのか？」

「それは分からないそうです。……ただ、アトリの計算が確かなら……」珍しく口ごもり、言いよどむイハナ。

　口を閉ざして、コウを見る。

「何？　……はっきりびしっと言ってくれよぉ。ハナちゃんのそれは怖いよぉ」コウはおどけた。

　頷うなずき、イハナは言った。

「……アトリの計算が確かなら、それは、日炉理坂高校部ぶ活かつ棟とう別館一─Ｂ室で使われた可能性があります」

　なんだそれは？　なんの部屋だ？　と小鳥遊が尋ねる。だが綾あやにはその部屋が分かった。コウにも分かったのだろう、がたん、と音を上げて立ち、いつもはへらへらとおどけている男が蒼そう白はくになってイハナを見ている。横に座った（慌あわてて立った）アトリをにらみ、尋ねる。

「確かなのか？　それ」

「はい。時間もそんな経たっていないし、地理的にも近いので、それほどの誤ご差さはないと思うんですが……」

「……そうか」

　考え込み、……場を見渡し、コウは再び席についた。先の様よう子すはかけらも残さず平然と、イハナに尋ねる。

「……それで？」

「おい、ちょっと待て。私には分からんのだが……それはいったいどこのことだ？」

　尋たずねる小鳥遊たかなしに、告げる綾あや。

「そこは……ボクシング部の部室なの」

「……ボクシング？　……あ」

「……うん」

　綾はそっと、コウの様よう子すをうかがった。

　ボクシング部──人を殴なぐることが許される世界で、肉体に悪あく魔まの力を与える《グレイテストオリオン》が使われた──それは確かに非常事じ態たいだ。だが、コウにとってはそれだけではない。

　そこには、

　葉は切ぎり洋よう平へいがいる。

　多分誰だれよりもコウとの付き合いの長い、

　コウの、一番の友人。

　慌あわてず騒がず平へい静せいに──落ち着いて、

　コウは携帯を取り出した。




　　　　◇




　コウから電話があったとき、洋平はボクシング部の部室にいた。苦にがりきった顔をしていた。そこはリングサイドで、リング上には洋平の所属するボクシング部の主将が大の字になって失しつ神しんし、その傍かたわらでは一年生がどうだ俺は全然疲つかれてねえし続けて戦ってもいいぐらいだしそのガッツもあるがお前はどうだ？　と言わんばかりにこれ見よがしなステップを踏んでいる。本来ならこの時期の『一年坊ぼう主ず』は、リング上でのステッピングはもちろん足を乗せることさえ許されないのだが、これからはもう誰もその『一年坊主』に文もん句くは言わないだろう──洋平がそいつのあごと鼻はなっ柱ぱしらにきつい一発をかましてやらない限りは。そして洋平自身も、できればそうしてやりたかった。もっとも、洋平がそうしてやりたいのは別にその『一年坊主』が生なま意い気きだからではない。洋平自身、そうしたバカな縦たて関係は嫌いだった。一年はリングに上がってはいけない、なんて決まりをバカらしく思っていたし、実は去年、この『一年坊主』と全く同じこと──口ばっかりの先せん輩ぱいを全員殴なぐり倒して無理やりリングに上がることを認めさせた──をしていたりする。ちなみにそれで退学しかけ、それが縁えんで来年、洋平は東京のジムに入ってプロデビューすることになっているから人生って面白いのだが、それはともかく、

　──リングには、実力のあるやつが立てばいい──

　そう考えていたから、洋平は別にその『一年坊主』がリング内に立っていることには腹は立たなかった。先輩方がたが全員倒たおされたことも──ちゃんとしたルールの上で彼かれ等らは負けたのだから──全然気きにしていなかった（逆にそいつらが情なさけない、と思った）。洋よう平へいがその『一年坊主』をぶん殴ってやりたい理由は、ボクシングとは全く関係ないところにあったのである。

「よう、先せん輩ぱい」ずうずうしい声が言う。「来いよ？　あとはあんただけだぜ？　俺は全然疲つかれてねえからこのまま続けても平気だし？」

「……」

　必死に怒りをこらえ、たとえ階級が違っても（洋平はアマチュア規定のフェザー級だが、この一年はそれより二つ上のライトウェルター級）俺はお前なんか屁へとも思わねぇし続けてではなくたっぷり休養したあとだろうと戦やれば絶対勝てるん（それもＫＯ！）だぞ！　という思いをこめて、でも口くち下べ手ただから一言で、

「……やらない」

「なんだ？　怖いのか？　日ひ炉ろ理り坂ざか最強が聞いて呆あきれるぜぶぁーか！」

　ぶぁーか？　お前高校生にもなってぶぁーか！　とか言うのか？　そんなこと言うお前こそぶぁーか！　と言いたくなるのを必死でこらえ、洋平は帰り支じ度たくを始めた。

「おいおい、逃げるのか？」

「……俺は、立会人で来ただけだ。終わったならもう用はない」ぶぁーか！　と付け足したくなるのをこらえ、ドアに向かい──
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　携帯が鳴る。

「……コウさん」

　着信に思わずその名を口にして、慌あわてて口に手を当てるがもう遅い。

「……コウさん？　そいつ、堂どう島じまコウか？」

　その名に敏感に反応し、リングから落ちてくる（よほど慌てたのだろうロープをまたぎそこない転げ落ちた）『一年坊ぼう主ず』。

　洋よう平へいは慌てて携帯を手で覆おおい、耳に当てた。

『もしもし？　洋平？』

「コウさん、どうしたんスかこんな朝から」

『ああ……今どこだ？』

「ぶ……」後ろから伸びてきた手をかわし、「部室です。……ボクシング部のほうの」

『何やってんだ？　朝あさ練れんか？』

「……いろいろです」ひらり、ひらりと伸びてくる手をかわしつつ、「どうしたんですか？」

『……ああ、実はな』

「おい、聞いてるか？」自分の足では洋平を捕まえきれない、と判断し、一年は大声を上げた。

「堂島コウは変へん態たいだ！　聞いてるか？　堂島コウは変態だ！」

　慌てて携帯を押さえ、「うるさい！　黙れ！」

「いいや！　堂島コウは変態だ！　すけべぇのシキマだ！　女ったらしのうんこったらしだ！　ぶぁーか！」

　……たとえばこれが洋平への侮ぶ辱じよくだったら、洋平は喜んでそれに応じて（つまりこいつをめためたにぶん殴なぐって）いただろう。これが自分のことなら、あとのことなどどうでもいい。だが、どうやらこの高たか虎とら穂ほ浪なみという一年坊主の目的は、洋平ではなくコウにあるみたいで、そうなると、もうどんなに挑発されても洋平は動くわけにはいかなかった。下へ手たなことをして、コウに迷めい惑わくをかけるわけにはいかない。洋平が軽はずみに動いたことが、コウにどんな面めん倒どうをかけるか分からないのだから（だがかけるのは確かなのだ。それはもう過去の経験で充分承しよう知ちしている）。だからこの二カ月、洋平は罵ば詈り雑ぞう言ごんや挑ちよう発はつを、もう耐えに耐えに耐えていた。最近みークルによく顔を出すようになったのも──コウさんは変な誤ご解かいをしているようだがそれは本当の本当に誤解で──ほとんどこの男が原因だった。コウさんをバカにするとは、なんてムカツクやつだろう、殴ってやりたい！　という思いを必死で抑え、この一年から距離を取る。追いかけてくるのをつっ転ばし、部室を出てドアを閉め、それを背中で押さえてやっと、携帯に戻る。

「……すいません……えと、なんでしたっけ？」

『……誰だ？　そこで俺のあることないこと吹ふい聴ちようしてンのは』面白がる声。『確かにうんこをもらしたことはあるが、子供のころだぞ？』

　やっぱ聞こえてたか……と肩を落とし、あ、と声を上げ、

「今の台詞せりふはウイットですね？　つまりあることないことと言っておいて」

『……説明すな。お前には二度とギャグは言わない。……んで、何事？』

　……どう説明しようか、と、洋よう平へいはドアの向こうをうかがった。堂どう島じまコウは最低だ！　変へん態たいだ！　すけべだ！　うんこたれのヘンタイだ！　と訴える声が間かん断だんなく伝わってくる（どうでもいいが、かなり語ご彙いの乏しいやつだ）。

「……ちょっと問題ある一年で……コウさんのこと、嫌いらしくて」

『ん、分かった。ちょっと電話に出してくれ』

　え？　と空中を見る。

　そんなことしたら、コウを巻き込むまいと必死に我慢した今までの苦労が水の泡に……

『早く。大丈夫だってば』

「……分かりました。じゃあ……」ドアを開け、「おい」

「すけべぇ……なんだ？」

「話せ」

　差し出された携帯を取り、大きく息を吸って、

「お前はバカだ！」高たか虎とらは叫んだ。「この変態！」

　一いつ拍ぱく置いて、

『……誰がバカよ！　あんた誰！』

　聞こえてきた女の声に、目を剝むき、仰ぎよう天てんして尋たずねる。

「あ……あんた、誰だ？」

『誰だか知らないけど、恥ずかしくないのならまず自分から名乗ったら！　あたしは、真ま嶋じま綾あや！　よ！』

　再さい度ど仰天、「……あ、あの？」

　沈ちん黙もくののち、

『その「あの」がどの「あの」なのか分からないけど』笑っているような、穏おだやかな、しかし底そこ冷びえする低い声が携帯を通して伝わってくる。『教師にレイプされたのを全校生徒に告白した「あの」真嶋綾なら、あたしよ』

「い、いや……あの、その、俺は……その」

『何』

「……別に、そんな……いえ」

『用がないなら、……葉は切ぎりくんに替わってくれる？』

　一瞬躊ちゆう躇ちよし、タヌキに化かされた──それは分かっているのだがそれが善よいことなのか悪いことなのか嬉うれしいのか哀かなしいのかが分からない、とでもいうような複雑な表情を浮かべて、高虎は洋平に携帯を返した。このクソ生なま意い気きな一年をどうやってこんなにおとなしくさせたんだろう（すごいなぁ）、とこちらもキツネにつままれたような表情で携帯を受け取る洋平。

「もしもし？」

『ああ、洋よう平へい。もういいか？』

「……はい。……で、なんです？」

『二日前の、三時ごろ……どこにいた？』

　へ？　と声を上げる。

「土曜スか？　家でごろごろしてましたけど」

『……部ぶ活かつは？　みークルには来なかったよな』

「見たいテレビがあったんで」

　そうか……とため息の音。

「なんで……なんかあったんスか？」

『……ああ。……遊園地の事件、覚えているか？』

「……はい」──思わず携帯を握りしめる。

　悪あく魔まの事件。

『……まだはっきりとは分からんが、あれに似た事件が起きているっぽい』

「……」

『それで聞くんだが、……ボクシング部で誰か、様よう子すの変わった部員はいないか？』

「様子が？」

『いきなり強くなったとか、けんかっ早くなったやつとか……この二日の内に』

「強く……」

　思わず、高たか虎とら──この三日で二年、三年、洋平以外の先せん輩ぱいを全員倒たおした『一年坊ぼう主ず』を見る。……いや、確かに強いが、それを言うなら洋平なんか一日でそれを為なし遂げた。だが洋平は小学生のころからボクシングをしているのだからある意味当然、だがこの一年は、確かボクシング歴れき二年足たらずで……いや、でも、確かにパンチ一発一発の威い力りよくはあるが、足はのろいし……

『おい』口ごもっている洋平に、声がかぶさってくる。『何か……心当たり、あるのか？』

「あるというか……微び妙みようで」

『微妙？　……とにかく、あるならそいつには近づくな。そいつは危険な可能性がある』

「……」

『とりあえず、そいつの名前は？』

「……高虎ほなみ」

『……ほな……ちょっと待て、女？』

「いえ、男です。……というか、今の……」

『……ああ』納得したような声。

　しばらくして、

『……やっぱり、俺の関係者、ってわけだ。そいつ、なんで俺を嫌ってんだ？』

「……」言っていいものか、迷う。

『……なんだよ』

「……実は……中学……日ひ奈なさんの後こう輩はいで、……日奈さんのこと、好きだった、らしくて」

『ああ』どう聞いたか、コウの声の調子は全く変わらなかった。

「……あの」

『……よし、洋よう平へい、そいつをチェックして、誰とも試合させないようにしておいてくれ。……いや、今日きようは一日、ボクシング部の活動はなしだ。二日前の三時ごろに部室にいたやつ全員を、放課後、部室に集めておいてくれ。……できるか？』

「大丈夫です」

『まかせた』

「はい！」

『んじゃ……』一瞬の沈ちん黙もくのあと、『そいつ、真ま面じ目めなやつか？　将来はボクサーになりたいって、そんな感じか？』

「……さぁ、そこまでは……」

『……ちょっとそいつに、替わってくれ』

　洋平が話しているのをぼーっと見ていた高たか虎とらは、ふと、洋平が電話を差し出しているのに気がついた。慌あわてて取って、

「あ、あのさっきは、──すいませんでした！」

　謝る。

『いいってことよ』

　明らかに真ま嶋じま綾あやではない男の声がそう言って、電話は切れた。こ、言葉にならない怒りにその全身を震わせて、高虎穂ほ浪なみは叫んだ。

「堂どう島じまコウの、ぶぁ、ぶぁーか！」




　　　　◇




　洋平（と失しつ神しんさせた主将）がいなくなったのを見届けて、高虎はリングの掃除を始めた。

　それは、確かに空手道場を開いていた祖そ父ふに稽けい古こ場を敬うやまうよう厳きびしく躾しつけられたせいもあったが、どちらかと言えばようやく手に入れた新車（中古車も可）にワックスをかけるような感覚だった。雑ぞう巾きんをかけながら、ここは俺の城だ、と思う。自然に笑えみがこぼれ出る。俺が、俺自身の手で勝ち取った城──自然に拭ふく手に力がこもる。一いつ国こく一いち城じようの主あるじになれ、と祖父はよく言っていたものだ。

　道場は、潰つぶれた。祖父も、死んだ。

　だがその精神こころは残っている。

　ここが俺の、最初──始まりの城だ、と思う。ちっぽけでも、汚れていても、俺がこの手で勝ち取った城。ここから俺は世に出、格闘技の世界で一番になる。そして『道場』を開く。──一国一城の主あるじとなる！　世界最強、それは男が思い浮かべられる中でもっとも単純にしてもっとも豪ごう快かいな夢だろう。だが彼は本気でそれを考えていたし、不可能だとも思わない。

（なぜだろう彼はここで一いつ瞬しゆん銀色の何かを思い浮かべたがそれが何かは分からなかった『赤』ただ目をつぶると感じられる安心の『赤』が言っていた『赤』これがお前を最強グレイテストに導くと信頼の『赤』が父性の『赤』が言っていた血の『赤』そうそれはあの偉大グレイテストな夕日の色の『赤』──）

　唐とう突とつに、思い出す。

　冬ふゆ月つき、日ひ奈な。

　彼が、高たか虎とら穂ほ浪なみという男が、初めて好きになった女ひ性と。

　城は──戦いの場は手に入れた。なら、次にするべきことは──

　リングを降り、カバンを手に取る。

　そこから出した、

　──堂どう島じまコウへの『果たし状』。

　堂島コウ、それは冬月日奈の恋人であり、そして殺したかもしれない男の名前だった。

　それが真実かどうかは分からない。

　が、ただ一つ、確かなことがある。

　冬月日奈を守れなかった。

　堂島コウは、許さない。

　たとえ法では裁けなくとも──

　まず城を手に入れ、そこで堂島コウを倒す──ただそれだけのために、高虎穂浪は日ひ炉ろ理り坂ざか高校に入学した。入学して二カ月、ようやくここまで来た。堂島コウがボクシング部でないのは計算違ちがいだったが、構かまわない、だったらけんかに持ち込めばいい（あいつはよくけんかしていたらしいから、卑ひ怯きようとは言わないだろう）。とにかくこのリングに上げて、ぶっ倒してやる。

　見ていてください、冬月さん！（あの世から！）

　世にも熱い血と精神を併せ持つこの単純な男は、思い浮かべた幸せな野望にもう耐え切れずごろごろとリングの上を転げ回った。俺が世界チャンピオンになったあかつきには、全長三十メートルの冬月日奈さん像を建ててあげます！（だから安らかに！）なんて考えながら──だが高虎は気づいていなかった。彼の日奈への想いは──もちろん本物！──彼自身が生み育はぐくんだ気持ちだったが、彼が思い浮かべたその顔は本物ではなかった。確かに似てはいるが、本物よりも眉まゆが細い──だが記き憶おくを操作された高虎はそれに気づかず、思い浮かべたその顔を冬月日奈と信じて疑わないまま、リングの上を転がり回った。

（見ていてください、冬月さん）

（もうすぐ俺が）

（あなたの仇あだを取りますから！）




　彼が真ま嶋じま綾あやと出会う、三時間前のことだった。







　　　４




　異い変へんが起きた──正確には、気づいた──のは二時間目、英語の授業中だった。

　英語の授業中だったが、綾は授業などそっちのけで、無意識に胸を弄いじりつつノートに日本語を書き綴つづっていた。胸を弄っていたのは朝からなんかむず痒がゆかったからであり、日本語で書いていたのは英語の授業へのアンチテーゼではなく自分が記き憶おくしている名前である。名前を書き出す、というのはイハナの指示で、彼女が言うには「単独の記憶などない」のだそうだ。

「独立した記憶、というものはありません」とイハナは言った。「全すべての記憶は絡み合い、互いに関連付けあっています。そしてそれは、あなたが忘れさせられた記憶も例外ではありません。あなたが忘れている記憶に、つながっている記憶は必ず存在します。まずはそれを探してみましょう」

　……そして、こうも言った。

「……あと、これは多少辛つらいかもしれませんが……」

「……何？」

「……あるいは、あなたの忘れさせられた記憶とは、あなたが忘れたがっていた記憶かもしれません」

「……え？」

「コウについて考えてください」イハナは言った。「コウには中学校以前の記憶がほとんどない──そのことは聞いていますね？」

「うん。……その、妹さんのことで……」

「そう、妹──亜あ鳥とりの身に起きたこと、そしてその事実から発生するプレッシャーは、子供の精神が受け入れられるものではなかった。結果、コウの脳は『コウ』という存在を守るため、その事件はおろか妹がいた、という事実さえ記憶から消し去ってしまった。ときに人間の脳は、そういうことをするのです。受け入れ難がたい事実をなかったことにし、記憶を再さい構成してしまう──」

「……それが、あたしにも起こっていると？」

「記憶は、全すべて密接に関連しあっています」冷静に続くイハナの言葉。「ある記憶だけぽこんと忘れる、などというのは元がん来らい無理なのです。……ですが、あなた自身がそれを望んでいる場合は違います。あなたの精神活動は喜んでそれを忘れたままにし、逆に不ふ具合が生じないよう記憶を再さい構成していく──だからあなたは、記憶障しよう害がいを起こしていながらなんの不自由も感じていないのかもしれません」

「……」

「あくまで、そういう可能性もある、という話です。ですが……あるいは、あなたが思い出したくない記き憶おくをあえて掘り起こしてみる、というアプローチが、──必要かもしれません」

　思い出したくない、記憶、

　──山やま崎ざきに、されたこと。

（……負ける、もんか）

　……とはいえ、さすがに学校でそれを書き出すのは恥ずかしい。というわけで、真ま嶋じまはつながった記憶を探す方──自分が知っている『名前』を一つ書き出し、それを起点にそこから思い出される名前を次々とツリー式に書き出す、という作業の方をしていた。やってみると、これがなぜか意外に面白い。が、……果てがない。穴を掘っては埋める作業、というのはきっとこういう作業を言うんだろうなぁ……なんて思いつつ、それでも綾は一所懸けん命めい、自分の知っている名前をノートに記していた。時とき折おり手を休め、無意識にシャーペンの頭で自分の胸をつつきつつ、左手の包ほう帯たいの下に問い掛ける。

「……ひょっとして、あなたの名前──ああ？」

「違うよ！」押し殺した囁ささやき声。「でもその名前好き！　ぼくその名前がいいなぁ！」

　ため息をつき、綾あやは『ああ』という名前の上に線を引いた。『ああ』とは、綾の子供の頃の呼び名である。ひらがなを覚え始めたころ、綾は自分の名前の『あや』を書くのが苦にが手てで、どうしても『ああ』と書いてしまって、それで家族に『ああちゃん』と呼ばれていた。ふとそれを思い出し、聞いてみたのだが──

　腕うで輪わがひそひそ喋しやべり出す。

「ママ、ぼく、『ああ』って名前気きに入った！　その名前、ぼくにつけて！」

「あーうるさい。黙ってなさい」

　──急激に胸が痒かゆくなり、無意識に、もうほとんど突き刺すような感じで胸にシャーペンを突き立てる。こんなに胸がむず痒いのは、やはり『適正サイズ』のブラのせいだろか、なんて考える。いつもきつめのブラをさらしのように巻いている綾にとって、今のこの『ぴったり』ではなく『余よ裕ゆうのある』感かん触しよくは、どうにも違和感があって気き色しよく悪い。これって本当は大きいんじゃないだろうか、イハナのやつ、あたしにわざと大きいのをつけさせたんじゃないだろうか──なんて考え、ああ、被害妄もう想そうに陥っているなぁ、と首を振る。

　だいたいそんなことをして、イハナになんの得がある？

「ママ、あのさ、『ああ』って」

「うるさい、黙ってて！　怒るよ！」

　……あるいは、絹だかなんだか分からないけれどすべすべしたいかにも上等そうなこの材質が、文字通り肌はだに合わずにかぶれてしまったのかも──とにかく、なんだか痒くてたまらない。綾あやはシャーペンを置き、右手で胸を握りしめた。容よう赦しやなく握りしめた──握りしめられた痛みに、痒かゆみがゆっくり遠のいていく、その心地良さにため息をつく。綾は、蚊かに食くわれた場所に爪つめでばってんをつけるのが好きだった。趣味と言い換えてもいい──それに通じる気持ちよさがある。握りしめた手に感じる感かん触しよくに、ああ、胸というのはやっぱり脂し肪ぼうなんだな、と妙みようなことに感心する。やはり、最近胸むねが膨ふくらみ出したのは、綾が部ぶ活かつを辞やめたことにより筋肉の上に脂肪が乗り始めたからなのだろう──

　もっとも、

　綾がそう思っても、

（「ほらあれが、例の……」）

　世間がそう思ってくれるとは限らない。

　だから綾は、やはり胸が大きくなっていることを世間に知られたくなかった。そして、そんなふうに考えてしまう自分が情なさけなかった。……なんで高校生にもなって、膨ふくらみ始めた胸を恥ずかしがらなければならないのだろう、小学生じゃあるまいし（もっともこれはフェアではない。綾は小学生のころ、膨らみ始めた胸を恥ずかしがった記き憶おくはなかった。クラスでも最後の方だったし、たいして膨らまなかったから）──訳の分からない屈くつ辱じよく感に、一ひと際きわ強く己おのれの胸を握りしめ、




「……はん♪」




　明らかに気持ちの入った大きな吐と息いきに、クラス中の視線がそこに集中する。

　英語のティーチャーミスター伊い藤とうは、最初、その声を発したのは綾ではなくその隣となりに座った三み輪わ方かた遼りよう子こだと思った。なぜなら彼女の方が顔を耳まで真っ赤に、あたふたと恥ずかしそうにしていたからだ。三輪方遼子とは対照的に、綾はまるでハトがビーンシューターをくらったような、きょとん、とした顔をしていた。真っ白く血の気の失せた顔で、二度、三度、と自分の胸を揉もむ。それを見て、なぜかますます顔を赤くする隣となりの席の三輪方遼子。

　しばらくして、

　クラス中が見守る中、

「ひぃあああああああああああああああ？」

　もの凄すさまじい悲鳴を上げて、綾は立ち上がった。

「ど、どうしました？」尋たずねるティーチャー伊藤に、

「どうもしません！」ほとんど怒ど鳴なり声で返す。「大丈夫です！」

「だ、大丈夫なんですか？　本当に？」

「うそです！」綾は絶叫した。「だ、大丈夫だったら、こんな声こえ出すと思いますか！」

　それは確かにその通り、と伊藤は己の不ふ明めいを恥じた。

「じゃ、じゃあ、……誰か、保健室？　保健室でいいですか？　それとも……」

　あ、あたしが、と立ち上がる三み輪わ方かた遼りよう子こを制し、

「ひ、一人で行けます、大丈夫です！」席を立つ。

「ほ、本当に大丈夫ですか？」

「はい！」

　右手は胸を摑つかんだまま、左手は携帯を取り──その手はすでにボタンを押し始めている──綾あやはあっけに取られたクラス中に謎なぞと静せい寂じやくと一いち抹まつの寂しさを残し、走り出ていった。

　──何事？

「……いったい……」

「先生、気にするなよ」まだ四月に来たばかりで混乱している新しん任にん教師に、慰なぐさめの声が上がる。「真ま嶋じまさんはみークルだから、なんでもアリなんだよ」

　そ、そうなんですか？　と首を振り、

「ミス三輪方、いったい何があったのか……分かりませんか？」

　わ、分かりません、とまだ赤い顔で三輪方遼子は頭を振った。その列の一番後こう方ほうで、みークル、という言葉に反応し顔を上げた《部長》だったが、すぐまた戻し、睡眠に戻った。いつでもどこでもすぐ寝られる、それがこの男の得とく意い技わざだった。




　　　　◇




　綾が自分の胸について電話してきたとき、ちょうどイハナも布ふ団とんの中で、自分の胸について考えていた。あと冬ふゆ月つき日ひ奈なの胸についても考えていた。コウの死んだ恋人は、着やせするタイプだった……認めよう、グラマーだった。イハナは冬月日奈について考え、コウの年上好ずきについて考えた。あと双ふた子ごの姉についても考えた──同じ遺い伝でん子しを持ち同じ環境で育っているのに、この違いはいったいどこからくるのだろう。……別に、自分の胸がすごく小さいとは思わないし、卑ひ下げするつもりもないが……とにかく、そういうことを考えて、疲れているのに眠れずに、布団の中で焦じれていたそのときに、その電話はかかってきたのである。

　開かい口こう一番、綾は言った。

『おっぱいが、出たの！』

　それを聞いて、イハナは答えた。

「それはようございました」

　……胸の内にどんな嵐が吹き荒れようと、それを表に出すイハナではない。……が、さすがに次の台詞せりふを聞いたときには、聞き返さずにはいられなかった。

「……すいません、今なんと？」

　もう一度、その言葉を繰り返す綾あや。

『母ぼ乳にゆうが出たって言ってるのよ！』

「……母乳が？」

『母乳が！』

「母乳が……」オウムのように繰り返して、ようやく事態を悟さとり、イハナは秘書室を呼び出し、アトリを起こすよう伝えた。

　綾に尋たずねる。

「……あなたには、そういう願望があったのですか？」

『ない！　ない！　ない！　ない！』

　ということは、無意識から──

「……事の推すい移いを話してください」

『あ、朝から胸が、痒かゆくて……それで、授業中、搔かいてたら、いきなり……』

「……母乳を分ぶん泌ぴし出した？　通常に？」

『……通常っての、分からないけど、……触ると滲にじんでくる……痛い……張ってる』声が跳ね上がる。『あんた、……あんたの仕し業わざでしょう！』

『そうだよ！』聞こえてくる元気な声。『どう？　気に入ってくれた？　ママが《ああ》って名前をくれたら、その身体からだはママのものだよ！』

『気に入るわけないでしょう！』まさしく怒ど声せい、『早く、もとに戻して！』

『戻る？　ねぇママ、それが望み？　ねぇママ、それをママはぼくに望むの？　だったら』

「綾！」何か言いかける綾を制して、尋たずねるイハナ。「……綾、落ち着いて聞いてください。……《グレイテストオリオン》、その『ああ』という名をつけなければ、その身体からだはどうなるのですか？」

　しばらくして、

『ぼくに名前をくれないと、その身体はリセットされて戻っちゃう。でも、ぼくに名前をくれたら、その身体はもうずぅっと、ずーっと、ママのものだよ！』

「……いつまでに、名付ければ？」

『九時間。その間に名前をつけてくれたら、その身体はママのもの！　名前をつけてくれなかったら、もとの身体に戻っちゃうんだ！　だからその身体を気に入ったなら、ぼくにその名前をつけて！』

「……そういうルールですか。分かりました」イハナは虚こ空くうに頷うなずいた。綾に尋ねる。「……分かりましたね？　綾」

　しばらくして、

『……うん』と泣きそうな声。『……でも、九時間……』

「……とりあえず、保健室に向かってください。養護教きよう諭ゆは、舞まい原ばら家の『スタッフ』ですから」

『……分かった。……ああ、やだもう』

　涙混まじりのその声に、イハナはハンカチと、代えの下着がいるなと思った。

「とにかく保健室へ。……そこで検査をして見ましょう。……現時点で、自覚している異常はありますか？」

『……母ぼ乳にゆうが出てる！』

「……失しつ言げんでした。他には？」

『……とにかく、胸が……張って、痛い。……こ、これって、どうにかできるの？』

「……胸が張って痛い、というのは……」さすがに口くちごもるイハナ。「通常なら……病気ではありませんから……」

『通常通常って、……じゃあ通常の人はどうしているのよ！　こんな胸が張ってるとき、通常はどうするの？』

「それはやはり、……胸が張るのは母親ですから、子供に含ませるか……」なるべく平へい静せいを装って言う。「自分でしぼるか、でしょう……」

『しぼ……』

　……ごん、という音。

「……綾あや？　綾？　どうしたのです？　大丈夫ですか？」

　返事がない。

　……どうやら失しつ神しんしたらしい。

　……無理もないか。

　ため息をつき、イハナは綾の携帯（ＧＰＳ付き）の場所から位置を割り出してコウと小鳥遊たかなしに伝えた。小鳥遊には事情を伝えたが、コウには事情を話さなかった。もしも自分が綾と同じ目に遭あったら、コウには知られたくない──だから綾もそうだろう、そういう判断。

　アトリを待ちつつ、

　……《グレイテストオリオン》、とため息をつく。

　どうも、

　考えていた以上に厄やつ介かいな《知恵の実》らしい──




　　　　◇




　通常なら──

　耳に残るその言葉（あと、『しぼる』というのも消えてくれない）に、綾はようやく自分の変化の真実を悟さとった。

　今のあたしは、母乳を出しているだけじゃない、

　──『お母さん』になっているんだ──

　前まえ触ぶれなく生まれた凄すさまじい吐き気に、携帯を放っぽりだし、慌あわてて手洗い所（トイレではなく、廊下に設置された水道）に走る。なんとか間に合い、へりにもたれるようにして、ほとんど胃液ばかりのそれを吐と瀉しやする。

　目に涙を滲にじませ、

　いまだむせつつも急いで蛇じや口ぐちから水を流し、吐瀉物を流す。いやな味の残る口こう内ないを水ですすいで、顔を上げ、

　鏡かがみの中の自分と目が合う。

　紅こう潮ちようし、涙でぐしゃぐしゃになった自分の顔に、涙ぐみつつも綾あやは思わず笑った。口元を斜めに、自分の胸を見る。右のカップにはハンカチ、左のカップにはティッシュペーパーを詰めこんであるその胸は、いまも母乳を分ぶん泌ぴしている。再び猛もう烈れつな吐き気に襲おそわれて、前かがみになりながら、綾は思った。ああ、これはお母さんの身体からだなんだ、この胸から白い液体を出すという化け物みたいな、エイリアンのような変化は、なんの変へん哲てつもない、普通の、お母さんの変化なんだ──

　強烈な嗚咽おえつに身もだえし、口から胃液とよだれの糸をぶら下げたまま、綾は左腕──包ほう帯たいの下に問い掛けた。

「……これ……は、子供のころ……ううん、『真ま嶋じまああ』の……夢、なん……だ」

「そうだよ！」返ってくる元気な声。「ママが望んでいた夢だよ！　ママが求めていた夢だよ！　気に入った？」

　──気に入った？

　左腕を持ち上げて、目の前、自分の映った鏡に向かって叩たたきつける。

　拳こぶしでなく、腕を。

　一回、二回、

「やめて！　ママ、やめて！」

　三回目にして亀き裂れつが入り、五回目にして鏡かがみが割れる。が、綾はそのままがんがんと、鏡のあった場所に左腕をぶつけていく。

「ママ！　ママ！」

　左拳の皮がきれいに一直線に裂さけ、ピンク色の肉が見えた──と、見る間にそれが治ち癒ゆしていくその光景に、さらに頭に血が上り、綾は腕を壁に向かって──

「先せん輩ぱい！」

　──いつのまにか背後にいたコウに腕を摑つかまれて、身体を激しくよじる綾。

「やだ！　放して！　放してよ！」

「お、落ち着いて！　どうしたんです！」

「気持ち悪い……こん、な、こんなの、気持ち悪い……最低！　最低……最低！」

「へ？」

「いいから、お願いだからほっといて！　放はなしてよ！　放して！」

「先せん輩ぱい、ま、まず落ち着きましょう、ほら深しん呼吸、──あーんして！」

「放して！　はなっ、は？　？　？」




「──てめぇ何やってんだ！」




　腹ふく式しき呼吸が見事にできた、ビリビリと窓を震わせる凄すさまじい怒ど鳴なり声に、コウは綾あやに無理やり梅干しを食べさせようとするのをやめ、声がした方向を見た。

　一年校舎の方から、ガタイのいいのが走ってくるのが見える。

「何やってんだよ！」という問いに、

「いやぁ」とコウは頭を搔かいた。「パニックを静めるために無理やり梅干しを食べさせていた、と言ったら信じる？」

「そんなバカな言い訳、聞いたこともねぇ！」

「でも効果あるんだぞ？　ほら、先輩も落ち着いた」

「あ、あの」

　梅干しのせいかはともかくなんとか落ち着きを取り戻し、綾は駆けつけてきた少年に涙の浮いた笑顔を見せた。梅の種を手に出し、ティッシュに包んでポケットにしまいつつ、

「ご、ごめんね、──大丈夫。あたしなら大丈夫だから」

　学年章しようからすると一年らしい、しかしコウより頭一つ背の高い少年は、綾の笑顔に目を剝むいた。（えっ？　何、まさか？）慌あわてて、思わず涙ぐみつつ胸を手で隠かくす綾。その儚はかなげな、ちょっと強い風が吹けば吹き飛んでしまいそうな可か憐れんな花のごとき風ふ情ぜいは確かに男おとこ心ごころを驚きよう嘆たんさせるには充分な感じだったが、その一年はどうも別のことに驚いたようだった。

　目を見開いたまま、

　あんぐり開いた口から、その言葉を紡つむぎ出す。

「……冬ふゆ、月つき、先輩？」

　驚いて、一年を見る二人。

「……え？　君……」と綾。

「日ひ奈なを、知っているのか？」コウが尋たずねる。

「……日奈？」ぎろりと目を剝むき、コウをにらむ一年。「てめえ……気安く呼ぶんじゃねぇ」

　すかさず言い直すコウ、「日奈様を知っているのか？」

　……一年はコウをにらみ、ずずい、と一歩、近づいた。

　低い声が尋じん問もんしてくる。

「……堂どう島じまコウ、お前、この人に何をした？」

「……何をした、って……」

　コウは綾あやを見た。なぜか両手で胸を隠かくして、涙を浮かべてうずくまっている。その周りには鏡の破は片へん。……ええと。

「……何もしてない、って言ったら信じるか？」

「……離れろ」

「あ、あたしは何もされてないから」

　黙って、さらに一歩近づいてくる一年。コウはため息、真ま嶋じまの肩を摑つかみ、無理やり立たせた。

「あいたた」うめく綾に、

「てめぇ！」いきり立つ一年。

　コウは綾を後ろにやって、一年の前に立ちはだかった。

　口元を斜めに、言う。

「……当てようか？　お前だろ？　高たか虎とらほなみってぇのは。……なぜ、ここに？」

「……先せん輩ぱいから、は、な、れ、ろ」

「ちょっと待てよ。お前、何か」

　──ファイティングポーズを取り、

　──次の瞬間ダッシュしてくる高たか虎とら。その一連の動きは、コウが視し覚かく情報を認識するより速かった。目の前から、消えた？　と思った瞬間、コウの腹に拳こぶしがめりこむ。一瞬身体からだが誇こ張ちようじゃなく宙に浮き、うっ、と崩れたコウに構かまわず高虎は綾の手を取り引っ張った。

「いたっ！」

「すいません！」

　謝りつつも、その手は放はなさない。綾の手を取ったまま、コウから距離を取る。

「ちょ、ちょっと！　──コウ！」床に崩れ落ち、苦しみに悶もん絶ぜつしているコウに必死で呼びかける綾。「大丈夫？　コウ──コウ！　あんた何するのよこのバカ！」

「ほ、保健室に行きましょう！」

「ばっ、やだバカ！　放してよ！　痛い！」

　すいませんすいません、と言いつつも、その手を放す素そ振ぶりはない。無理やり引っ張り、綾に叩たたかれながら言うことは、「ほ、保健室に連れていくだけですから！」

「あんたね！　いきなり！」

　──と、

「……ま、で」

　綾と高虎は振り返った。

　呼吸のできない苦しみに胸の辺りを搔かき毟むしりつつ、コウが立とうとしている。まだ苦しいらしく、その口から発せられるのは息に乱れた切れ切れの言葉。

「……おぇっ……い、お……前」構わず綾あやを引っ張っていこうとする高たか虎とらに、なんとか言葉をしぼり出す。「ひ……ひだ、り、左手を……見ろ」

「……左？」

　高虎は自分の左手を見た。特にどうともなっていない。「別に……」と言いかけ、

　やっと、

　綾の左腕、銀色の腕うで輪わに気づく。

「……あれ？　……これって確か」

「……知ってるの？」

「……これって確か、お守りですよね。俺も持っていたような……あれ？　でも……」

「ど、どこで見たの？　知ってるの？　だ、誰に渡されたのよ」矢や継つぎ早ばやに質問をして、腕輪にも聞く。「あんた、この人知ってる？」

　唇くちびるが生まれ、叫ぶ。「知らない！　初めて！」

「うわ？」驚く高虎。「な、なんスかこれ？」

「あ、や、──黙って！」

「ハイ！」綾の言葉をてっきり自分に向けたものだと思い、高虎は慌あわてて口を閉じた。

　──根は悪いやつじゃなさそうだけど──

「……あんた、高虎ほなみっていうのよね」

「こ、光栄です！」

　何が？　という顔で、じとっとにらむ。

「……朝、あたしを変へん態たい呼ばわりした人よね」

「あ、あれは、違うんです！　あれは」

「……手、放はなしてくれる？」ゆっくり付け足す。「痛いから」

　慌てて、高虎は握っていた手を放した。

　綾は、横よこ目めでコウの様よう子すを確かめた。よほどいいのが入ったらしい、いまだに呼吸が整わずぜいぜい言っている。時間稼かせぎが必要だ──高虎の目を見、尋たずねる。

「……あたしのこと、知ってるの？」

「もちろん！　全校集会のあの勇ゆう姿し──かっこよかったっス！」

　あれのどこが？　と綾は首を振った。……そう言えば、葉は切ぎりくんも似たようなこと言っていたなぁ、よく分からない人たちだ。

　左腕を掲かかげて見せ、

「……それじゃあ、この腕輪は？　見たことある？」

「……はぁ、確かお守りとか言って、前に……？　……あれ？」怪け訝げんそうに、高虎は首を傾かしげた。

　急いで尋ねる綾、

「だ、誰かに貰もらったとか？」

「いや……あれ？」再び首を傾かしげる高たか虎とら。「……いや、確かに、見覚えはあるんですけれど……」

「使ったかどうかも覚えていない？」

「……使った？」きょとん、とした高虎の顔に、

　うう、と綾あやはコウを見た。これがコウなら、イハナなら、小鳥遊たかなしなら、もっと上う手まい質問ができるんだろうけど……

「……あぁ、もう！　な、何か覚えていないの！」

　綾の剣けん幕まくに、高虎は急いで考えこんだ。

「そ、そうですね……ええと、そうだ、祭まつり囃ばや子し！」

「……祭囃子？」

「そうです、確か縁えん日にちのような……夕方の、そう、夕焼けの中で買った……ような」

　──夕焼け？

（……夕日を連れた、男……）

（間違いない、二日前、《グレイテストオリオン》を使ったのは、この子だ！）

（……でもそのことを、覚えていない？）

「あのさ……君」

　そのとき、

「……あーっ、畜ちく生しよう……苦しかった！」

　ようやく身体からだを伸ばし、深しん呼吸、コウは口元を拭ぬぐって高虎に笑いかけた。

「……お前なぁ、いきなり殴なぐることはないだろうが」

　無表情に、高虎、

「……不ふ意い打うちだったから、手て加か減げんした。本気だったら、あんたは今いま頃ごろゲロまみれだ」

　言いつつ、再び綾の手を摑つかむ。

「ちょっと！」

「おいおい」口元に笑えみを浮かべつつ、コウが言う。

「……先せん輩ぱいを、放はなせ」

　高虎も、初めてその顔に笑みをつくった。

　笑って、言う。

「……放さなかったら、どうする？」

　黙ってにらみ合う二人（もっともコウは笑っているが）に、綾の血の気が瞬しゆん時じに引く。

（……もしもこの子が《グレイテストオリオン》を使ったっていうのなら）

（さっきのパンチ）

（──この子は悪あく魔まの力を持ってる！）

　慌あわてて大声を上げる綾、

「あ、あのさ、高たか虎とらくん！　き、君、何か誤ご解かいしてるよ？　コウはあたしの知り合いだし、さっきも介かい抱ほうしてくれていただけで」

　綾あやの言葉を無む視しして、コウに言い放つ高虎。

「俺は先せん輩ぱいを放さない。失せろ──堂どう島じまコウ。それともまた、殴なぐってやろうか？　女の前で」

「いやそれはちょっと……」うーん、と頰ほおを搔かくコウ。「……でも、ほっぽって逃げるのと、どちらがかっこ悪いかなぁ」

「ぶぁーか」笑顔の中、全ぜん然ぜん笑っていない瞳がコウを見る──射い抜ぬく。「……堂島コウが、今さら何を言ってんだ？」

「……何？」

「……いいか、かっこ悪いっていうのは、弱いことを言うんだよ。……かっこ悪いっていうのはな、守れないことを言うんだよ！

　──お前は冬ふゆ月つき先輩を、守れなかったんだ畜ちく生しよう！」

　その言葉は、

　先のボディブローよりも強烈だった。

　高虎のボディブローを受けて、こんなに早くコウが立ち上がれたのは、確かに反応こそできなかったがコウにとっては不ふ意い打うちではなかったからだった。あの時点ですでに、コウは、攻こう撃げきがくることを見越して身体からだを緊きん張ちようさせていたのである。だからこそダメージを軽けい減げんできた。もしも完全な不意打ちだったら、コウのダメージはこんなものではすまなかったろう。

　だが今の攻撃は、

　完全に不意打ちだった。

　コウの表情は、かすかにしか歪ゆがまなかった──高虎は、気づきさえしなかったろう──だが綾は気づいた。コウもまたイハナと同じく、心の中を人に見せない少年だった。いや、顔が無表情ではない分、イハナ以上に感情の波が分かりにくい。だから逆に、こういうとき、分かる。コウの表情が歪んだのは、ほんのわずか、ほんの一瞬だったが、綾にはそれで充分だった。充分分わかった。コウが今の、完全な不意打ちに、かなりのダメージを受けたことが。

　高虎の言葉が、続く。

「俺はずっと、後こう悔かいしてた。だからもう、二度と、同じことは繰り返さない……

　このひとは、俺が守る。……だから。

　とっとと、失せろ、──堂島コウ」




　　　　◇




「な、何を言ってんのよ！」食くってかかる綾。「そんなバ……そ、その、……今はそんなこと、関係ないでしょう！　……だいたい、あたしを何から守るって言うのよ！　別に今は」

　真剣な目が綾あやを見る。

「何からでも守ります。……とりあえずは、保健室へ」

「大丈夫だって言っているでしょう！」

　コウが一歩、足を進めた。

　コウをにらむ、高たか虎とら。

「まだいたのか。言ったろ？　失せろ」

「……何から先せん輩ぱいを、守るって言うんだ？」

「とりあえずはお前からだ」

「だからコウは、別に……」

　状況を説明しようとする綾を眼めで止め、口を開く高虎。

「……真ま嶋じま先輩は、冬ふゆ月つき日ひ奈なという人を知っていますか？」

「え？」

「……こいつの、恋人だったんです」

「それは」もちろん知っている。というより、日ひ炉ろ理り坂ざか高校でそれを知らない人間はいない。

　吐き捨てるように続ける高虎。

「……でも、冬月先輩は死んだ。校庭の真ん中で、明らかに何かに刺されたような傷を残して死んだ……そんな自然死ってあるかよなぁ堂どう島じまコウ！」コウをにらむ。にらんで叫ぶ。「そしてそのとき、お前は冬月先輩のすぐそばにいたんだ！　お前しかいなかったんだ！　お前が犯人でなければ、お前が犯人を逃がしたんだ！　畜ちく生しよう……違うかよ！　なんとか言えよ！」

「……」無表情のままの、コウ。

　高虎の糾きゆう弾だんが続く。

「違うならそう言えよ──本当にお前は、先輩の死と無関係なのか？　本当に、助けられなかったのか？　本当は、助けることができたんじゃないのか？　俺の目を見て言ってみろ！　先輩が死んだのは自分のせいじゃないってな！」

「……」

「いったいどうして、冬月先輩は死んだんだよ！　なんであんな……死に方を……死ななきゃならなかったんだよ！　なんとか言えよ！　堂島コウ！

　──だったら俺が言ってやる、

　冬月先輩を殺したのは、お前だ。

　お前のせいで、冬月……日奈は、死んだんだ！

　お前は先輩を守れなかった。すぐそばにいたのに、お前は先輩を守れなかった、守らなかった──お前だ、お前が先輩を、死ぬような目に遭あわせたんだ。お前が先輩を、何かに巻き込み死なせたんだ、だから犯人をかばい、先輩が死んだあとも平然としていられるんだ。平然と……ちゃらちゃらと……他の女なんかつれて、……葬そう式しきのとき、だって……

　お前、先せん輩ぱいのために泣いたか？　先輩のために、一いつ滴てきでも涙をこぼしたのかよ？」

　……静せい寂じやくの中、

「いいや」笑えみを浮かべるコウ。「……そういや、泣かなかったな、一滴も」

「──てめぇ！」紅こう潮ちようする顔、

「──痛っ！」高たか虎とらに強く握られ、思わず声をあげる綾あや。

　す、すいません！　と慌あわてて手を放はなし、逡しゆん巡じゆんののち、金属の腕うで輪わの上なら強く握っても大丈夫だと判断したのだろう、高虎は綾の左手の腕輪部分を握った。

　コウに向き直り、言う。

「……俺は、冬ふゆ月つき先輩が好きだった。あのひとは……とても素す敵てきな人だった」

「お前とは意見が合うなぁ」

「……だから、堂どう島じまコウ、あんたといるのがあのひとの幸せなら、それでいいと思っていたんだ。俺は身を引こう、本気でそう思っていたんだ」

「やっと、反論できる」口元を斜めに、「お前、その考え方はやめとけ。立りつ派ぱと見せかけて、日奈を思いっきりモノ扱いしている」

「……ふざけるな！　てめぇ、真ま面じ目めに話せないのかよ！」

「……」コウの表情が、わずかに翳かげる。
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　高たか虎とらの言葉が続く。

「だが、あんたは先せん輩ぱいを守ってくれなかった……いや、俺が間違っていたんだ。大事なものは、──最初から、自分で守らなければいけなかったんだ。

　……お前さえ、いなければ……

　……もう、二度と間違えない。

　守りたいものは、自分の力で……自分で守る」

「……それが、今度は真ま嶋じま先輩か」笑うコウ、「女は、……モノじゃねーぞ？」

「……結局、お前は口ばっかりだ」こちらも嘲ちよう笑しようする高虎。「だから守れねぇんだ。……冬ふゆ月つき先輩も、……このひとも。……違うって言うんなら」ぐいっ、と綾あやを後ろに押しやり、コウの前に立つ。そして言う。

「……守ってみろよ、このひとを。俺という名の災さい厄やくからな」

「……俺という名の災厄、か。いいな、それ」にらみつけてくる高虎に怖おじることなく、コウはさらに一歩、進み出た。「……確かに俺は口ばっかりだ。だがな、すぐに暴力に頼るやつよりはずっとましだと思ってる。お前がいくら単純な脳のう細胞の持ち主だとしても、実は気のいい熱ねつ血けつ漢かんだとしても、それは暴力を容よう認にんする言い訳にはならないな」

「暴力を、……ヨーニンしてもらおうとは思ってない」

　コウが言う。

「……真嶋先輩がどんな目に遭あったか分かっていて、それでもお前は暴力で、真嶋先輩に言うことを聞かせようとしているんだな？　その意志を無む視しして」

　はっとした表情で、高虎は綾を見た。その顔に逡しゆん巡じゆんの色が浮かぶ。が。

　手は放はなさず、

　コウをにらむ。そして言う。

「……とにかく、起こってからじゃ……死んでからじゃ遅いんだ……

　──たとえそれが、間違っているとしても……」

　いったん口を閉ざし、

　……そして、躊ちゆう躇ちよすることなく、

　高虎穂ほ浪なみは宣言した。

「……このひとは、今日から俺の……俺が守る……

　──俺の女だ！」




　　　　◇




「ばっ、バカに──」

　あまりに傍ぼう若じやく無ぶ人じんなその言葉に怒りをこめて高虎をにらんだ綾は、そこに真っ赤なリンゴを見つけた。自分の言葉に耳の先まで真っ赤になって、さすがに綾あやとは視線を合わそうとはしないが、それでも決けつ然ぜんとしてコウをにらんでいる高たか虎とら──その態度に、悟さとる。

（……この子は……）

　……高虎というこの少年は、自分が何を言っているか分かっているのだ。その言葉が非常識で、間違っていて、他ならぬ綾を怒らせることも分かっていて、それでも言っているのだ。たとえばコウが、それが間違っていることを知りながら悪あく魔まのミカタになり、それを日ひ奈なが許さないことを知っていながら日奈を生き返らせようとしているように。

　……この『敵』は……

　赤い顔のまま、高虎が言う。

「……どうする？　やるか？」

　こちらも無表情に、尋たずね返すコウ、

「お前、……いつの間に先せん輩ぱいを好きになったんだ？」

「何？」赤い顔がさらに赤くなる。「あ、あ、たった今この瞬間だ！」

「……本当にそうか？」

「……なんだと？」

「似ている先輩を、日奈の代わりにしてんじゃねーのか？」

　赤い顔が、今度はどす黒く染まる。

「……なんだと」

「気に障さわったか？　それは図ず星ぼしだからじゃないのか？　……まあいい、とにかくお前は、力で無理やり──暴力で、それをするって言うんだな？　暴力で、先輩を手に入れようって言うんだな？」

「……だったらなんだ？」

「そこまで言うなら」後ろから声。

　コウではなく、後ろから聞こえてきた声にぎょっとして、振り返る高虎と綾。

　いつのまにか、

　小鳥遊たかなし恕じよ宇う、そして葉は切ぎり洋よう平へいが控えている。

「……小鳥遊先輩」と高虎。

「久しぶりだな、ほなみ」小鳥遊が言う。「見ないうちに、見下げたやつになったな。……力が全すべて──そういう思し考こうで行くというなら、我々のことをよもや卑ひ怯きようとは言うまいな」

　洋平は何も言わず──伝えたいことがあればあるほど、この男の口は動かなくなる──ただ、高虎をにらみつけている。

　高虎の口元が、歪ゆがむ。

「……小鳥遊先輩、あんただって……冬ふゆ月つき先輩のこと、好きだったんだろ？　考えたことはないのか？　この男から無理やりにでも冬月先輩を引き離しておけば、あんな死に方しなかったって」

「……日ひ奈なの、意志だ」

「……それも死ねばおしまいだ。……ああ、卑ひ怯きようとは言わないスよ。二人でも、三人でも、……何人でもかかって来いよ、まとめてな」

　三人を相手に全くひるむ様よう子すがないのは、生せい来らいの剛ごう毅きがなせる業わざか、それとも──

（いや、違う）

（たとえ本人が覚えていなくても）

（彼が《グレイテストオリオン》を使っているなら、たとえ三人がかりでも──！）

「や、やめて！」高たか虎とらの手を取り、綾あやは叫んだ。「……ほ、保健室に行けばいいんでしょう？　いいわ、あなたに連れて行ってもらうから、とにかくけんかはしないで！」

「……」かすかに頷うなずき、

　高虎は、小鳥遊たかなしを見た。無表情な洋よう平へいを見た。傍ぼう若じやく無ぶ人じんににらみつけ、そしてコウに視線を戻し、

　綾の手を引き、コウの方へと歩き出す。

　──視線が合い、間合いが合い、

　──悠ゆう然ぜんと、警けい戒かいする素そ振ぶりさえ見せず、高虎はコウの横を通り過ぎた。コウも止めずに、ただ前だけを向いている。通り過ぎる瞬間だけ、高虎はわずかに歩みを緩めた。が、コウは止めようとしない。高虎は、一瞬口くちの端はしを持ち上げた。そして、そのまま通り過ぎ──

「……！」

　綾の足が止まり、

　そのわずかな抵抗に、綾の左手を引いていた高虎もその歩みを止める。

　振り向かず、簡かん潔けつに言う。

「……やる気か？」

　綾の右手を握り、こちらも振り向かず、簡潔に答えるコウ。

「ああ」

「……本気かよ」

「……本気かよ、と問われれば、本気だよ、と答えよう。長い人生、いろんなことがあるだろうけど、まさか女の子を取り合って決けつ闘とうするなんてシチュエーションにめぐり合えるとは思っていなかった」

「……」

「──要はそういうことだろう？」

「……まぁ、そうだ」

　互いに背を向けたまま、間に綾を挟はさんだままで、会話する二人。

「かっこつけるに絶ぜつ好こうの機会、まさに男が燃える展開──そんなおいしいシチュエーションを見逃すような俺じゃない。……先せん輩ぱいには悪いけど、……いいぜ後こう輩はい、その挑ちよう戦せん、受けてやる」

「コウ！」と綾あや。

「……へぇ」と高たか虎とら。

「安心しろ、四人──先輩も入れて、四人──がかりなんてかっこ悪いことはしないから。あくまで正せい々せい堂どう々どう、一対一でやってやる」

「タイマンってわけだ」

「その恥ずかしい俗ぞく語ごはやめれ。とにかく、一対一だ。……ただし」

　──そこでコウの台詞せりふが止まる。

　言葉が続かないのを怪け訝げんに思い、

「……ただし、なんだよ」

　振り返り、

　──すでに振り返っていたコウと目が合う。

　高虎の視線を捉とらえ、高虎が何か言おうとする機き先せんを制して、コウは言った。

「もし俺が負けたら、俺は先輩を失う。だったらお前にも、相そう応おうのものを賭かけてもらおうか」

「……何？」

「お前、ボクシング部なんだろ？　エクササイズってタイプじゃないし、将来はボクサーとか目指してるのか？」

「……」高虎の表情が、締しまる。

　コウは笑顔を浮かべて言った。

「だったらそいつを賭けてもらおう。

　……もしも俺が負けたら、俺は先輩を失う。その代わり、もしもお前が負けたら、お前はボクシングを……いや、格かく闘とう技ぎそのものを捨てろ。お前のその下らない考え方の拠より所を、な」

「……」

「……俺は女、お前は夢を賭けるんだ」コウは笑った。「互いに相応の代だい償しようを払う……それが『フェア』ってもんだろう？」

「……」

「その覚かく悟ごはあるか？」

「……面白いじゃねぇか」

　綾を間ににらみ合う、二人。

　綾の右手を引き、コウは言った。

「……やる気なら、……先輩を放はなせ。それはまだ、お前のモノじゃない」

「……」

「……正せい々せい堂どう々どう、フェアにやる気があるのなら、な」

　一瞬の躊ちゆう躇ちよののち、

　高たか虎とらはそれまで握っていた銀色の腕うで輪わを一いち瞥べつし、……綾の左手を放した。

　すかさず綾あやを背後に回し、小鳥遊たかなしに預けるコウ。

　高虎が言う。

「……よし、ついて来い」

「……どこへ？」

「……ここでやるわけにはいかねぇだろうが……いや」ふん、と鼻で笑って、「俺は別に、ここでも構かまわねぇけどな。邪じや魔まが入るのはいやだろ？」

　ちょっと待て、と鼻を搔かくコウ。

「……お前、何か勘かん違ちがいしてないか？」

「……何？」

「俺はけんかをするつもりはない」

「へ？」きょとんとし、

　な、に？　と高虎は目を剝むいた。再び顔を紅こう潮ちようさせて、

「てめ……この、騙だましたのか？」

「落ち着け、いいか？　決けつ闘とうってのはな、申し込まれた方が勝負方法を選んでいいんだぞ？　だから当然、勝負方法は俺が選ぶ」

　なっ、と抗議の声を上げる高虎を無む視しし、言う。

「勝負は、じゃんけんでつけよう」

「ふざけるな！」

「ごめん」素直に謝り、




「じゃあ、……ボクシング、ということで……」




　──沈ちん黙もく。

「……聞こえた？　もう一回言う？」コウは尋たずねた。

「……は？」予想外の言葉に、二にの句くの継げない高虎。

　コウは目を丸くした。

「なんだよ、ボクシングならお前も文もん句くはないだろ？　ボクシングはけんかじゃないから俺にも問題はないし」

「あ、ああ……、だが……」口ごもりつつ、コウに確認を取る。「……あんた、本気で言っているのか？　ボクシング部の俺と、素人しろうとのあんたが……本当に、ボクシングで？　けんかじゃなくて？」

「ああ」コウは不ふ敵てきな笑えみを浮かべた。「フェアなルールで、正せい々せい堂どう々どう……お前を叩たたきのめしてやるよ。お前の土ど俵ひようで、な。それならお前も納なつ得とくだろ？」

　高たか虎とらは信じられない、とでもいうような表情を作り、その気持ちを言葉に出した。

「……正気か？」

「正気か、と問われれば、まさか、と答えよう──正気なもんか。女の子をモノ扱いして、賭かけの対象にしてんだから。だがな、お前の暴力に対して暴力で応こたえるようなことはしない。そんなことをしたら、お前の主張を認めるようなもんだ。だから勝負はスポーツで──ボクシングでつける。……正々堂々と、フェアにな」

「だけど……いや」

「聞こえたか？　キーワードは『正々堂々』と『フェア』だ」

「フェア……」何か言いかけ、

　──押し黙る、高虎。

　納得がいったらしく、

　口元に、暗い笑みが浮かぶ。

「……なるほどな。正々堂々、フェアに、か」

「うん」頷うなずくコウに、

「……何日、欲しい？」高虎が尋たずねる。

「その台詞せりふは俺の台詞だ。……何日、欲しい？」

「……あんた、何キロだ？」

「聞いて驚け、五十六キログラム、弱。……多分」

「……フェザーか」少し考え、「……四週間もあれば、俺は充分だ」

「……よし、じゃあ勝負は四週間後──きりのいいところで、来月の終業式の日でどうだ？」

　黙って頷く高虎。

　コウも頷いた。

「よし、決まりだ。勝負方法はボクシング、日時は来月の終業式。場所やルールはあとで決めよう」

　高虎の口元が、歪ゆがむ。

「……ルール……あんた、……ボクシング、やったことあるんだろうな？」

「もちろん？　洋よう平へいにボクシングを教えたのは、俺だそうだぞ？」よく覚えていないけど、と小声で付け足す。

　コウさん！　と叫ぶ洋平、

「教えてもらったのは、存在だけです！」

「……ああ言ってるぞ？」高虎は言った。

「……とにかく大丈夫。四週間もありゃ、充分」えっへん、と、コウは胸を張った。

「……あんた……」

　言いかけて、高たか虎とらは口を閉ざした。まるで貧乏人に安やす物ものの牛ひき肉を与え、うまいうまいと食べているさまを眺ながめている道どう楽らくお金持ちのような複雑な表情を浮かべ、コウを見る。

　そして言う。

「……堂どう島じまコウ」

「ん？」

「俺はずっと、あんたが嫌いだった」

「……」

「……なんかバカのふりをしている、小ずるいやつだとばかり、思ってた」

「……ってた？　今は？」コウが尋たずねる。

　答える高虎。

「……本当に、バカだったんだな」

「……」

「冬ふゆ月つき先せん輩ぱいが、浮かばれねぇよ……

　……堂どう島じまコウ、

　たとえ『減量』したって、体重を同じにしたって、俺はあんたには負けない。けんかはもちろん、ボクシングならなおさらな」

「……」

「どれほどの才能があるつもりなのかしらねぇが、……減量した俺になら勝てる、なんて思っているのかもしらねぇが、……ああ、二年間、ボクシングをやってきた俺に、たった四週間で勝てると本気で思うなら、──体重が同じなら勝てると思っているのなら……

　いいぜ、

　減量して、待っててやるよ四週間。

　俺を、……いいや、ボクサーをバカにしたことを、……思い知らせてやる」

「……」

　押し黙ったコウから、視線を綾あやに移して言う。

「……先輩、こいつはバカのふりをしているんじゃない、……本物のバカだ。

　そしてそれを見抜けなかった、

　冬月日ひ奈なも、……バカだ」

　コウの瞳が一瞬歪ゆがむ。

　気づかず続ける高虎。

「だから、死んだんだ……

　先輩、あんたはせめて、それを分かってください。そして目を覚ましてください。……いや、俺があんたの目の前で、それを証明してやる」コウをにらみ、吐き捨てる。「……こいつを『フェア』に、ぶっ倒してな」

　最後にもう一度、綾あやを見、その左腕の腕うで輪わに一いち瞥べつをくれると、高たか虎とらは保健室とは逆の方角、一年校舎の方に歩き出した。再びコウの横を通り抜けざま、言う。

「怖くなって逃げるなよ」

「もちろん」

「それと」いったん言葉を止め、低い声を出す。「……この四週間の間に、真ま嶋じま先せん輩ぱいに……何か、あったら、

　……堂どう島じまコウ、

　決けつ闘とうもフェアも関係ない」

「……」

「殺してやる」

　無表情の小鳥遊たかなしと洋よう平へい、困こん惑わく顔の綾にわずかに視線を送り、高虎は一年校舎へと消えた。

　高虎の姿が見えなくなったのを確認し、コウのもとに駆けつける綾と洋平。

「コウ！」叫ぶ綾。

「すいませんね、先輩。……景品なんかにしちゃって」

「……それは……」

「でも大丈夫、俺、絶対に勝ちますから」

「無む茶ちやです！」ほとんど悲鳴の洋平。「いくらコウさんでも、あいつが減量しても、ボクシングじゃ……勝てません！」

「私もそう思う」後ろから、穏おだやかな小鳥遊の声。「……ボクシングというのは、欠点も多いが格闘術としては実に洗練されている。神しん道とう新あら鷹たか流を修練している私だって、ボクシングルールでは……」いやそうに洋平を見、「こいつにさえ勝てるかどうか分からない。ましてやお前が……いくら体重を同じにしても、素人しろうとがボクサーにボクシングで勝つというのは……まず、不可能だ」

「マジスか！」

「……しかも敵は、悪あく魔まの力を持っている」

「……」

「……今朝、ほなみと戦った部員は──主将だったそうだが──肋ろつ骨こつが五本も折れる重傷だ」

　口を挟はさむ洋平、

「しかもあいつは、明らかに、本気を出していませんでした」

「……」

「でもあいつはコウさんを憎んでいる。コウさんとやるときは……」

　あうう、とうなだれ、コウはため息をついた。

「もういいよ。それ以上脅おどかさないでくれ……無む茶ちやなのは分かってるって」

「だったらなぜ」小鳥遊たかなしが尋たずねる。

　コウは小鳥遊に言った。

「……確かに、ボクシングじゃ勝てないかもな。でもな、……だったら、普通のけんかなら勝てるって言うンか？　俺が？　あいつに？」

「……」

「正直に言えよ、小鳥遊。……お前今いま、三人がかりであいつに勝てる気がしたか？」

「……いや」首を振る。「……確かにあいつの雰ふん囲い気きは……」

「ああ。本人が気づいていないだけで、確実にあいつは《グレイテストオリオン》を使っている。……つまり、常じよう人じん離ばなれした力を手に、入れている」

「そんな」口を挟はさむ洋よう平へい。「確かに強いですが、あいつ、朝あさ見た限りではそこまで強くは……」

「恐らく」小鳥遊が言う。「あいつ自身、自分が《グレイテストオリオン》を使い変化したことを覚えていない──知らないのだ。だから、その力を使いこなせていない……あるいは……

　無意識に自分の力をセーブしている──人間並みに抑えているのかもしれない」

「無意識に、セーブ？」怪け訝げんな顔をする洋平。「なんで？」

「さぁな……自分を守るためか、あるいは相手を守るためか、それとも」

「あまりに人間離れした『力』を得たから、かもな」小鳥遊の言葉を継いで、コウ。「何しろ悪あく魔まの力だ。無意識の底で、封ふう印いんしているのかも。人間でいられるように。……だが、下へ手たに追い込んで、刺し激げきすれば……」

　その力は、発はつ揮きされるかもしれない。

「……そうだな」小鳥遊は頷うなずいた。「そう考えれば確かに、なんでもありのけんかではなくルールのあるボクシングの方が、枷かせをはめられるという点で、まだしもチャンスはある」

「だろ？」

「……真っ正直に戦うとしたら、だがな」

　小鳥遊の視線が、洋平と綾の視線が、コウに集まる。

　コウは耳たぶを搔かいた。

　代表して、綾が尋たずねる。

「……本当に、ボクシングをする気なの？」

　コウは、頷いた。

「……先せん輩ぱいには、いやな思いをさせるかもしれませんが……すいません」

「なぜだ？」尋ねる小鳥遊。「何もボクシングなんかしなくても、他に方法があるはずだ」

「……もう約束しちゃったし」

「そんな約束、守る価値などない」小鳥遊は断言した。「……確かに、真正面から戦うならボクシングが最適だろう。だが、必ずしも真正面から戦う必要はない。……コウ、何を考えているのか知らないが、くだらない考えは捨てろ。プライドより実じつを取れ」

「……くだらない、って？」コウが尋たずねた。

　一瞬言いよどみ、答える小鳥遊たかなし。

「……もしもあいつの……言ったことを、気にしているのなら……」

　コウは笑った。

「ああ、それはないよ。あいつの言ったことなんか、別に気にしてない」

「……ならば」

「俺が気にしているのはあいつの目的と、……『夕日を連れた男』の目的だけだよ」

「……」

「前回も、前々回も、『夕日を連れた男』は犯人たちを操あやつって俺と戦わせた。今回も俺が目的なら──結局戦たたかわされることになるなら、いきなり闇やみ討うち、なんてされるよりも、四週間後にボクシング、と分かっていた方がいい。下へ手たに逃げて、不ふ意い打うちをくらうよりは遥かにいい。準備もできる──そういう判断だ。……どうだ？　俺の考え方は間違っているか？」

「……いや、間違ってはいない」答える小鳥遊。「必ず戦うことになる、ということを前ぜん提ていにするなら、だが」

「必ず戦うことになるさ。じゃなきゃ、どうしてあいつはここに来たんだ？　まだ授業中なのに、偶然ここを通りかかったってのか？　だいたいなんで、あんな切せつ羽ぱ詰まって先せん輩ぱいを守ろうとしてるんだ？　あんな、普通じゃない強きよう迫はく観念……それこそ、誰かに操作されている証しよう拠こじゃん？

　……小鳥遊、俺は冷静だよ。

　冷静に考え、判断した。あいつが先輩に執しゆう着ちやくしているようだったから、先輩をだしにしてこちらに有利な条件を出し、あいつに不利な挑ちよう戦せんを受けさせ、本当ならこの場で叩たたきのめされていたのを、四週間後、しかも減量させてのボクシング勝負に持ち込んだ。……我ながら、よくやったと思うけど」

　……小鳥遊は口を閉ざした。

　コウの視線が綾あやに移る。

「……すいません。先輩を賭かけの対象なんかにしちゃって。……これからも、しばらくはいやな思いをさせちゃうかもしれませんけど」

「……ううん」首を振る綾。

　本当に、気にしてはいない。

　少なくとも今は、本当に気にならない。

　……気になるのは……

「……でも、コウ……」

「え？」

「……大丈夫なの？」

　勝てるの？　という意味ではない。もちろん勝ってもらわないと困るが、それ以上に……

「そうだ」小鳥遊たかなしも言う。「問題は、そこだな」

「大丈夫だって」コウは笑った。

　洋よう平へいは、絶望的な表情を浮かべた。

「無む茶ちやだ……コウさんは、分かっていない。そりゃ、確かに昔のコウさんはけんかが強い、でした。……でも、けんかとボクシングは別べつ物ものです。いくらコウさんでも、ボクサーには勝てない」

「マジスか！」

「冗じよう談だん事ごとじゃありません！」ほとんど悲鳴のような声。「ボクサーの拳こぶしは、人間を殺せるんですよ！」

「分かってるって」

　……だからあいつには、ボクシングを諦あきらめてもらわないとなぁ、という独り言のようなコウの呟つぶやきをかき消すように、

「分かってませんよ！」洋平の声が廊下に響ひびく。「──そんな、ただでさえ危険なのに、……なのに素人しろうとがボクサーと、それも悪あく魔まの力を借りたボクサーとボクシングする、なんて……無む茶ちやすぎる！

　だいたい、たった四週間で、

　減量した相手になら勝てる、なんて本気で思っているのなら──

　コウさんは本当にバカです！　いくらなんでも、ボクシングを甘く見すぎ──いや、バカにしすぎです！」

　洋平の絶叫に、バカにしてるつもりはないんだけどなぁ、と、コウは耳たぶを人差し指でポリポリ搔かいた。洋平、と向き直り、多た少しよう悲しげな笑顔をつくる。

「……俺だって、素人がボクサーに勝てるとは思ってないよ」

「だったら！」

「……でも、ボクサーは無理でも、高たか虎とら穂ほ浪なみには勝てる、かもな」

「……え？」

「……と、言うか、……勝たなきゃいけない。俺はな、勝てないやつにも勝たなきゃいけないんだよ」悪魔のミカタ、だから。

　一瞬生まれた翳かげりは、すぐに、痕こん跡せきも残さず消えた。だから洋平は、気がつかなかっただろう。だが、綾あやは気づいた。そして思った。一瞬で消えたその翳りこそ、多分、コウの本当の気持ちを表すものだろう、と。──急激に胸からこみ上げてきたものに息が詰まり、ああ、と顔を上げ、

　──こちらを見るコウの笑顔に、心臓が、跳ね上がる。

「な、何よ」

　コウはいたずらっぽく笑って言った。

「大丈夫、……俺は絶対に勝ちます。大事な先せん輩ぱいを、あんなヤローに渡したりはしません、から♪」

「……そう願うわ」頰ほおが熱くなるのを感じ、慌あわてて顔をそむける。「……本当に」

「大丈夫です、まかせてください」どん、と自分の胸を叩たたくコウ。……あ、と手を叩き、「……それより、先輩は何だったんです？　こんなところで、いったいどうしたんです？」

（……あ！）

　自分の身体からだに起こっている異常を思い出し、綾あやの顔が真っ赤に染まった。思わず胸を押さえて、

「な、な、なんでもない！」

「でも、さっき……」

「いいから！　もう、大丈夫だから！」

「そうだな」小鳥遊たかなしが綾の肩を抱いた。

　コウを見、言う。

「先輩は、私が保健室につれていく。それよりお前は、舞まい原ばる妹いもうとに連絡を取れ。そして今後のことを考えろ……並なみ大たい抵ていでは」にやりと笑い、「……勝てなかろうからな」

「……分かってるって」顔をしかめ、「ああ、血の汗流せ、涙を拭ふくな……しばらくは、努力と根性の日々だなぁ。やだなぁ」

　何か言いかけ、洋よう平へいは口を閉じた。

　綾ももう、何も言えない。

　──何を言っても、コウの決心は変わらないだろうから。

　恋人を生き返らせるため、悪あく魔まのミカタとなった──

　──この少年が、いったんやると決めたなら、もはや誰がなんと言っても、コウは高たか虎とら穂ほ浪なみとボクシングをするだろう。どんなに分ぶの悪い戦いでも。たとえ命の危険があっても。

　そしてきっと、やり遂げる──

　身体中が熱くなり、綾は思わず、小鳥遊の身体に抱きついた。何も言わずに、綾の頭を撫なでる小鳥遊。人の身体の温ぬくもりの中で、綾は、自分の胸中を考えた。今、感じているこの気持ちはなんだろう。不安でも、恐怖でもない、喜びのようで、でも悲しみの入り混じる、怒りにも似て身体中を燃え上がらせるこの感覚はなんだろう──

　分かっているのは、ただ一つ、

　──こんなにも、

　このバカな男が好きだということ──




　気がつくと保健室、

　ベッドの上に横たわり、

　綾あやは闇やみへと落ちて、いった。




　　　５




　──気がつくと、

　森の中、

　綾は裸足はだしで、露つゆに光った草の絨じゆう毯たんを踏みしめていた。夜のしじまはしんと冷え、大気は蒼あおく、静かに降り満みつ月の光が木々に草に星を与えてちりばめている。

　かすかに聞こえる、カエルの鳴き声。

　息が乱れているのは、どうやら走っていたかららしい──青々とした草の匂においに、周囲から聞こえるカエルの声に、綾は瞬しゆん時じに状況を悟さとる。

（これは夢だ）

（いつもの、悪あく夢む）

（あたしは怯おびえて、逃げていたんだ──）

　振り返り、背後をうかがう。

　うっそうと暗い葉の繁しげった森の奥深く、闇の向こうから、聞こえてくる獣けものの咆ほう哮こう──

（まぁじぃまぁぁぁぁぁ）

（ああぁぁやぁぁ！）

　明らかに人のものではない吠ほえ声に自分の名前を聞きつけて、綾の表情が嫌けん悪おにくもる。

　遠くから、

（真まァ嶋じまァァァァァ）

　声が近づく、

（ッ綾ァァ──）

　これは、いつもの悪夢。

「……あたしは今、夢を見ているんだ」

　そうさ、と心が答える。

（そう、俺はお前の悪夢／そして／お前は俺のもの）

「あたしは、──モノじゃない」

　そうさ、と声が答える。

（お前はただのものじゃないこの俺の、俺のものだよ綾／お前は俺のものだよ、綾／この森がお前の物であるように／この鍵かぎが銀色の鍵であるように／お前は俺のものだよ綾）

　──鍵？

　綾は左手を見た。

　銀色の、手て錠じよう──伸びた鎖くさりは森の奥へと消えている。

「これは……」

（覚えておくがいい綾あやお前がどこにいてもどこへ逃げても俺は必ずそこにいる俺は必ずそこにいてお前の前で立ち上がる）

　カエルの声が、激しくなる。

　森の奥から、咆ほう哮こうが上がる。綾の名を呼ぶその咆哮は、どんどんと大きく、どんどんと近づいてくる。あたかも遠えん雷らいが、まず閃ひらめき、しばらくして音が鳴り大気を揺るがす、その間かん隔かくがだんだんと狭まっていくかのように確実に、咆哮の主ぬしはこちらに向かって近づいてくる。

　──凄すさまじい、

（真まァ嶋じまァァァァァ）

　スピードで。

（ァ綾ァァァ──）

「……そうか……」

　いつもなら、と綾は思った。いつもなら、あたしは必死で逃げるのだろう、逃げても無む駄だなのを知りながら。ウサギのように怯おびえて、恐怖に縮ちぢこまって……

　でも、今のあたしは違う。

　今のあたしは知っている。

　これが夢だということを。

　そうさ、と声が答える。

（これは夢──お前のもの、お前の悪あく夢むだよ綾／そして綾、お前は俺の、俺のものだ／お前は俺から逃げられない／お前は俺から離れられない／なに、怖いのは今だけさ／お前はいずれ、ここに慣れる／お前はいずれ、ここがよくなる／そうともお前はここに慣れる／ここがよくなる／よくなる／好きになる──）

「──うるさい！」

　カエルの声が、大きくなる。

　めったやたらな、だが不思議と耳ざわりでない、どこか懐なつかしいようなカエルの鳴き声の奔ほん流りゆうの中、

　怖くない、と綾は呟つぶやいた。

　試しに呟いてみたのだが、呟いてみて確信する。その言葉はうそではない。意い地じでもない。ただ、本当。ただ、純じゆん粋すいな真実。

「怖くない」もう一度、呟いてみる。

　かつて本気で怯えていたその夢が、いまや全然怖こわくない。夢だと分かっているからだろうか、怖くない、ただ嫌けん悪おを感じるだけ──

　──よし！

　綾あやは大きく息を吸い、自分に向かって気合いを入れた。

「……いい？　イハナは言った、夢はあたしに、何かを伝えようとしていると……だったら、あたしはそれを見極める！」

　ぱんぱん、と頰ほおを張り、

　左手を見る。

　銀色に輝く手て錠じようから伸びた鎖くさりは、森の奥、声の方角へと消えている。

　この先に、きっと──

　……息を吸い、「──来い！」

　──一気に、

　森の中を埋め尽くす、凄すさまじいカエルの大だい乱らん唱しよう。姿は見えない、ただ声だけが──赤あか子ごのような声だけが、しじまを破って空間に満ちる。（応援してくれている？）四方八方から響ひびいてくるカエルの声に、やがて地面までもが揺れ始め──

　──いや、違う、この地じ響ひびきは、

（真ま嶋じまァァァァ）

　声だ、声がどんどん近づいてくる！

（ゥ綾ァァァァァァ！）

　耳をつんざく、カエルの叫び！

　綾は叫んだ。




「来い！」




　大地が揺れ、突とつ風ぷうが吹き──




（──ッ綾「──！」ァァァ！）




　それは、一言で言えば『人じん狼ろう』だった。

　人の身体からだに獣けものの頭、影と闇やみと剛ごう毛もうでその全身をくまなく覆おおい、耳まで裂けたその口からは黄色く汚れた鋭い牙きばがずらりと並んで突き立っている──わずかな一瞬で、綾はその全すべてを見た。二つの耳は角つののように天へとそびえ、鬼おにのようなシルエットの中、黄色く濁にごった獣の瞳が綾を捉とらえて歪ゆがむのを、綾ははっきり感じた。全身で感じた。全身に、恐怖から、ではなく嫌けん悪おから鳥とり肌はだが立つのも自覚していた。その怪物が飛び出してきて綾に嚙かみつくまでのほんのわずかな一瞬で、綾は全てを捉えていた。人ではあり得ない姿をした怪物の、ワニのような口が開くのを見、鋭く尖とがって並んだ牙を見、鉄さびのような腐ふ臭しゆうとコーヒーのような酸すっぱい臭においの混じった口こう臭しゆうを嗅かいだ。そして何より重要なのは──

（──こいつじゃない！）

（あたしを捕まえ、殺そうとしているのは──）

（こいつじゃない！）




（お前は俺のものだ綾あや！）




[image: ]

　こいつは単なる（そして、ベタな）悪あく夢むの怪物だ──左手首の手て錠じようから伸びた鎖くさりがその怪物につながっていないのを確認／確信し、綾は左手を出した。「──このッ」嚙かみ付いてくる怪物の牙きばを鎖で止め、手の片方──繫つながれていない方の手で、拳こぶしをつくり、叫ぶ。

「──バカヤロォッ！」

　弓を引いた右の拳が、怪物の頰ほおに命中した瞬間、

　世界が白熱、砕くだけ散った。




　　　　◇




　──気がつくと、

　綾は保健室にいた。

　……そっか、とベッドの上で身体からだを起こす。

（夢……）

　確か、胸に異常が起きて、それで保健室に行って、検査をするからって横になって──

「目が覚めた？」

「……ああ」カーテンを開け、入ってきた高たか久くの姿にため息をつく。「……思い出した」

　──結局、学校は早そう退たいしたんだった。

「おはよう……おはよう？」自分の言葉に苦く笑しようする高久。「……おはよう、っていうのは変かしら」

「さぁね。……どうせこれも」周囲を見渡し、「リアルな夢、なんでしょう？」

「うん」

「……思い出した。これが初めてじゃない……昨日きのうもこの夢を見て、先生に会ったんだ……」

「言ったでしょ？　また会えるって」

「……」なんて変な夢だろう、と綾あやは首を振った。

（……あれ？）

（……じゃあ、さっきの森は？）

　綾の心しん中ちゆうを読んだように、

「夢じゃないわよ？　いや、夢なんだけど」また苦く笑しようする高久。「さっきまで、あなたは確かに『森の夢』の中にいた。そこであいつをやっつけて、ここに──この夢に来たの」

「……？　夢の中で、夢を見てたの？」

「まぁ、そんなとこかしら。……よかったわね、悪あく夢むを退たい治じできて」

「……？」

　なんか釈しやく然ぜんとしないまま、ベッドから降り、保健室内を見渡す。壁には、例の片方の手を洗えば両方とも綺き麗れいになるポスターが貼はってある。その隣となりにはやっぱり歯をみがくときは歯ぐきまでポスター。前回となんら変わりはない──さらに見回そうとして、

　隣となりのベッドが白いカーテンに隠かくされているのに気づき、

　綾は慌あわてて目を逸そらした。

　左手首の手て錠じようの鎖くさりは、そのカーテンの向こうに伸びていっている。それを確認し、必死にカーテンを見ようとするが、

（……あの向こうに、──の正体がある）

（あたしは──を、知らなければならない）

（……なのに……）

　──見られない。

　どうしても、身体を動かすことができない。

（これも、夢で）

（さっきはちゃんと、戦えたのに……）

　屈くつ辱じよくに身み悶もだえする綾あやを、優しくなだめる高たか久くの声。

「……焦あせらないで、綾ちゃん。……あなたがＩそＴれを見られないのは、仕方ないわ」

「……仕方ない？」

「あなたは、まだ準備ができていないのよ。そして心のどこかで理解している。準備が整わないうちにＩそＴれを見てしまったら、間違いなく取りこまれてしまうだろうことを」

「……準備……」

「ま、焦らないで、ゆっくりいきましょう。

　……紅茶、飲む？」

　頷うなずきかけ、綾は慌あわてて頭を振った。

　高久の姿をしたものをにらみ、

「……あんた、なんなの？」

「え？」

「こんな夢……普通じゃなさすぎる！　これはあたしの夢じゃない！　あんたいったいなんなのよ！　《知恵の実》？　《知恵の実》なんでしょ！」

「いいえ……あたしはあなたの夢よ」高久の姿をしたものは言った。「《レフトアーム＝スピーキング》はきっかけにすぎない……あたしはあなたの記き憶おくがつくりだした、夢」

「きっかけ？」……記憶？

　高久は微笑ほほえんだ。

「そう、きっかけ。……いい？　あなたは今、自分の身に起きていることを、『夕日を連れた男』の攻こう撃げきだと思っている。」

「……そうよ……違うの？」

　ええ、と高久は頷うなずいた。

「いい？　『夕日を連れた男』の攻撃は、ただのきっかけにすぎない。今あなたの身に起きている事件は、ずっと前からあなたの中で進行していた事件──育っていた怪物が、ついに姿を現しただけ。『夕日を連れた男』の攻撃をきっかけにして、ね」

「……」育っていた怪物？

　そう、と首を振る高久。

「……綾ちゃん、確かに、今あなたの身に起きていることは、命に関かかわる重大な事件よ。……でも、これは同時にあなたの中の怪物を見極め退たい治じする、絶好のチャンスでもある。……あなたのものである、あの怪物を倒すための」

「……」

「そのために、あたしは今、ここにいる。あなたの手助けをするために。

　……でもなぜ、あたしなのかは分かる？」

「え？」

「小鳥遊たかなしとか、ええと、来くる栖す美み楚そ乃の？　カウンセラーとか、あたしよりも頼りになる人間は他にもいっぱいいるのに、なぜよりによってあたし──高たか久く直なお子こなのか。あなたを裏切り、殺しかけたのに……」言葉を切り、「でもあなたの無意識は、あたしを選んだ」

「……」

「よく、考えてみて。……それはとても大事なことなの。……あなたにとっても、そしてあたしにとってもね」

「……先生」

「全すべては、この場所から始まった」真剣な光が綾あやを射いる。「……今度は、もう、間違えない。あたしは……あなたを助けたい」

　一いつ拍ぱく置いて、

　微笑ほほえんで、高久は言った。

「だから……お願い、もう一度、あたしを信じて……綾ちゃん」

　差し出されてくる、湯ゆ気げの立ったティーカップ。

　逡しゆん巡じゆんし、

　結局綾あやはそれを取った。

　一口飲み、甘さを確かめ（そう、高久はいつも勝手に砂糖を入れていた）、なんかばつが悪くて視線をあちこちにさまよわせる。そうして初めて、綾は、

　高久の机つくえの上の写真立てに気がついた。

　前回も……いやあのときもあったっけ？

　そっと、視線を走らせる。

「……気がついた？」と高久。

　写真立てに写っているのは、──絵だった。

　確か『鳥ちよう獣じゆう戯ぎ画が』とかいう絵の一場面──カエルとウサギが相撲すもうを取っている場面。ただ、本物と違って、その絵はアニメのように動き（さすが夢！）、中でウサギとカエルが本当に相撲を取っている。その周りで囃はやし立てている動物達が手に手に槍やりほども大きいメスを持っているのに気がついて、綾は怖おじ気けとともに悟さとった。この動物達は、待っているのだ、敗者が決まるのを。そして負けた方は、あの巨大なメスで解かい剖ぼうされてしまうのだ。そしてウサギとカエル、負けるのは──

「カエルだ」綾は言った。

「そうだっけ？」高久は首を傾かしげた。「本当の絵では、ウサギだったような……」

「……どっちにしても、趣味の悪い……」

「夢の中では、そう見えるのよ」唇くちびるを尖とがらせる高久。「本当はすごくかわいいの！」

　……じっと、その絵を凝ぎよう視しする綾。

　音のない、手のひらほどの空間の中、一生懸けん命めい相撲を取っているカエルとウサギ。手に手に巨大なメスを持ち、その柄えを地面に叩たたきつけ囃はやし立てる動物達。だがそこからは、音は一いつ切さい聞こえてこない。綾あやはじっと、その絵を見つめた。相撲を取る二匹の動物の姿に、焦しよう燥そう感が湧わき立ってくる。いけない、このままではいけない、このままでは、高たか久くがなんと言おうとも、実際の絵がどうだろうとも、カエルが負ける。カエルが負けて、解かい剖ぼうされる──

　──たまらない！

「やめさせて！」綾は叫んだ。

「なぜ？」

「だって、かわいそうじゃない！　解剖されたら死ぬのよ？　このままじゃ、死ぬ──殺される！」

「カエルはね、森の守り神なのよ」穏おだやかに、高たか久く。「そして森は、動物の死し骸がいから生まれる。カエルはそれを分かっている」

「だからって、殺すの！　そんな！」

　……頷うなずいて、高久は写真立てを倒した。

　写真立てが、消える。

「……これで、いい？」

「……ごめん」なぜか謝る、綾。

「いいの」高久は微笑ほほえんだ。「いつかあなたにも、あのカエルの気持ちが分かる。……そうね、たとえばお母かあさんになったときとか」

　綾は言った。

「あたしは、お母さんにはならない」

　高久は尋たずねた。

「どうして？」

「……気持ち悪いから」

「気持ち悪い？」

　そうよ、と吐き捨てる綾。

「今日一日──あんた、あたしの夢なら知ってるんでしょ？　今日一日、あたしに何が起こったか。そしてあたしが何を感じたか」

「話して話して」

　綾は、無表情に、言った。

「……あたしは、自分に起きた変化が、ただもう気持ち悪かった。お母さんになる──母ぼ乳にゆうを分ぶん泌ぴする、というのは子供を育てるための、大事な、素晴らしい、むしろ誇るべき変化なのに、あたしは気持ち悪かった。気持ち悪いとしか感じなかった。汚いとさえ思ったわ……だって、そうじゃない？　子供なんて結局異い物ぶつ──腫しゆ瘍ようじゃない。あたしの肉を使って、あたしの栄養を奪うばって、あたしのおなかをどんどん浸しん食しよくしていく怪物。母親はそいつに身体からだを与える代わりに、自分の身体を変化させられていくの。おなかは醜みにくく膨ふくらんで、身体中のホルモンが変化して、感情が、感覚が異常になり、味覚が変わり、吐いてばかりで、気づいてみたらそれを育てるために胸から分ぶん泌ぴ物を出すようになって──そんなの……化け物じゃない！」

「……そ、そんなにらまないで」

「別ににらんじゃいないわよ！」怒ったように吐き捨てる綾あや。……笑顔を浮かべ、「……もちろん、そういうのが平気な人がいて、そういう人がお母さんになるんだろけど……あたしはいや、ごめんだわ。……だからあたしは、お母さんになんかならないの。

　……分かった？」

「わ、分かったからそんなににらまないで、怒らないでよう……」

「別に、怒ってなんかいないわよ！」

　そっぽを向き、気がつくと、綾は机つくえの上に視線を走らせ写真立てを探していた。お母さんになったらあのカエルの気持ちが分かる？　だったらあたしには、永久に分からないだろう、なんて考えながら──




「……はん♪」




　……高たか久くに胸を触られて、綾はかわいい嬌きよう声せいを上げた。

「……何すンのよ」

「……宝の持ち腐ぐされよねぇ、いいおっぱい持っているのに」もむもむ、「……どう？　今日一日、『適正サイズ』の感想は」

「……どうでもいいでしょ」

「ずっと気になっていたのよね」もむもむもむ、「ほら、いつもは締めつけてるから、学校から帰ってくるともう真っ赤になってるし、たまに激痛で気き絶ぜつしかけるでしょ？　やっぱり、『適正サイズ』のほうがいいんじゃない？」

「……それと今の話と、なんか関係があるの？」

　そうねぇ、と頷うなずく高久。

「初めて胸が膨ふくらんでいるのに気がついたとき、どう思った？」

「……別に」

「じゃあ、初しよ潮ちようが来たとき」

「……」赤せき面めんする綾あや。

「じゃあさ、初めて自分のあそこをみたとき、……『げげ！』とか思わなかった？」

　いまだ揉もみ続けていた高久の手を胸から払い、赤面したまま、綾は高久をにらんだ。じとっとにらみ、言う。

「……話をどこに持っていく気？」

　高たか久くは名残なごり惜しそうに綾あやの胸を見ていたが、やおら顔を上げ、いきなり綾を抱きしめた。

「綾ちゃん！」

「な、何よ！」

　囁ささやくように話しかける、高久。

「……あのね、綾ちゃん。自分の身体からだの変化に、いきなり馴な染じめる女の子はいないわ。誰だって、大なり小なり戸と惑まどうものよ」

「……」

　きゅうう、と綾を抱きしめ、その頭を撫なでる。「綾ちゃん……ショックだったんでしょ？　お母さんの身体に、嫌けん悪おを感じた自分が」

「……あたしは」

「でもね、嫌悪を感じて当然なの。だって、自分の身体が変化させられていくんだから。今まで慣れていた自分がなくなる──嫌悪を感じて、気持ち悪いと思って当然。特に女は男と違って、劇的に変化するからね。嫌悪感を持っちゃうのは仕方ない……だから、気持ち悪く感じても、それは別に異常なことでも、綾ちゃんがひどい人間ってわけでもないのよ？　女の子なら普通のこと」

「……あたしは別に……」

　高久は綾の頭を覆おおうように自分の胸に押しつけて、覆い被かぶさるように抱きしめた。心臓の音を聞かせるように、言葉を紡つむぐ。

「あたしもね、最初はすっごく怖かった。恐ろしかった……話さなかったっけ？　初めておなかの中で子供が動いたときなんか──普通なら『赤ちゃん動いた！』とか言って喜ぶところなんだろうけど──あたしはもう、怖くて、気持ち悪くてたまらなかった。血ち肉にくを分けた子供でも、まだおなかの中にいても、あたしにとって、それは他人だった……ううん、あたしを食くい尽くそうとしている怪物だった。あたしはこいつが生まれるまで──いや、生まれたあとも食い尽くされ続けるんだ──そんな気がして本当に、怖かった……でもね」

「……でも？」

　微笑ほほえむ高久。

　いいことを思いついたように言う。

「……なんで人間の妊にん娠しん期間が長いか知ってる？　動物はすぐにぽんと産むのに」

「……さぁ。なんで？」

「動物はね、考えないからよ。だからすぐに適てき応おうできる。でも人間は考えるから、変なこと考えちゃうから、すぐには適応できない。……だから長い時間をかけて、少しずつ、少しずつ女からお母さんに変化していく。少しずつ、少しずつ変化して、自分の変化に慣れていく──そのための期間なの」

「……科学的じゃないわね」綾あやはふてくされたように頭を振った。

　頰ほおに感じる、高たか久くの胸は本当に、柔らかかった。それを感じつつ、突っぱねるように、言う。

「……あたし、高校生よ？　子供じゃない」

　高久は笑った。

「夢がないなぁ。……でもね」言葉を切り、「いきなり変化していたら……やっぱり、あたしは子供は産めなかった、と思うの」

「……」

「……気持ち悪かったり、いやだったり、……怖かったり、不安な気持ちは確かに生まれる。……でもね、長い時間の間に、少しずつ、慣れていく、慣れていける自分がいる。そして長い時間の間には、異い物ぶつのように感じていた物体を、本当にいとおしく思える自分だって現れる。それは本当に、本当にわずかな、ほんの一瞬だったりするけれど、それでもそういう一瞬が現れて、だんだんたくさん現れるようになって……

　気がついたら、あたしはお母さん、になれていた」

「……」

「だからね、綾ちゃん、嫌けん悪おを感じるのは異常じゃない──特にあなたは《知恵の実》のせいであっという間に変化しちゃったんだから、仕方ない。むしろ、女は無条件にその変化を喜べる、なんて考えているやつの方が異常なのよ。……綾ちゃん、あなたは別にひどいやつってわけじゃない」

「……あたしは、別に、そんな……」

「だからね、嫌悪感を覚えた──ただそれだけで、自分はひどい人間だとか、お母さんに向いてない、なんて決めつけちゃいけない。少なくとも、あなたの身体からだにフェアじゃない。ちゃんと、チャンスを与えてあげなくちゃ」

「……」

「こんなに立りつ派ぱな身体なんだし」

　もにゅっ、と綾の胸を揉もむ。

　綾は慌あわてて身体を離し、高久をにらみつけた。

「よ、余よ計けいなお世話よ！　ほっといて！」

　はいはい、と首を振り、

「……真ま面じ目めな話」きっ、と真剣な目をする高久。「堂どう島じまコウくんとは、どうなの？　そのへん」

「……どうでもいいでしょう！」

「……けち」高久はずずっ、と紅茶を啜すすった。「そういうことにこそ、助言してあげたいのになぁ。……興味あるなぁ」

「……あなたは、死んでるのよ？」

「分かってますって。……んでね、まぁ、いろいろ不安とか、葛かつ藤とうはあるだろうけど……考え込むより行動が吉きち、よ！」

「余よ計けいなお世話！」

　はいはい、と紅茶に戻る、高たか久く。

　綾あやは、うつむき、自分も紅茶に舌を浸ひたした。そうして、今いま聞いたことを考える。確かに、高久とはそういうことを話しやすい。高久の言葉は受け入れやすい。中学生──綾より年下の頃に綾と似たような体験をしている高久は、言わば綾の気持ちを分かってくれる先せん輩ぱいのようなものだから。あのとき、高久に思わず山やま崎ざきのことを話してしまったのも、高久がまず自分の体験を話してくれたからで、だから思わず、自分も山崎に脅きよう迫はくされていることを話してしまって──

（──！）

　ちゃりん、と手て錠じようが鳴った。

　だが綾は、手錠を見ていなかった。綾の目は、高久の机の上に行っていた。机の上、写真立ての姿を探す。消えた、と思った写真立ては、そのままそこに伏せられている。

　綾は、

　そうだ、と呟つぶやいた。

　そうだ……あのときも、この写真立てはあった。そして……

「思い出した」高久を見る。「……そうだ、確かに話してくれた……」

「……」

「先生には、子供がいて……」

　手を伸ばし、写真立てを立てる。そして見る。そこに写っているのは、いまやカエルでもウサギでもない。

　それは、

　三歳さいぐらいの男の子の顔。

　かわいらしい、丸っこいその男の子は……

「……先生の、子だ……」

「……覚えていてくれたんだ」高久の声。

　──急速に、後ろに引っ張られる感かん触しよくに、

（ああ、この感触）

（あたしはもうすぐ目が覚める──）

　綾は慌あわてて手を伸ばした。写真立てを取ろうとするが、手が、すり抜ける。ダメよ、と高久の声が言う。それはあなたのものじゃないから。急速に暗くら闇やみに包まれる中、凄すさまじい力で後ろに上に引っ張り上げられながら、綾は叫んだ。

「先生！　先生！　──は、──の正体は、もしかして、あたしの──」

「ううん」否定の声。「でも……いい？　落ち着いて、焦あせらないで。いつか自然にその名は分かる。だからゆっくり、少しずつ……少しずつ準備をして……」

「でも！」遠くに連れて行かれるような感かん触しよくに、たまらず声を張り上げる綾あや。「……準備って、いったい何をすればいいの？」

「単純な……そして一番難むずかしいこと」優しく響ひびく高たか久くの、穏おだやかな、母親のような声。「……あなた自身が強くなること。……どんな敵にも、怪物にも立ち向かえるよう──」

　──そのときあなたは自然に、

　ＩそＴれの名前を思い出す──

　その声を最後に、巨大な闇やみに包まれて、

　綾は眠りから覚めた。




　　　　◇




　気がつくと、綾は舞まい原ばる家の上等なシーツの上に身体からだを起こし、呆ぼう然ぜんと右手を見つめていた。

　拳こぶしを握った右手は、ハンカチを握りしめている。

　このハンカチは、確か……

（そうだ、確かイハナの指示で、これを顔に載せて寝たんだ。明めい晰せき夢むの特とつ訓くんとかで、これを顔に載せて寝て……）

　あ、と頷うなずき、枕まくらもと、ノートを探る。夢を書き出そうとして、

「──ペンがない！」

　横から声、「どうぞ」

「あ。ありがと！」

　ペンを受け取り、早速ノートに書き出そうとして、……綾は横の人物にジト目を向けた。

「……小鳥遊たかなし？」

「おはよう先せん輩ぱい」綾のベッドに横たわったまま、長身の少女はふわぁ、と口に手を当てた。「よく眠れましたか？　私はちょっと、……寝ね不足で」

「……なんで？」

「先輩の寝顔を見ていた」ふにゃうう、と世にも幸せそうな笑顔を浮かべる。「堪たん能のうしました。……ああ、至し福ふく」

「……ここで、何をしてるのよ」

「先輩の警けい護ごです。……昨日、話したではないですか。《グレイテストオリオン》が先輩の無意識にも反応し勝手に発動してくる以上、常に誰かが傍そばにいた方がいい、と」

「……」そんな話をしただろうか、綾は思い出せなかった。何しろ昨日は大変で……

「……でもなんで、小鳥遊たかなしなの？」

「コウの方が？」

「……いや、小鳥遊でいい……けど」まだよく回っていない頭で、考える。「……あれ？」

「……何か書こうとしていたのでは？」

　ああそうだ、夢ゆめ日記──考えるのをやめ、綾はノートに向かった。

　後ろから覗のぞき込みつつ、小鳥遊が尋たずねる。

「何か夢を見たのですか？」

「うん。まだ覚えてる。……あたしは森の中にいて、襲おそいかかってきた狼おおかみ男おとこを見事に殴なぐり飛ばして……」

「痛快な夢ですね」綾あやの頭をなでなでし、「その狼はコウの顔をしていたでしょう」

「ううん……お化けだったもの……それで……そして……」

「……そして？」

　……あれ？　と頭をひねる綾。

「……そのあとも……なんかあった気が……」

　確か、場面が変わって──あれ？

　頭を振るが、思い出せない。目が覚めて、意識が覚かく醒せいすればするほど、夢の記き憶おくが消えていく。遠のいていく。

「──ああ、だめ」綾はペンとノートを放り投げた。「もうだめ、思い出せない」

　小鳥遊が言う。

「場面ではなく、感覚はどうです？　匂においとか、熱さとか、空を飛んでいた感じ、とか……」

「……」そう言えば──

　綾はちょっと頰ほおを赤くし、自分の胸を見下ろした。ボタンをはだけ、ブラをしているのを確認する。ちなみにこれもイハナの指示である。印象に残っているだろうブラをつけたまま寝て、ブラをしている夢を見られれば、明めい晰せき夢むを見やすくなる、とか言われて──

「夢というのは、外部からの刺し激げきに左右される部分があります」とイハナは言った。「たとえば足を浮かせて寝ると、空を飛ぶ夢や落ちる夢を見る確かく率りつが高くなる、という研究報告があります。顔に布を載せて仮か面めんをつけた夢を見たり、花の匂いをつけた枕まくらで花畑の夢を見たり──外部刺し激げきを利用して、自分の見たい夢を見る──これはもっとも簡単な夢の制せい御ぎよ法であり、明晰夢への近道です。考えた通りの夢を見られれば、それだけ自覚も早くなり、制御もしやすいですから」

　──そう言われて（あと、つけたまま寝たほうが形が崩れない、とか）、なるほどと思い、ブラをしたまま寝たのだが──

「……胸が、どうかしましたか？」小鳥遊が尋たずねる。

　答える綾、「……ええとね、なんか……」

「なんか？」

「……触られてた……感かん触しよくが……」

　なんか恥ずかしく、はにかんで、小鳥遊たかなしを見る。

　……小鳥遊は、目を逸そらした。

「……？」怪け訝げんに思い、

　──ようやくこの少女の性的嗜し好こうを思い出し、「あっ！」綾あやは小鳥遊をにらんだ。「あ、あんた、まさか……」

　ぽっ、と頰ほおを染め、小鳥遊、

「……ちょっとだけ……あ、いた、痛たたた先せん輩ぱい、痛い！　耳ってちぎれるんですよ？　ほ、本当にちょっとだけです！　服の上から、ちょっと触っただけ！　それ以上のことはしていません！」

「……本当に？」

　小鳥遊は右手を立てた。まずパーを作り、次いで左手でもう一本足して、「六つの愛に誓ちかって」

　ちなみに小鳥遊には、六人の恋人（女性）がいたりする。

　綾は、ため息をついた。

「……とにかく、そのせいね、この変な感触は……どんな夢だったんだろう」

「Ｈな夢？」

「……違ったような」

「悪あく夢むですか？」

「ううん、悪夢じゃなかった」

「だったら今夜も……うわ、いた、冗じよう談だんです……あれ？」

　小鳥遊の両耳を引っ張るために開いた右手から落ちたハンカチに、小鳥遊は怪訝の目を向けた。

「……何です？　それ」

「え？」

「……字が……」

　綾はハンカチを広げ、その文字を見た。

　まるで左手で書いたような歪ゆがんだ文字に、「……ノ木ツレ？　ノホツレ？」頭をひねる小鳥遊。

　だが綾は、

　それがなんと書いてあるのか分かった。

　無意識に、その名を呟つぶやく。

「……ノボル……」

「ノボル？」驚いて綾あやを見つめる小鳥遊たかなし。「……そうか……これ、先せん輩ぱいが書いたんですか？」

「……多分……起きてすぐ……」

　ぼんやりと、左手を見る。

　綾の視線に、腕うで輪わの上にゆっくり生まれる金属製の唇くちびる。

　遠えん慮りよがちな、小さな声が、「……おはよう、ママ」

「……おはよう」

「……まだ、怒ってる？」

「ううん」綾は首を振った。そしてそれは本当だった。

「よかった！」腕輪の声が跳ね上がる。「ぼく、ママ、大好き！」

「……ありがと。それより……」一瞬、小鳥遊を見て、腕輪に尋たずねる。「……あなたの名前……《ノボル》？」

「ううん？」次いで、「でもその名前好き！　ねぇママ！　その名前をぼくにつけて！　その名前なら、きっとぼくにぴったりだよ！」

「……そうね」綾は頷うなずいた。

「……聞いても、いいかな」小鳥遊が、尋ねる。「……ノボル、とは？」

　微笑ほほえむ、綾。

「……高たか久く先生の、子供」

「……！」

「あの人は、あたしみたいに脅きよう迫はくされて……子供が、いたの。その子の、名前が……」

　ノボル。

　中学生で。

　中学生で……

　そうした体験が、彼女に養護教きよう諭ゆへの道を歩ませた。そして、同時に《知恵の実》を欲するほどの『願い』を生み出させ──

　小鳥遊が、呟つぶやく。

「ノボル……男の子の名前だな。……高久の、子、か……」

「うん」

「……先輩は、どんな夢を、見ていたんだろうな」

　綾は、……首を振った。

　涙の出そうな、懐かしい感かん触しよく。

　そして──

　──微笑ほほえみを浮かべ、小鳥遊を見る。

「……小鳥遊」

「ん？」

「……小鳥遊たかなしも、知っているんでしょ？　あたしの身体からだの検査結果の、詳くわしいこと……」

「……まぁ、それは……」首を振る。「やましい気持ちからではないぞ？　あくまで、先せん輩ぱいが心配で、だから」

　小鳥遊の言葉を中ちゆう途とで遮さえぎり、

「ずっと、考えてたの」綾あやは言った。「この腕うで輪わが、あたしをママ、と呼んだときから……」

「……」

「……お願い、はっきり言って？　本当のことを教えて？」たまらずに声を上うわ擦ずらせ、綾は叫んだ。

「もしかして、あたし──！」




「……先輩は、妊にん娠しんなどしていない」




「本当です」綾をそっと抱きしめて、小鳥遊は囁ささやいた。「……失礼ながら、それも検査させていただきました。……先輩の身体には、中ちゆう絶ぜつはおろか妊娠の痕こん跡せきさえありません。……だからそれは、たとえ先輩をママと呼んでいても、先輩の子じゃない」

「──でも」食くい下がる綾。「もしかして、《グレイテストオリオン》がその痕跡を消したのかも。そして脳の腫しゆ瘍ようが、その記き憶おくまで消しちゃって……」

　いいえ、と首を振る小鳥遊。

「その可能性はありません。《パーフェクトワールド》事件のあと、みんなで影えい響きよう検査をしたでしょう？　その前の、《インヴィジブルエア》のときだって」

「……」

「冷静に考えてください。先輩が脅きよう迫はくされていたのは去年──もし先輩が妊娠していたら、今いま頃ごろは大きなおなかをしているはずです。中ちゆう絶ぜつをしたのなら、……病院であれ、……非ひ道どうの方法であれ、その『痕跡』を隠かくすことは不可能です。……だいたい、もし先輩が妊娠していたら、山やま崎ざきは中絶させてくれましたか？」

　……黙って首を振る、綾。

　小鳥遊の、言う通りだ、

　もしも自分が妊娠していたのなら、自分一人で中絶はできなかっただろう。この田舎いなかの狭い日ひ炉ろ理り坂ざかで、高校生がこっそり中絶、というのはまず不可能。そして山崎は、二人の『愛の結晶』を欲しがっていたし……

　優しく、綾を抱きしめる小鳥遊。

「……考えすぎですよ、先輩……」

「……うん……そう、そうよね……」

（……あ、あ……）

　涙が溢あふれるのを感じ、

（……やだ……いやだ……）

　綾あやは小鳥遊たかなしに抱きついた。小鳥遊の胸に顔を押しつけて、涙を隠かくす。隠そうとする。隠せていないだろうけど。

　止まらない涙の中で、悟さとる。

　……あたしはずっと、そのことを考えていた──ううん、考えないようにしていたんだ、怖くて、あまりにも怖い想像で……

「……安心、しましたか？」

「……うん」

「……怖かったんですね」

「……うん……」

　沈ちん黙もく。

　心地良い沈黙の中、

　綾はしばらく、小鳥遊に抱きつき、──抱きしめられていた。

　その涙が止まるまで。




　　　　◇




　異い変へんが起きたとき、綾はまだ小鳥遊の胸の中にいた。もう涙は止まっていて、でもなんか離れ難がたくて、そのまましがみついていたのだ。小鳥遊の身体からだの、温かさとか、柔らかさとかを改めて確認し、何やら恥ずかしくなっていたりして……

（温かくて、優しくて……）

「……先せん輩ぱい？」

（小鳥遊って、いい匂においがするなぁ……）

　耳じ朶だに優しい低音の声を夢ゆめ心ごこ地ちに聞きながら、無意識に鼻を擦こすりつけて、寝巻きの上からでも温かい、繊せん細さいな肌はだの甘やかな匂いをゆっくり味わう。下着をつけてないらしい、柔らかな、そしてふくよかな感かん触しよくに陶とう然ぜんとなる──

（……あ、あれ？　なんか、あたし……）

　小鳥遊の腕に力が入り、

　二人の身体が離される。

（……あ……）

「……先、輩？」

「……小鳥遊たかなし」

　間ま近ぢかに見るその顔の、凛りん、とした美しさ。切れ長の目に、面おも長ながの顔。すらりと通った鼻はな筋すじ……同じ女性から見ても、確かに魅み力りよく的な顔──

（……やだ、あたし、どうしてこんな……）

　綾あやの心臓が、高鳴り始める。

（小鳥遊は、女性よ？　同性なのに……）

　小鳥遊が、微笑ほほえむ。

　再び、二人の身体からだが重なって──

「……先せん輩ぱい」その体重で綾を押し倒し、小鳥遊は、吐と息いき混じりに声を発した。「すまない……だが、耐えられそうにない」

「……あ、の……」

　小鳥遊の顔が、近づいてくる。

　自分の顔が、熱く──紅こう潮ちようしていくのが分かる。

（や、やだ、あたし、うわ、どうしよう──）

「──先輩」

「……」ああ、どうしよう、

「……落ち着いて、聞いてくれ」

「……」もう少しで……

「何やらえらいものが、私の腰に当たっている」

「……」唇くちびるが……

「さすがの私もこれは未み曾ぞ有うで、腰が抜けてしまった。……力が入らない」

「……」……え？

「……だから頼む、動かないで……動かれると、私は女の子のように、悲鳴をあげてしまう、かも」

「……」……ええ？

　──ようやく、

　自分の身体──主に、下半身──に、何かとんでもない変化が起きていることに気がつく、綾。

　こ……これは、

　小鳥遊と自分の身体に挟はさまれた、こ、この、このもの凄すさまじき感かん触しよくは──？

「……た、たたた、小鳥遊？」

「先輩」

　パニックの、一歩手前で見つめ合う二人。

　なんかもうぴくりとでもすれば破れてしまいそうな緊きん張ちようの中、綾は小鳥遊を見つめつつ、左腕に問いかけた。

「……《グレイテストオリオン》、これはあなたの仕し業わざなの？」

「そうだよ！」ほがらかに答える腕うで輪わ。「どうママ、気に入った？　ママが《ノボル》の名前をくれたら、その身体からだはママのものだよ！」

「……あんた……って、こ、このバ、カ、は……」

　その瞬間、

　ばん、と勢いよく、扉とびらが開かれて──

「大丈夫ですか綾あやさん！　マニュアルが──」




「きゃあああああああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

「うわあああああああああああああああああああああああああああああああああああああ！」




　そういうわけで、今回は、

　綾は男になったのだった。




　　　　◇




「……本当に、学校に行く気ですか」

「当たり前じゃない！」

　イハナの質問に怒ど声せいで答え、綾はカバンを手に取った。包ほう帯たいの巻かれた左腕をにらみ、言う。

「昨日きのうは……胸が痛すぎて早引けしちゃったけど、今日は別に、どこも痛くないもの！　学校をサボる理由はないわ！」

　逡しゆん巡じゆんし、でも結局その言葉を口にするイハナ。

「……男になった、というのは、学校を休むに足る理由では？」

「あたしはね、イハナ！」親の仇あだでもあるかのようにイハナをにらみ、綾は言った。「《知恵の実》なんかに負けない！　負けてたまるもんか！　……こんな、こんな《知恵の実》なんかに、あ、あたしの生活を、ペースを乱されてたまるかぁ！

　だから絶対、学校に行く！

　どう！　胸、おかしくない！」

　パッド入りのブラジャーをつけた胸を張る。……なんとも皮ひ肉にくな話だ、今まではわざときついブラをして、昨日やっと『適正サイズ』のブラをしたかと思ったら、今日はぶかぶかのブラをするわけだ。

　無表情を全く崩さず、イハナは言った。

「……大丈夫です。……では、無理はしないようにしてください」

「分かった！」

「……それと、高たか虎とら穂ほ浪なみには近づかないように」

「分かったわよ！」

「……何かあったら、保健室に」

「分かってるってば！」

　なんだったら後ろから押していこうか？　とでも言いたげなテンションの綾あやをなんとか車に押しこんで、イハナは綾の登校を見送った。

　車の姿が見えなくなって、ため息をつく。

「……あのひとは……」

　後ろから、小鳥遊たかなしが言う。

「仕方ない。あれこそ真ま嶋じま先せん輩ぱいだ」天を仰いで、イハナを見る。「……それにしても」

「……ええ」頷うなずくイハナ。「《グレイテストオリオン》……甘く見てました。……これは、この《知恵の実》の能力は、あまりに恐ろしすぎる……」

　尋たずねる小鳥遊、

「間違いないのか？」

　答えるイハナ、

「確かです。真嶋は、男性と女性の性せい差さ、というものを常識的にしか知りませんでした。ですが……彼女は完かん璧ぺきな男になった。

『母親』ならともかく、『男』は……

　もちろん、まだ可能性でしかありません。が、私は、……まず間違いないかと」

「……」

　私は、とうつむくイハナ。

「……高虎穂浪のことを聞いたときには、多た分ぶん彼に、真嶋を狙わせるつもりなのだろうと思っていました。真嶋を命の危険にさらし、無理やり《知恵の実》を使わせる」

「……あるいは」続きを引き取る小鳥遊。「コウを襲おそわせて、先輩にコウを守らせるため《知恵の実》を使わせる……だが」

「それでは、魂たましいを使うかどうかは分かりません。ですが、こちらの可能性は……

　綾は確実に、魂を使うでしょう」

　もう一つの、可能性──

　押し黙る、二人。

　車の消えた、日ひ炉ろ理り坂ざか高校の方向を見やり、

　しばらくして、イハナは言った。

「小鳥遊」

「……ん」

「……私は、このことを、……真嶋に伝えるべきでしょうか」

「……」

「そして私はこのことを、コウに教えていいものでしょうか」

「……」

「……私には、分かりません。……どうするべきなのか……」

　──再び押し黙る、二人。

　この問題は、あまりにも……

　やがて、

　口を開く、小鳥遊たかなし。

「……イハナ」

「はい」

「……悪あく魔まのミカタというのは、コウの私用……そうだな？」

「はい」

「ならば私は、いざというときは……」イハナを見て、「先せん輩ぱいを取る。コウに先輩の魂たましいを、奪うばわせはしない」

「……」

「お前はどうする？」

　すでに考え、結論を出していたのだろう、イハナは躊ちゆう躇ちよなく、言った。

「私もです」

「……なら、コウには伝えるな。……もちろん、先輩にもな」

「……やはり、それが賢けん明めいでしょうね……今は、まだ」

　今は、まだ。

　だが、そのときが来たら──

　二人は押し黙り、そのときを考えた。絶対に、それだけは、そのときが来るのだけは阻止しなければならない──




　　　　◇




　運命の時は、

　四週間後に、迫っていた。
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　　　１　　二日前




　その日、高たか虎とら穂ほ浪なみとスーパーライト級のプロボクサー、三み浦うら秀ひで樹きの練習試合スパーリングが行われたのは、全くの偶然だった。

　もともと三浦が日ひ炉ろ理り坂ざか高校を訪れたのは、来年東京に出てくる葉は切ぎり洋よう平へいに会うためだった。三浦の所属するＫ・Ｏ・ジムの、期待の新人となる葉切洋平──その少年の実力次し第だいでは、三浦がトレーナーになる──正確には、自分をトレーナーにしないか、と交渉するつもりだったのである。三浦は今年二十七歳さい、ボクサーとしてはそろそろ引退を考えていたし、実際それは引退してもおかしくない年ねん齢れいだった。一度は日本ランキング一位を獲とったこともある男だったが、そこまでだった。階級を変えたりスタイルを変えたりいろいろしてみたが、そこまでの実力だった。ボクサーとしてのピークはもう、過ぎている。今まででダメだったのならこれからだってダメだろう──いまだプロを続けてはいたが、彼の夢はもうそこにはなかった。彼の人生設計は、すでにリングの中ではなく外にあった。何か華はなのある試合をし、それを最後に引退しよう。引退後は芸能界に入り、芸能活動をしつつ将来のチャンピオンを育てたい──そんなことを考えていたのである。芸能界にはコネがある（特異なキャラとしていける、なんて言葉をもらっていた──言葉だけだが）。だが、チャンピオンの育成というのはこれは自分だけではどうにもならない。だから三浦は休きゆう暇かを取って、わざわざ日炉理坂まで葉切洋平を見に来たのだった。

　だが洋平はいなかった。

　代わりに高虎穂浪が、サンドバッグを叩たたいていた。

　そして、

　三浦は目を見張った。

　どうやら減量がうまくいってないらしく、コンディションの悪そうな顔をして、しかし見事な音を立て、高虎はサンドバッグを揺らしていた。目を見張ったのはその打撃。階級はライトウェルター級、とその顧こ問もんは言った。だが、高虎のパンチはそんな階級のものではなかった。何しろサンドバッグが、四十キロの重量が打撃のつど、上に持ち上がるのである。横ではなく、縦に？　見るからに調子が悪そうなのに？　サンドバッグの縦たて揺ゆれは、高虎穂浪というその少年が凄すさまじい強打の持ち主であり、将来は派手な試合をする中重量級（いや、ひょっとして重量級？）の選手になる、という可能性を表すものだった。そして、それを目にした瞬間から三浦の頭から『葉切洋平』という名前は消えていた。頭の中にあるのは、どうやって『高虎穂浪』を東京まで引っ張り出して自分の『弟で子し』にしようかということばかりになった。彼はもう興こう奮ふんに打ちのめされた。興奮に身を震わせて、心の中で何度も何度も叫んだ。これは『原げん石せき』だ！　それもダイヤモンドの『原石』だ！　葉切洋平を見つけたのはＫ・Ｏ・ジムの会長だが、この『原げん石せき』を見つけたのは俺、だからこれは俺のものなんだ！

　こうして三み浦うらは、

　高たか虎とらという少年に自分を印象づけたいと思い、そこで自分から「スパーリングをしないか」と持ちかけたのだった。ふむ、と三浦は言ったものだ。ふむ、君はなかなかいいものを持っている。どうだい？　俺の相手をしてくれないかい？　およそプロボクサーを目指す人間で、プロと戦える機会を無む駄だにする者などいない。顧こ問もんは止めたが高虎は了りよう承しようし、

　実じつ戦せん形式の練習試合スパーリングが行われることになったのである。

　グローブは十二オンスをつけたが、二人ともヘッドギアーは用いなかった。三浦にもプロの意い地じがあったし、いくら破は壊かい力りよくがあるといってもガキの拳こぶし、と甘く見てもいた。そう、三浦は甘く見ていた。軽くあしらってプロとアマの差を見せつけ余よ裕ゆうで勝利して、「君はなかなかいいものを持っている。だがまだまだだ。俺のもとにくれば、もっと強くしてやろう」なんてことを言ってやろうと思っていたのである。──そう、これは、のちの（重量級！）世界チャンピオンとそれを育てた名トレーナーの出会いの場面になるはずだった。それも劇的な場面に。のちのチャンピオンをＫＯしておくのも悪くない──そんなことを考えてにんまりしていた三浦は、鳴ったゴングにほとんど条件反はん射しやで手を伸ばして高虎と拳を合わせようとしたのはいいが、高虎にそんなつもりがないことに気がつかなかった。高虎は、伸ばされた拳に拳を合わせるどころかはねのけて、そのまま拳を打ってきた。（うわっ？）いきなりの右の強打は、三浦の横よこつ腹ぱらに直ちよく撃げきした。腕を曲げて横からぶつけるいわゆるフックがまともに横腹に命中し、三浦の身体からだはくの字の形に折れ曲がった。折れて下がった三浦の顔に追フいオ撃ロちーの左が当たる──そこで三浦の意識は一瞬切きれた。が、間かん髪ぱつ容いれず再び叩たたき込まれたボディブローにすぐに意識を呼び覚まされる。身み悶もだえしつつ、それでもなんとか距離を取ったのは、戦せん略りやくではなく本能だった。殺される──そう感じたのは、間違いではなかったろう。三浦が一ひと目めで見抜いた通り、高虎は減量に苦労していた。だが三浦の予想とは違って、その減量苦くは高虎の攻こう撃げき力りよくを弱めるものではなかった。減量苦からくるストレスは高虎の精神──人間的な心を蝕むしばみ、『容よう赦しや』というたがを失わせていた。もちろん、容赦して戦うボクサーなどいない。大たい抵ていのボクサーは相手を「殺してやる」ぐらいの気持ちで試合に臨む。だがそのときの高虎の「殺してやる」という気持ちは、まさに桁けたが違っていた。減量からくるイライラ、怒り、憎しみ等の、しばしば殺人の原因にもなるそれらの感情を全すべて、高虎は三浦にぶつけようとしていた。まさに「殺してやる」という気持ちのこもったその拳は、通常の比ではなかった。距離を取り、必死で固めた三浦のガードに構かまわず打たれる高虎の拳はもはや『この階級』どころか人間のものでさえなかった。ガードしているにもかかわらず響ひびいてくる凄すさまじいパンチの威い力りよくに、三浦の気は遠くなりかけた。もういい、恥はじも外がい聞ぶんもない──必死で身体からだを前進、高虎にくっつこうとする三浦。さすがに経験豊ほう富ふな三浦は、下がったら余よ計けいに危険なことを悟さとっていた。とにかくくっついてパンチを殺す。なんとかしがみついて、いったん試合を止めてもらって──

　右のショートフック（の動作）が目に入る。

（──！）

　三み浦うらの、動きが止まる。

　固まった三浦の腹に、再びフックが突き刺さった。意識ではなく、息をごっそり奪う一いち撃げき──ボディを打たれると、人は息ができなくなる。意識はしっかりしながらも、息ができないその苦しみは、しばしば地じ獄ごくと形容される。冷静な判断はおろかまともに考えることさえできず、ただ苦しみを感じるだけとなる意識──そんな意識のままに身体からだを捩よじって逃げる三浦は、もはや単なる標ひよう的てきだった。右、左、右、右、右──五発目の右を受け止めた（防御シヨルダーブロツクではなく、偶然）上じよう腕わん骨こつは、あとで分かったのだがものの見事に砕くだけていた（筋肉に分ぶ厚あつく守られた部ぶ位いが、である）。打撃からくる痛みと破は壊かいからくるダメージに朦もう朧ろうとなった意識の中で、ぼんやりと、三浦は思った。

（──俺は、終わった）

　先の瞬間、三浦の身体をすくませたのは、痛みではなく恐きよう怖ふだった。三浦をサンドバッグに変えたのは、ダメージではなく恐怖だった。最初の一撃、あの瞬間に、その怪物は生まれた。そして、あっという間に育った。高たか虎とらの凄すさまじいパンチ力が生み出したあまりにも圧倒的なその怪物に、三浦の精神は勝てなかった。

（……終わった）

　鈍くなった思し考こうの中で、三浦は思った。俺はどこで終わったのだろう。あの一撃を食くらったときか？　それとも、この怪物を単なるガキと甘く見てヘッドギアーも着けないで危険なリングに上がったときか？　ボクシングは危険なスポーツだということは身に染みていたはずなのに。……あるいはそれは、もうリングの中に夢がなくなったときかもしれなかった。あのころ──まだファイトマネーを現金ではなくチケットでもらっていた、あのころは、リングの外のことなんて考えもしなかった。リングの中、ただそれだけのために、三浦秀ひで樹きは生きていたはずだった。

　それが終わったのは、いったいいつ、だったろう──

（……終わった）

　薄れいく意識の中で、三浦はただ、それだけを思った。（……終わった──）そしてそこには、何の感かん慨がいもなかった──あるいはそれこそが、終わったことの証明なのかもしれなかった。三浦はただ、終わったことを感じていた。恐怖も、絶望も、何の渇かつ望ぼうも見出せず──

　数十秒後、担たん架かに乗せられ三浦秀樹は運び出された。数十分後、そのことは日ひ炉ろ理り坂ざか高校全体に知れ渡った。




　　　２　　一日前




　寝ね床どこにつこうとして、コウは枕まくら元もとの目覚まし時計を前に、それをセットしようかどうか悩んでいた。

　コウが自ら『漏ろう電でん式目覚まし時計』と名づけたその目覚ましは、セットした時刻の十秒前にカウントが始まる。ワン、ツー……と人間の声で告げてくるそのカウントがテンを告げる前までに目を覚まし、起き上がり、センサーの前でファイティングポーズを取ってみせなければ、その目覚ましは使用者に凄すさまじい電でん撃げきを与える。どれぐらい凄まじいかと言えば、たとえばコウは初めてそれを使ったとき、起きられず、電気ショックを受けて失しつ禁きん、目を覚まさずに気き絶ぜつした。その日はもう一日中、身体からだ中がぴりぴりし吐き気と倦けん怠たい感に悩まされた。そして次の日は、ワン、と聞こえた瞬間には目が覚めて気がついたときにはファイティングポーズを取っていた──つまりそれほど法ほう外がいな威い力りよくがあるのである。

「プロボクサー、あるいはプロレスラーと言われる人々は、たとえ意識がなくともカウントを聞くと起き上がるそうです」とイハナは言った。つまり、コウにもそうなれ、というわけだ。そしていまや、コウもそういう人じん種しゆの仲間入りである。最初の一週間、コウはその目覚ましを使っていた。一週間が過ぎると、定時ではなくランダムな時刻にカウントを開始するようセットされた目覚ましと交換されたが、それでも受けた電でん撃げきは二回だけだった。

　もっとも、

　それだけではない。

　この四週間、コウは実に様々な特とつ訓くんを受け、様々な電撃を受けた。受け続けた。イハナは電気ショック（を使うの）が大好きであるらしく、ほとんどの特訓に電撃が付ふ与よされていた。コウは三度のメシよりもたくさんの電撃を喰くらった。そして、そうした全すべての特訓を、コウはこの四週間、耐えに耐えてきたのだ。

　全ては明日あした、

　ただ一日、それだけのために。

　明日一日この身に浴びるスポットライト、ただそれだけのために四週間、この目覚ましを始め、いろいろな『努力』をしてきたのだ。

　それが、ようやく、

　明日で、終わる。

　報むくわれる──

　奇き妙みようなことに、コウの胸きよう中ちゆうに明日に対する恐怖はなかった。何しろ悪あく魔まの力の宿ったボクサーと真しん剣けん勝負をするのだ、下へ手たすれば明日、死んでしまうかもしれない──それはもちろん理解している。昨日の話──なんでも、高たか虎とら穂ほ浪なみとスパーリングをしたプロボクサーが病院送りにされたとか──は、もちろんコウの耳にも入っている。明日はコウ自身がそうなるかもしれない──その場合、行き先は病院ではなく、火か葬そう場ばになる確かく率りつの方が高いけど。

　そういうことは、理解している。

　……それでも、

　明日あしたに恐きよう怖ふはない。

　むしろ、待ち遠しい。

　何しろ明日になれば、この、地じ獄ごくの四週間から解放されるのだから。そう、コウにとってこの四週間は、まさに地獄の日々だった。地獄とはあの世にあるものでなく、人間がこの世に作り出すものだということを、改めて悟さとる日々だった。

　それが明日、

　──ようやく終わる。

　……恐怖は、ない。

　むしろ、待ち遠しい。

　奇き妙みように静かな興こう奮ふんの中、コウは目覚ましを見ていた。この四週間、コウはこれで起きていた。だがもう、この目覚ましを使う必要はない。イハナは言った、今日一日はぐっすり休み、訓くん練れん疲づかれを癒いやしてください、と。

　今日はただ、ぐっすりと眠ればいい。

　……そう、

　使う必要はないわけで──

　……結局、コウは目覚ましをセットして寝た。眠れないときのために、とイハナが睡すい眠みん剤ざいを渡してくれていたが、そんなもの必要なかった。明日、明日、明日には終わるんだ──すぐに明日を迎えるために、コウはあっという間に眠りに向かって落ちていった。




　　　３　　当日




　朝、終業式の始まる前に、コウと高たか虎とらは計量をすませた。コウは五十六キロ、高虎は五十七キロで計量をパス──もっとも、減量の必要のなかったコウと四週間で五キロ近く瘦やせなければならなかった高虎では、計量ＯＫの意味合いが違う。かなり減量に苦労したのだろう、かさかさになった高虎の身体からだを見、コウは頭を振り言った。

「試合……明日にするか？」

　ふん、と鼻で笑う高虎。

「余よ計けいなお世話だぶぁーか。……生憎あいにくだが、俺は今……すっごく調子がいいんだぜ？　あんたをぶっ殺したくてもう、うずうずしてる」

「……あっそ」ため息をつくコウ。「……ま、その潔いさぎよさは認めてやる。……お前、えらいよ」

　……ジト目でにらむ。「……どういう意味だ？」

「素直に聞けよ。……ちゃんと減量して来たのを誉ほめてやってんだ。……グチを言わないこともな」

　高たか虎とらは、顔をそむけた。

　計量を終え、服を着始める二人。

　しばらくして、

「……俺も」いかにもいやそうに、高虎が言った。「……お前を誉めてやるよ」

「ああ？　……なんで？」

「……正直、あんたは逃げ出すだろうと思ってた」

「ええ？」驚いたように高虎を見る。「……俺が？　なんで？」

　苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたらすっぱい液が出てきた、とでもいうような表情を浮かべ、コウをにらみつける高虎。

「……バカにしやがって……いいぜ、今日はあんたに、ボクサーの凄すごさってのを教えてやる」

「ありがとう」

「……そんな余よ裕ゆうも、今だけだ」そっぽを向き、着替えながら吐き捨てる。「お前に絶対、絶対に、ボクサーの……リングの怖さってやつを教えてやるからな。死んじまっても文もん句くは言うなよ」

　……コウは、笑った。

「……分かってるって」

「そのときになって、……怖さのあまり、ちびンなよ」

「ちびる？」コウの表情が真剣になる。「……おい」

「……あ？」

　両手で数え、「二十七回だ」

「……何？」

「俺がこの四週間で、ちびった回数」

「……なんだと？」あっけにとられコウを見る。「どういう意味だ？」

「俺はこの四週間で、二十七回ちびったって言ったんだ」

「……」

「だから今さら一回ぐらい、怖くも何ともないさ」えっへん、と胸を張る。

「……そ、そうか……」

　コウの真意を測りかね、高虎はただ、頷うなずいた。訳が分からない、といった感じに頭を振っている高虎に、コウの口元が斜めをつくる。

「あのさ、後こう輩はい」コウは言った。「……真ま面じ目めな話、俺だって、結構修しゆ羅ら場ばをくぐっているんだぜ？　それこそちびっちゃうような目に遭あってるんだ、何度もな」

「……」

「それも、自分で覚かく悟ごを決めて、だ。今回だって、そうだろう？　だから……

　あんまり甘く見るなよな」

「……」高たか虎とらは口を開き、

　──閉じた。

　んじゃ、お先、と部屋を出て行くコウを、黙って見送る。何が何やら訳が分からなかったが、勝ち負けで言うならこのラウンドは十対九で向こうが優勢──そんな気がして、

　畜ちく生しよう、と小さく呟つぶやく。

　見てろよ、と心しん中ちゆう呟く。

　ここでは点を取られたが、

　リングの上で、勝つのは俺だ！

　こうして、計量は無事終了した。




　　　　◇




　コウと高虎が計量している間に、セコンド陣（試合中ボクサーのサポートをする人間のこと。プロは三名、アマは二名が各おの々おのにつく）による細かいルールの確認が行われた。あくまで確認であり、ルール自体の変更はなかったが、高虎側がわのセコンドに若干の変更があった。

　ボクシング部の、主将が加わったのである。

　試合形式は三分六ラウンドのスリーノックダウン制、使用グローブは八オンス、そしてヘッドギアーなし──ほとんどプロルール、ただし採点方法だけはアマチュア方式のポイント採点──イハナが提案したこのルールは、素人しろうと相手の練習試合にしてはかなり危険なルールだったが、高虎はあっさりそれを了りよう承しようした。正直、高虎はルールなんてどうでもよかったのである。どうせ試合はすぐに終わるんだ（ＫＯで！）、ルールなんかどうでもいい──高虎はそう考えていたし、高虎のセコンド二人もそう考えていた。だからルールに注意を払っていなかった。ただ一人、ボクシング部の部長佐さ々さ井い宏ひろ行ゆきだけはそのルールに腰を抜かしてイハナに抗こう議ぎに行ったが、無む駄だだった。

「何なに考えているんだ！」佐々井は言った。「ボクシングを甘く見るな！　……いいか？　八オンスのグローブでヘッドギアーもなしに十八分も殴なぐり合ったら、……素人は……堂どう島じまコウは、死ぬぞ？」

　その意見を特に否定はせず、でも無表情にイハナは言った。「もう決まったことです」

　イハナの言葉に、でも一いち応おう抗議してみる佐々井。

「……いや、ダメだ。いいか？　試合そのものが無む茶ちやなんだ、危険なんだ。……やるならせめて……二分三ラウンドでグローブは十オンス、ヘッドギアーは当然着ちやく用よう、これじゃなきゃ認められない！」

「あなたに認めてもらう必要はありません」イハナの言葉に、

「俺はボクシング部の部長だぞ！」声を張り上げる佐さ々さ井い。「責任があるんだ！」

「責任は舞まい原ばる家で取ります。そして、試合については顧こ問もんの先生にすでに了りよう解かいを取ってあります。このルールで。……だからあなたが気にする必要はありません」無感情な、冷れい淡たんな声。

「だが！」

「──余よ計けいな口出しは、慎つつしんだ方が身のためです」

　佐々井も日ひ炉ろ理り坂ざかの人間である。舞原家の力は知っている。ここまで言われると、さすがに引き下がるしかない。しかし、どうして舞原妹いもうとはこんなルールを……危険なのは高たか虎とらではなくコウなのに……そこで佐々井はふと、堂どう島じまコウと舞原姉あねが付き合っている、という噂うわさを思い出した。

　まさか、と青ざめる。

　……もしかして、そのせいだろうか。イハナは姉を溺でき愛あいしている。だから姉と付き合う堂島コウが気に食くわなくて、あるいは姉と付き合っていながら他の女のために戦おうとしているコウが許せなくて、わざと……

　いやまさか、そんな……

　……どうしてもいやな予感が振り払えず、佐々井はもうこうなったら仕方ない、と、高虎のセコンドにつくことにした。こんなクソ生なま意い気きな、自分に全治三カ月の重傷を負わせて高校最後のボクサーの夏を奪うばった男のセコンドをするのはいやだったが、佐々井は責任感のある男だった。ボクシング部の主将として、危険な試合を見過ごすわけにはいかない。セコンドなら、試合を近くで把握でき、いざとなったら止めることだってできる──

　こうして佐々井宏ひろ行ゆき三年生ボクシング部部長／主将は、自分に重傷を負わせた男のセコンドになった。

　佐々井の決定を聞いて、おろかな、とイハナは頭を振った。関かかわらなければ余よ計けいな責任を負わされることはないのに、……自分から関わってくるとは。これで本当に事故があったら、佐々井は自ら傷を負うことになるだろう、自じ責せきという深い傷を。イハナはその行為を愚かだと思った。が、特に止めはしなかった。試合寸前の変更に、しかし文もん句くはつけなかった。結局のところ、イハナはそういうバカな行為を嫌いではなかったから。

　こうして、ルール確認も無事（？）、終了した。




　　　　◇




　終業式終了後、空あいた体育館で、すぐにリングの設置が始まった。

　ちなみにリングはボクシング部の──高虎の──ものをばらして運び出し、体育館で組み立て直したのだが、設置に当たっては、ボクシング部ではなく生徒会が指し揮きを取った。舞まい原ばる家が関かかわった時点で、コウと高たか虎とらの『決けつ闘とう』はもう『私し事じ』ではなくお祭りだったのである。もちろん、あくまで建たて前まえは練習試合、『決闘』なんて学校が認めるはずがない。これはただの練習試合、だから当然観かん覧らん可能。イハナは学校に潜せん伏ぷくさせている舞原家の私し設せつ部隊──通つう称しよう『制服組』を使って、高虎とコウの決闘が行われることを、そしてそうなった経けい緯いを大だい々だい的に宣伝させていた。──ボクシング部の高虎がコウの恋人冬ふゆ月つき日ひ奈なに横よこ恋れん慕ぼしていたらしく、彼女が死んだのを無理やり堂どう島じまコウのせいにして因いん縁ねんをつけた。そして、堂島コウはその挑ちよう戦せんを受けた──しかも、真ま嶋じま綾あやを賭かけて！　いたるところで、囁ささやき声が聞かれた。真嶋さんって、堂島コウと付き合ってるの？　堂島コウと付き合っているのは舞原サクラじゃなかったの？　囁くだけでなく、直接綾あやに聞いてくる者もいたが、立場上明めい確かくな否定も肯定もできず、綾は決まり悪げに微笑ほほえむだけで、だから憶おく測そくは憶測を呼び──

「……えらい騒ぎになったわね」体育館に集まってきた生徒達をみークルの部室から眺ながめつつ、綾は言った。

「大だい盛せい況きよう。コウの試合を見るために、見物人があんなにたくさん……ほとんど生徒全員、残っているんじゃない？」

「堂島コウは、有名ですからね」驚いたふうもなく、イハナ。「舞原家でも宣伝しましたし……一学期の最後の締めくくりとしては、なかなか面白いイベントでしょうから」

「……聞いてもいい？」

　綾は部室を見回し、誰もいないのを確認して、イハナに尋たずねた。

「……なんでこんなに、大々的にしたの？」

「……」

「お陰であたし、……まるでコウの恋人みたいに思われちゃって……この四週間、大変だったんだから」

「大変だったの？」口を挟はさむ腕うで輪わ。「ママ！　ぼくに言って！　ママはぼくが助けてあげる！　ぼくはママの役に立つんだ！」

「はいはいありがとありがと」もういいかげん耳タコな台詞せりふを適当に聞き流し、これももういいかげん言い飽あきた「学校では黙ってろって言わなかったっけ？」注意をして、イハナをうかがう。

　イハナは綾の目を見て言った。

「……不快でしたか？」

　視線を逸そらす綾。

　怒ったように言う。

「……《グレイテストオリオン》のことで、手て一いつ杯ぱいだったから」

　この四週間は、綾自じ身しんも大変だった。コウの試合のことで時の人になったことに加え、《グレイテストオリオン》に様々に身体からだを変化させられたために、男になったり『女』になったり空を飛んだり犬いぬ耳みみが生はえたり他にもいろいろ、実にファンタジィな毎日を過ごしていた。しかもいまだに《グレイテストオリオン》の名前の手がかりをつかめていないのだ。明めい晰せき夢むの方も、一応かなりの自由が利くようになった──外部刺し激げきに頼らずとも、自在に、好きな夢に入れるようになった──が、夢の後半部分だけはどうしても覚えていられない。これは明らかに異常、そこに秘密があるのでは？　と、現在は夢を見ている間の脳のう波はパターンの採集中である。

「と、とにかく、あたしは別にいいんだけどさ」イハナの視線に多少頰ほおを赤くしつつ、そっけなく言う。「……でも、イハナはいやだったんじゃない？　あたしがコウの恋人に、思われるのは」

「私は」

「サクラのことを考えると」

「……」

　沈ちん黙もくするイハナに目を細め言う。

「それなのにあえて宣伝したっていうことは、……何か理由があるんでしょう？」

「……」

　ふう、とイハナはため息をついた。

（あ、珍しい）目を丸くする綾あやに向かって、頷うなずく。

「ええ。こうして宣伝し観衆を集めたのも、当然戦せん略りやくです。……コウを、勝たせるための」

「……見物人を集めることが？」

　黙って頷くイハナ。

　……尋たずねる、綾。

「……コウは、勝てるの？」

　無表情に、「勝たせます」

　あまりにもあっさりした返答に、思わずため息をつく。

「……なんです？」

「……いや、すごい自信だな、と思って」うつむいて、「……あたしもそれぐらい、信じられたら……」

　沈黙。

　しばらくして、イハナは言った。

「……確かにボクサーと素人しろうとの戦いですが、……私は最初から、それほど戦力差のある戦いだとは思っていないのです」

「……え？」

「少なくとも、コウは二つの点で高たか虎とらに優っています。それが何か、分かりますか？」

「二つ？」頭を捻ひねる綾。「一つはまぁ、精神力よね。もう一つは……優秀なセコンド？」

「訂正します」イハナは言い直した。「コウには高たか虎とらに優っているものが、三つあります。コウ自身の精神力、そしてコウをサポートするセコンド。そして、もう一つは……」

「もう一つは？」

「体力です」

「……体力？」目を丸くしてイハナを見る。「ボクサーの高虎以上に、帰宅部……みークルのコウの方が体力があるって言うの？　そんな」

「少なくとも、減量した高虎よりは」

　そんなバカな……と言いかける綾あやを制し、

「聞いたことはありませんか？」イハナは言った。「コウは昔、いじめられっこだったと」

　うん、と綾、「……知ってる。そのあと、いじめっこになったとか」

「……では、不思議に思いませんか？　いじめられていた──けんかばかりしていたにも関かかわらず、……舎しや弟ていの葉は切ぎりにはボクシングを薦すすめたにも関かかわらず、コウ自身はなぜ、ボクシングを学ばなかったのか」

「……そう言えば……」

　……まぁ、変と言えば変だ。いじめられ、けんかばかりしていた人間が、チャンスがあったにも関わらず格かく闘とう技ぎを学んでいない、というのは。普通なら、学ぼうとするのではないか？　教えてくれる人がいて、仲間がいて、時間があれば……。

　尋たずねる綾、

「……どうして？　それともコウが忘れているだけで、実はボクシングやっていたとか？　だったら」

　イハナは首を振った。

「いいえ。コウはボクシングを学びませんでした」

「……じゃあ、どうして？」

　……何かを思い出すように、イハナの目が少しく細まる。そう言えば、と綾は以前、小鳥遊たかなしに聞いたことを思い出した。イハナは、コウの幼なじみだったらしい──コウは覚えていないみたいだけれど。

　しばらくして、イハナは言った。

「コウのけんかはいつも、……一いつ対たい多た、だったのです」

「……え？」

　イハナは無表情に人ひと込ごみを見、言葉を続けた。

「そう、一対多……。けんか、と言いましたが、とてもけんかとは言えないでしょう、大たい抵ていの場合、コウが一方的にやられるだけでしたから」

「……」

「一対多、というのは、つかまれたらもう終わりです。倒れた時点でもう、終わり──あとはもう、相手全員がそれに飽あきてやめるまで、自分が生きていることを祈るしかありません。殺されたりはしない、なんて保証すらない。子供というのは、しばしば歯止めが利かなくなるものですから」綾あやを見て、「……コウは、刺されたこともあるのです」

「……」

　感情を含まない言葉が続く。

「……そう、コウのけんかはそのほとんどが、一いつ対たい多た、でした。ですから、幼いながらに──いいえ、幼かったからこそ、コウは理解していたのでしょう、ボクシングなぞ身につけても自分には役に立たない、ということを。立ち止まり戦おうとした時点で終わりだということを。……だからコウはボクシングを学ぼうとはしなかった。その時間を、ただ、走った」

「走った……？」

「そう、コウはボクシングを習う時間を、逃げ足を鍛きたえることに費やしたのです。速く、長く走れる足をつくる──逃げる、それだけが、一対多のけんかにおいてコウにできる唯ゆい一いつのことでしたから。死の危険から逃のがれ得る、唯一にして最大の手段──ですからコウは、強くなろうなどとはせず、ただ逃げることを考えました。ただ、走り、毎日走り、逃げ足を鍛きたえた。自分の生命を守るために、必死で」

「生命を、守るため……」それは確かに、必死で走っただろう。

　イハナの言葉が続く。

「今だって、コウはほとんど毎日、朝あさ夕ゆう走っています。もう習慣になっているのです。たとえ記き憶おくがなくとも、身体からだが覚えているのですね」

「……習慣……」

「そう、それも、十年以上の習慣です。それだけでも、かなり足あし腰こしが鍛えられ体力がつくでしょう。実際、コウはそれだけで、けんかに強くなったのですから。……ですが、それだけではありません」いったん言葉を切って、「それに加えて、コウは四月から──悪あく魔まのミカタとなってからずっと、舞まい原ばる家の実じつ動どう部隊『スタッフ』と同じ訓練を受けています」

「え？」

「コウは『悪魔のミカタ』を、決して甘く見てはいない」無表情の中に、誇らしげな感情がかすかに見え隠かくれする。「《知恵の実》を相手に戦い抜く──そのための身体つくりを、しっかりとしてきているのです。──舞原家のもとで、科学的に……。

　ですから、

　……その体力と足腰は、決して高たか虎とら穂ほ浪なみにひけをとるものではありません。この戦い──コウの武器は、この四週間の特とつ訓くんだけではありません。その前の二カ月、さらに前からの十年以上の積み重ねが──コウの過去そのものが、コウを支えているのです」

「……」

「そして私は、──そこに、今回コウが高虎に勝つ可能性を見出しました」冷たく澄んだ眼がん光こうが、綾あやを貫く。「十年以上のランニングで培つちかった体力と持久力、回復力──コウが高たか虎とらに勝てるとするなら、それは体力を消しよう耗もうした後半戦にある」

「後半戦……」

　そうです、と頷うなずく。

「だから私は、あえて三分六ラウンドという長なが丁ちよう場ばを選択しました。確かに素人しろうとには危険な競技時間です。ですが、まだ高校生になったばかりの高虎──三分三ラウンドまたは二分五ラウンドが身体からだに染みついている、そして最高でも三分四ラウンドしか経験したことのないであろう高虎にとっても、十分以上、そして五ラウンド以上、という試合形式は危険な、未知の領りよう域いきなのです──体力的にも、そして経験的にも。

　そこにコウのチャンスは生まれる」

「……」

「加えて、高虎にはプレッシャーがあります。ボクサーとして素人しろうとには負けられない、というプレッシャーが。あなたを賭かけ、自分の夢を賭けているというプレッシャーが。そうした精神的なストレスは、体力の消しよう耗もうを加速し疲労を倍ばい化かさせ、しかも回復を遅らせます。さらに」体育館、そしてそこにたむろしてリングの設置を見学している大おお勢ぜいの生徒たちの姿を示し、「全校生徒が見ているというこの大だい舞台は、その雰ふん囲い気きは、高虎のプレッシャーの桁けたを上げる。観客の数が多ければ多いほど高虎は緊きん張ちようし、焦しよう燥そうし、本来の力を出せないまま体力を消耗する。しかも高虎は減量により、もともと体調が万ばん全ぜんでない──高虎の体力は、驚くほど早く尽きるでしょう」

　無表情ながら自信に溢あふれたその態度に、思わず反論したくなり、

「でも……条件はコウも同じでしょう？　ううん、悪あく魔まの怪かい力りきを得たボクサーと戦うコウの方が、プレッシャーは大きいんじゃ……」

　言いかけて、綾は自ら言葉を止めた。自分で言っていてなんだが、コウがプレッシャーに負けるとは思えない。妹を宇宙人にさらわれたという過去を持ち、悪魔のミカタになったコウの、その精神力はまさに桁が違っている。そんな綾の心を読んだかのように、イハナは頷いた。綾の目を見、無表情に言う。

「高虎には減量苦くがあり、大舞台によるプレッシャーがあり、……三分六ラウンドという長い戦いを経験したことがない。ですがコウには減量苦はなく、大舞台のプレッシャーにも慣れていて、そしてこの四週間、十八分フルラウンドを戦うことを想定した練習をさせてきました。三分六ラウンド、というのがどういうものなのか、身体に染み込ませ、体力の配分を覚えさせました。……そう、

　終しゆう盤ばんまで生き残ることができたなら、

　コウが、勝ちます」

　言い切るイハナに、綾はなんとも言えない視線を送った。

　……話を聞いていると、確かにコウが勝てそうな気がしてくる。……が、これはボクシングで、相手はボクサー、それも怪かい力りきを得たボクサーなのだ。

　机の上で戦うわけではない、

　……そんなにうまくいくだろうか？

　綾あやの心しん中ちゆうを見み透すかしたかのように、イハナの唇くちびるが瞬間、笑えんだ。凛りん、とした表情を見せ、身を翻ひるがえす。身体からだの動きに長い黒くろ髪かみが追いつき、ふわりと沈むのを待って、歩き出す。

　ドアに向かいながら、背後の綾に向かって言う。

「──堂どう島じまコウは、私が必ず勝たせます」

　──ついで、

「だから綾、あなたも、コウの勝利を信じて毅き然ぜんとしていてください」

「……」

「そうでなければ、あなたをセコンドにつけた甲か斐いがありませんから」

　セコンドにつけた甲斐、か……

　そんなもの、あるんだろうか、あたしは何もできないのに……そんなことを考えながら、綾もイハナのあとにつき、体育館に向かった。

　リングの設置は何事もなく、完了した。




　　　　◇




　夕方──試合開始のぎりぎりまで、高たか虎とらは食事をしていた。食べていた。喰くらっていた。試合前だというのに？　──確かに堂島コウをなめている、というのも少しはあったのだが、昨日きのうまでの減量のせいでもうとにかく腹がペコペコでペコペコで仕方がなかったのである。

　だが一応、高虎は試合のことも考えていた。

　だから食べているのは、蕎そ麦ばとバナナだけだった。テレビかなんかで、蕎麦とバナナはすぐに消化されてエネルギーになる、と言っていたような気がしたから。信しん憑ぴよう性はともかく、それを思い出した高虎は、だから蕎麦とバナナばっかり食べたのだった。そして、それが正しい反応なのかどうかはともかく、高虎の思った通り──蕎麦とバナナはすぐに消化されたちまちのうちに高虎のエネルギーになっていったのだった。




　高虎が蕎麦とバナナというなかなかな食い合わせに挑いどんでいるちょうどそのとき、コウは校庭に大の字に寝ね転ころがっていた。ちなみにその場所は普段から、誰が言うでもなく『コウの場所』と呼ばれて敬けい意いを払われている場所だった。去年のあの事件以い降こう。

　冬ふゆ月つき日ひ奈なが、死んだ場所。

　イハナの使いが呼びに来るまで、コウはそこに、寝ね転ころがっていた。




　コウが地面に寝転がっているちょうどそのとき、日ひ炉ろ理り坂ざかのとある病院の二階─二〇一二号室（重症患かん者じや用よう個室）で、三み浦うら秀ひで樹きはその人生を終えようとしていた。未み練れんはなかった──未練を感じる意識もなかった。彼の人生は、とっくに終わっていた。あとはただ、息を引き取るだけだった。見送る者はいなかった。家族や友人たちはすでにこちらに向かっていたが、連れん絡らく自体がどうしようもなく遅れていた。三浦自身が、ここに来ることを内ない緒しよにしていたから。

　十五時三十分、看護婦が三浦の病室を訪れたとき、三浦はもう冷たくなっていた。だから三浦秀樹の死し亡ぼう時刻は、十五時三十分と記入された。そしてそれはコウと高たか虎とらの試合のゴングが鳴った時刻だったが、別に奇くしき偶然でも運命でもなんでもない。その看護婦は、生前の三浦に、意識があったときに頼まれていたのである、試合が始まったら教えてくれと。だからその時刻に訪ねていったのだった。

　三浦がなぜそんなことを頼んだのかは分からない。

　看護婦は、きっと知り合いが試合に出ているんだろう、と思った。きっと彼は最後まで、ボクシングのことを考えていたんだろうなぁとも思った。だから、到着した三浦の家族や友人にそう言った。三浦秀樹は最後まで、ボクシングのことを考えていた、と。家族や友人はそれを信じた。

　こうして、三浦秀樹の一生は終わった。




　三浦秀樹の死の知らせを（極ごく秘ひ裏りに）知らされたとき、イハナはリングの下からコウがブルース・リーの真ま似ねをしているのを眺ながめていたのだが、コウがその真似を始めたのを見たときと同じくらいしか眉まゆを動かさなかった。顔かお色いろ一つ変えず、一瞬、横にいる綾あやを見てしまったが何も言わなかった。このことを（コウの行動にむちゃくちゃ怒っている）高虎に知らせたら何か変わるだろうか、と思った。このことを（コウの行動に爆ばく笑しようしている）全校生徒に知らせれば何か変わるだろうか、と思った。最後に、（おどけている）コウに教えるべきか迷ったが、結局教えないことにした。今、イハナがするべきことはセコンドだった。コウを勝利に導き、最低でも死なせないようすることだった。だからイハナは、それを一人で抱えることにした。

　大丈夫、コウは死なない、

　死なせない──

　ぎゅっ、と首にまわしたタオルを摑つかむ。

（集中しろ）

（コウが試合に勝てるよう）

　……あるいは、

（これを投げ込む機会を、絶対、絶対に逸いつさぬよう──）




　こうして、満員御おん礼れいの体育館の中、試合──あくまで公こう開かい練習試合スパーリング──は始まった。始まってすぐに、体育館は爆ばく笑しように包まれた。だが、誰も気づいていなかった。その爆笑を引き起こした人物こそが、誰よりもこの試合の本当の恐ろしさを知っている、ということを。

　こうして、堂どう島じまコウと高たか虎とら穂ほ浪なみの、夢と真ま嶋じまと、──命を賭かけた、練習試合は始まった。




　　　４　　試合




　直前、

　佐さ々さ井いがまず驚いたのは、高虎が朝に比べて驚くほど血けつ色しよくがよく、肌はだがつやつやしていることだった。わずかな時間でもそれなりに体力を回復できたのか、コンディションはいい、実にいい──全校生徒の視線を集め緊きん張ちようはしているようだが、萎い縮しゆくはしていない。むしろいい感じに気負い立っている。

「よし」リングの外から高虎にマウスピース（歯による裂れつ傷しようと歯そのものを守るために、歯にかぶせ嚙かむシールド）を咥くわえさせつつ、佐々井は言った。

「最初はまず、様よう子すを見ろ……こらバカ、首くび振ふるな、……とにかく落ち着いて、様子を……」

　……言ったそばから無理だろうな、と思う。こいつの性格から言って、狙ねらうのは当然一ラウンドＫＯだろう。一発で、というのも考えているかも。

　そしてそれは、

　向こうも予想しているだろう。

　ちらっ、とコウを見る。

　佐々井が次に驚いたのは、コウの身体からだだった。黒いランニング──Ｔｈｅ　Ｓｔａｎｄ　ｆｏｒ　ｔｈｅ　ｄａｒｋという文字が入っている──と赤茶のトランクスに包まれたコウの身体は、驚くほどに──ボクサー並みに引きしまっていた。身体を限界まで絞しぼるため、ボクサーは着やせする。一いつ見けん細く見えるために、弱そうじゃん、と外見に騙だまされることが多いのがボクサーなのだが、まさにコウの身体がそれだった。なるほど、と佐々井は納なつ得とくした。ボクサーにけんかを売るだけあって、それなりに鍛きたえてはいるわけだ。

　にしても、と思う。

　それにしても、その自信過か剰じようはどうだろう？　あまりにボクサーを、ボクシングをなめちゃいないか？　この大だい舞台のリングに立って、しかし堂どう島じまコウの様子には、緊きん張ちようはおろか気合いも萎縮も感じられない。まるで自宅にでもいるようなくつろいだその態度に、面白がっているようなその表情に、佐々井はまず感心し、次にむかっ腹ぱらが立った。なんという傍ぼう若じやく無ぶ人じん、大だい人物なのかバカなのかはともかく、……少しは緊張しろってんだ！　そっちは素人しろうと、こっちはボクサーなんだぞ？　いや、素人しろうとだからこそ、なのか？　『素人に怖いものなし』ってか？　そんな標ひよう語ごあったっけ？　畜ちく生しよう、バカに……

「……落ち着けよ」耳じ朶だを打つ低い声。

　高たか虎とらに言われ、

「……悪い」佐さ々さ井いは初めて、自分も緊きん張ちようしているのに気がついた。

　何しろこんな大だい舞台は、佐々井自身も初めてだったから。

　頰ほおを叩たたき、気を取り直して、高虎に言う。

「……とにかく、油ゆ断だんはするな。ボクシングは素人だとしても、あいつがけんかでブイブイ言わしてたのは本当なんだ」

　ふん、と鼻で笑い、

「あ、おい！」

　勝手にリングの中央に歩いていく高虎に、はぁ、とため息をつく。

　まぁ、でも、と思う。……確かに、気にしすぎかもしれない。向こうはしょせんは素人なのだ。たった四週間で、どんなボクシングができる？　六ラウンド、というルールから鑑かんがみるに、前半は逃げて体力を温おん存ぞんし後こう半はん高虎が疲れたところにパンチを当てて、点てん数すう取って判定勝ちしてやろう、とでも考えているっぽいが……

　だったら、甘すぎる。

　それだけなら、甘すぎる。

　そんな素人考かんがえで勝てるほど、ボクシングは甘くない──

　堂どう島じまコウとはいったいどういう人間なのか、このラウンドが試し金きん石せきとなる──佐々井はリングサイドで居住まいを正し、コウを凝ぎよう視しした。何のためにセコンドについたのか、もうすっかり忘れていた。







　ゴングが鳴っても、高虎は飛び出していったりはしなかった。冷静に、構える。左足を前に出し、足スのタ位ン置スを歩ほ幅はばに広げ、左拳こぶしはあごの前、右の拳はあごのそば──オーソドックスなスタイルをつくる。コウも高虎と同じく、いやまさに高虎を鏡かがみに写したように同じポーズを取っているのを見て、高虎はほう、と口元を歪ゆがめた。なかなかさまになっている──けど、それは本当に構えスタイルか？　単なる格好ポーズじゃないだろうな？

　互いに腕を伸ばして、高虎は左拳、コウは右の拳を合わせる。

　静かな二人の立ち上がりに、静まり返る場内。かすかにおお？　という反はん疑問の声が上がっていたが、高虎にはそれがなんなのか分からなかった。ただコウを見て、右に左にとそのこなれたステッピングを見て、やるだけのことはやってきたようだな、と感心しただけだった。足あし腰こしは、それなりに鍛きたえているらしい──佐々井の言う通り、まずは様よう子すを見たほうがいいかもしれない。何しろこの戦いには勝利だけではなく、真ま嶋じま綾あやと、高虎の夢と、ボクサーのプライドがかかっているのだから。

　無ぶ様ざまな戦いは許されない。

　まずは、軽く──

　左拳こぶし（利きき腕でない方）をまず軽く打ち、相手との距離・方向を測ったのち右拳（利き腕）を叩たたき込む、それがボクシングの基本セオリーである。セオリー通り、いわゆるワン・ツーを放はなとうと高たか虎とらがまず左拳を出した瞬間、コウの右グローブがそれを外側に払い、体勢を崩くずしぎょっとした高虎の顔に左グローブを叩たたきつけた。ファーストヒットを決めたのは──大おお方かたの予想に反して──コウだった。ダメージはないがあっけに取られている高虎のわき腹を左拳で打ち、すぐさま距離を取るコウ。殴なぐられたことよりも（実際、ダメージは全くなかった）その前、あっさりと左拳をパリング（拳を払う防御方法）されたことに驚いている高虎の前で、コウは、ひょおお、と息を吸い、左足を前に出し、飛び出してくるかと思いきやフェイントで足の位置を入れ替えて後ろに下がったり、また足の位置を変えて出てきたり、横に回ったり──

　その手のファンならすぐ分かる、

　ブルース・リーのまねを始めた。

　会場が笑いの渦に包まれた。




「な、何やっているの？　コウは？」思わずイハナに尋たずねる綾あや。「あ、あれもボクシングなの？」

　無表情に答えるイハナ。「あんなのは教えていませんが……狙ねらいはいい」

「え？」

「ですが……」小さく呟つぶやく。「だまし続けることは不可能ですよ、コウ。身体からだがほぐれるまでです」




「な、何やっているんだ高虎は！」高虎のセコンド（二年）が声を上げる。「落ち着け！　そんな奇き妙みような動きにだまされるな！　ああもう！」

　コウのふざけた行動に頭キたのだろう、猪ちよ突とつに拳を振って攻め入ろうとする高虎だったが、どうしてもリズムをつかめないでいた。右拳は軽くかわされ、左の拳はコウの右手に簡単に払われる。払われると体勢が崩れ、その崩れたところにコウの攻こう撃げきが当たる。しかも顔面を狙ってきたのはさっきの一いち撃げきだけで、以降は全すべて、顔より大きくしかも動かせない『胴体ボデイ』狙いのために、体勢が崩れているのと相まってコウの攻撃が避けられない。面白いように当たる。素人しろうとのコウが、凄すさまじい拳けん圧あつを振り回して突進してくる高虎の攻撃を一発もくらわずに、闘とう牛ぎゆう士しのように華か麗れいにかわし見事に攻撃を当てているのだ。最初はコウのブルース・リーの物まねに爆ばく笑しようしていた観客も、いまや感かん嘆たんのため息を上げていた。

　いったいどっちが素人だ？

　いまやフットワークさえぎこちなく、ペースをつかめないでいる高たか虎とらに、セコンドの二年は頭を抱えた。

「ああ、もう！」拳こぶしを握って、「そんな物まねに振り回されるな！　……緊きん張ちようして、見えていないのか？」

「お前には見えているのか？」佐さ々さ井いは二年をにらんだ。

「え？」

　黙ってリングを見上げる佐々井。──畜ちく生しよう、高虎、早く気づけ！　いつまでもだまされているんじゃない！




　──畜生！

　しゃにむに腕を振りつつ、高虎は焦しよう燥そう感かんから悲鳴を上げていた。畜生！　なんで当たらない？　ていうかなんでこんなにやりにくいんだ？　右拳こぶしが当たる位置には、まずコウそのものが、いない。左拳はコウの突き出た右にすぐに払われる。だからパンチが当たらない──だが何よりもやりにくいのは、フットワークがうまく取れないことだった。進もうとする位置に、コウがいる。コウの足が、身体からだが邪じや魔まをして思うように動けない。動けないためペースに乗れない──畜生！　と焦あせりが高まる。堂どう島じまコウがぺちんぺちんと打ってくる、一瞬息いきが止まりこそすれ全然効きかないボディブローが高虎の焦りに拍車をかける。──畜生、このままのペースでいって、全然効きかないボディブローのせいで判定負けなんてことになったら、全然洒落しやれにならないぞ！

　試合開始から二分、

　コウはもう、ブルース・リーのまねなどとっくにやめていた。にも関かかわらず状況は変わっていなかった。依い然ぜん、パンチが当たらず、ペースが取れない。畜生、なぜだ？　いったいどうして──

　左ストレート（腕を真っ直ぐ伸ばした打撃）をコウの右手にパリングされ、みぞおちに一いち撃げき食くらって高虎は身体からだを一瞬曲まげた。ガードを上げ（と言ってもコウは顔を狙ねらってはこないのだが）退さがりつつ、一瞬コウの足を見る。──あの足だ、あの足がやなところにあるせいで、どうにもペースがつかめないんだ、畜生、あの右足が……

（……待てよ？）

（……右、足？）

　いったん距離を取り、コウの姿を眺ながめる。

　堂どうに入いったコウのボクシオンガングスードポジタイルシヨンは、高虎を、まさに鏡かがみに写したように──

　──畜生！

　こいつ、俺と逆だ──冷静さを取り戻して、ようやく、高虎は気がついた。鏡に写したように、というのはつまり、左手左足を前に出している高虎とは逆に、コウは右手右足を前に出している、ということなのだ。つまり──

　畜ちく生しよう！

　こいつは左利きサウスポーなんだ！

　高たか虎とらが攻め込めないまま、一ラウンドは終了した。




　　　　◇




　自じコーナーに戻り、「疲れてねぇよ！」汗を拭ふこうとする手をうっとおしげに振り払うと、高虎は佐さ々さ井いをにらみ、言った。

「……畜生、あいつ、サウスポーだ！」

　ええ？　と驚く二年。

　佐々井は頷うなずいた。「……ああ」

「……畜生、気がつかなかった……ぴょこぴょこふざけたまねをして、足を入れ替えるもんだから──畜生！」

　……それだけではないだろう、と佐々井は思った。それに加え、緊きん張ちよう、焦あせり、先にくらった一発等など、様々な要因が高虎の目を曇くもらせていたのだろう。

　だが何と言っても、一番の要因は──

　先せん入にゆう観かん。

　左構えサウスポーのはずがない、という先入観──いや、経験不足と言い換えてもいいだろう。サウスポーのボクサーなど、日ひ炉ろ理り坂ざかにはいないのだから。

　高虎が、呟つぶやく。

「聞いたことはあったけど……こんなにやりにくい、なんて……」

　だろうな、と佐々井は心中頷うなずいた。普通、右利きのボクサーは左足を前に出し、左足から進む。お互いに、左足から出て相手の右側に──自然動きは、時計回りになる。相手を中心に左回り、時に右に後ろに動く、それがセオリー──だが、相手がサウスポーだとそうはならない。こちらの左回りに対して向こうは右回り、進行方向がぶつかり合うのだ。これだけで、普通のボクシングは難しくなる。しかもサウスポーの選手は数が少ないために、その戦いを経験する機会があまりない。向こうはこちらに慣れているのに、こちらは向こうに慣れられない──

　高虎を、見る。

　高虎も佐々井を見ている。

　どうすればいい？　と目で訴えかけている──

　──インターバルは一分しかない。

「いいか、よく聞け」佐々井は高虎に顔を寄せ、言った。「たとえ向こうがサウスポーだろうが、やることは変わらない。左回りに──相手の足の外側に回れ。あと……」ちょっと考え、「いいか、向こうはこちらと逆に身体からだを開いている。相手との身体の向きが、平行四し辺へん形けいではなく台形になっている──だから右が遠いんだ。あいつは動きも速い──しばらくは右は当たらないと思え」

「だが左も、あの突き出した右手が邪じや魔まで」言いかける高たか虎とらを制し、

「だからストレートはダメだ。フックで──左フックを使え。いいか、顔とか胴どうを無理に狙ねらうな。その邪魔な右腕でいい」

「は？」

「お前の強打で、あいつの腕そのものを狙え。腕そのものをぶっ壊こわせ！」

　──得とく心しんがいったように、頷うなずく高虎。

「それと、いいか──」なおも続けようとした瞬間、




『セコンドアウト！』




「ああうるさい！」叫びつつ、高虎に手早くワン・ツーの指示を与え、佐さ々さ井いはリングから降りた。

　よし、と頷く高虎。

　佐々井に頷き、コウの方を見て、

　コウが綾あやと舞まい原ばる妹いもうとに両方からキスされている姿に、かぁっと頭に血がのぼる。

　ふっ、ふっ、ふざけやがってぇ！




　　　　◇




『セコンドアウト！』




　インターバルの終了を告げる声に、綾はコウにマウスピース（舞原家特とく製せい・嚙かみ合わせをよくし打撃力を上げる）を咥くわえさせ、リングから出た。

　ロープの外から、コウに告げてくるイハナ。

「いいですか？　左フックと、そのあとの追フいオ撃ロちーに気をつけてください。それと、狙うのはボディのみです。最初の一いち撃げきはともかく、あなたがどれほどのバカでも二度と素人しろうとがボクサーの顔を殴なぐれるなんて思わないでください」

「分かった」

「とにかく足を使って──」

「混乱させる、走らせる──はいはい、分かってるって」

「……では」イハナは綾を見た。「綾。指示通りに」

　少しく頰ほおを染める綾あや。

「……本当に、するの？」

「高たか虎とらを混乱させるためです」

「……分かったわよ」

　ちらっ、と高虎を見て、こちらを見ているのを確かめ、

　顔を真っ赤に、

　……コウの頰に、唇くちびるを近づける。

「待って待って！」とコウ。

「な、何よ！」

　コウは言った。

「ハナちゃんもして！」

「……は？」

「こう、両側から、ちゅっ、と。その方が効果あるって。絶対に」

「それは、……構かまいませんが」無表情に、「……知りませんよ？　会場全体を敵に回しても」

「全然ＯＫ……なんかこれ、男の夢？」

　イハナは頷うなずき、

　二人はロープの外から、同時に、コウの頰ほおにキスをした。
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　ちゅっ、という音に、

　──高たか虎とらの顔が真っ赤に染まる。

　一いつ拍ぱく遅れて、

　会場が、大だい歓声に包まれる中、

　第二ラウンドが始まった。




　　　　◇




　コウのパフォーマンスに沸く歓かん声せいの中、しかし佐さ々さ井いは冷ひや汗あせをかいてコウを──イハナを見ていた。

　もはや疑いようはない。……間違いない、この観客達は、高虎にプレッシャーを与えるために集められたのだ。何しろここでは、高虎は悪あく役やくなのだから。ボクサーなのに素人しろうとにけんかを売り、恋人に死なれた男を責め、女を要求している──ここに集まっている人間のほとんどは、コウが勝てる、とは思っていないだろう。だが（あるいはだからこそ）、コウの勝利を願っているだろう。実際、今、場内に満ちる大歓声のそのほとんどがコウを応援するものだった。確かに時々は「そのボケナスカボチャを殺せぇ！」という女の声も（そして「てめぇどっちの応援しているんだ！」という聞き慣れたボクシング部員の声も）聞こえるが、そんなのは少数派にすぎない。

　高虎は、コウに加えてこのプレッシャーとも戦わなければならないのだ。

「ああ！」二年の声。「おしい！　畜ちく生しよう！」

　いや、と内ない心しん首を振る佐々井。

　高虎が惜しいのではない。

　コウが──そしてコウのセコンドが、すごいのだ。

　明らかに展開を読んでいたのだろう、コウは見事なバックステップで、高虎の左フックをかわしていた（あの瞬しゆん発ぱつ力は見事なものだ、と佐々井は感かん嘆たんした。確かにコウの足あし腰こしは鍛きたえられている）。それどころか、左フックの空振りにつけこんでくるであろうコウの攻こう撃げきを予想して佐々井が高虎に指示した右の追撃フオローをもかわし、高虎の胴どう体たいに攻撃してくる。さすがに素人しろうとだけあってフォームもぎこちなく、攻撃に威い力りよくはないが（どうもこの四週間、コウはフットワークばかり練習してきたらしい）、逆にそれが高虎を追いこんでいる。ボディ、という場所は、凄すさまじい苦しみを生む場所ではあるが腹ふつ筋きんで覆おおわれているためによほどの強打でない限りすぐには効かない。そこを狙っている時点で、コウは高虎を打撃で倒そうとは思っていないのだ。ポイントを稼かせいで判定勝ちを狙っている──それがますます高虎を、焦あせらせる。素人に判定で負ける、なんてことになったら、ボクサーとしての面子メンツが立たない──それが高虎をますます焦らせ、腕を振り回させる結果となる。コウの攻撃がほとんど効かないために、逆にボディのガードがおろそかになり、ますます得点打を奪うばわれて──

　悪あく循じゆん環かん。

「ああ！」傍かたわらで嘆たん息そくを上げる二年。「畜ちく生しよう！　どうして……」佐さ々さ井いを見て、

「……そんなに、サウスポーっていうのは戦い難にくいんですか？」

　……佐々井は頷うなずいた。

　逆に、問いかける。

「……なぜ堂どう島じまコウは、サウスポースタイルなんだと思う？」

「それは……左利ききだからでしょ？」

「いや」首を振る。「コウは恐らく右利きだ」

「え？」

「じゃなければ、あんなに的てき確かくにパリングできるもんか。高たか虎とらのジャブは、下へ手たな右ストレートより強いんだ、利き腕じゃなきゃ払えるもんか！　あいつは……畜生、本当は右利きなんだよ！　だがサウスポースタイルの方が高虎相あい手てには効果的だから、サウスポースタイルにしているんだ！」

　一般に、ボクシングには三つの間合いがある。

　伸ばした手が普通に当たる『中距離』、手を伸ばし、さらに踏み込んで初めて当たる『長距離』、額ひたいが触れ合うほどに近づく『近距離』──そして高虎の豪ごう腕わんがもっとも活かせるのは、自然に拳こぶしの当たる『中距離』である。だが『中距離』は、もっともサウスポースタイルを苦にが手てとする距離でもある。オープンスタンスで連打の回転を競きそう『近距離』は、そもそも構かまえなど関係ない。『遠距離』は、つかず離れずヒット＆アウェイで戦うためにそれほどの影えい響きようを受けない。だが『中距離』は、サウスポーの影響をまともに受ける。いつもある場所に相手の身体からだがなく、いつもはない場所に相手の足がある──豪腕を武器とし『中距離』を主しゆ戦せん場じようとする高虎のようなボクサーにとって、サウスポースタイルは実にやりにくい構えなのである。そして、それを理解しているからこそ、コウは右利ききでありながらサウスポースタイルを取っているのだ。

　……間違いない、

　コウは、高虎を研究してきている。

　驚く二年、

「右利きなのに、左構えサウスポースタイルを？　素人しろうとがたった四週間で、そんな矯きよう正せいができますか？」

「素人だからだよ」

　ずっとボクシングをやってきた人間が、右構えを左構えに変えるのは、確かに難しい。どれほどサウスポースタイルが有利であっても、結局は百ひやく害がいあって一いち利りなしだ。だが、素人にとっては右構えも左構えもない。白紙のキャンパスに新しい絵を描かくのは、難しくも何ともない。今のコウは、かえって右構えの方が難しいぐらいだろう。もちろん、右利きのサウスポースタイルなんて、利き腕、利き足を軸にできない以上、ボクサーとしては半はん端ぱになるが──

「高たか虎とら相手には、これ以上ないってくらい効果的だ」佐さ々さ井いは歯は嚙がみした。「……堂どう島じまコウは、『ボクサー』ではなく言わば『高虎ハンター』なんだ。そういう練習を積んできたんだ！」

　……間違いない、

　甘く見ていたのは、高虎だ。

（……いや、俺だ）

　佐々井はほぞを嚙かんだ。慢まん心しんを捨てて試合を見れば、よく分かる。ただサウスポー、というだけじゃない。コウは明らかに、高虎の動きを読んでいる。高虎のくせを見抜き、その狙ねらいを先読みして動いている。それはコウがこの四週間、高虎のことをみっちり研究してきた明らかな証しよう拠こ。

　高虎以上に高虎のことを理解している証拠。

　高虎を研究し、弱点を見抜き、素人としてできるなりの練習を積んできている──

（ボクサーとか素人とか、そういう以前の問題だ）

（心こころ構がまえの問題だ）

　敵を知り己おのれを知る──兵ひよう法ほうの、基本。

（俺達は、一番大事な部分で、負けていた、最初から）

　……佐々井はばちん、と左手のひらに右拳こぶしを打ちつけた。まだ直っていない肋ろつ骨こつが軋きしむように、痛む。が、気にならない。

　試合に集中を、開始する──

（ああそうとも、戦いは、これからだ──）




　２ラウンドが、終了した。判定は二〇─一六、

　コウの圧勝だった。




　　　　◇




「見事です」

　ロープの外からコウの汗を拭ふきつつ、イハナは言った。口に出しこそしなかったが、綾あやもそう思っていた。リングの中に入って（ちなみにセコンドは一名しかリング内に入れない。高虎の動どう揺ようを誘うため、綾が入って世話をしている）、コウの右手に氷ひようのうを当てる。コウの右手は、腕の部分から真っ赤になっている──一度も直ちよく撃げきを受けていないにも関かかわらず。ただ、高虎の拳を払いそらしているだけで。

　今のところ、コウは高虎の攻こう撃げきを一発も受けていない。全すべて、よけるかそらすかしている──観客の目には、実に華か麗れいに写っているだろう。だが実際は華麗なんてもんじゃない、ただもう必死、死に物もの狂ぐるいなのだ。高虎のパンチを一発でもくらってしまえば、たとえガードしていても、それは致ち命めい傷しようになりかねない。よけるかそらすかしかない。一見優ゆう雅がに見えて水面下では必死に足を動かしている白鳥のように、必死になってよけている、それがコウの今の実態なのだ。

　それにしても、と思う。

　素人しろうとでありながら、ボクサー相手によくもここまで……

（コウの過去が、コウを助けて……）

（──それだけじゃない）

　イハナの指示が聞こえる。

「いいですか、コウ、敵もそろそろ方向を変えてくるでしょう。まず……」何やらよく分からない話をしつつ、時々綾あやを見て言う。「綾、もっとコウにくっついて。……はしたない感じで、高たか虎とらの動どう揺ようを誘ってください」

　はしたない、感じって……

「そういうみえみえのは……」顔を赤くする綾に、

「みえみえだろうがなかろうが、効果はあります。高虎のような男には」断言するイハナ。

「俺のような男にも」とコウ。

　綾は微笑ほほえんだ。はしたないって、どんな感じだろう……なんて考えつつ、……そっと、コウの身体からだを拭ふく。水は使いすぎないように、身体を刺し激げきしないように。イハナの指示を上うわの空そらに聞きながら、綾は思った。一瞬だけ、思ってしまった。……コウは今、あたしのために戦っている。この熱い肌はだ、汗の匂におい、戦いに火ほ照てった身体は全すべて、あたしのために、あたしを得るため戦っている──それはもちろん幻げん想そうだけど、形の上でそうなっているだけだけど、綾は一瞬、そんな想像をしてみた。

　幸せな、夢だな……なんて、笑う。




『セコンドアウト！』




　綾はリングから出た。ロープの外からコウに頰ほお寄よせ、一瞬イハナとアイコンタクト、

　ちゅっ、と、二人同時に、コウの頰に口づける。

　ガッツポーズをつくって、

　コウは戦いに向かった。







「畜ちく生しよう！」コーナーに用意された椅い子すに座って、くやしそうに吐き捨てる高虎。「当たらない！」

「……だろうなぁ」汗だくの高たか虎とらを見下ろしつつ、佐さ々さ井いは頷うなずいた。「堂どう島じまコウはお前のファン、みたいだぜ？　実によく、お前を研究してきている」

「……」

「お前の動きは読まれているんだ。……あいつ、頭もいいぞ」

「……」

「次で決めよう」佐々井は言った。

「……何だと？」驚いたように佐々井を見上げる高虎。

　尋たずねる佐々井、

「お前、顔は何発打うたれた？」

「一発も打たれてねぇよ！　……畜ちく生しよう、あいつ、ボディばっかり狙ねらいやがって！　全然効ききもしねぇのに！」

「……なんでボディばっかりだと思う？」

「……何？」

「堂島コウの顔面は、どうしてあんなにガードが空あいているんだと思う？」

　……高虎は、佐々井を見た。

　佐々井は頷うなずいた。

「あいつはお前の動きを読んで、お前を誘っているんだ、顔面を打て、と。あいつの思った通りに打ってたら、そりゃ当たるはずがない、向こうが当たろうと思わない限り」

「……」

「無理せず、でっかいところを狙ねらえ。向こうさんみたいに、な」

　……頷く高虎。

　なおも佐々井は続けた。

「ただし──」




『セコンドアウト！』




「はいはい」

　高虎にコンビネーションを指示し、




『セコンドアウト！』




　二回目で、ようやく佐々井はリングを出た。

　サイドから、高虎に頷いてみせる。

　高たか虎とらも、頷うなずき返す。

（……よし、高虎、このラウンドが、勝負だ）

（見せてやれ、ボクサーの力を！）




　第三ラウンドが、始まった。




　　　　◇




　リング中央で拳こぶしを合わせ、──すぐに互いに距離を取る。

（……？　落ち着いてるな）

　いきなり攻めてこようとせず、様よう子すをうかがっている高虎。だが、じりじりと、ゆっくりと、距離を詰めてくる。何か拳けん銃じゆうでも突きつけられているような圧力に、コウは口元を歪ゆがめた。約六メートル四し方ほうのリングは、相手がいると本当に、狭い。拳銃、というよりは大たい砲ほう──いや、自動車だ。高虎と相あい対たいするのはまるで自動車相手に闘とう牛ぎゆうをやっているようなものだ。向こうは小走りが利かない、避けられる──とは思っても、避け切るまでは安心できない、ちょっとでも油ゆ断だんした瞬間巻まき込まれ、粉ふん砕さいされそうな──

　くっ、と高虎の肩が動く。

　見せかけフエイの動作だント。

　コウは高虎に向けて伸ばした右手を、わずかに胸に引き付けた。わずかに下げ、顔面にパンチを誘う。高虎のパンチは強力すぎて防ぼう御ぎよできない。受け止められない。だから外、あるいは内側に叩たたいて軌き道どうをそらすしかない（そして右手が相手に近いサウスポースタイルは、攻こう撃げき、防御、ともに今のコウの利にかなっている）。顔に飛んでくるパンチはそれもしやすいが、ボディを狙ねらった攻撃は──

「恐らく次からは、高虎もボディを狙ってくるでしょう」イハナは言った。「──このラウンドが正しよう念ねん場ばです、堂どう島じまコウ」

　ああ、分かっている。

　コウは左拳こぶしを握りしめた。







（まずい）

　フェイントを多用するようになった高虎に、イハナは内心焦あせっていた。高虎のフェイントは大おお袈げ裟さな、稚ち拙せつなものだったが、それはボクサーならではの話。素人しろうとにとって、フェイントというのは恐きよう怖ふを倍ばい化かし対応を狂わせる最も恐ろしい攻撃手段。高虎の稚拙なそれでもコウには充分効こう果かがある。そして、いったんペースが崩くずされてしまえば、もうこのラウンドでの建て直しは不可能だろう。今のところ冷静にフェイントに対応しているコウだったが、じりじりと、少しずつ、コーナーに追い詰められていっている。追い詰められること自体は、予想の範囲内ないだが……

（高たか虎とらは、豪ごう腕わんのラッシュで相手を追い詰めるタイプだ）イハナは思った。（……だったらこのフェイントでの追い込みは、セコンドの指示……）

　リングの向こう、佐さ々さ井いを見る。

　高虎に肋ろつ骨こつを折られた身でありながら、律りち儀ぎに高虎を助けている──さっきから、しまった、とイハナは内心ほぞを嚙かんでいた。高虎の動きを、くせを、思し考こうまで読みきっている、それがコウの強みだった（高虎は単純バカだし）。だがあのセコンドが加わったせいで、高虎の行動にバリエーションが生まれている。これでは──

（予想、するべきだった）

（これは、私のミスだ。あの男がセコンドにつくことを許した、私のミスだ……）

「……！」

　コウの背中に、

　ロープが当たる。

　次の瞬間──







　ロープ際ぎわに追い詰められるのは、コウの予想の範囲内ないだった。イハナは言った、高虎もそろそろ、コウの顔面を狙ねらうのは無む駄だだということを悟さとるだろう。コウがわざと、顔面に誘っているのだということに気づくだろう。ならば敵は、いよいよ胴体ボデイ──顔面よりはるかに大きく、しかも動かせない箇所──を狙ねらってくる。ボディを叩たたき、コウの動きを止めようとしてくる──そして、ボディをフックで狙われれば、そらすのはコウではまず不可能、そらせない、そして受け止められないなら身体からだごと移動してかわすしかない。だから敵は、コウが逃げられないようロープ際あるいはコーナーに追い詰めようとするだろう──

「そのときがチャンスです」イハナは言った。「来ることが分かっているなら、それは逆に利用できます。ここでダウンを奪いましょう。うまくいけば、高虎にあなたを追い詰めることはできない、と思わせることもできる。その利りは大きい」

　この四週間、それを想定しての特とつ訓くんは積んできた。

　そして、今こそそれを発はつ揮きするとき──コウは背にロープを感じつつ、冷静に、高虎を観察していた。危き機き的てき状況は、逆にこちらのチャンスにもなる。高虎のボディを思いも寄らぬ方法でかわしてみせ、体勢を崩したところを攻こう撃げきする──ダウンを取る！　試合の趨すう勢せいを決めかねない状況において、しかしコウは冷静だった。冷静に、高虎の全身を観みる。感じる。高虎のひじが動くのを、コウの視覚は捉とらえた。高虎のひざが沈むのも、コウの視し界かいは見逃さなかった──来る──ボディが来る！　高たか虎とらの打だ撃げき動作が始まるより一瞬早はやく、コウの回かい避ひ行動は始まっていた。ボクサーの拳こぶしは、二分の一秒よりも速く飛んでくる。それは視し覚かく情報を脳が認識するよりも速い──つまり、見てからかわすのはまず不可能なのだ。そしてそれは向こうも同じ、かわされるのが見えても身体からだはすぐには反応しない。できない。やばいのは分かっていても止まれない。そこにコウのチャンスが生まれ──




「──！」




　高虎の目に、気づく。




（──しまった！）

（──ボディ、じゃない！　こいつの狙いは──）




　──凄すさまじい衝しよう撃げきが走り、

　次の瞬間、

　コウの意識は闇やみに落ちた。




　　　　◇




　息を吞のむイハナ、

（やられた！）

　顔面右みぎにパンチを受け、コウの身体が垂直に落ちる。

　──どさっ、と前のめりに倒れる。

『ダウン！』

（……やられた……）

　イハナは胸きよう中ちゆうを押し隠かくし、コウを見た。きれいに入った高虎の左フックは、高虎の体勢が不十分でありコウが寸前に防ぼう御ぎよしたにも関かかわらず、コウの意識を断ち切っている。

　ダメージはともかく、意識が……

（──コウ！）

　くっ、とタオルを握りしめ、

　リングの向こう、佐さ々さ井いを見る。

　あの、セコンドだ。

　あのセコンドが、指示したのだ。

　高たか虎とらがあの状況で、あんな駆け引きができるはずがない。あのセコンドが、指示したのだ、ボディを打つと見せかけて、顔面を狙え、と。あのセコンドが──向こうでガッツポーズを作っているあのセコンドが、コウの、いやイハナの裏をかいたのだ。

（このミスは、……致ち命めい的だ……お願い、コウ……）

　イハナは、完全に失しつ神しんしているコウを見た。この状況も予想の範囲内ないではある。この四週間、その対応策さくも練ってきている。しかし──







「よし！」

　高虎の、ボディにいくと見せかけた左フックがきれいにコウの顔面に命中したのを見て、佐さ佐さ井いは思わず拳こぶしを握りしめた。折れた肋ろつ骨こつから稲いな妻づまのようなさしこみが走るがもはや全然気きにならない。

　すとん、と崩くずれ落ちていくコウ。

　──よし！

　高虎の豪ごう腕わんは、コウの意識を見事に断った。レフリーが試合をストップせずにカウントを数え始めたのに一瞬あっけにとられるが、大丈夫、と頷うなずく。いくらなんでもあの状態で、八カウントまでに起きられるはずがない。

　──高虎の、勝ちだ！

　こちらを見ている、舞まい原ばる妹いもうとと目が合う。

　ふ、と佐々井は笑った。

（お前は多分、俺に裏をかかれた、と思っているんだろうな）

（……だがそれだけじゃ五十点だ）

（俺が指示したことを、高虎は即そく座ざに、見事にやってのけた──だからこそのあの一いち撃げきだ。俺が指示したことを、いきなりやってのけられるだけの引き出しを、練習という名の引き出しを、高虎は持っているんだよ）

（知力で上を行ったんじゃない）

（ボクサーとしての底力が、お前の上を行ったんだ！）

　お前の勝ちだ、高虎！

　佐々井はニュートラルコーナーに下がって荒い息を吐いている高虎を見た。高虎の勝利を確信し、誇らしげな視線を送る。

　──少なくとも、

　レフリーが四を数えたときまでは。

　レフリーが四を数えたとき、

　いきなりコウが、ばね仕掛けの人形のように起き上がった。

　佐さ々さ井いはあっけにとられた。







（……？　なんだ？　何があった？）

　気がつくと、レフリーが横でカウントを数えている。訳が分からないまま試合続ぞつ行こうの意志を示すファイティングポーズを取ろうとして、コウは両腕が凄すさまじく重くなっていることに気がついた。（……？　なんだ？　なんでこんな……）ニュートラルコーナーに無表情に寄りかかっている高たか虎とらの姿に、自分がダウンさせられたことを推すい測そくする──けどなんで？　……うわ？

（……足が、ない？）

　膝ひざから下の感覚がない。一歩でも踏み出せば倒れてしまいそうなしびれた感覚が、コウに状況を悟さとらせる──

（脳が揺れている）

　……落ち着け、冷静になれ、俺はとにかく、頭にくらって倒れたんだ。この四週間の『漏ろう電でん式しき目覚まし時計』のおかげでほとんど条件反射に起き上がれたが、脳と身体からだの連絡がまだ完全には回復していない──

（……落ち着け、冷静になれ）

　とにかく、身体が動くようになるまで、なんとか……

　カウント八まで数え、レフリーはコウから離れた。

　ニュートラルコーナーにいる、高虎の目が、──光る。

　──来る！

　開始ボツクスの合図がかかった瞬間、高虎は飛び出してきた。まだ動かない身体を引きずり、なんとか対応しようとするコウ。凄すさまじいダッシュ、引かれた腕──迫り来る高虎の姿が、圧力が、コウの脳のう裏りに先のダメージを蘇よみがえらせる。「ダメ！」イハナが思わず叫んだときには、コウの両腕はその顔面をガードしていた。ガードしても意味ないことは理解しているはずなのに、腕はコウを『ガード』した──恐きよう怖ふから逃のがれようとする本能のままに。（よし！）と佐々井は拳こぶしを握った。高虎には指示してある。もしも立ち上がったら、次からはよく見ていけ、と。高虎は冷静に、コウを見ていた。コウが恐怖に思わず顔を守るのを見ていた。高虎の右のフックは、冷静沈ちん着ちやくに、




　コウのボディに命中した。




　マウスピースを吐き出して、

　コウはくの字に崩れ落ちた。

　二度目のダウンだった。




　　　　◇




　レフリーのカウントの続くなか──『横おう隔かく膜まく』が硬こう直ちよくし、呼吸できない苦しみに身み悶もだえるコウ。

（息が……息ができない！）

『横隔膜』──それは人間の呼吸の要かなめ。

『横隔膜』をポンプのように動かすことで、人間は肺に空気を送りこむ。だがボディへの攻こう撃げきは、『横隔膜』を硬直させる。腹部とは、言わば水みず袋ぶくろのようなものであり、そこに受ける衝しよう撃げきは腹部の全すべての主要器き官かんを少しずつ硬直させ、その機能を阻そ害がいして体力を奪うばう。なかでも『横隔膜』の硬直によるダメージは著いちじるしい。人間は呼吸し、酸素を全身に行き渡らせることでＡＴＰエネルギーを得る。つまり『横隔膜』が硬直し呼吸が阻害されるということはエネルギーが供給されなくなる、ということ──まさに、エネルギーの供給を絶たたれるということなのである。

　それこそが、ボディブロー。

　通常は何発も積み重ねて後半やっとその効果の現れる遅ち効こう性せいの攻こう撃げき。

　だが、悪あく魔まの力を得た高たか虎とらのボディブローは、

　ただの一いち撃げきでそれをやる。

　たった一撃くらっただけでコウの『横隔膜』は硬直し、肺に空気を取りこめないでいるのだ。しかも意識ははっきりし、明確にそれを認にん識しきしている。息ができない苦しみに加え、腹の中がひくん、ひくんと硬直していくのまで分かる。認識してしまう。脈みやく動どうに合わせて固まっていく凄すさまじい激げき痛つうをはっきりと認識し、コウの意識が悲鳴を上げる。

（苦しいッ！）

　レフリーの、カウントが続く。

　意識はある。

　立たなければならない。

　だが──

（く、苦しい……）

　落ち着け、冷静になれ、

（そう──俺の最大の武器はこの冷静さだイハナに言わせれば俺は、小さい頃、一いつ対たい多たのけんかばかりしていたそうだ一対多で生き残るには、冷静に状況を判断し逃げ出すチャンスを見つけるしかない、パニックを起こした瞬しゆん間かん終わる、パニックは、逃げ出すチャンスを失わせる──俺のこの、プレッシャーがかかればかかるほど冷静になってしまう性格はその頃に形成されたんだ身体からだに染みついているんだだから俺は冷静になれるそうともなれるともだから落ち着け鎮しずまれ冷れい─静せい─に─な─れああでも痛いぞ苦しい畜ちく生しようッ！）

　必死に、顔を上げ、

　ニュートラルコーナーから、悠ゆう然ぜんと見下ろしてくる顔を見る。

（あいつは俺に、なんと言った？）




　コウは口元を歪ゆがめた。




　息のできない混こん濁だくの中、

　カウント六の声を聞く。冷静に、リングの上、マウスピースを探し、グローブに包まれた手で器用に咥くわえ直す。なんとか立ち上がり、震える足、硬直した腹に身み悶もだえしつつ、

　ファイティングポーズを取る。

　レフリーが八を数え、

　──続行を宣言した瞬間、

　高たか虎とらが、再びコーナーから飛び出した。

　コウの身体からだがびくっ、と震え、

　退さがる。ほとんど自分から。

　全身を緊きん張ちようさせつつ、苦しみに満ちた意識の中、しかし冷静に、コウは状況を確認していた。時間はまだ、二分近く（二分近く！）残っている。そして自分のダメージは、その間かん回復しないだろう。足は震え、かかとはもはや上がらない──次はもう、立てない。もっともこの試合はスリーノックダウン制、三回ダウンした時点で、コウの負けは決定し立ち上がる必要はなくなるのだが。

（……立ち上がる？）口元を歪ゆがめる。（……その前に、生き残れるのか？　俺は）

　……気がつくと、高虎のプレッシャーに圧おされ、コウは再びコーナー際に追いこまれていた。コーナー際──さっきのボディブローは、後ろが開いていたためにほとんど自分から倒れこむようにして、ダメージを軽けい減げんできた。しかもサウスポースタイルによりコウの左半身が遠かったせいで、高虎の右フックは威い力りよくを発はつ揮きできなかった（それでもあの威力なのだ、まともにくらったら──）。

　だがここはコーナー際ぎわ、

　もはやよけることはできない。

（……落ち着け、冷静になれ）

　だったらコウのするべきことは──

（恐怖に負けるな──冷静に──！）

　高虎の左肩が、ぴくっと震えた。

（──フェイントだ！）

　だが、

　──圧倒的な恐きよう怖ふの中、

　コウの両腕は、

　顔面を、ガードした──




　　　　◇




　ボディブローによる呼吸困こん難なんに身み悶もだえしつつも立ち上がりファイティングポーズを取ったコウに（よかった、深しん刻こくなダメージはない……）安あん堵どしつつ、しかしイハナはタオルを取った。

　綾あやに言う。

「……覚かく悟ごを、していてください」

「……え？」

「もしもコウが、もはや戦えないのであれば……あなたにはすみませんが」言葉を切り、綾を見つめ、「……私は、タオルを投げます」

　タオルの投入、それは、

　降こう伏ふくの合図。

　尋たずねる綾、

「戦えないって……今の一いち撃げき、そんなに……やばいの？」

「身しん体たい的なダメージは、軽けい減げんできたようです。ですが……精神的には、分かりません」

　高たか虎とらの攻こう撃げきは、悪あく魔まの力により得た命をも奪うその威い力りよくは、凄すさまじい恐きよう怖ふを生む。

　恐怖に負けてしまったら、

　もはやサンドバッグでしかない。

（そうなったらもう、試合を続ける意味はない）

　イハナは無表情に、綾を見つめた。

　……しばらくして、

　綾は手を伸ばした。

「……あたしに、投げさせてくれる？」

「……」

「大丈夫……ちゃんと投げるよ。タイミングはイハナにまかせる。信じてるから」……リングを見上げ、「コウ……くんも」

　黙ってタオルを渡すイハナ。

　リング上では、コウがあっさり、コーナーに追い詰められていっている。高虎のじりじりとしたプレッシャーに、ああも簡単に退しりぞいてしまうのは、恐怖に怯おびえている証しよう拠こだろうか。

「……イハナ？」

「まだです」

　下へ手たすれば、負けるだけではすまされない、

　コウは死ぬ──

　コウをコーナーに追い詰め、高たか虎とらは身体からだを揺らし始めた。……フェイントで、コウを幻げん惑わくするつもりなのだろう。そうやって、落ち着いてコウに最後の一いち撃げきを叩たたきつけるつもりなのだろう。そして恐怖にかられた人間にとって、フェイントなど存在しない。面白いように引っかかる。お願い、と綾あやは心に呟つぶやいた。お願い、コウ、……恐怖に負けないで、負けなければ、まだチャンスは──




「──！」




　高虎が、打つと見せかけた。

　それは実に大おお袈げ裟さな、幼よう稚ちなものだったが、コウの両腕はばねのように持ち上がり自分の顔面を守った。

（──コウ！）

[image: ]

　──次の瞬間、

　高虎の左フックが、コウのボディに命めい中ちゆうし──




　　　　◇




　呼吸が全くできない、溺おぼれるような苦しみにその顔色を青あお痣あざ色いろに染めながら、

　しかしコウは、立っていた。

　左腕をコーナーに引っ掛け、全身でコーナーにもたれかかりつつ、しかしコウは立っていた。荒く肩を上下に動かし、息のできない苦しみに、腹部が破は裂れつしたような激げき痛つうに身み悶もだえしつつ、しかしコウは立っていた。通常ならスタンディングダウンを取られてもおかしくないほどの状態だったが、レフリーのカウントはコウのために数えられることはなかった。

　なぜなら高虎が、

　マットの上に倒れていたからだ。

　殴なぐり倒された、というよりも突き飛ばされた、といった感じだったのでダメージはなかったが、ダウンはダウンだった。カウントが流れる中、高虎はあっけにとられて自分を見下ろしているコウを見ていた。状況は、明らかにコウの方がダメージは大きい。にも関かかわらず倒れているのは高虎で、コウはコーナーポストにもたれかかりつつも、立っている。

　高虎のボディブローを受けつつも、立っている。

　同士討ちカウンターで高虎を倒し、ダウンを奪うばって──

　……高たか虎とらの視線に気づき、コウは酸さん欠けつがうかがえる紫むらさき色いろの顔で笑った。

　視線を移し、

　イハナを、タオルを持っている綾あやを見る。

　拳こぶしを握り、コウはそれを天へと突き上げ言った。

「……どう、だ！」

　一いつ拍ぱく後、

　凄すさまじい大だい歓声が、カウントを打ち消す拍手の嵐あらしが巻き起こった。







　信じられない、と佐さ々さ井いは思わず呟つぶやいた。

　……あいつは、二度も高虎のパンチを受けていながら、それをわざと誘いやがった。苦しみを、恐きよう怖ふをものともせず、わざとボディに誘って、逆に高虎をダウンさせやがった。腹に高虎のボディブローを受けたことのある、佐々井には分かる。それがどれほどの勇気がいるものなのか。やれ、と言われてできることではない。少なくとも俺には無理だ、と唇くちびるを嚙かむ。それを、しかも素人しろうとが……

　パンチに自分から当たって打撃点ヒツトポイントをずらし、ダメージを軽けい減げんさせる。その理り屈くつは分かる。だが……

「耐えやがった……」感かん嘆たんした、二年（彼もまた、高虎の一いち撃げきをくらったことがある）の声。「……すげぇ」

「……すごいなんてもんじゃない」

　あれは、堂どう島じまコウの意志表ひよう明めい。

　意識がはっきりし、脳が足を動かせる限り、俺は立って戦う、という──

　意志の、表明。

　だからコウは、寄りかかり立っていられるようあえてコーナー際ぎわに追いこまれた。ボディブローは凄すさまじい苦しみを生み出すために、逆に意識をはっきりさせる。だからコウは、意識が奪うばわれないよう頭部を守り、腹に攻こう撃げきを誘った。あえてその苦しみを選んだ──

　それは、意志の表明。

　立てる限り、戦うという──

　これはいったい、どういう戦いなんだ？　佐々井はリングの向こう、真ま嶋じま綾を見た。堂島コウは、本当に彼女と付き合っているのか？　だから彼女のために、ここまでして戦っているのか？　まさに、……そう、まさに命を賭かけて。

　レフリーが、カウントを数える中、

　立ち上がる、高虎。

　ダメージこそないが、その表情には、混乱の色がありありと見える。

　惑まどわされるな！　と佐さ々さ井いは叫びたかった。たとえ堂どう島じまコウがどれほどがんばりたくても、あと一回倒たおせば自動的に負けになるんだ！　まだ二分近くある！　その調子で行けば、充分、充分倒し切れる！　佐々井はそう叫びたかった。だが、ラウンド中のセコンドの助言は許されない（アマのルールでは。そしてここはアマ・ルール）。

　頼むから、惑わされるな！　冷静になれ！　そうすれば──

　……だが佐々井の危き惧ぐしたとおり、高たか虎とらはコーナーあるいはロープ際にすぐに引っ込むコウを、攻めきれなかった。コウの行こう為いは明らかに体力回復の手段であり、消極的な手段であり、佐々井は何度もレフリーに「向こうは戦意を喪そう失しつしている！　ＲＳＣレフリーストツプコンテストだ！　ＲＳＣにしろ！　それか失格を取れ！」とテレパシーを送ったが、レフリーは警けい告こくを与えこそすれコウを失格にはせず、

　佐々井の歯は軋ぎしりの中、第三ラウンドは終了した。

　採点は高虎だったが、印象はコウが上だった。




　　　　◇




　コウを椅い子すに座らせ、深く速く息するように指示して右頰ほおの腫はれを診みつつ、イハナは言った。

「よく、あの状況を乗り越えてくれました」

「ま、みゃか」

「喋しやべらないで、体力回復に努めてください」

　しばらくして、淡たん々たんと言う。

「堂島コウ」

「？」

「私はあなたを、誇りに思います」

　コウは笑顔を浮かべた。

　それはやけに、綾あやの胸に突き刺さるような笑顔だった。




　　　　◇




「しっかりしろ！　バカヤロウ！」佐さ々さ井いは高虎に怒ど鳴なりつけた。セコンドがすることじゃない、と分かっていながらも、高虎を責せめずにはいられない。

「どうして攻めこまなかった！　打ち勝っていたのはお前なんだぞ！」

　汗だくに荒い息を吐きつつ、答える高虎。

「……ダ、ダウン……」

「……また、同じ様ようにダウンさせられたくなかったって言うのか？　素人しろうとにダウンさせられたくないと……お前、まだ勘かん違ちがいしてんのか？　堂どう島じまコウは素人しろうとじゃない！　ボクシングは初心者でも、戦うってことに関しては向こうの方が遙はるかにプロだ！　いいかげん──」

　……首を振る、高たか虎とら。

　呟つぶやく。

「……ノックアウト……」

「ノック……」──瞬しゆん時じに悟さとる。「スリーノックダウンで、倒したくなかったって言うのか？」

　高虎は頷うなずいた。

　佐さ々さ井いは仰ぎよう天てんした。

　……つまりこいつは、こう言っているのだ、三回倒たおしてルールの上で勝つのではなく、完全なノックアウトで勝ちたい、と。さっきはコウを二回倒した、つまりあと一回倒せば終わりになっていたから、それがいやで攻められなかった、と。

　バカか、こいつは……

「バカか、お前は。ただでさえ」判定で負けているんだぞ……と続けようとして、

　……待てよ、と思う。

（そう言えば、何かが心に引っかかっていた）

（……まさか……）




『セコンドアウト！』




「ほら」佐々井を押しのけ、立ち上がる高虎。

「……た、か……」

「はやく、出ろ、失格に、なる」

　……唇くちびるを嚙かみ、




『セコンドアウト！』




　せめて、と相手をコーナーから引きずり出す方法を教えつつ、佐々井はリングから出た。

　第四ラウンドが、始まった。




　　　　◇




「高虎……」しぼり出すような二年の声。「あんなに、疲れて……」

　いまや足をべったりリングにつけて、引きずるように動く高虎。コウも先のダメージが抜けてはおらずその動きは精せい彩さいを欠いているが、しかしこちらの足は復活しており、高虎の一発逆ぎやく転てんを狙ねらった大おお振ぶりをなんとかかわしてそのボディに拳こぶしを叩たたきこんでいる。

（信じられない話だが）佐さ々さ井いは思った。（コウの体力は、回復力は……高たか虎とらの上をいっている）

　高虎よりも長い時間を、堂どう島じまコウは走りこんでいる──そうとしか思えない。だからこそのあの足あし腰こし、体力、回復力──

　堂島コウのボディブローに、

　高虎の表情が、歪ゆがむ。

　一ラウンドからこつこつと当ててきたコウの攻こう撃げきが、ボディブローの遅ち効こう性が、ようやく効果を表し始めているのだ。コウが高虎のボディばかりを狙ねらっていたのは、顔には当てられないから、だけではない。ボディなら当てやすいからというだけではない。コウは、向こうのセコンドは、後半戦を見越していたのだ。高虎のボディブローが破は格かくなだけで、元来ボディブローとは遅効性、後半戦のためのブロー。だからこそコウは後半戦のために、一ラウンドからボディブローばかりを積み重ねてきたのだ。

　──それだけではない。

　六ラウンド、というルール。

　アマチュアであり、『三分三ラウンド』以上の試合を経験したことのない高虎にとって、四ラウンド以降、というのは経験のない領りよう域いきなのだ。試合形式三さん分ぷん三ラウンド──身体からだがそれで、できあがっている。体力配はい分ぶんが、ペースが、三分三ラウンドのままなのだ。だから四ラウンドに入った途と端たん、高虎の体力は急きゆう激げきに減少しつつある。

　──それだけではない。

　前半ほとんどいなされっぱなしだったという焦あせり、そして突とつ破ぱ路ろが見出せないまま体験したことのない後半戦に突入するという困こん惑わく、しかも判定では負けているというプレッシャー。

　減量疲づかれ。

　大だい観衆の中、

『ボクサーＶＳ素人しろうと』という構こう図ず。

　賭かけているもの──

　その全すべてが語っている、高虎の体力は後半もたなくなる、ということを。畜ちく生しよう、と佐々井は無意識に、拳をリングに叩きつけた。ルールを見たとき、すぐに気がつくべきだった（いや違う、気づいてバカにしていたのだ）。敵は最初から、後半戦を狙ねらっていたのだ、全ては、体力勝負に持ちこむための布ふ石せきだったのだ。

　畜生、と再度呟つぶやく。

（……何がセコンドだ、俺のどこがセコンドだ？　何の対策も立てず、それどころか向こうの心配をしてしゃしゃり出て──）

　もっと早く気づいていれば、対策は講こうじられたはず……なのに、俺は──

（ボクシングを甘く見るな、と俺は舞まい原ばる妹いもうとに言った。だが、実際に甘く見ていたのはどっちだ？　コウを見ろ、あの足あし腰こしを、あのサウスポースタイルを。あの動き──あれが、甘く見ていた人間の動きか？　そもそも素人しろうとがボクサーに戦いを挑いどんだ時点で、気がつくべきだったんだ、その断固たる決意デターミネーシヨンに

　甘かったのは、高たか虎とらだ。

　そして、俺だ。

　畜ちく生しよう──

　守しゆ勢せいに回っている高虎を見る。

　……三ラウンドで、高虎は勝てたはずだった。だが高虎は、自らそれを放ほう棄きした。完全なる決着をつけたいと。なぜならこれは、試合の前に決けつ闘とうなのだから。女と、夢と、自分の誇りのかかった決闘──だからこそ、劣れつ勢せいに回ると分かって高虎はあえてそれを選んだ。

　そしてそれは、きっと──正しい。

　向こうのセコンドを、見る。

　全く無表情の舞ない原ばる妹いもうとと、

　コウと高虎が今まさに戦っている理由である真ま嶋じま綾あやという少女を。

（……そうだな、堂どう島じまコウ）

（お前もそういうやつなんだな）

　──決心し、頷うなずくと、佐さ々さ井いは二年に言った。

「おい、鏡かがみはあるか？」

「鏡？　一応……」ポケットから手鏡を出し、「何をするんですか？」

「自分の顔を見るだけだよ」

　──大事なのは、自信有ありげに振る舞うことだ。気弱な様よう子すを見せてはいけない、勝利を信じていることを、そして選手を信じていることを、まずセコンドは伝えなければならない（さっきの態度なんて、本当の本当に最低だ！）。一分間のインターバルで伝えられることなんて、そう多くない。大事なのは、分かりやすく教えることだ。言葉だけではなくフィーリング、勝しよう算さんは本当にあるんだということを信じさせられる、力──

　第四ラウンドが終了し、

　佐々井は鏡を置いて、

　高虎をコーナーに迎え入れ、力強い笑顔を見せて、言った。

「よく持ちこたえた──だが、ここからだぜ！　きついのは」

　──そう、勝負はここからだ……




　　　　◇




　呼吸を整えさせつつ、佐々井は高虎に語りかけた。

「いいか、焦あせるな……次のラウンドは、休め。ただ回復に専せん念ねんしろ」

　怪け訝げんな目を向けてくる高たか虎とらに「いいから聞いてろ」と、語りを続ける。

「ガードはただ、右だけを上げろ。勝ちたければ絶対に、左はガードするんじゃない。左のガードは下げて、誘さそえ」

「……何、を……」

「喋しやべるな。呼吸を整えろ」

　荒い息の中、問いかけてくる高虎を制し、佐さ々さ井いは視線を堂どう島じまコウのコーナーに向けた。コウに世話を焼く二人の少女を眺ながめつつ、高虎の呼吸が規則的になるのを待って、視線はそのままにその言葉を口に出す。

「お前と同じだ」

「……な、に？」

　ゆっくりと、高虎を見て、

「向こうも、判定勝ちを狙ねらっちゃいない」

　高虎の顔が上がる。驚きに見開かれた目は、しかし奥に理解の色がある。高虎も、直ちよつ感かん的に気がついていたのだろう、だが佐々井はその理由を感覚ではなく言葉にできる。

「ああ、向こうは判定勝ちを狙ねらっちゃいない。あくまで、完全決けつ着ちやくを望んでいる。だから、試合を長なが丁ちよう場ばにしたんだ」

　現に、これが三ラウンドの試合なら、すでにコウの勝ちは決定している──

　いまや確信に満ちて頷うなずく高虎に、佐々井は力強く言った。

「だから焦あせるな、チャンスは来る。俺が教える。だから次のラウンドは捨てろ。ただ回復に専せん念ねんし、左のガードは下げておけ──」




『セコンドアウト！』




　高たか虎とらは佐々井を見た。

　佐々井は頷うなずき、リングから出た。

　向こうのコーナーに視線を向け、ちょうどコウの頰ほおへのキスを終おえた、イハナと目が合う。

　視線がぶつかる──

（まだ、試合は終わっちゃいない）

（……高虎は、俺が勝たせる！）




　第五ラウンドが、始まった。




　　　　◇




　リングの中央で拳こぶしを合わせ、

　──すぐに距離を取るコウ。三ラウンドに受けたボディブロー二発のダメージはいまだ抜けていなかったが（ちなみに最初のボディブローで、左の第七肋ろつ骨こつが折れていた）、このラウンドさえしのげればなんとか一発打てる程度には回復するだろう、もうボディブローを打つのもやめて、とにかくしのいで──そう考えて距離を取ったコウだったが、

　高たか虎とらの構かまえに心臓が止まる。

（なんだと？）

　高虎は、右拳は頰ほおの前に置きしっかりガードしていたが、左の拳は胸の前──顔面へのガードをがら空あきにしていた。まるでコウの狙ねらいが分かっているかのように──

　あっけにとられ、

　高虎の顔を凝ぎよう視しするコウ。

　真剣そのものの高虎の目に宿る光に、

（……これは、誘っているのか？　俺の狙いが分かって）

（……それとも？）

　……ふ、と笑い、

　自分もガードを解とく。

　にらみ合い（もっともコウは薄ら笑いを浮かべているが）──

　──しばらくして、コウはニュートラルコーナーに向かって歩き出した。何事か、と息を吞のんで状況が動くのを待っている観客を尻しり目めに、なんとコーナーポストに平然ともたれかかってすぅはぁすぅはぁと呼吸を整え始める。驚いたレフリーが注意しようとした瞬間、高たか虎とらも、コウと反対側のニュートラルコーナーに向かって歩き出し、全く同じこと──自身の回復に努め始めた。戦意を喪そう失しつしているのか？　否いや、そうではない。ニヤニヤしているコウはともかく、高虎はぎらぎらと意志に満ちた目でコウをにらみつけている。今にも飛び掛っていかんばかりに激しい意志を剝むき出しつつ、しかし回復に努めている。試合中であるにも関かかわらず、あからさまに休んでいる二人に、レフリーは戸と惑まどった。そして迷った。これは試合を止めるべきか？　だが舞まい原ばる家のお嬢じよう様に、なるべく試合は止めないよう言われている。さらに言えば、レフリーにも二人の行動の真意は分かっている。二人は、ふざけているわけではない。戦意を喪失しているわけでもない。二人は次のラウンドのために、体力を温おん存ぞんしているのだ。ダメージの回復に努めているのだ。話し合ったわけではないが、二人はお互いにそう決めたのだ。だから──

　結局、レフリーは試合を止めないことにした。

　静まり返った場内に、

　ただ時だけが過ぎていく──




　　　　◇




「どう思う？」洋よう平へいは尋たずねた。

「いい」小鳥遊たかなしは答えた。

「……いい？」

「ああ、実にいい。リングと制服……ミスマッチというやつだな、実にいい。……いいなぁ……ああ、おのれ、コウがうらやましい……」

「……お前というやつは……」洋平は口を閉ざした。

　微笑ほほえむ小鳥遊、

「……真ま面じ目めな話、イハナは驚いているだろうな」

「……驚いて？」

「うむ。……コウがどんな特とつ訓くんを積んできたかは知らん。どんな作戦で勝つつもりなのかも知らん。……が、それは高虎の思し考こうの裏を行く作戦のはずだ。だが高虎のあの行動は、イハナの作戦を読んでいるっぽい。……イハナは焦あせっているだろう」

「……」

　押し黙る洋よう平へいに、さらに微笑ほほえむ小鳥遊たかなし。

　口元を斜めに、言う。

「あのな……葉は切ぎり」

「なんだ」

「……コウは、高たか虎とらの納なつ得とくのいく方法で勝たなければならない。高虎の納得のいく勝ち方でなければ、……それは高虎を追いこむ。そしてそれは、高虎のたがを外はずす可能性がある」

「ああ、聞いた」

「……だが、正直言うとな」ふ、と笑って、「素人しろうとのコウに、そういう勝ち方でボクサーに勝たれる、というのは……なんか複雑な気分だよ」

「……」

「……多分勝つんだろうけど、な」

　洋平は何も答えなかった。ただ押し黙り、静かなリングを眺ながめていた。




　　　　◇




「……信じられない」ため息をつく、二年。「コウは本当に、判定勝ちじゃなく、高虎を倒すつもりなんですか？　……ＫＯで……」

「……ああ、間違いない」

　この第五ラウンドがその証明──もっとも、ここまで大だい胆たんに休むとはさすがに佐さ々さ井いにも予想できなかったが。

　だがこれで、間違いない。

　コウは高虎を、ＫＯするつもりなのだ。それも顔面への一いち撃げき──脳を揺らし、その意識を完全に断つボクシングの一撃で。佐々井は推測していた。……今まで見た感じでは、コウは一発も、ボクシング技術に裏うら打うちされたパンチを放はなってはいない。防ぼう御ぎよ技術だけで、攻こう撃げき技術は持っていないように、見える。だが、恐らく隠かくし球がある。三ラウンド、高虎をつっ転ころばしたあの一撃に、佐々井はそれを感じる。コウは本当はボクシングパンチを打てる──そう考えたとき、コウの戦い方の辻つじ褄つまが、合う。右利きのサウスポースタイルは、利きき腕が相手に近い──利き腕の攻撃が早く当たるスタイルなのだ。しかもその場合、曲がって出てくるスウィングブローはしばしば相手の死し角かくに入る。そしてそれは、予想できない角度から予想できない瞬間に当たるパンチになる。

　そしてボクサーは、

　予想できないパンチに弱い。

　予想できないタイミングに予想できない角度から入ってくるパンチ──それこそが、ＫＯパンチとなるのである。ボクシングの試合では、『たまたま当たったパンチによるＫＯ』ということがしばしば起こる。いわゆる『ラッキーパンチ』とは、まさに予想できなかったパンチであり、だからこそＫＯにつながる。そしてコウは、その『予想できないパンチ』を打つつもりなのだ。そのためにサウスポースタイルにして、高たか虎とらに慣れさせないため顔面を狙ねらわず、冷静な思し考こうができないよう疲労困こん憊ぱいの状態に持っていったのだ。

　全すべては最後の、その一いち撃げきのための伏ふく線せん──

　──だがそれが分かっていても、今の高虎には対応できない。体力を失い朦もう朧ろうとした今の状態でコウの利きき腕から繰り出される『予想できない』しかも『ボクシング技術に裏うら打うちされた』パンチをくらえば、首も、足あし腰こしも、まずその衝しよう撃げきを吸収できない。

　高虎の意識は断たれ、

　間違いなく、ＫＯとなる。

　全ては、その一撃のための伏線──

（だがまだ、チャンスはある……）

（そのための、このラウンドだ）

　佐さ々さ井いはニュートラルコーナーを、そこで休んでいる高虎を見た。……それでいい。たった一発のための、その体力を回復させろ。どんなピンチも、不ふ意い打うちでなければ、来るのさえ分かっていれば大きなチャンスに変えられる。そのチャンスは俺が与える。だからお前はそのときに、身体からだが動けるようにしていろ。

　大きな嵐あらしの前には、静せい寂じやくが訪れるように、

　今は静かに、時を待て──




　　　　◇




　第五ラウンドが二分を切った頃──

　どこかで、足あし踏ぶみが聞こえ始めた。

　たん、たん、という最初小さな足踏みの音は、やがて、少しずつ、少しずつ大きな音になっていった。二人、三人、十人──少しずつ、踏み鳴らす者が増えていく。場内の誰もが、リングの上で休んでいる二人に文もん句くをつけなかった。誰もやじを飛ばさなかった。二分が過ぎ、その足踏みが聞こえたとき、誰もがそれに同調した。我も我もと踏み鳴らす、足踏みの音はいまや地じ鳴なりに鳴り響ひびき、場内を、場内の全てを震わせた。リングの上で、二人はただにらみ合っている。静かなリングを包むように、地鳴りの音は鳴り響く。だんだんだんという凄すさまじい地じ響ひびきの中、しかし静かなリングの上で、

　第五ラウンドは終了した。

　第五ラウンド終了の合図に、地響きはやがて鎮しずまっていった。自分も足を踏み鳴らしていた生徒が思わず呟つぶやいた。

「こんなボクシング、見たことない」

「そりゃそうだ」横の生徒が答えた。「これはボクシングだけど、決けつ闘とうなんだから」

　いよいよ最終ラウンドが、始まる──




　　　　◇




　戻って来た高たか虎とらは、大だい分ぶ落ち着いているように見えた。……だが、それほどの回復はしていないだろう。ボディブローのダメージは効きにくく抜けにくい。そして、ただ立っているだけで消しよう耗もうするのがプレッシャーのかかったリングというもの。

　それほどの回復はない。

　だがそれでいい。

　回復させたかったのは、体力ではない──気力だ。残り少ない体力をかき集め一いち撃げきを打つための、気力。最後のチャンスを得るための、全すべての圧力に負けない気力。

　それを高虎の目に認め、

　肩を叩たたき、佐さ々さ井いは言った。

「俺が歓かん迎げい会のとき、話したことを覚えているか？」

　笑って頷うなずく高虎。「ああ」

　よし、と頷く佐々井。

　高虎の目を見つめ、言う。

「いいか、コウのＫＯパンチは、右のパンチだ。どんな種類かは分からない──だがとにかく右のパンチ、それが必ず、お前の顔面に、飛んでくる」

　だから左のガードを空あけて、誘さそえ。

　それこそが、高虎に残された唯ゆい一いつのチャンス。今の高虎がコウを捉とらえられる機会は、コウの攻こう撃げきの瞬間──それしかない。コウの動きを読み、カウンターで倒す。それしかない。

　……頷く、高虎。

　よし、と佐々井も頷いた。

　そして、力強く、言う。

「いいか、……そのとき、お前の身体からだは動く」

「……身体が、動く」

「ああ、動く。そのために休み、力を回復させた。そして、いいか、──疲れた身体からは、自然覚おぼえた動作が出る。そしてお前は覚えている──練習してきているんだ、何千回も何万回も、その練習を。

　身体が、覚えている。

　……信じろ、動く。

　難しく考えなくていい、感じろ──パンチが分かった瞬間、お前の身体は動くんだ。なぜならお前は、ボクサーは、そういう練習をしてきているから。何千回も何万回も、パンチを打っている──

　──お前の身体からだが覚えている、

　パンチを止め、反はん撃げきする方法を。

　それがボクサーの、強さ、なんだ」

「ボクサーの、強さ……」

　ああ、と深く頷うなずく佐さ々さ井い。

「自分を、ボクサーとしての自分を、積み重ねてきた練習を……

　自分の強さを、信じろ。

　お前の身体は、動く。練習してきた通りに」

　呟つぶやく高たか虎とら、




「……動く……」




『セコンドアウト！』

「お前は、ボクサーだ」

　その二年を、その積み重ねを、

　ボクサーの強さを見せてやれ──

　佐々井は高虎の肩を軽く叩たたき、言った。

「ボクシングを、してこい」

　椅い子すから立ち上がり、

　……高虎は佐々井に礼をして、

　リングの中央に向かった。




　　　　◇




「計算違ちがいです」淡たん々たんと、無表情にイハナは言った。「高虎──向こうの陣じん営えいは、こちらが何を狙ねらっているか明らかに気づいている」

　コウは口元を斜めにした。

「……でもやることは変わらない──変えられない、だろ？」

「──棄き権けん、という手もあります」

「……」

「本来なら、向こうが焦あせって混乱し、しかも疲労している状態を狙ねらえるはずでした。その状態なら、あなたの勝ちは揺るがなかった。ですが、今は……明らかに向こうは冷静に、それを待っている。

　……分ぶの悪い勝負だとは思いません。恐らく勝つのはあなたでしょう。……ですが、負ければ──向こうにパンチを読まれてしまえば、まず間違いなくカウンターを受けます。そうなれば、あなたは……」

　無表情に、その言葉を口に出す。

「──死ぬでしょう」

「……」

「このような勝負は、行うべきではありません」

　……笑って、

　首を振るコウ。

　予想通りの反応だったのだろう、イハナはもうそれ以上何なにも言わなかった。そのコウの反応は、綾あやにも予想がついていた。コウは戦いをやめない──分かっている。それでも綾は、戦いをやめて欲しかった。お願い、コウ、もうやめて！　あたしなら、どうなってもいいから！　だがもちろん分かっている。コウは、綾のために戦っているわけではない。形の上でそうなっているだけで、綾を高たか虎とらに渡さないために戦っているわけではない。コウが戦っている、理由は一つ──

　だからやめる、はずがない──




『セコンドアウト！』




　目を合わせ、頷うなずき合い、

　イハナと綾はコウに、言った。

「信じています」

「……死なないで、ね」

　左右から、コウの頰ほおにキスをする。

　少しだけ、長い、キスをする。

「まかせて」

　よし、とポーズを作って、

　コウはリングの中央に出た。




　ゴングが鳴る。




　リングの中央で、コウと高たか虎とら──二人は互いの、

　拳こぶしを合わせた。




　　　　◇




　拳を合わせたまま、コウの真剣な目を見て、高虎は第三ラウンドを思い出していた。

　あのとき、ダウンする瞬間、高虎はコウの目を見た。ガードの下からのぞくコウの瞳は、その意志を語っていた。俺は絶対倒たおれず、そしてお前を倒すぞという決意の意志を。多分そのとき、高虎は気づいていたのだろう、コウが判定に逃げる気などないことを。今にらみ合っているこの瞬間が来ることを、俺は知っていた──高虎は今、そう思う。

　思い出す。

　ボクシング部の新人部員歓かん迎げい会のとき、佐さ々さ井い主将（当時は副将）は一年を集めて言った。最近は総合格かく闘とう技ぎが幅を利かせていて、ボクシングは肩かた身みの狭い思いをしている。やれ寝ね技わざがない、やれ投げ技がない、関かん節せつ技も、蹴けり技すらない──だから格闘技としては不十分、実践的でない──そんなことを囁ささやかれている、それは確かにその通り、と佐々井は頷うなずいた。そして言った。だがそれでも、俺はボクシングこそ最強の格闘技だと思っている。確かに欠点もあるが、それでも俺はボクシングこそ最強の格闘技だと思っている。なぜなら、と佐々井は続けた。なぜなら戦いというものは、摑つかむよりも投げるよりも極めるよりも先に、殴なぐる攻こう撃げきが当たるからだ。どんな攻撃よりも先に、殴る攻撃は当たる。そして戦いというものは、攻撃を最初に当てた方が勝つ！　──少なくとも理論的には、最初に当てた方が勝つ。そして、それこそがボクシングの強みなのだ。投げ技も極きめ技も摑み技も、他の全すべての技を捨て、ただひたすら先に当たる技──『殴る』技術を研けん鑚さんした、それがボクシングなのだ。ただシンプルに、殴る技術を研鑚した、それこそが、ボクシングの──

　ボクサーの、最強の武器。

　そして、中学から二年間、高虎はその武器を研鑚してきた。何千回も何万回も、何万発ものパンチを、打った。打ち、打って打ち、見て打ち、よけて打ち、止めて打ち、そらして打ち──ただただ打つ練習をしてきた。

　身体からだがそれを覚えている。

　ただひたすら無ぶ骨こつにそれを、繰り返してきたからこそ、ボクサーの身体は、相手の拳に自然に動く。

　──ボクサーの、最強の武器。

　高虎はコウの目を見、思った。この男は、恐らく小こ細ざい工くなんてしてこないだろう。高虎と同じく、一発勝負を考えているだろう。今いま合わせているこの拳、これが離れた瞬間、コウは拳を放はなってくる。フックかストレートかアッパーか──見てからでは、間に合わない。放たれるのと同時に行動を起こさなければ、間に合わない。勝負は、コウが放ってくるパンチが何か、高虎が見極められるかどうかで決まる。それを見極め、それに対応して動けるかどうかで決まる。それを見極め対応できる、それだけの練習をしてきたかどうかで決まる──まさに高たか虎とらのボクサー精せい度どで決まるのだ。

　そして俺は、『練習』してきた。

　この二年、ただひたすらそれだけを鍛きたえ、研とぎ澄まし、繰り返してきた。ボクサーとして、その最大の武器を身につけてきた。そうとも、俺の身体からだは動く──相手のパンチを見極めた瞬間、俺の身体は、動く。そして、勝つのは俺だ。お前のパンチを見極め動く、俺の身体が、俺のボクサーの武器が、俺を勝たせてくれるんだ。

　お前が何を打ってこようと、

　俺はそれを見極め、勝つ！

　さぁ、来い、堂どう島じまコウ！

　高虎は身み構がまえ、そのときを待った。







　拳こぶしを合わせ、

　高虎が佐さ々さ井いの言葉を思い出しているとき、コウもまたイハナの言葉を思い出していた。

　イハナは言った、ボクシングの最大の武器、それはシンプルさです、と。ボクシングの動作は、その練習は、シンプルである。武術のように、あるいは他の格かく闘とう技ぎのように複雑でない、シンプルの組み合わせ、それがボクシングであり、そこにボクサーの強さがある──そうイハナは言った。シンプルな動作はシンプルさゆえに身体が覚えるのが早い。そして身体が覚えている動作こそ、いざというときに頼れる武器となる。知識だけでは意味がない。身体がそれを覚えていて、いざというとき、身体がそれを思い出し自然に動いてくれる──そこまでいって初めて武器と呼べるのであり、そしてそれこそが、ボクサーの最大の武器。

「コウ、あなたにもそれを身につけてもらいます」とイハナは言った。「高虎をＫＯで倒すには、科学理論──ボクシング技術で裏うら打うちされた『ボクシング・パンチ』を身につけなければなりません」四週間前、イハナは言った。「それ以外のパンチでは、高虎には効かないでしょう」

「ボクシング・パンチ……」

「そう、ボクシング・パンチ──コウ、あなたにはそれを一つだけ、身につけていただきます」

「一つだけ？　いろいろあるのに一つだけ？」

「そうです。時間は四週間しかなく、そしてボクサーを甘く見てはいけません。たった四週間で身につけたパンチなど、ボクサーにはまず通用しない」

「……」

「だからこそ、たった一つのこのパンチを、それこそ死しに物もの狂ぐるいで身につけてください。それこそ無意識でも放はなてるような、本物の武器として身につけてください。他の選せん択たく肢しなど切り捨ててください。あなたには四週間後、ただボクシング・パンチ一種と、あとは防ぼう御ぎよ技術のみでリングに上がってもらいます」

　そしてコウはこの四週間、電でん撃げきと付き合いながら、ただひたすらそのパンチだけど練習してきたのだった。科学的なトレーニングと原始的な訓くん練れんを、ただひたすらそのパンチを打つためだけに費やしてきた。今この瞬間そのパンチを打つためだけに、四週間、地じ獄ごくの日々を耐えてきたのだ。

　それが今、ようやく終わる──

　これから放つパンチが何か、高たか虎とらが見極めることができたなら、高虎の勝ち──俺は死ぬだろう、コウは静かに思った。そして高虎が見極められなかったら、コウの勝ち──コウは見事、真ま嶋じま綾あやを守り抜きしかも高虎の夢を潰つぶせる。この二年、高虎が目指してきたものを、取り上げることになる。ただ俺に、俺という名の災さい厄やくに関かかわったというだけで、高虎自身は何も悪いことはしていないのに。ひどい話だとは思うが、それでも、高虎にボクサーを続けさせるわけにはいかない。悪あく魔まに身体からだを変えられた高虎がボクサーを続ける、ということは、高虎を殺人者にするということだから。傲ごう慢まんかもしれないけれど、放っておけばいいのかもしれないけれど──コウは、日ひ奈なを好きだというこの男を殺人者にはしたくなかった。

　だから──

　この四週間の、先にあるもの。

　──地獄とは、そういう意味だ。

　コウは改めて高虎の目を見つめた。返ってくる強い視線に、ふ、と笑う。いいさ、俺という名の災厄から、自分の身を守って見せろ。守れるものなら、守って見せろ。俺は全ぜん然ぜん気にしない。負ければ終わり、勝てば──

　さらにこの道を行く。

　それだけのこと。

　……コウはついに、合わせていた拳こぶしを引いて、




　その一いち撃げきを、放った。




　　　　◇




　リングの上、拳を合わせた二人から、誰も目を離さなかった。離せなかった。誰もが息を吞のみ、身じろぎもせず、二人の次の瞬間を待っていた。場の、誰もが気づいていた。次の瞬間、勝負は決する。一発で、勝負は終わる。二人とも、それだけの体力しか残っていないのだ、だから──場の誰もが理解していた。西部劇の決けつ闘とうのように（コウはまさしくそういうふうに考えていた）、二人は腰に手をやって、銃を抜くときを待っている。──次の瞬間それは抜かれ、一いち撃げきで勝負は決する──

　誰もが場の一部となって、静けさの中、嵐あらしの前の静せい寂じやくの中、次の瞬間を待つ。

　そして──




　コウが拳こぶしを引いて、

　次の瞬間、




　高たか虎とらの目は、コウの全身を観みていた。特に集中していたわけではない。言うなればぼぉっと、高虎はコウを観ていた。もうどれくらい時間が経たったのだろう──だがそれさえも気にならない、完かん璧ぺきに真っ白な思し考こうの中、高虎はコウを観ていた。その世界には音もなく、ただ真っ白で、ただ目の前に相手がいるのみ。時間が引き延ばされていた。止まっているような気さえした。だが時間は止まらない。高虎の視し界かいは、コウの身体からだを捉とらえていた。コウの拳がスローモーションのようにゆっくりと離れていくのを、ただ、観ていた。のんびり離れていく拳の、一秒後が、先に見える。まず先にそれが見え、次に拳がそれに重なる。まず見え、次に重なる。まず見え、次に重なるその間かん隔かくが、段々と早くなっていく──

（真っ向ストレートは、ない）

　高虎は、感じた。もうすぐそれが来るのを。

（横フツクか下アツパーか、どちらかが──）

　コウの拳の、まず発はつ射しや位置が見える。そして次に、それに重なる──

（肘ひじが下に──）

（──アッパーだ！）

　次の瞬間、

　高虎の左手が上がり、手のひらを前へと向けて防御ブロツキングの体勢に入った。そして高虎の右手もまた、動き出していた。相手のアッパーを止めて反はん撃げきを打つ、今まで何回も、何百回も、何千回何万回と練習してきたその動作は、考えずとも自然に出た。左腕に防ぼう御ぎよをまかし、右の拳が動き出す。その拳がこれから描く軌き跡せきの名前は右フック。ストレートじゃなく右フック──ボクシングでもっともＫＯ率の高いパンチであり、だからこそ高虎のお気に入りでもある──言わば必ひつ殺さつ技わざの、パンチ。何度もサンドバッグを叩たたいたように、何度もストライキングミットに打ちこんだように、拳は自然に発射された。

　コウに向かって──







　拳こぶしを離し──コウは体重移い動どう、右足に全体重を乗せ、──次の瞬間、

　右の拳を発射した。

　信じられないことに、右の拳を発射した瞬間コウは気き絶ぜつした。張り詰めていたものが、その瞬間切きれたのだ。それは一瞬のことで、すぐに意識は戻ったが、見けん当とう識しきが喪そう失しつし自分が何をしているのかが分からなくなっていた。アドレナリンの過剰分ぶん泌ぴにより奇き妙みように遅く感じられる時間の中、コウは訳も分からずに、目の前の相手を見ていた。ええと、こいつ誰だっけ？　そうだこいつは確か、俺にお前は冬ふゆ月つき日ひ奈なを守れなかったんだと言った男だ。コウは、そのコウに冬月日奈を助けることができたんじゃないのかと尋たずねた男を見た。そうだ俺はこの冬月日奈を殺したのはお前だ男を倒さなければならなくて、それで今、パンチを打とうとしているんだった。コウはパンチを思い出した──忘れるわけがない。この四週間、コウはずっとそのパンチばかり練習してきたのだから。このコウにお前のせいで冬月日奈は死んだんだと言った男に打ちこむために。……そう、思い出した。当てるときに、力をこめるんだった。感じとしては落としこむ、落としこみはめる感じ──そうすれば、より効果的なのだという。

　このスマッシュというパンチは。

　イハナは言った。あなたの武器となるのは、スマッシュというパンチです。高たか虎とらを倒すには、このパンチが効果的です。なぜならこのパンチは、ドノバン・剃刀レーザー・ラドックというボクサーが得意としたこの変へん則そく的なショートアッパーは、フックとアッパーの中間から飛び出す出所の難しいパンチだから。フックとアッパーの中間から出るこのパンチは相手の不ふ意いをつきやすく、しかも高虎は、このスマッシュというパンチをくらったことがない。極度の疲ひ労ろう状態で、スマッシュを見極めることはまず不可能、必ず当たる──

　しかもこのパンチは、サウスポースタイルで、利きき腕で打てる。

　イハナは言った、スマッシュは、高虎攻こう略りやくに最適なサウスポースタイルで、しかも利き腕、利き足を使って打てる、まさにコウが高虎を倒すために存在しているかのようなパンチなのです、と。だからコウはこの四週間、スマッシュだけを練習した。コウにお前は日奈を守れなかったと、すぐそばにいたのにお前は日奈を守れなかったと言った男を倒すために。コウはこの四週間、ただひたすら、スマッシュを打つ練習をした。

　そして、やっと、そのときが──

　そうさ、とコウはお前が日奈を死ぬような目に遭あわせたと叫んだ男を見た。そう、お前の言う通り、俺が日奈を巻き込み死なせたのさ。全すべてお前の言う通り、だから俺は言い返せなかった。認めるよ、とコウは笑った。だが、認めるのと負けてやるのとでは話が違う。そうとも俺は負けてられない──一いつ滴てきでも泣いたかって？　いいや、俺は泣かない、泣かないで、日奈を忘れない。そしていつか、必ず──

　──冬ふゆ月つき日ひ奈なを、生き返らせる。

　……たとえ何を犠ぎ牲せいにしても。

　だから、とコウはコウに向かってお前さえいなければと呟つぶやいた男に言った。そう、俺さえいなければ、日奈は死なずにすんだ。だが俺はいて、俺という名の災さい厄やくに巻き込まれて日奈は死んだ。だから、俺はこの先にいく。たとえ何を犠牲にしてでも、たとえこの一いち撃げきでお前の夢を奪い、殺してしまったとしても、俺は進む。

　日奈を、生き返らせるために──

　だから、邪じや魔まを、するんじゃない。

　コウは敵を──コウに冬月日奈はバカだと言った男を見た。

　そして。

（──二度とは、言わせない──）

　いい感じで力のこもった、

　スマッシュが、

　炸さく裂れつした。
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　勝負は、一瞬でついた。

　高たか虎とらが、『飛アびツ出パすー！』と思った瞬間よりも一瞬早はやく打ち出されたコウの拳スマツシユは、見事に高虎のこめかみを打ち抜いた。それは一瞬で高虎の意識を断った。そのすぐあとに、高虎の拳こぶしも打ち出されコウの左頰ほおをかすり下した顎あごの骨を砕くだいたが、考えられない怪かい力りきが働いたとしか思えないあまりに凄すさまじい破は壊かいはきれいにコウの下顎を打ち砕いただけで、あまりにきれいに打ち砕いたためその衝しよう撃げきが脳を揺らしてコウの意識を断つことはなかった。

　一いつ拍ぱく後、

　高虎は、すとんと縦たてに、崩くずれ落ちた。

　コウは、倒れず、ニュートラルコーナーに退さがった。

　レフリーは高虎の失しつ神しんを確認したが、それでも律りち儀ぎに十カウントを数えた。誰も、高虎が立てないだろうと思っていたが、それでも十カウントが終わるのを待っていた。カウントだけが聞こえる静せい寂じやくの中、佐さ々さ井いはニュートラルコーナーのコウ、セコンド、そして高虎を見ていた。

　……まさか、

　フックでもアッパーでもストレートでもなく、──『スマッシュ』とは……

　まさに素人しろうとだな、と佐々井は微笑ほほえんだ。ただスマッシュだけを練習し挑いどんでくるなんて、素人でなければできない発想──まさにこの戦いは、素人ＶＳボクサーだったのだ。

　だが、

　向こうはこちらを知っていた。

　そして、知る、という行こう為いは敬けい意いを払うということでもある。向こうはボクサーについて知り、その武器の威い力りよくに敬意を払っていた。だからこそのスマッシュなのだ。他の武器では勝てない、ということが分かっているからこその──敬意を払うからこその──選択。

　向こうは、ボクサーを知り、──高たか虎とらを知り、

　──敬意を払っていた。

　だがこちらは、素人しろうとを、コウを知らなかった。敬意どころか、知ろうとさえしなかった。

　あなどっていた──

　敵を知り己おのれを知る──兵ひよう法ほうの、基本。

（……最初から、負けていたんだな……）

（俺たちは、まず知るべきだったんだ、堂どう島じまコウがどういう人間か。……少なくとも、高虎が思っていたような、ボクサーをバカにしたようなやつじゃ、なかった……）

　カウントが終わり、レフリーがコウの勝利を宣言した瞬間、体育館は拍手の、スタンディングオベーションの大だい洪こう水ずいに見み舞まわれた。負けたのは悔くやしかったけど（ていうか正直、悔しすぎてたまらないが）、佐さ々さ井いも素直に拍手した。コウに向けて、ではない。試合──決けつ闘とうそのものに向けて、だ、そう自分に言い聞かせ、拍手し、佐々井らボクシング部員は高虎を介かい抱ほうするために急いでリングの中に入っていった。







　勝利を告げられた瞬間、コウの意識は遠くなった。緊きん張ちようしきった意識が、ああ、切れる──万ばん来らいの拍手喝かつ采さいの中、ぼんやりと、思う。混乱した意識の中で考えるのは、勝利について──勝利ってなんだ？　勝利というのは、単純だが根は優しそうな後こう輩はいを叩たたきのめして大の字にすることか？　何もしていない後輩の、大事な夢を奪うばうことか？　ただ利用されただけのボクサーからボクシングとプライドを奪うことを勝利と呼ぶなら、信じて欲しい、コウは勝利など欲しくなかった。

　混こん濁だくした意識の中で、考える。

　俺はこれからも、こういう道を歩いていく──

（構かまわない）

（日ひ奈なを生き返らせられるなら）

（俺は何だってする。怪物にだって、災さい厄やくにだってなってやる……）

　半分消きえた意識の中──無意識に、コウはその顔を探した。見知った顔、見知らぬ顔、コウのもとに駆け寄ってくる顔、顔、顔の中──




　……懐かしい、顔。




　コウは微笑ほほえみ、その言葉をかたちづくった。




　……ひ、な……




（待ってて、必ず生き返らせるから……）




　次の瞬間、コウは気き絶ぜつし崩くずれ落ちた。

　それは一瞬のことだった。また、コウの顎あごは砕くだけていたために言葉どころか唇くちびるさえ動いていなかった。だが、彼女には分かった。コウが何を言ったか──

　──コウが何を見ていたか──




　コウの微笑みは、

　彼女の心を粉ふん砕さいした。







　こうして、堂どう島じまコウと高たか虎とら穂ほ浪なみの決けつ闘とうは、終わった。決着は、




　堂どう島じまコウの、勝利だった。




　　　５　　試合後──




「君は運命を、信じるか？」

　高たか虎とらがその言葉を聞いたのは、帰宅した直後のことだった。

　病院で、精せい密みつ検査を受けたのちの帰宅だった。ちなみにどこにも異常はない。疲れているだけで、身体からだ自体はぴんぴんしている──逆に勝者の堂島コウの方が、顎あごは砕けるわ肋ろつ骨こつは折れるわ右腕にひびは入るわの重傷だった。これではどちらが負けたか分からない。

　いや負けたのは俺だけど。

　だが負けるって、なんなんだ？

　奇き妙みようなことに、高虎は自分で自分の状態がよく分からなかった。どうも俺は負けたらしい──が、それにしては悔しくない。正直、よく分からない。負けた以上、真ま嶋じま先せん輩ぱいは諦あきらめなければならないだろうし、

　──ボクシングもやめることになるが、

　それに対してなんの感かん慨がいも湧わかない──状況がよく分からない、分かっていない──それが今の高虎の状態だったのである。

　家に帰り、

（……なんだ？　穂ほ垂たるはまだか？）

　真っ直ぐ部屋に向かう。でもいったい何しよう、寝るか？　まだ八時なのに？　疲れてはいるが、なんか眠れそうにも──八時なのに、穂垂はまだ帰っていないのか？　あれ？　でも鍵かぎは開いて──

　とりとめもなく混乱しつつ、

　部屋に入り、

　電気をつける。

（わ？　わ？）

　部屋中に緊急エマージエンシーを告げるかのような真っ赤な光が満ちる中、高虎は長身の男が自分のベッドに腰掛けているのに気がついた。なんだこいつ！　と身み構がまえた瞬間、男は何かを高虎に向けた。それが拳けん銃じゆうだと気づいた瞬間、高虎は額ひたいに銃じゆう弾だん──正確には《Ⅴフアイブウエスト》第一の弾だん丸がんを打ち込まれ、あっという間に催さい眠みん状態に入る。

　そして、

　高虎が催眠状態に入ったのを確認し、日ひ炉ろ理り坂ざか高校のカウンセラー安県あがた正まさ人ひと──コウたちには『夕日を連れた男』として知られている──は、先の言葉を言ったのだった。

「君は運命を、信じるか？」

「……え？」きょとん、と聞き返す高たか虎とら。

「運命を信じるか、と聞いたんだ。僕は──私は信じている。というより、信じざるを得ない。……《知恵の実》、なんてものに関かかわっているとね」

「……あ、あんた……」

「……すまないな」『夕日を連れた男』は、高虎に向かって頭を下げた。「私が余よ計けいなことをしたばっかりに、君はコウに勝てなかった。少なくとも最後のあのとき、君の力が普通だったら、コウの顎あごを粉ふん砕さいしたりはせずに──引っ掛けて、コウの脳に衝しよう撃げきを伝えていただろう。ダブルノックアウトに持ち込めていただろうに」

「……な、なんの話だよ、あんた、いったい……」

「私は責任を感じているんだ」

『夕日を連れた男』は、微笑ほほえみ、言った。

「……だからせめて、君に西への資格を上げようかと思ってね」

　かちり、と撃げき鉄てつの上がる音。

　何かが、致ち命めい的な何かが起こる予感に、高虎は、ああ、と、引きつった声を上げ、後ろに退さがった。

　切れ切れに、言葉を発する。

「よ……よせ、お、れ、は……」

　あくまでも穏おだやかな、優しい、優しく安心を誘う声──

「大丈夫。《Ⅴフアイブウエスト》第三の弾だん丸がんは、君のその、『枷かせ』を破は壊かいするだけだから」

「い……や、だ……」

　泣くような高虎の声に、

　なぜ？　と穏やかな声が、赤い空気に満ちていく。

「なぜだ？　なぜ嫌がる？

　約束を守りたい、正せい々せい堂どう々どうとしていたい、

　……ボクサーでいたい、

　……人間でいたい？

　そうした君のモラルが、くだらない倫りん理り観かんが、《グレイテストオリオン》でせっかく得た力を封ふう印いんし、君を敗北させた。……それを、君を敗北させ夢を奪うばい女を奪い君という存在を押しこめているその枷を、壊こわしてやろうと言うのに」

「いや……いやだ……やめろ！」

　視線が右に、左に泳ぐ。

『夕日を連れた男』は、肩をすくめた。

「やれやれ……そりゃあ、私だって、できれば使いたくない。私は《知恵の実》が嫌いだ……特に、私が生み出したこの《Ⅴフアイブウエスト》は、ね。

　できれば君には自身の力で、《グレイテストオリオン》と契約して欲しかった。

　だがもう、時間がない。君の枷かせは、私の《Ⅴフアイブウエスト》で打ち砕くだく。第一の弾だん丸がんが君に正直な気持ちを吐と露ろさせるように、第二の弾丸が夢を持たない人間に夢の代わりとなる『傷きず』を──私は『虚きよ夢む』と呼んでいるがね──与えるように、第三の弾丸は君の『枷』を破壊する。君はもはやただ夢を叶かなえるための存在になり──

　──《知恵の実》と契約する資格を得るだろう」

「──いやだ！」

　叫ぶなり、高たか虎とらは走り出し──走り出そうとした。だが、身体からだが動かない。夕日のように圧倒的な、赤い空気に包まれて、高虎は恐きよう怖ふに──変化の恐怖に打ち震えた。

　必死に声を絞しぼり出す。

「よせ、やめろ……やめてくれ！」

「いいぞ」『夕日を連れた男』の口元が、歪ゆがむ。「恐怖だ……その、恐怖こそが、破るべき『枷』を浮き上がらせる」

　今や高虎の胸むな元もとにくっきりと浮かんだ錠前ターゲツトに、狐きつね目めをさらに細めて暗い銃じゆう口こうを合わせ、『夕日を連れた男』は言った。

「……

　あのとき、……小鳥遊たかなしは君になんて言ったっけ？　……そうそう、こう言ったんだった。

　……力が全すべて──そういう思し考こうで行くというなら、

　……よもや卑ひ怯きようとは言うまいな？」

（……あ、ああ……）

　絶望的な、もはや致ち命めい的な無む力りよくを感じる中で、

《第三の弾丸》は、発射された。







　用事をすませ、高虎の家から出ると、安県あがたははぁ、とため息をついた。もう一つの用事、こちらの方が大変だった。これから始まる見物のことは、相あい棒ぼうにも教えてやらなければなるまい。だが、彼女のお気に入りを標ひよう的てきにしたことを知ったら、彼女は──

　怒るだろうなぁ。

　言い訳は、考えてある。たとえばこれは運命だった、とか、安県がしなくてもいずれそうなっていただろう、とか……あと、百五十万円もした有名ブランドのバッグとか。

　──そうそう、

　これも、はっきり言っておかないとな。

　彼女が今夜死しぬとしても、殺すのは、結局のところ安県ではない。

　殺すのは、堂どう島じまコウだ。

　悪あく魔まのミカタが、殺すのだ、自分の夢のために──

　──もっともコウに、その度ど胸きようがあれば、だが。コウが無理だった場合、彼女を殺すのは『自分自身』ということになるだろう。

　安県あがたははぁ、とため息をつき、相あい方かたのもとへと歩き始めた。急がなければ、

　ショウはすぐにも始まるだろう──




　　　　◇




　高たか虎とらの『枷かせ』が砕くだけたちょうどその頃、綾あやも舞まい原ばる家の自分に（いや違う、冬ふゆ月つき日ひ奈なに、だ）用意された部屋にいて、目に入るもの全すべてを粉こな々ごなに打ち砕いていた。めったやたらに破は壊かいしていた。そうでもしないと、気がすまなかったからだ。気が狂いそうだったからだ。

　分かってる。

　コウは、冬月日奈のために戦っていたのだ。あんな重傷を負ってまで、冬月日奈のために戦い、耐え抜いてきたのだ。分かっている、意識が朦もう朧ろうとしたあの状態で、綾を日奈と間違えても仕方ない。だって似ているんだから、似ているものはしょうがないから──

　だって、

　コウが本当に好きなのは──

　ベッドを軽々と持ち上げて、壁に向かって叩たたきつける。ＶＩＰ用のその部屋は、中の騒そう音おんを外に洩もらすことはなかった。考えられる限りの破は壊かいを繰り広げながら、綾は心の中で叫び続ける。分かっている、分かっている、分かっている分かっている分かっている──

　あの笑顔が、綾に向けられることはない。

　そして──

「……綾ちゃん」

　いつの間にか傍かたわらに立っていた『高たか久く直なお子こ』に、死んでいるはずの存在に驚くことなく、綾は言った。

「あたし、言った？」

「……綾ちゃん」

「ねぇ、先生、あたし言った？　助けてって。一言でも言った？　あたしのこと助けてって、言った？　言ったの？　ねぇ！

　──言ってない！　あたしは一言も言ってない！」

「……綾ちゃん、聞いて」

「聞いて？　何をよ！　あたしは言ってない！　そりゃ、山やま崎ざきに脅きよう迫はくされていることは話した、話したわ……でも、助けてなんて言ってない！　あんたは勝手に話を聞いて、勝手に助けようとしたのよ！　あたしは頼んでいないのに！」

　綾あやちゃん、と口を開こうとした高たか久くに椅い子すを投げつける。椅子は高久をすり抜け、壁にぶつかり砕くだけて散った。

「そう、あたしは頼んでない！　あたしは助けてなんて、一言も言っていない！　一言も言っていないんだぁ！」

　分かっている。……そう、

　分かっている。




　本当に死ぬべきだったのは誰か、みんな、みんな言わないだけで、分かっている。コウも、小鳥遊たかなしも、イハナだって本当は……みんな、みんな思っている。きっと──




　あたしの方が死ぬべきだった。

　日ひ奈なさんじゃなく、あたしが。




「あたしは、助けてなんて言ってない！」綾は叫んだ。

（頭も良くない、権けん力りよくだって、行動力も）

「一言も、言ってない！」

（何の役にも、立てない──誰も助けられなくて）

「あんたが、勝手に、勝手に助けたんだ！　あたしは頼んでいないのに、あたしを勝手に助けて──」

（あたしが死んでいれば、きっと──）

「──勝手に助けて死んだんだ！」

（誰も苦しまずに。すんだ。コウも悪あく魔まのミカタにならずに、高久も悪魔の力に取り込まれずに──あたしさえ、あたしさえずっと、我慢していれば、きっと！）




　ちゃりん、と手錠の鎖くさりが鳴った。




　腕うで輪わのはずのそれが、なぜか綾には手錠に見えた。そしてそこから、鎖が長く伸びている。鎖の伸びる先には──

　そこだけ破は壊かいを免まぬがれた、白いカーテン。

　いつもなら窓があるはずのそこに、いまや何が存在しているか、綾は分かる。分かっている。それを見てしまったら、今の綾は取り込まれてしまうだろう──それさえも理解していたが、怒りが、憎ぞう悪おが、それらとごちゃ混ぜになりつつも明確に存在を主張している羨せん望ぼうという名の感情が、恐きよう怖ふを凌りよう駕がし噴ふき上げていた。だから綾はためらわず、

「──綾ちゃん！」

　高久の制せい止しの声も聞かずに、カーテンを開けた。

　窓に映る──そこにいたその存在を見て、

　本当だ、と思う。確かにあたしにそっくりだ。

　綾あやは言った。

「あんたはあたしを勝手に助けて、勝手に死んだのよ。あたしは頼んでいないのに、いいこぶって、余よ計けいなことをして……そうよ」

　あたしは助けて欲しくなかった。

　それを、勝手に──

　綾は微笑ほほえみを浮かべ、窓の向こう、困ったように笑ったような表情を浮かべる少女を見た。……顔は、よく分からない。仕方ない。綾は彼女の顔をよく覚えていないのだ、ただ眉まゆが太いということだけしか知らないのだから。

　でも、写真はすぐに、手に入る。

　イハナの部屋に、それはある。

　そして今、イハナはいない──

　綾は微笑みを浮かべて、言った。

「待ってて、すぐに、……借りを……」

（そうだ、借りを返すんだ……こんな無む力りよくなあたしにも、コウのためにできることがある。それこそ簡単に、あっという間に、五つを数える間にできるようなことが……ある）

「……返すから」

　微笑みを浮かべたまま、左腕、銀色に輝く手て錠じようを──腕うで輪わを見る。そして言う。

「あなたに名前を、新しい名前をあげるから、ね……あたしの」

《グレイテストオリオン》。

　今、新しい名前をあげる……




　月光のスポットライトに照らされて、

　運命の時が訪れた。
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　その連絡が来たとき、イハナは病院にいた（そこは三み浦うら秀ひで樹きが息を引き取った病院だったが、すでに家族友人も帰ったあとで、三浦がいた痕こん跡せきは残っていなかった）。イハナはコウの病室（当とう然ぜん個室）でコウの寝顔（半分は包ほう帯たいに隠かくれているけれど）を眺ながめつつ、リンゴを剝むこうか剝くまいか迷っていた。実はイハナは、リンゴを剝いたことがなかった。いや、それを言うなら料理そのものをしたことがない。ボクサーのセコンドはできても料理洗せん濯たく掃除に裁さい縫ほう、家事と名のつくことは一切できない──花を活いけたり茶を立てたりはできるが、それは果たして家事と言えるだろうか？

　舞まい原ばる家の姫ひめとして絶大な権けん力りよくを持ってはいるが、それがなければ何もできない──

　と、言うわけで、イハナは、この際さいリンゴでも剝いてみようかな、と思っていたのである。何事もまず些さ細さいなことから──もっとも、剝いたところでコウには食べられないのだけれど。顎あごにワイヤーやらプレートやら入ったコウは、これからしばらくは流動食しよくで生きていくことになる。それは確かに痛々しい話のはずなのだが、なぜかイハナはそこはかとなく、幸せを嚙かみしめていた。ずっと、こうしていられたらいいなぁ、コウがずっとこうならいいのになぁ、とか思ってしまい、（……私は時々、はしたない……）と自じ戒かいしたりしていた。

　そんなとき、その連絡は来たのである。

　連絡は、悪あく魔まの口から伝えられた。

「イハナさん！」ノックもなしにドアを開け、病室に駆け込んでくるなりアトリは言った。「マジマさんが、《グレイテストオリオン》を使っています！」

　……無表情に、アトリを見る。

「……そうですか」

「あれ？　驚きませんね」

　この四週間、ほとんど毎日のように変化していたのだ、今さら驚くはずもない。

　コウを見る。こちらの事件は片付いた。そろそろ真ま嶋じまの方もどうにかしたいところだが、今のところ四週間前からなんの進展もない。

　やはり手がかりは、

　綾あやの覚えていない夢にあるのだろうか……

　もともと素質があったのだろう、この四週間で、綾はかなりの確かく率りつで夢を制せい御ぎよできるようになった。にも関かかわらず、どうしても夢の後半部分を覚えていない──いられない。これは明らかに異常だが、夢というものは現代科学でもいまだ解明されていないところが多い。異常なのは分かっても、そこから先が進めない。一応寝ねるときに脳波サンプルを取るようにしているが……

　イハナはアトリに尋たずねた。

「それで？　今度はどんな変化を？」

「分かりません」あっけらかんと、「現在行方ゆくえ不明だそうです。マジマさんのお部屋、大変にぐちゃぐちゃになっていたそうですよ！」

　沈ちん黙もくのあと、

　イハナはアトリの頭をぺち（「あいた？」）ぺち（「イハナさん？」）叩たたき、携帯を取り出した。病院だが、緊きん急きゆう事態──構かまわず電話をかける。

　まず舞まい原ばる邸にかけ、状況を確かめたのち、

　次に、

「小鳥遊たかなし？　私です。……そこは？　そうですか、では……」息を吞のみ、

　イハナはその言葉を、口にした。

「真ま嶋じま綾あやが、自分の望みを見つけたかもしれません」

　本当ですか？　おめでとうございます！　と喜ぶアトリの顔をさらにぺちぺちと叩き、携帯に告げる。

「……ええ、そうです。恐らく学校に……はい、私もアトリと、すぐに」

　──四週間、

　あまりにも何事もなくて、油ゆ断だんしていた……

（でもどうして、今日……）

　唇くちびるを嚙かむ。

　……携帯を切り、

　無表情に、アトリを見る。

「……まだ、《契けい約やく完了魔ま力りよく》は発せられていないのですね？」

「はい」

「では、一緒に来てください。急いで……」

　言いながら出て行きかけるイハナの腕を、

　摑つかむ腕。

「……コウ」

『先せん輩ぱいに、何があった？』

　ベッドの上に身体からだを起こし、イハナの腕を摑んだまま、ホワイトボードに左手で書いた稚ち拙せつな文字で尋ねてくるコウ。

「……」黙るイハナをにらんでくる目。

　逡しゆん巡じゆんののち、

「アトリ、先に行っていてください」ひとまずアトリを先に行かせて、

　イハナは話し始めた。

「真ま嶋じま綾あやは、今、《グレイテストオリオン》を使って望みを叶かなえようとしているのかもしれません」

　望み？　望みって？　なんでいきなり……と、目で促うながしてくるコウに、言う。

「……《グレイテストオリオン》は、持ち主をイメージ通りの身体からだに変化させる知恵の実です。……ただ、この『イメージ通り』というのは……」

　──？

　怪け訝げんな表情のコウに、無表情に続けるイハナ。

「……この『イメージ通り』というのは、……たとえば怪かい力りきになりたいと思ったら、そう願うだけでいい──どれぐらいの筋きん肉にく量りよう、どれぐらいの骨、肩、腰とのつながり等、怪力になるためのメカニズムを知っている必要はないのです。ただ怪力になりたいと願うだけで、怪力になれる。

　かつて、綾は男に変化したことがありました。そのとき、綾は──綾自身は男性というものについて、常識程てい度どのことしか知りませんでした。それは確かめてあります。……ですが綾の身体は、性器、遺い伝でん子しはもちろん、骨こつ盤ばんから脳のう梁りようまで、綾の知識にない部分まで完かん璧ぺきに男性のものに変化していました。特に、脳が──

　つまり、《グレイテストオリオン》は、怪力、あるいは男、というような具体的な指し標ひようさえあれば、それについての正しい知識がなくとも所有者をそれに変化させられるのです。詳くわしい知識がなくとも、自分になんの関連がなくてもいい……それは、つまり……変化後が、自分じゃなくてもいい、と……」

　言いよどみ、コウの目を見るイハナ。

　イハナの、変わらぬ無表情の──その奥にある絶望的な感情に、コウの目が、見開かれる。驚きに開かれたコウの目には、しかし確かな理解の色があった。堂どう島じまコウが、この男が、考えないはずがない、心の奥おく底そこで、多分コウも考えていたのだ。だが無意識にそれを、心の底に沈めていたのだろう──

　──そのあまりの恐ろしさに。

　……イハナは頷うなずいた。

　そして、言った。

「そう、《グレイテストオリオン》は、他人に変化することも可能なのです」そのまま一気に言葉を紡つむぐ。「そして綾は、今日、それに気づいたのかもしれません。……ならば綾は、きっと《グレイテストオリオン》を使うでしょう。魂たましいと引き換えにしてでも、真嶋綾は、変化しようとするでしょう。……いえ、

　生き返らせようとするでしょう。

　自分の身体を使って、

　冬ふゆ月つき日ひ奈なという人間を……」

　そう、真ま嶋じま綾あやならそれをやる──

　たとえ魂たましいを失うことになったとしても。

　イハナはコウを見た。

　無表情──しかし屹きつ然ぜんと、コウを見、言う。

「アトリに確認しました。もし綾がその願いを叶かなえたら、綾の肉体は完全に生せい前ぜんの冬ふゆ月つき日ひ奈なに変化する──冬月日奈は生き返る。そして、それはもう冬月日奈の身体からだであり、したがってその『可能性魂』は奪うばえない──真嶋綾の、綾としての可能性以い外がいは。つまり」

　真嶋綾を犠ぎ牲せいにすることによって、

　冬月日奈は、生き返る──

「そのときが、来たのです」

　冷れい淡たんな声が、病室に響ひびく。

「あなたの望みが叶う、ときが……」

　コウは、黙ったままだった。

　何も言えなかった。たとえ顎あごを固定されていなくても、何も言えなかったろう、それは、完全なる不ふ意い打うちだったから。

　……いや、違う。

　いつも言っていたはずだ、たとえ何を犠牲にしたって、日奈を生き返らせると──

「そのときが、来たのです」イハナは無表情に、その言葉を繰り返した。「あなたの望みが叶うときが……」

　冬月日奈が、生き返る……

　運命の、時だった。




　　　　◇




「それでは」イハナは言った。「私は行きます……放はなしてください」

　イハナを摑つかんでいた手を放し、自分もベッドから出ようとするコウを、押しとどめる。にらんでくる瞳を怯ひるまずに受け止めて、イハナは言った。

「……あなたは、どうするつもりなのですか？」

　コウの目が、怯おびえたように歪ゆがむ。

　なおも、イハナ、

「止める気ですか？　それとも励はげまし、そそのかしますか？　背中を押してやりますか？」

「……」

「……少なくともそれを決めるまで、あなたは動くべきではない。どちらかに決め、

　──中ちゆう途と半はん端ぱはやめてください」

　……少なくとも、私が準備を整えるまでは……そう、イハナは心しん中ちゆう呟つぶやいた。たとえどちらを選んでも、コウに動いて欲しくない──それがイハナの本ほん音ねだった。冬ふゆ月つき日ひ奈なを生き返らせる、それは構かまわない。だが、綾あやを犠ぎ牲せいにして、というのは話が別だ。コウがどちらを選ぼうと、綾を殺させるつもりはない。だが、コウを敵には回したくない。だいたい、そのどちらを選んでも、コウは傷つくだろうし、だから──

　全すべてが終わるまで、コウが動かずにいてくれれば──

　コウをベッドに押し戻し、イハナは携帯を手に取りつつ部屋を出ようとした。部屋を出たらすぐに『スタッフ』を呼び、コウをここに閉じ込めよう。それが一番いい。恨うらまれるかもしれないが……

　バタン、とドアが開き、

　どん、と突き飛ばされる。




「……動くな」




　突然現あらわれた、予想だにしなかった人ひと影かげに、イハナは思わず声を上げた。

「……葉は切ぎり、洋よう平へい？」──いったい、何、を？

　イハナを部屋に押し戻し、洋平はイハナ以上に無表情に、イハナから携帯を取り上げた。ボタンを押し、通話する。

「……ええと、みん、とか言ったな。俺は葉切洋平。……ああ、お嬢じよう様の携帯だよ」

　イハナをチラッと見て、告げる。

「お嬢様を、預かっている。すぐさま警備を解とき、学校から離れろ。さもないと……」

　携帯を切る。

　一いつ瞬しゆん無表情を崩くずしたイハナを無表情に見つめつつ、洋平は告げた。

「悪いが……二人とも、しばらくここにいてください。

　……先せん輩ぱいの、準備が終わるまで……」

　その目が、コウを見る。

　──にらんでいる。

「バカ……な、葉切……」驚きよう嘆たんを隠かくせないイハナに、

「俺は本気だ」洋平は言った。「電話が来た……先輩にそう、頼まれたんだ」

　うそ、とイハナは心中思おもった。

（綾あや……なんて準備のいい、でもあなたらしくない、むごいことを。……正気ではないのですか？）

「……葉切、あなたは自分がなんの手伝いをしているのか、分かっていないのです。……真ま嶋じま綾は、死ぬつもりなのですよ？」

　鈍い目が、一瞬イハナを見る。

　しかしすぐに視線を戻し、コウをにらんで、洋よう平へいはオウムのように繰り返した。

「先せん輩ぱいに、頼まれたんだ」

「……葉は切ぎり……」

「俺は……バカだから、せめて、頼まれたことはやり遂とげる。……どうしても行きたいのなら……」

　あくまでもコウをにらみつつ、洋平は、その言葉を口に出した。

「俺を倒して、いくんだな」




　　　　◇




　イハナから、綾あやが消えた、という電話を受けたとき、小鳥遊たかなしは高たか虎とらの家を訪れていた。用件は、高虎の見み舞まいと──舞まい原ばる家の私し設せつ部隊『スタッフ』への勧かん誘ゆう。そのために高虎家を訪れた小鳥遊は、そこで思いがけない人物を見つけた。

「……教頭？」

「……ああ、小鳥遊恕じよ宇う」

　日ひ炉ろ理り坂ざか高校の教頭、桐きり子こ武たけ光みつはいかにもいやなやつに会った、といった感じにため息をつき、小鳥遊をにらみ、言った。

「こんな夜に、なんの用だ？」

「……それはこちらの台詞せりふだ。教頭こそ、どうして高虎の家に？」

「退部届を返しに来た」ふん、と鼻を鳴らす教頭。「せっかく『私の』学校の評価を上げてくれそうなのに、退部なんて信じられん。どんな事情があるのか、と思ってな」小鳥遊をねめつけて、「堂どう島じまコウと関係あるのか？　夕方のあの試合と」

　やれやれ、と肩をすくめ、この蛇へびにも似た眉まゆのない教頭になんと事情を説明（捏ねつ造ぞう）しようか考える。ちょうどそのとき、

　携帯に連絡が入った。

　連絡を聞き、青ざめる。

（……ついに……）

　恐れていたことだった。

　そして恐れていたにも関かかわらず、この四週間、何もできなかった。

　──たとえばこれが『夕日を連れた男』の計けい略りやくなら、何か策はあるかもしれない。だが、冬ふゆ月つき日ひ奈なになりたい、というのは、恐らく綾あやの本物の願いだろう。小鳥遊は気づいていた、綾のコンプレックスに。冬月日奈へのコンプレックス、それは──

　どうしてそれを止められる？

　どうやったら、止められる？

（……私に、止められるのか？　それを）

　助かる意志のない──戦う意志のない者を、助けることは誰にもできない。

　すぐに学校──恐らく綾あやは、そこにいる──に向かう、とイハナに告げながら、小鳥遊たかなしは思った。向かう？　そこに行って、そこで（日ひ奈なが自らの意志で命を落とした場所で）私は何をする？　それを先せん輩ぱいが望むなら、心の底から望むなら、私は、それを止められるのか？

　それでも、向かわなければ──

　小鳥遊は、何事かと表情を歪ゆがめてこちらをうかがっている教頭に一いち礼れいした。きびすを返し、学校に向かおうとして、

　バタン、とドアが開き、




　高たか虎とらの姿が現れる。




（これは……）

（この雰ふん囲い気きは……）




「ああ先輩」小鳥遊の姿を認め（教頭には目もくれず）、高虎は尋たずねた。「ちょうど良かった。真ま嶋じま先せん輩ぱいは、どこです？」

（……こいつは、まさか……）

「──それを聞いて、どうする？」

「手に入れます」

　いともあっさりと、その言葉を口にする。

「あれは俺のものだから」

「……お前は、コウに負けたのだぞ？」

「……だから？」

　高たか虎とらは微笑ほほえんだ。

「俺は最強だ。最強の王だ。だからルールは俺が決める。いいか？　俺は最強だ、俺は最強であり、真嶋綾あやは最強の俺のものになるんだ。俺をますます最強にするために」

　驚く教頭、

「……き、君はいったい何を……」

「退さがっていろ」

　前に出ようとする教頭を制し、小鳥遊たかなしはカバンからタオルを取り出した。右手に巻きつけつつ、高虎に言う。

「……あいにくだが、先輩の居い場所は教えられない」
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「構かまわない。俺は最強だ」

　高虎は、くんくんと空気の匂においを嗅かいだ。それを見て小鳥遊は、もうだめなのだな、と思った。確信した。高虎は、もはや人間ではない。人間というたがの外はずれた高虎は、もはや人間ではない。いまや高虎は、《グレイテストオリオン》が生み出したただひたすら最強を目指す怪物となって──

　くんくんくん、と鼻を鳴らし、

　しばらくして、

「見つけた」高虎は笑った。

　そしてそれは冗じよう談だんではなく、本当に見つけたのだろう──

「それじゃあ俺は」出て行こうとする高虎を、

「待て」呼び止める。

「……なんだ？」

「……先輩のもとに行く前に、私を倒してもらおうか」

「な、に？」

　驚きに丸くなる、高虎の瞳。

　その瞳が、黒から黄色に濁にごっていく。

（肉体自じ体たいが、変化していく……）

（違う、）

（たがが外れ、正体を顕あらわし始めているのだ）

　小鳥遊たかなしは笑い、言った。

「……どうした？　怖いのか？」

　小鳥遊の挑ちよう発はつに、

「……本当に、俺と戦おうって言うのか？　最強の俺に、戦いを挑いどむって言うのか？」

　高たか虎とらの口元が、歪ゆがむ。

　うそぶく小鳥遊、

「お前はコウに負けた。ならば私が負ける道どう理りはないな」

　人の姿をしたそれから、ぐるる、と獣けものの唸うなりが上がる──

　小鳥遊は、構えた。

　基本的に、神しん道とう新あら鷹たか流には構えはない──構えとは、自分の技を相手に悟さとらせてしまうから。だが獣にそれは関係ない。小鳥遊は右手を引いて半はん身みに構えた。狙ねらいは、空から手てで言う交差法──すれ違いざまの一瞬で決める。──そう、勝負は、一いち撃げきで決める。そうしなければ、最初の一撃で終わらせなければ、この怪物には勝てないだろう。一撃の次は、少なくとも小鳥遊にはないだろうから。

　構え、待つ。

　次の瞬間、

　人の姿をしたそれは人を凌りよう駕がしたスピードで小鳥遊に襲おそいかかった。それは人の目には追えないスピードだったが、小鳥遊はそもそも目で追おうとはしていなかった。高虎の視線から喉のどを狙ねらってくるだろう、とやまをはった小鳥遊は、そこに準備して待っていた。一瞬で小鳥遊の懐ふところに入り込んだ高虎は、小鳥遊の喉を嚙かみ切ろうとして、

（──！）

　目に見えない何かが、口に入り込んだことに気づく。見えなかったために気づかなかった──口が裂さけ顎あごが外はずれつつも平然とそれを嚙み潰つぶそうとした瞬間、見えないそれは高虎の舌を摑つかんだ。こうなると口の構造上、口を閉じることはできない。一瞬止まった高虎の動きを、小鳥遊は見逃さなかった。相手の口に突っ込んだ透明の右手をねじり、高虎の顔の角度を最適な位置に持ってきて、──次の瞬しゆん間かん左手がつくった手しゆ刀とうが高虎の鼻の下へと炸さく裂れつ、前ぜん頭とう骨こつを破は壊かいして高虎の脳に致ち命めい的なダメージを引き起こす。

　一いつ拍ぱく置いて、

　力が抜ける高虎の身体からだ。

（……すまない）

　心しん中ちゆう謝りつつ、小鳥遊は高虎の顎を外して突っ込まれた、透明の右手を抜き取った。過去の事件《インヴィジブルエア》によって、小鳥遊の右手は透明になっていた。普段は舞まい原ばる家特とく製せいのスキンスプレーで隠かくしている、まさに隠し手。

（こいつのお陰で、助かった……）

「……た、小鳥遊たかなし」おそるおそる、教頭。

「……教頭、無事か？」

「……そ、その手、……それに、こいつは……死んだのか？」

（……殺、人……）頭を振り、

　……さてどうするか、と頭を捻ひねる。この教頭は、話の分かるやつだが……今は時間がないし……

「教頭、……いいか、実は……」




「──小鳥遊！」




　教頭が小鳥遊を突き飛ばした瞬間、そこに巨大な顎あぎとが出現した。明らかに人間の物ではないそれは教頭の顔かお表面を食くい破り、血まみれになった教頭を小鳥遊の身体からだごと地面に向かって打ち倒した。凄すさまじい力に全身を強打され、

（バカな……脳を……くそっ、グレイテストオリオンッ！）

　小鳥遊と教頭は、意識を失った。

　驚きよう異い的な速度でダメージを回復させつつ──いいや肉体からだそのものを変化させつつ──しかし脳の破壊によって混乱したままで、高たか虎とらは遠とお吠ぼえを上げた。俺は最強だ！　最強だ！　最強だァ！　自分が何をしているか、何をしていたか、何をしようとしていたのか分からぬままに、高虎は夜に向かって吠ほえ声を上げた。その吠え声は、

　日ひ炉ろ理り坂ざか中に響ひびき渡った。




　　　　◇




　遠く、吠え声を耳にして、

　コウはベッドから出た。ホワイトボードに何かを書き、洋よう平へいに見せる。

『頼む、通してくれ』

　首を振る、洋平。

「どうしても通りたければ、俺を倒していってください」

『どうしても、か？』

　コウの左手書きの文字に、黙って頷うなずく洋平。

　首を振るイハナ、

「……無む茶ちやを言わないでください、コウが、今のコウがあなたに敵かなうはずがない」

「……高たか虎とらには、勝った」

「高虎だから、です。あなたには、勝てません──少なくとも今のコウでは。それはあなたにも分かっているはずです」

　……黙って、首を振る洋よう平へい。

　暗い目は、ただただコウを見つめている。

　……こうしている間にも──

「いいですか、葉は切ぎり、綾あやは、……？」

　ゆっくりと、イハナを押しのけ、

　コウは、洋平の前に立った。

　驚くイハナ、

「コウ……？」

　……イハナに頷うなずき、

　サウスポースタイルに構かまえる。

「……バカはやめてください！」イハナは思わず叫んだ。「あなたのそれは、あくまで対たい高虎用です！　他のボクサーには効きません！」

　退さがってろ、という仕し草ぐさ。

　満まん身しん創そう痍いで、それでも洋平と戦おうとするコウ──

　畜ちく生しよう、と洋平は思った。畜生、どうして、どうして……この人は……

　呟つぶやく。

「……なんであんたは、勝てたんだ」

（……高虎に──ボクサーに、それも悪あく魔まの力を手に入れたボクサーに……！）

　コウの全身をうかがいつつ、自分もファイティングポーズを取る。そして、言う。

「……コウさん、……確かに、あんたはすごい……すごすぎる、でも……

　ボクシングなら、俺は……負けない！」

　……頷くコウ──

（────────畜生ッ！）

　洋平は、身体からだを低く飛び出した。コウは、当然のようにワイヤーの入った顎あごを守る。だが洋平は、そこを狙ねらうつもりはなかった。狙うのは、コウの胴どう体たい。別に怪け我がした場所を狙いたくなかったわけではない。あえて言うなら──高虎のボディブローを耐えたコウ、あのコウが印象に残っていたから、としか言いようがない。

　畜生！　と叫びつつ、

（──あんたがすごいのは認める！）

（でもボクシングなら、俺は負けない！）

　洋平はコウの懐ふところに飛びこんでいった。

　コウはそれを冷静に、ただ冷静に見ていた。優しい洋よう平へいが、顔面を狙ねらうことはないだろう、そう思っていた。だから胴どう体たいを空あけた。そうすれば飛びこんできて、ボディを連打して倒そうとするだろう──コウは冷静に、それを見ていた。洋平がただ、コウのボディに集中し懐ふところに入りこんでくるのを。入りこんできた瞬間、コウは、ごめん！　とでも言うように、頭を深く振り下ろした。頭突きヘツデイングは、ボクシングでは反則である。アマチュアでは特に厳しく指導され、ちょっとした頭を下げる動作ダツキングもすぐに注意を受ける。だから洋平は、当然そんな攻こう撃げきは予想していなかっただろう。だが、ボクサーではないコウにはそんなことは関係ない。いくらファイティングスタイルを取ったからってボクシングだと勘かん違ちがいする洋平の方が間違っている。目の前にある洋平の頭とう頂ちよう部ぶに、コウは冷静かつ容よう赦しやなく頭突きをかました。洋平がぐらりときた瞬間、もう一いち撃げき、洋平が完全に倒れこんだところをイハナが取り押さえ、脈を押さえて気き絶ぜつさせる。

　洋平が失しつ神しんしたのを見届けず、コウはすぐに走り出した。学校に──綾あやのところに。

（コウはいったい、どうするつもり？）

　慌あわててコウのあとを追いながら、しかしイハナはそれを聞くことができなかった。この状況で、しかし慌てず騒がず冷静に、コウは洋平を倒した。あっさり倒した。コウはすごい、すごすぎる──

　違う、コウじゃない、

　意志の──人の、意志がすごいのだ。迷いながら戦おうとした洋平と、何がなんでも綾のところへ行こうとするコウ、その差が出たのだ、意志の差が。

　コウが何を決めたとしても、

　私にそれを止められるのか？

（……いいや、コウだけじゃない、綾だって、綾の意志だって、きっと……）

　果たして止められるのだろうか？

　絶望の兆きざしがイハナの心しん拍ぱくを速める。

　……それでも、

　諦あきらめるわけにはいかない──




　二度目の遠とお吠ぼえの響ひびく中、

　二人は、日ひ炉ろ理り坂ざか高校に向かって駆け出した。




　　　２




「コウくんは……許してくれないだろうな」

　校庭の真ん中──『コウの場所』に座りこんだ（もっとも綾にはそうは見えていない）綾の呟つぶやきに、

「どうしてです？」アトリは声を張り上げた。

「綾あやさんは夢が叶かなうし、コウにーさんは楽に魂たましいが手に入るし、しかも冬ふゆ月つき日ひ奈なさんが生き返る！　コウにーさんの一番の願いが叶う！　それこそ小こ躍おどりして大喜びするんじゃないでしょうか」

「……」綾は苦く笑しようした。「……だったら、いいんだけどね」

　本当に、だったらいいんだけれど。

　コウは過去、綾に何度も言った。日奈を生き返らせるためなら、なんでもすると。綾だって利用し、踏みつけ、犠ぎ牲せいにすると、コウは何度も綾にそう言った。だが、それは綾を、悪あく魔まのミカタの事件から遠ざけるための言葉だったのではないか？

（あたしが、足あし手でまといだから）

（イハナほど、小鳥遊たかなしほど役に立たないから……ううん、コウはあたしを心配して、言ったんだ、そんなことは分かってる……）

（でもそれは、結けつ局きよく同じことなんだ）

　でも、と思う。

　でも、これは違う。これは、イハナにも、小鳥遊にだってできない。無む力りよくなあたしにしかできない、そして無力なあたしだからこそできること……

（何をされてもいい）

（利用され、踏みつけられ、犠牲にされてもいい……無力よりは、なんの役にも立たないよりは……いい）

　でもこれは確実に、コウを傷つけるだろう。コウがそれをできるにしろできないにしろ、コウの心に確実に傷をつけるだろう、真ま嶋じま綾という傷を。そして綾は、正直それに暗い喜びを覚えているのだった。好きな男に、一生消きえない傷を作る……ひどいことなのに、そこには確かに快感がある。ごめんね、と謝る。でもあたしは、自分を犠牲にして冬月日奈を生き返らせようとしているんだから、それぐらい許してよね。

　……あたしだって、忘れて欲しくないから。

　顔を上げ、……『森』の中、高たか久く直なお子この姿を探す。アトリの向こう、うっそうと繁しげった茂みの中で、高久は悲しそうな顔をしていた。その横には、綾に──いや、冬月日奈にそっくりな少女がニコニコ微笑ほほえんでこちらを見ている。その右腕には手て錠じようがつけられ、伸びた鎖くさりは綾の左手の腕うで輪わ──しかしなぜか手錠に見える──につながっている。

　あたしは死に、その身体からだから子供が、あの子が生まれる。

　──冬月日奈という子が。

「……どうして？」首を振り、綾は高久に尋たずねた。「あんなに聞こえていたカエルの声が、どうして今は聞こえないの？」

　高久は何も答えなかった。

　うつむいた、だけだった。

　代わりにアトリが尋たずねる。

「……本当に、森と草と高たか久く先生が見えるんですか？　あたしには校庭しか見えないのですが」

「それは君が悪あく魔まだから」

　それはまったくもって本当だったから、アトリはそうか、と頷うなずいた。でも、と尋ねる。

「さっきの話なんですが……どうしてコウにーさんは、怒ると思うんですか？」

「……それは……」

「まず、コウにーさんの願いは叶かなう。これは嬉うれしいことです。次に、魂たましいが手に入る。これは、コウにーさんにとって……少なくとも不ふ利益にはなりません。そして綾あやさんの夢が叶う！　これは喜ぶべきことです。……もちろん、綾さんとは別れることになりますが、人に別れはつきものです。別離のパターンから考えれば、この場合の別れはお互いの利益となって……喜ぶべきことじゃありませんか」

「……」

「なのになぜ、怒ると思うんですか？　……あたしには、分かりません。でも……」

「でも？」

　多少ためらったのち、アトリは言った。

「……あたしは何か、おかしいのでしょうか」

「ええ？」そりゃ悪あく魔まだし。

　あのですね、と続けるアトリ。

「……世界におけるあらゆる事じ象しようは、過去、未来、現在を問わず伝でん導どう物質『イーチャー』に記録されます。その記録は『イーチャーズレコード』と呼ばれ、全すべての《知恵の実》はそれをもとに次の契約者を見つけ、行動します。たとえば今《グレイテストオリオン》は、過去のあのときの時点の冬ふゆ月つき日ひ奈なさんの状態をイーチャーズレコードからサーチして、それをもとに今いま綾さんの身体からだを組み替えているのです」

「うん」

「そしてそれは、あたしの場合も同じです。生まれたばかりのあたしは、圧倒的な経験不足によりそのままでは通常に生活できません。したがってイーチャーズレコードに限定的にリンクして、ベルゼバブ様が用意された『悪魔用経けい験けん』プラス十二、三歳さいの人間の平均的な既き得とく経験を自らの経験として使っています。だからあたしは、十二、三歳の人間として違和感なく行動できます。……できるはずなんです」

「……」

「リンクは完かん璧ぺきですから、あたしは完璧に十二、三歳の人間をシミュレートできているはずです。あたしは十二、三歳の人間が笑うべきときに笑え、泣くべきときは泣ける、はずなんです、けど……」

「……けど？」

　ためらって、

「……コウにーさんは、泣くべきときに泣きません。それどころか笑うんです。日ひ奈なさんが死んだときも、そうでした。あそこは、明らかに泣くべき場面なのに……他にも、怒るべきときにも笑います。笑ってばかりいます。とにかく、あたしの指し針しんと違うんです。最初は、コウにーさんが、意い地じ悪わるですし、変へん人じんなんだと思っていました。……ですが今、あなたはまるでコウにーさんの気持ちが分かるようなことを言います。それはなぜですか？　あなたには、分かるのですか？　何か、十二、三歳の人間の平均的な既き得とく経験をシミュレートするだけでは分からない情じよう動どう反応があるのですか？」

　なんと言っていいか分からず、というかアトリが何を言っているのかよく分からず、綾あやは黙った。ようやく、これだけ言う。

「……それは多分、これから成長すれば、分かるんじゃないかな」

　泣きそうな顔をするアトリ。

「……でもそれじゃ、困るんです……」

「どうして？」

「イーチャーズリンクによる既得経験だけでは、コウにーさんの情動に適切な反応ができないんです！　コウにーさんの情動に、いつ笑えばいいか、いつ泣けば、怒れば、喜べばいいか分からないんです。でもリンクレベルを上げることは許されていませんし、だからあたしは自分で学ぶしかありません。だから綾あやさんが分かるなら、ぜひその経験を教えていただきたいんです！」

　この子はやっぱり、人間じゃないんだな、と綾は今さらながら思った。だが、やっぱり嫌けん悪おは感じない。だから……しばらく考え、言う。

「……えらそうなことは言えないけどね」

「はい！」

「……その考え方自じ体たいが、間違っていると、思う」

「……はい？」

「笑うべきとき、とか、泣くべきとき、なんてないんだと……思う。なんとかリンクの指し標ひように従うんじゃなくて、自分の経験、得たものの中から、自然に笑い、泣くの。笑うべきときだから笑う、なんてのはおかしいよ」まるで……と言いかけ、口をつぐむ。

　アトリは最初から、人間ではないのだ。

「……でも……」不安そうなアトリに、

「試しに、そのなんとかリンクとか言うの切って、自分だけで笑ってみたら？　赤ちゃんだって六カ月あれば、自分で笑えるんだし」

　えー、とうなだれる。

「……そ、それは……でもその間、あたしおかしくなりますよ？　まるで人形のようになりますよ？　変ですよ？　笑ったりしませんか？」

「しないって」

「本当ですか？　約束ですよ？　絶対に、笑っちゃダメですからね？」

「うんってば」

　うう、とちらっと綾あやを見て、

　次の瞬間、アトリはまったくの無表情になった。

（……うわっ？）

　まるで顔の筋きん肉にくがあることを忘れたように、人形のように綾を見ているアトリ。アトリのあまりの変へん貌ぼうぶり──無表情になっただけだが、いつもがいつもだから恐ろしすぎる──に思わず鳥とり肌はだを立てつつ、綾は尋たずねた。

「……あ、アトリ……？」

「綾さん」感情のない、無む機き質しつな声が応こたえる。

「……ど、どう？　……な、なんかアレなら、早く戻った方が……」

「アレとは？　現在危き険けんはありません。が、リンクを切り離し私だけの既き得とく経験から情じよう動どうの発はつ露ろを促うながした結果、危険な結果を確認しました」

「……な、何？」危険？

「悲しみです」アトリは淡たん々たんと、言った。「私はあなたを失いたくなく悲しんでいます」

「……え？」

「この情動は説明できます。まずあなたは、この六カ月間かん私の情動成長を促してくれ、これからもそれを期待でき有ゆう益えきであるという点。次に、私はこれまでの事件で全ぜん然ぜん活躍できなかった、コウにーさんを助けられなかったという点で、あなたの情動を理解しているつもりです。即すなわち共感を得ているという点。最後に、私はイレギュラーから生まれた、という点」

「……イレギュラー？」

「私は本来、高たか久く直なお子こに倒され、あるいは他の人間に倒されて消しよう滅めつするはずでした。しかしコウにーさんというイレギュラーとベルゼバブ様の優しさにより、存在することを許されている。こうした私の存在理由が、あなたという存在の消失に対して強い情動を引き起こします。その情動は、リンクから切れている今は明確な判別はできませんが、恐らく悲しみと呼ばれるものです。

　……綾さん、私は今、悲しみを感じています」

「……アトリ……」

　そして、と続けるアトリ。

「そしてこの情動は、コウにーさんの目的を考えた場合それを邪じや魔まする障害となり得ます。コウにーさんをサポートするはずの私がそれを感じることは、危険かつ有ゆう益えきではない。私はたった今いま生まれたこの情じよう動どうとそれを促うながしたシミュレート結果を危険とみなし、削さく除じよします」

「──だめ！」

　いきなりつかまれた肩を気にすることなく、アトリは表情を動かすことを忘れたままで綾あやを見上げ、尋たずねた。

「なぜですか？」

「なぜって……」

「それは私の自じ我がの分ぶん裂れつを促す危険な兆ちよう候こうであり、コウにーさんの目的にとって危険な情動であるのみならず、あなたの目的にも有害な障害であるはずです。それなのに、削除を反対する理由は何ですか？」

「それは……」簡単だ。

　それは否定だから。

　それは、せっかく生まれた『自分』を、否定することだから。

　あたしがやろうとしていることは──

「あのね、アトリ」かすかに笑えみを浮かべて、綾は言った。「あたしが消えるのを、悲しい、そう言ってくれたよね」

「肯こう定ていします」

「……だったら、あたしがしようとすることを悲しいと思うんだったら、自分でそれはしないで。せっかく生まれた感情を削さく除じよすることは、あたしがやろうとしていることと同じことなの。それを悲しいと思うなら、それをしちゃ、ダメだよ……」

「……ならなぜあなたは、それをしようとしているのですか？」

「それは……」それも簡単だ。

《知恵の実》に、出会ったから。

　今の綾には分かる。魂たましいと引き換えにするほどの願いというのは、希望からは生まれない。希望からは決して、そうした夢は生まれない。

　それを生むのは絶望。

　希望ではなく絶望が、魂を捨てるほどの夢を生む。違う、魂を捨てさせる。絶望は、人から生きる力を奪うばう。そして代わりの力を欲ほつさせる。無む力りよくが絶望を呼び、絶望が魂を奪う。無力を嘆たんじる絶望が『力』をこの手に呼び寄せ、そして人は《知恵の実》の契と約り者ことなるのだ。

　綾は腕うで輪わ／手て錠じようのついた手を握りしめ、言った。

「とにかく、あたしの真ま似ねはしないで。いい？」

「……その場合、私は自らの情動に反応し状況を変えるべく行動を起こします。それはけして、あなたに有益とはならないでしょう。それでもいい、ですか？」

「……うん」

「分かりました」アトリは頷うなずいた。「では、シミュレートをレコードしてリンクを復ふつ旧きゆうします……綾あやさん！」

「わっ？」

　無表情が消えた途と端たん、いきなり抱きついてくるアトリ。先さつきまでの人にん形ぎよう状態はどこへやら、アトリは満まん面めんを悲しみに歪ゆがめ両りよう眼めから滂ぼう沱だと涙をほとばしらせつつ、綾に抱きつき、叫んだ。

「お願いです！　綾さん！　消えないでください！　綾さんが消えたら、あ、あ、あたし、つらいです、悲しいです、苦しいですよ！」

「……ア、アトリ」

「綾さんが叶かなえてあげなくても、コウにーさんは自分の夢ぐらい自分で叶えられます！　そのための悪魔のミカタです！　お願いします！　綾さんは消えないで、もっと、もっと一緒にいてください！」

「……アトリ……」

　よしよしと、その小さな頭を撫なでる。

　そして、言う。

「……ごめんね……」

「うわぁぁ……」

　アトリはぐしっぐしっとしゃくりを上げつつ綾を見ていたが、やおら立ち上がり、言った。

「うっ、あ、あたしでは何もできません！　ですから助けを呼んできます！　それまで、ここにいるんですよ！　意い地じ悪わるしちゃダメですよ！」

「あ、アトリ、待って！」

「いやです！　綾さんなんか知りません！」

　叫び、走り出す。とたたたた──ッと校門まで一気に走り、そこでこちらを振り返り、叫んだ言葉は、

「あ、綾さんなんか嫌いです！　いけず！　このゲメンニョボサツナイシンニョヤシャ！」

「……え？」ゲメニョ……何？

　聞き直そうとしたときには、もうアトリの姿はなかった。あっという間に見えなくなった少女に、綾は口元を斜めにした。そのとき、

　校門にタクシーが止まった。




　　　　◇




　校門から走り出たアトリの様よう子すに、イハナは身の毛がよだった。間に合わなかったのかと思ったのだ。次にアトリが「デビルウィング！」と叫んで黒こく翼よくを広げ飛び立ったのにも髪かみが逆さか立だつ思いだったが、それは今は気にするようなことではない。

　車から降り、校庭の真ん中に座る綾あやを見る。

　本当に恐怖を感じたのは、そのときだった。

　そこにいる、日ひ炉ろ理り坂ざか高校の制服に身を包んだ少女は、明らかに眉まゆが太かった。髪も、当時のままに短い──そう、その少女の姿は完全に──

　──冬ふゆ月つき？　それとも綾なの？　どっち？

　改めて思う、やはり綾は、冬月日奈に似ている──それは、本当に偶然なのか？　《知恵の実》などという魔法が存在する世界で、それは、本当に偶然なのだろうか？

「……イハナ」

「！」かつて聞いたことのある、そして久しぶりに聞くその声に一瞬倒たおれかけ、

「……そうか、ダメだったんだ、葉は切ぎりくん」

　その言葉の内容に（まだ……綾だ！）、イハナはようやく我を取り戻した。

　無表情を崩くずさず、尋たずねる。

「……まだ、あなたなのですね……綾」

　うん、と悲しそうに頷うなずく。

「できれば、完全に変化してから会いたかったけど……時間がかかるんだって。何しろ過去の記録を検けん索さくしてそれに変化するわけだから」

「どれくらい、かかるのですか？」

　微笑ほほえむ少女、「もう終わった。たった今」

「……」

　不思議な感かん触しよく、と綾の声が続く。

「……あのね、もう、あたしの記き憶おくは日ひ奈なさんのそれとごっちゃになっているの。……それはあたしの自じ我がとは……うわ、自我だって、こんな言葉使うの初めて……とにかくあたしとはつながっていないから、はっきりとは分からないけど……伝わってくる、日奈さんの想いが。……コウへの、想いが……」

　その言葉をどう聞いたにしても、コウの態度に変化はなかった。そんなコウをぼんやり見ながら、綾の言葉は続く。

「……まるでね、あたしが昔、日奈さんだったみたいな、そしてそれを、今まで忘れていたみたいな気分。……ううん、そう、

　あたしは、もうすぐ、冬月日奈になる。

　あとは、この子に名前をつけるだけでいい」

　綾の視線が、腕うで輪わの向こうに向けられる。

「そうすれば、あたしをつくるこの脳のう神しん経けいは消え、あのときの日奈さんの脳のう状態に変化する……

　冬月日奈が、生き返るの。

　……ううん、あたしが産むんだよ？」

「そんなの」イハナはコウを見ないで言った。「コウは望んでいません」

「……関係ないよ。これはあたしの願いだから。あたしが産む、子供なんだから」

　突然、ぶん、と頭を振り回し、叫ぶ綾あや。

「先生！　どうして？　どうしてカエルは鳴かないの？　あたし、あたしお母かあさんになるんだよ？　ここはあたしの森なのに、どうして応援してくれないの？」

　……カエル？　先生？　……森？

（……そう言えば、確か、森の夢を見たとか……）

　つん、と後ろからつつかれ、イハナの目の前に差し出されるホワイトボード。

『覚えてない夢の中に、名前のヒントがある』

　イハナは背後のコウを見、頷うなずいた。

（……そうだ、まだ、チャンスはある）

（これがゲームだというのなら、綾が夢を叶かなえるまえに《グレイテストオリオン》の本当の名前を当てられれば、きっと……）

「綾」イハナは呼びかけた。「……あなたは今、森の中にいるのですか？」

「そうだよ？　分かる？」何もない、だだっ広ぴろいだけの校庭を両手で示し、微笑ほほえむ綾。「すごいでしょ？　ここは『真ま嶋じまの森』。草に散らばる露つゆの雫しずくが、月に輝き星になる……これがね、あたしの一番の、お気に入りの風景」

「真嶋の、森……」

　綾の足が、空中を蹴ける。一瞬、空中に飛び散る草の露が見えた気がして、イハナは急いで首を振った。

　熱に浮かされたような、綾の声が聞こえる。

「今は鳴いてないけど、いつもはカエルの声がすごいんだ。……ああ、でも、うるさいんじゃなくてね、気持ちいいの。身体からだを震わせるぐらいに、包みこんでくれる感じが。……ねぇ、先生、どうして今は鳴いてないの？　どうして鳴いてくれないの？」

　尋たずねるイハナ、

「……他に何か、ありますか？」

「今ここにあるのは、あたし、あたしの子、そして高たか久く先生……と、君たち。イハナと……コウ」

（高久、直なお子こ？　……あたしの子、というのは、恐らく）

　イハナの考えを読んだかのように、

「おいで、《グレイテストオリオン》」綾は傍かたわらに向かって両手を広げた。「今、あなたに名前をつけてあげる。新しい、そして素晴らしい名前を」

　何もない空間を、

　抱き上げる、綾。

　イハナの後ろの死し角かくで、コウは麻ま酔すい銃じゆうをチェックした。もちろんコウだけではない。左手しか使えないコウにまかせるはずがない。綾あやに見えないところから、イハナの私し設せつ部隊『黒くろ服ふく』から厳げん選せんされたスナイパーがしっかりと綾を狙ねらっている。だが、果たして肉体を操作する《グレイテストオリオン》に、そんなものが効くだろうか？　《レフトアーム＝スピーキング》の取り憑ついている《グレイテストオリオン》は、自動で綾を守るのだ。かつて綾が怪け我がをしたのをたちまち直したところを、コウが目もく撃げきしている。恐らく麻酔弾だんなんて……

　何かを抱き上げた綾に、イハナは急いで言った。

「モリ！」

「……え？」

　怪け訝げんそうな綾に、畳たたみ掛けるように声を上げる。

「タカク──ナオコ──カエル！」

「な、何がよ」

「《グレイテストオリオン》、あなたの名前はモリ、あるいはタカク、ナオコではないのですか？　それともカエル？」

　沈ちん黙もくしたままの、腕うで輪わ。

　代わりに微笑ほほえむ、綾。

「残念ながら、違うわね。……イハナ、気持ちは嬉うれしいけど、無理だよ。この四週間ひたすら考えて分からなかったのに、今さら分かるはずがない」

「……では、この名はどうです」

「え？」

　イハナは深しん呼吸した。

　……そう、四週間分わからなかったのが、今いきなり分かるはずがない。だいたいそれは、綾しか知らない名前だろうから。

　……だが、一つだけ、心当たりがある。

　最初から疑っていて、でも言えなかった名前が。綾のことを考えると、どうしても尋たずねられなかった名前が。

（もとの名を否定し、新たな名前を欲しがる存在……それは）

（でもこれが違ったら、もう心当たりは……ない）

　イハナは大きく息を吸い、その名前を吐き出した。




「……あなたの名前は、『アヤ』です」




　沈ちん黙もくののち、

　うん、と綾は頷うなずいた。

「……やっぱり、イハナもそれを考えていたんだ。あたしもそれを考えたよ」

「……」……ああ、そんな。

　綾あやは嬉うれしそうに微笑ほほえんで、言った。

「でも、残念ながら……外はずれ。この子はそんな名前じゃないし、あたしもそんな名前はつけない。綾なんて、無む力りよくな、頭の悪い、いっつもぐちぐちしていてそのくせ何もできない、教師につけこまれるような女の名前はつけないの。この子につけるのは……」

　無力という、劣れつ等とう感かん、

　好きなひとに見てもらえない、絶ぜつ望ぼう感かん、

　全すべてはあたしのせいという、罪ざい悪あく感かん、

　その全てを払ふつ拭しよくする、してくれる、この子の名前は──

「……コウくん」綾はイハナの後ろ、コウを見た。

　顔は包ほう帯たいでぐるぐる巻き、右手は三さん角かく巾きんの中、胴どう体たいにもギプスをつけて……痛々しいその姿は、全て綾の引き起こしたこと。

（あたしの代わりに、いや、あたしなんか助けようとしないで、ちゃんと日ひ奈なさんが生き残っていれば、コウはあんな目に……そもそも悪あく魔まのミカタになんて、ならなかった）

（あたしが、……そもそも高たか久くに話さなければ、こんな事件は起こらなかった。なのに、話してもどうにもならないと分かっていながら、あたしはつい、話してしまった）

（全ての始まりは、あたし……）

　──だからあたしが、終わらせる……

「……コウくん」綾は再び、言った。「……ごめんね」

　黙ったままの、コウ。

　綾は言った。

「……本当に、ごめんね。……こんな責任の取り方も、間違っているとは思うけど、……あたしはもう、耐えられない。だから……これは、君のためでも、冬ふゆ月つき日ひ奈なのためでもなくて、ただ、あたしのためだから……気にしないで」

　いいや、無理だろう、と思う。コウが気にしないわけがない。……だったら、あたしが言っているのは、偽ぎ善ぜんだ。どうしようもなく偽善……綾は笑った。偽善──そう思っても、それでもやはり、言葉が出るのはとめられない。

「お願いだから、気にしないでね」綾は言った。「……日奈さんからもらったものを、日奈さんに返すだけだから……」

　何も言わない、コウ。

　綾の、コウへの視線を遮さえぎるように、イハナが立つ。毅き然ぜんとして、言葉を紡つむぐ。

「くだらないことは言わないでください。夢を叶かなえたいというなら、自分の意志で、自分の許可で叶えなさい」

「……イハナ」

　イハナ──普ふ段だん笑わない自分の笑えみには凄すさまじい存在感があることを知っている少女は、その口元に嘲ちよう笑しようを浮かべ、言った。

「普段えらそうなことを言いながら、結局は悪あく魔まの力に頼るのですか？」

「……ごめん」

「謝るの、ですか」

　表情が、嘲笑からすぐにポーカーフェイスに戻る。そして言う。

「謝る必要はありません。……綾あや、私は、夢というものは人それぞれだと思っています。あなたがどんな夢を持とうと、それをバカにするべきではない。夢の軽けい重ちようを問いそれを邪じや魔まするべきではない。……ですから謝る必要はありません。気にしないで、自分の望みを叶かなえてください」

「……」

「……ただ」

「……ただ？」

　落ち着いて──無表情に、言葉を続けるイハナ。

「それは、本当に……あなたの夢なのですか？」

「……え？」

「《グレイテストオリオン》が、……《レフトアーム＝スピーキング》が、……脳に生まれた腫しゆ瘍ようが、あなたの意志を、……考えを、偏へん向こうさせているとは思いませんか？　あなたは自分が『夕日を連れた男』に操あやつられているのだとは思いませんか？」特に強調し、次の言葉を口に出す。「……コウを苦しめるために」

　それが綾の本当の夢なら、イハナには止められないだろう。魂たましいを代だい償しようにするほど強い意志を、そんな願いを、いったい誰が止められる？　だが、操られているのなら……いや、操られているのだと思わせられさえすれば……

　必死に──しかし顔には出さず、言葉を紡つむぐイハナ。

「あなたも分かっているはずです。あなたがそれをすれば、コウが苦しむことは。……それこそ、『夕日を連れた男』の目的だとは思いませんか？」

　綾は微笑ほほえみ、言った。

「そうね。……その可能性はあるかもね」

「でしたら」畳たたみかけるように、「まずは、このゲームに打ち勝ち腫瘍を消すことから考えましょう。そののちも、まだその夢を叶えたいというのなら、そのときは私も……コウも、納なつ得とくし、邪じや魔まはしません。約束しま──」




「……ありがとう」




　……イハナは、綾あやを見た。

　綾はただ、微笑ほほえんでいた。

　ただ微笑んでいる綾に、

　……イハナは、無表情のまま、言った。

「私には、友達と呼べる人が、ほとんどいません」

「……」

「冬ふゆ月つきは、助けられなかった。だから、せめて」言葉を止め、やっと、

「……あなただけは、……助けさせて、ください」

　──微笑む綾。

　しばらくして、その唇くちびるが言葉を紡つむぐ。

「……ごめん」

　イハナは、……イハナも微笑んだ。

　常に無表情──笑うことの少ない少女は、

　それ以上に泣くことが、下へ手ただった。




「それじゃあ」

　綾は最後にもう一度、コウを見た。元気を出してと励はげましたかった。でもこれ以上、何も言えない。これ以上何なにか言っても、つらく──向こうをつらくさせるだけだから。コウを見、もう一度イハナを見て、綾は微笑んで、言った。

「さよなら」

　すぐに腕うで輪わに向き直り、続けて言う。

「……あたしが新たにつける、あなたの名前は……」




「──真ま嶋じま綾！」




　自分の名を呼ぶいきなりの大声に、綾は思わず言葉を止め、顔を上げた。

　開いた目に、映るのは──




「……《部長》？」




「はっはっは、は、は！　来たぞ！」

　日ひ炉ろ理り坂ざか高校の校門前で、《部長》は腰に手を当てて、故ゆえのない呵か呵か大たい笑しようを上げた。横でアトリも、同じように腰に手を当て高たか笑わらいしている。

　再び──遠くて聞こえないとでも思っているのか──凄すさまじい大声で叫ぶ、《部長》。

「僕が助けてやろうじゃないか！」

　あっけに取られる一同──

　みークルの部長の登場だった。




　　　　◇




　アトリが《部長》こと三み束つか元もと生なりのもとを訪れたのは、イーチャーズリンクが教える知識ではなく自らの既き得とく知識に拠よるものだった。イーチャーズリンクによる知識は警察あるいは消防、救急車に頼るべきだと教えていたが、アトリは常々コウに言われている、そういうものには近寄るな、と（だって悪あく魔まだもん）。だったらどうすればいい？　そこでアトリは、自分の記き憶おくにしたがってみークルの《部長》に頼ることにしたのだった。今アトリは助けが必要で、そして《部長》は常つね日ひ頃ごろから世界中の人間を助けたくて仕方ない、と公こう言げんしてはばからない男である。だったら、あたしと綾あやさんも助けてくれるだろう、そう判断し、だからアトリは窓からプレハブに飛びこみ、ガラスの破は片へんを撒まき散らしつつ、叫んだのだった。

「助けてください！」

　ほとんど寝ていた《部長》は寝ね惚ぼけまなこをこすりつつも、叫び返した。

「いいとも！」

　こうして、《部長》が綾のもとへと訪れる運びとなったのだった。







《部長》は叫んだ。「助けに来たぞ！」

　綾も叫んだ。「来ないで！」

　一いつ拍ぱく遅れて、綾の身体からだにぷつんぷつんと麻ま酔すい弾だんが刺さったが、総計十二本ほどのそれは悉ことごとくぽとりぽとりと落っこちて、効果の程ほどは表さなかった。綾の視し界かいの中、コウは慌あわてて麻酔銃じゆうを隠かくしたが、それにもなんの効果もない。そもそもコウの放はなった弾たまはなぜかイハナに命めい中ちゆうし、彼女を一瞬で眠りに誘っていた。お陰で綾は、それが何かに気づき、コウたちが何をしようとしていたのかに気がついた。……無理やり止めようとしていたんだ、……力ずくで！　──かなりむかっ腹ぱらを立てながら、《部長》に叫ぶ。

「今いま大事の最さい中ちゆうなのよ！　帰って！」

「そうはいかない！　僕の部員を放っておけるか！」不ふ退たい転てんの決意を込め、力の限り叫ぶ《部長》。「僕は君を助けるまで、助けて助けて助け尽くすまで、君がもう助けてと降こう参さんするまで帰らないぞお？」

　その意気です、ぐっ！　と拳こぶしを握るアトリ。

　綾あやは再び叫んだ。

「いいから、帰れ！　だいたい、状況分わかっているの？」

「知らん！」

「……だったらあたしを、いったい何から助けようっていうのよ！」

「知らん！　が、大丈夫！　僕には頼りになる仲間がたくさんいる！　誰かが君を、きっと助けてくれるとも！　──だから！」力の限り、部長は叫んだ。「助けてくれと言ってくれぇ！」

「……はぁ？」

（……え？）

　森の中、それまで聞こえなかったカエルの鳴き声が、ざわざわと、聞こえ始める。まるで歓迎するような声──それとは対照的に、怯おびえるかのように綾に抱きつく右手を手て錠じようにつながれた少女。

「ど、どうしたの？」綾の問いに、

「ママ！」綾によく似た、でも眉まゆの太い少女──《グレイテストオリオン》は、手錠のついた綾の左腕にすがって叫んだ。「あの人の声を聞かないで！　あの人を、こちらに近づけさせないで！」

　綾は校門のところ、《部長》を見た。

《部長》は再び叫んだ。

「早く、助けてくれと言うんだぁ！」

　呼こ応おうするようなカエルの鳴き声。

　かっときて、綾は叫んだ。

「ば、バカにしないでよ！　誰がそんなこと言うもんか！」

「言うんだ！」

「言わない！」

（そうだ、あたしは絶対言いわない！）

「いいか、えへっ」咳せきをし、真剣な目で綾を見る《部長》。「僕はな、僕を中心に回ってくれるこの世界が大好きだ。だから、できれば世界中の人間を助けてやりたいと思っている」

「あっそ」

「だが……いいか、助けるというのは、一歩間ま違ちがえればとても傲ごう慢まんな行こう為いなのだ。こちらが助けたつもりでも、しばしば誤ご解かいと逆ぎやく効果を招いてしまう。ためにならないのだな……とにかく、助けるというのはときに傲慢なことなのだ。お陰で僕は世間に、少しく傲慢な人間だと思われていてちょっと切ない」

「……」

「だから僕は決めているのだ、求められれば全力で助ける、だが、求められなければ助けない、と。それなら分かりやすいし、誤解もされない。そうだろう？」

「……」

「だから真ま嶋じま綾あや、早く僕に助けを求めろ。そして僕に、君を助けさせるんだ！」

《部長》の心の叫びに、叫び返す綾。

「絶対にいや！　助けなんて求めない！」

「ええっ？」

　そんな！　理由を話したのに、なんで？　と言わんばかりに明らかにショックを受けている《部長》にますます腹が立ち、自分そっくりの少女を抱きしめながら、ほとんど怒ど鳴なる。

「だいたいあんたら、勝手なのよ！　頼みもしないのに勝手に助けて！　勝手に死んで！　それがこちらをどんな気分にさせるか、分かる？　ねぇ、分かる！」

　いやだから僕は……という《部長》を無む視しして、傍かたわらにいる高たか久くをにらむ。にらんで叫ぶ。

「頼んでないのに……勝手に！　そうよ！　助けなんていらなかったのに！」

「……真嶋綾？」不ふ審しん気げな《部長》の声。「誰に話して……誰かいるのか？　いったい誰が見えている？」

　カエルの声が高鳴った。

　少女が綾の、左腕を摑つかむ。ぎゅっと。

　綾は《部長》に向き直り、叫んだ。

「いいから帰って！　あたしは、あたしは助けなんかいらないの！　そうよ！　あたしはもう、助けなんかいらない！」

「そんなバカな」仰ぎよう天てんした《部長》の声に、

「そうよ！」力強く叫ぶ。

　左手を摑んでくる少女を抱きしめ、綾は誇らしげに言った。

「あたしはね、強くなるの！　この子を使って、あたしは最強に強くなる！　もう誰の助けもいらない存在に、あたしはなるんだ！」

　──そう、それが、綾にとっての、

　冬ふゆ月つき日ひ奈なという存在──

　悲しげに、《部長》は言った。

「それは……真嶋綾、君の言葉ではないな」

「いいえ、あたしの言葉よ！　……そう、あたしの願い、心からの願い……」

　カエルの声が唱しよう和わする中、

「……なぜだ？」尋たずねる《部長》。

「……なぜって？」

「……誰よりも」

「……え？」




「誰よりも誰かの力になりたがる君が、

　どうして他人のそれを拒否する？」

　カエルの声が、空中に響ひびく。

　綾あやの左手にしがみついた少女が、「黙れ！」と叫んだ。それは、コウの耳にも確かに聞こえた。綾の左腕の腕うで輪わの上に唇くちびるが、浮かび上がり、大声で叫ぶ。

「ママ！　こいつをどっかにやって！」

　綾は、──《部長》をにらんだ。

　なおも続ける《部長》。

「誰かの役に立ちたいと願う君が、誰かを助けたいと願う君が、どうして他人のそれを拒こばむ？　君は知っているはずだ……いや、

　忘れているのか？」

《部長》の目が、さっき綾が見ていた辺り──綾には高久が見えている辺りを眺ながめる。そして言う。

「君が見ていたのは、高たか久く直なお子こだな？」

「ママ！」腕輪が叫ぶ。「こいつの声を聞いちゃダメ！」

　──それでも《部長》に尋たずねる綾。

「……だったら？」

「なら思い出せ、君が彼女に助けを求めたときのことを」

「助けなんて……求めてない！」

「いいや、求めた。だが君は、結果裏うら切ぎられたのだったな……それでも君は、覚えているはずだ。助けを求め、受け入れられた──そのときの、嬉うれしさを……感動を」

「ママ！　ママ！　聞いちゃダメ！」《部長》の声を遮さえぎる腕輪を、その唇くちびるを押さえ、綾は《部長》をにらみ、言った。

「いいえ……勘かん違ちがいしないで、あたしは助けなんて求めてない」

「いいや、求めた」

「……確かに話はした。でもあれは向こうが聞いてきたからで……それを聞いて、向こうが勝手に……」

「思い出せ」優しい、声。「ならなぜ君は、それを話した？」

「……え？　それは……高久に説得されて……」

「だったら……なぜ君はそこに行ったんだ？」




「お前はどっかに行っちまえ！」




「──うおわっ？」

　腕輪の声と同時に、突とつ然ぜん現れた毛むくじゃらの、いやもはや毛むくじゃらとはいえない獣じゆう毛もうに包まれた腕が、《部長》を虚こ空くうに放り投げた。凄すさまじい勢いで放り投げられた《部長》は、校舎の四階に向かって吹き飛び、通常なら壁にぶつかって即そく死しあるいはそこから落下して即死していただろうが、投げ飛ばされぶち当たったその位置に運良く窓があり教室内に転がりこみ、九きゆう死しに一いつ生しようを得た。人間一人を百メートル近く投げ飛ばす、というとんでもない離れ技を披ひ露ろうしつつ息も切らさず、それは姿を現し、ぐるるという唸うなり声を交えつつ、しかし確かな人間の言葉で、言った。

「お前は俺のものだ、綾あや」

　その言葉でようやくコウは、それが高たか虎とらだということに気がついた。いや、かつて高虎だったということに気がついた。その言葉を聞かなければ、いや聞いてさえ、それがかつて高虎だったとは信じられない姿だった。身長が二メートル近くあるそれは、二本足で立っていても明らかに人間ではなかった。単純な言葉で片付けるなら、それは『人じん狼ろう』だった。口は耳まで裂さけてワニのように長く突き出し、ところどころ、黄色く汚れた牙きばが、のぞく。垂たらしたよだれは胸の中、鎧よろいのように身を覆おおう剛ごう毛もうの中に吸い込まれ消える。その身みは服をまとっていなかった。ところどころこびりついた服の切きれ端はしだけが、その怪物がかつて服を着る存在──地球上では限られた種類──であることをうかがわせていた。コウの、綾の、そして舞まい原ばる家の『黒くろ服ふく』たちの視線の中、『人狼』は巨大な雄叫おたけびを上げた。それに比べれば、さっきまでの《部長》の大声なんて一キロ先で落ちた針の音ほどにも聞こえないだろう。その怪物の、まさしく怪物であることを示すもの凄すさまじい雄叫びは、日ひ炉ろ理り坂ざかに眠っていた全すべての住人を起こし、次に聞こえた吠ほえ声は、日炉理坂のたくさんの子供たちに悪あく夢むを見せるようになる。

　それは、まさしく怪物だった。

　高虎が心に思い浮かべた、最強の怪物──

　それが人じん語ごを話したことで、コウはそれが高虎だと気づいたが、もう高虎という名の存在はそこにはいなかった。黄色く濁にごった白しろ目めのない瞳の奥でさえ、それは人間ではなかった。ただ強さだけを求める瞳は綾を、かつて恋した少女の姿に変化した綾を捉とらえた。少女を捉え、その左腕に銀色に輝く腕うで輪わを捉えて言った。

「お前は、俺から逃げられない。いくら、いくら俺を打ち倒しても、俺は必ず立ち上がる。そしてお前のもとへ行く」

　……綾はぼんやりと、その怪物を見た。

　どこかで見たことあると、思った。

　怪物は、吠えた。

「お前は俺のものだ綾！　俺はお前を、銀色のお前を手に入れて、最強の存在になるんだ！」

　……かすかに、呟つぶやく。

「……あたしは、モノ、じゃ、ない……」

「お前は俺のものだ綾！」

　──次の瞬間、

　怪物は、綾あやに向かって飛び掛かった。それは人の目に追える動きではなく、コウたちには消えたようにしか見えなかったが、綾の目はぼんやりと、それを見ていた。

　スローモーションで、飛び掛かってくる怪物。

　ママ、と傍かたわらで少女が言う。

「大丈夫だよ、ママ。ぼくがママを助けてあげる。ママがその名をぼくにくれれば、ママの願いは叶かない、誰にも負けなくなれるんだ！　さぁ、ママ、ぼくを受け入れて！　ぼくに、ぼくを受け入れられる名前をつけて！」

　すぐ目の前に、怪物の牙きば──

「ママ！　このままじゃ、殺されちゃうよ？」

「……」




「ママ！」




　綾は微笑ほほえみ、その名前を口にした。

「……ナ、──」

　綾の左腕で、銀の腕うで輪わが発光した。




　　　　◇




　腕輪の光、そしてカエルの声に包まれる中、綾は優しく微笑み、右手を鎖くさりにつながれた少女を見つめていた。綾の左手の手て錠じようから伸びた鎖につながれた少女は、光の中、変化を開始しながら、泣きそうな顔で綾を見、言った。

「……ママ、違う……その名じゃ、ないよ……」

「いいえ」綾は優しく微笑み、言った。「この名前……これがあなたの名前なの」

「ぼくは……」泣きそうな声が言う。「新しい、名前が……欲しい」

　首を振る綾。

「ううん、この名よ。この名前が、あなたの名前」微笑んで、「あたしがつけた、名前……」

「……ママ……」

「思い出したの」

　いつの間にか傍かたわらに立つ、高たか久く。その視線を感じつつ、綾は優しく、発光を始めた少女──子供に話し掛ける。

「……そう、あたしは、助けを求めた。

　……あの日、あたしはもう二週間、生理が止まってて、妊にん娠しんしたんじゃないかって、怖くて怖くて……でも誰にも言えなくて」高たか久くの顔を見上げて、笑う。「保健室に行って、助けてって言ったんだ……。子供ができたかもしれない、どうしたらいいか、って……」

「そう……そして」優しい笑顔を浮かべて、続ける高久。「あたしはあなたの様よう子すが、普通じゃないことに気づいた。だから説得し、あたし自身の体験も話して……あなたに話を、させることができた……」

　笑う綾あや。「どうして忘れていたんだろう」

　笑う高久。「……あたしが裏うら切ぎっちゃったから。あたしは自分のために事件を始め、あなたを傷つけた……そのあまりにつらい記き憶おくが、あなたにそれを忘れさせた」

「……結局あたしが助けを求めて、事件を始めたからだ……それを思い出したくなくて」

「ううん、違う」首を振る高久。「あたしが裏切ったのを、忘れたかったのよ。あれだけ信じてくれたあなたを裏切り、殺そうとした……全すべてあたしが、悪いの」

「でも、思い出したよ」笑う。「そう、思い出した。そのあと裏切ったとしても、あのときの先生は、本当だった。あのときだけだったとしても、本当だった。本当に、あたしを心配して、励はげましてくれた。元気づけ、力になろうとしてくれた。覚えている。あのとき感じた嬉うれしさを。……だから、あたしは……

　将来、先生みたいになろうと思った。単純だけど、先生になろうって……そして」

　発光の中、だんだんと小さくなっていく少女を見る。

「……ママ……」

「……あたしは、怖かった。本当に、怖かった。もし子供ができて、産んでしまったら、もう絶対に山やま崎ざきから逃げられないと思って、だから恐きよう怖ふで、不安で、夜も眠れなくなった。産むつもりはなかった。絶対産うまないって……だって、高校生だし、好きでもない人の子供なんて……確かに、あなたに罪はない、けど……でも……」

「ママ……」

「……そう、あたしは産まないって決めていた。妊にん娠しんしてても絶ぜつ対たい産まない、って……

　結けつ局きよく妊娠していなかったけど……

　でも、ね？」

　優しく、小さな少女の頭を撫なで、言う。

「高久先生の話を聞いて、元気づけられ、……助けられたとき、一瞬だけ、思ったの。

　高久先生みたいに、頑がん張ばってみようって。

　他の誰かが頑張れるなら、そして助けてくれる人がいるなら、あたしも頑張ってみようって、一瞬、一瞬だけど、思ったの。本当に短い時間で、すぐ消えたし、そのあとまたすぐ無理だって思ったんだけど……

　でも一瞬だけ、本気で思った。

　この子を、産もう……って」

「……マ、マ？」

　聞こえてくるか細ぼそい声に、低く、そして穏おだやかに、話し掛ける綾あや。そっと手を伸ばし、小さな頭を優しく撫なでて、言う。

「そう……一瞬だけ、本当に一瞬だけだけど、そこには本気でそう考えられるあたしがいた。たとえすぐに消えたとしても、今まで忘れていたとしても、その一瞬、ただひたすら本気で、あなたを産み、育てようと、あなたを守ってがんばっていこうと思える自分がいた。たとえ一瞬で消えたとしても、それも確かにあたしなんだ……一瞬でも、強い、……あたし……」

　真ま嶋じま綾というあたし。

　マ、マ？　と問い掛ける声に、

　優しくその名を呼びかける。

「その一瞬、あたしはあなたを産もうと思った。……そしてね、そのときに、あなたに名前をつけたの。あたしに勇気をくれた人からもらって……でも、男か女か分からないから……」

　そっと、でもはっきりと、その名前を口にする。

　あなたの名前は、『なお』よ

「……なお……」繰り返してくる小さな声に、そうよ、と頷うなずいて、微笑ほほえむ。

「なお……それがあたしがつけた、あなたの名前。あたしが受け入れた、あなたの名前……」

　光が、強まり──

　声は小さく、しかしはっきりと、言った。




「ママ……ぼくは……

　なおで、いいの？」




「ええ」綾は微笑んだ。

　……待っててね。今は無理でも、いつかきっと──

　強いあたしが──いつか、きっと。




　白く眩まぶしい光の中、小さなＩそＴれはおずおずと、綾にその手を差し出した。

　綾は微笑んで、

　その存在を──




　　　　◇




　受け止めた。




　　　　◇




　動かない──

　バカな、とかつて高たか虎とらだったものは思った。そんな小さな手が、このパワーを、重量を、受け止められるはずがない。だが現実に、綾あやは高虎だったもののパワーを見事に受け止めていた。怪物の顎あごを小さな片手で受け止めて、そして、ただ目の前の少女に顎を押さえられているだけで、かつて高虎だったものの身体からだはもはやびくとも動かないのだ。

　そんなバカな、と獣けものは思った。

　こんな小さな少女のいったいどこに、俺の最強を受け止めるほどの力が──？

「お前、は……」

　──銀の腕うで輪わが発光する。

　……そうか、と嘆たん息そくする。……そうか、腕輪が、俺の銀色の腕輪が俺の女に力を──

　かつて高虎だった怪物は、吠ほえた。

「お前は俺のものだ綾！」

　巨大な吠え声にしかし全然臆おくすることなく、綾はぼんやり考えていた。……なぜだろう、この光景を覚えている。こんな怪物、今まで見たことがない──それはそうだ、こんな怪物、現実には存在しない──にも関かかわらず、なぜか綾はその怪物を、前に見たことがあるような気がしていた。かつて、こんなことを実際に体験したような気がしていた。

　……だからだろうか、

　全然怖こわくない。恐ろしくもなんともない。

　──唐とう突とつに、山やま崎ざきのことを思い出す。

　山崎が綾にしたことは、決して、絶対に許されることではない。それは今も変わらない。いつまでだって、許せない、絶対に──だが、それでも綾は、一瞬だけ、

　──山崎に、憐あわれみを覚えた。

　頭を振り、払い、目の前の怪物を、かつて高虎だったものを見る。山崎は死んだが、高虎は、生きている。綾はその怪物を受け止めている手の片方、右手をぎゅっと握りしめた。左腕で《グレイテストオリオン》が白く発光、綾の身体からだをイメージ通りに変えていくのが手に取るようによく分かる。だが、不快ではない。怖くもない。今の綾には分かっているから。そう、この四週間で綾は知った。分かった。体感した。どれほど身体が変わろうとも、変えられようとも、綾自じ身しんは変わらない、ということを。そう、何があっても、綾自身は変わらない。いつだって、真ま嶋じま綾としてここにある。そして、今はダメでも、いつかあたしは強くなれる。一瞬強つよいあたしがいて、その一瞬だけでも本当なら、それだけであたしはがんばれる──その自分が好きだから。その一瞬は、きっと……いずれ強い自分につながるから。そしてもう、どんな《知恵の実》も怖くない。もうどんな《知恵の実》も、あたしの魂たましいを奪うばうことはできない。なぜならあたしの望みは、あたしにしか叶かなえられないものだから──

　もう怖くない、だから。

　あたしは助けを求めて、そしてそれを受け入れる……。

（──いつかきっとの自分のために）

　そして、そう決めた綾あやにとって、もはや《グレイテストオリオン》は単なる道具でしかなかった。だから綾はまるでテレビを見るかのようにそれを使用──発動させ、時計を合わせるかのようにその能力を操作していた。右の拳こぶしが、綾のイメージ通りに変化した──外見は変わらないが──のを感じ、ぎゅうっと握って力をこめる。

　ぐぐっと後ろに弓を引き、

　怪物を、見る。

「お前は俺のものだ綾！」

「やかましい！」あたしは、モノじゃない！

　左手で器き用ようにそいつの口を閉じさせ押さえると、その角つののように尖とんがった耳にそっと、綾は囁ささやいた。

「いいかげん……目を覚ませ……この」

　ぎりぎりと、弓を引く手に力がこもり、

　次の瞬間、




「──バカヤロォッ！」




　放たれた右の拳が怪物の頰あごにものの見事に命中し、

　怪物の意識は砕くだけ散った。

　手の片方で、銀の腕うで輪わが白く輝き──




　　　　◇




　失しつ神しんし、

　人の姿に戻った高たか虎とらの傍かたわらで、綾はゆっくりと、左の腕輪に視線を向けた。なぜか、分かる。もう、脳内に腫しゆ瘍ようはない。《レフトアーム＝スピーキング》は綾から離れ──

（……ありがとう……）

　綾はゆっくりと、銀の腕輪に手を伸ばした。

　ぱきん、と音を立て、

　銀の腕輪が二つに分かれ、綾の腕から外はずれて落ちる。蝶ちよう番つがいのような仕組みのそれは、Ｍの字のように二つの山を地面の上につくっている。

　綾あやは微笑ほほえんで、それを取り上げた。

　もう語りかけてくることはない──

『森』ではなく校庭の、かつて、冬ふゆ月つき日ひ奈なという名の少女が死んだ場所に立ち、真ま嶋じま綾は世界を見た。見渡した。……ああ、こちらに、コウが歩いてくるのが見える。ゆっくりと。

　目の前に、コウが立つ。

　銀色の腕うで輪わを差し出し、

　綾は小さく、ごめんね、と言った。

　コウは黙って綾を見た。ただ黙って、綾の、──髪は短く日奈そっくりのままだったが、細くなった眉まゆを見ていた。

　真嶋、綾の、眉。

　コウの目が言う。

　──戻ったんですね、

「戻ったよ」綾は微笑んだ。「……体重とか、……まぁとにかく、いろいろ……変えたかったけど、……変えなかった。戻した。全部あたしの……ままだよ」

　コウは、笑った。

「ごめんね」綾はもう一度、言った。「……変な、期待をさせちゃって。でもあたし、やっぱり……」




　ばちん、とコウは、綾の右頰ほおを打った。




　あっけに取られた綾を、力をこめて抱き寄せる。

「コウ……」

「……」押し黙った、声。

　もう何も言わず、綾はしばらくそのままでいた。目も閉じて、そのまま、コウの胸を、ギプスの硬い感かん触しよくを味わっていた。包ほう帯たいの、かすかに感じる消毒液の匂においの中に、温かさ、抱きしめてくる確かな力と生きた、強さ。闇やみの中、それを感じる。綾は自ら手を伸ばし、その存在に抱きしめられた。心ここ地ち良よかった。そうした涙は心地良かった。ずっとそうしていたかった。その瞬間は、多分今いまだけの、夢のようなものだろう。起きたまま見る夢のような、すぐに消え去るものだろう。だが、確かにその瞬間、綾は、コウの腕の中にいた。日奈ではなく、綾という名の存在が、コウの胸に抱かれていた。すぐに消えるかもしれない、でも本物のその瞬間──

　しばらくして、

　アトリが飛んできて綾のお尻しりに抱きついて、それでもう、その時間は終わった。

　あっけなく。







　こうして、

　事件《グレイテストオリオン》は、幕を下ろしたのだった。




　　　３




　そこから遠い遠いとあるビルの屋上、

　綾あやが無事だったのを見届けて、安県あがた『夕日を連れた男』正まさ人ひとはため息をついた。

　感かん心しん半分と、あと安あん堵どが……半分。

「……《知恵の実》の誘ゆう惑わくを退しりぞけるとは、……すごいなぁ」

「さすが、綾ちゃん」

　安県の傍かたわらで、日ひ炉ろ理り坂ざか高校のカウンセラーにして『夕日を連れた男』の相あい棒ぼう、来くる栖す美み楚そ乃のは微笑ほほえんだ。ちなみに安県はメガネ、来栖はモノクル──両方とも機能は違うが《知恵の実》──を目の前にかざしてそれを見ている。

　目を離し、安県をにらみ、

「あなたも……運がよかったわね」

「うん」本当に、と頷うなずく安県。

「……まぁ、あたしも運がよかったから、許してあげる。あなたを殺さずにすんだし、素す敵てきなバッグが手に入ったし、……面白い物が見られたし」ふふん、と笑って「どう？」

「……どう、とは？」

「やっぱり真ま嶋じま綾こそ、堂どう島じまコウの新たな彼イ女ブに相応ふさわしいんじゃない？」

「そうかなぁ」首を捻ひねる。「僕は、あの舞まい原ばるのお嬢じよう様の方がいいと思うけど」

「……なんでよ」

「君に似てるから」

　……どこが！　と鼻を鳴らす美楚乃。

　しばらくして、言う。

「……これから、どうするの？」

「君の部屋に行く？」

「……じゃなくて、堂島コウよ」ふふ、と笑って、「……このままじゃ……あの子、やめちゃうんじゃない？　なんて言ったっけ？　……悪あく魔まのミカタを。結果的とはいえ、冬ふゆ月つき日ひ奈なを裏切った人だから」

「……」……いや、結果的ではない。

　明らかに、コウは冬月日奈の復活より真嶋綾を助けることを、選んだ。日ひ頃ごろ言っていることとは逆に行動し、コウは、冬ふゆ月つき日ひ奈なを生き返らせるチャンスをみすみす棒に振ったのだ。そしてそれは確実に、コウの今後に影えい響きようを与えるだろう。美み楚そ乃のの言う通り、悪あく魔まのミカタを辞やめる、ということも決して考えられないわけではない。

　……辞められれば、だが。

　美楚乃が言う。

「それを見たかったんでしょう？　堂どう島じまコウが、果たして友達の命と引き換えにしてもそれをできるかどうか。いつも言っているだけのことを、するだけの度ど胸きようがあるのかどうか」

「……まぁ、ね」

「それで、感想は？」

　安県あがたは笑った。

　逆に尋たずねる。

「……君は？」

「……たいしたやつじゃないわね」

「……でも？」

「……楽しみ」一いつ拍ぱく置いて、「正まさ人ひと、……あの子に、悪魔のミカタを続けさせて」

「仰おおせのままに……お嬢じよう様」
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　仰ぎよう々ぎようしい返事をし、ゆっくりと、安県は視線をコウに戻した。美楚乃に言われるまでもない、もとより安県はそのつもりだった。

　視線をコウ達に移して──

　ふと、

　安県あがたは立ち上がり、そして軽く頷うなずいた。

　それは、──礼だった。コウ達に、ではない。それは、今真ま嶋じま綾あやから離れ、誰かに取り憑つき次の相あい方かたを探しているであろう精神体の元・知恵の実、《レフトアーム＝スピーキング》に向けてのものだった。それは、この十年近く安県の相あい棒ぼうだった。その、魂を奪うばえない《元・知恵の実》の助けがなければ、安県はこれまで生きていられなかっただろう。

　黙って佇たたずむ安県を、

　美み楚そ乃のは黙って見つめていた。彼女もまた、安県と、そして《レフトアーム＝スピーキング》と十年近い付き合いだった。

　二人は黙って佇み、




　長年の相あい棒ぼうとの、別れをすませた。







エピローグ







　──数日後──




　みークルの部室で、綾あやはもう一時間も前からそのときを待っていた。待って、心の準備をしていた。具体的には息を吸い、吐き、それをゆっくりと繰り返し、時とき折おり左手にはめた腕時計を眺ながめたりしていた。最近は携帯派が多いが、綾は腕時計が好きだった。その、ただ時刻を教えるだけ、というシンプルさが好きだった。そう、時計はいつも、そのときが来るのを教えてくれる。

　やがて、

　そのときが来た。

　綾は立ち上がった。

　もう一度時計を見る。八分前。これから歩いていけば充分間まに合う。よし、と頰ほおを叩たたき、気合いを入れて部室を出て、

「……」

　イハナに出会う。

　高たか虎とらもいる。

　まるで待っていたかのようにそこに立っていたイハナは、綾あやの様よう子すを見て、言った。

「……あまりいいタイミングとは、思いませんが」

「……分かってる」

「……勘かん違ちがいしないでください」あくまでも無表情に、言う。「コウは冬ふゆ月つき日ひ奈なを生き返らせるのを、諦あきらめたわけでも、ましてやあなたを選んだわけでもありません」

「分かってるって」

「では」綾の目を見つめ、「私に勝てると思いますか？」

　綾は笑った。

　そして言った。正直に。

「……さぁ、分からない」

　イハナは、……微笑ほほえんだ。

　すぐに無表情に戻ったが、確かに、かすかに一瞬、イハナは微笑んだのだった。

　そんなイハナの横を通って、

　今度は高虎を、見る。

　高虎は、ボクシング部を辞やめ、正式にみークルに入部した（結けつ構こう問題になった）。そして今は、舞まい原ばる家でもっとも新しん参ざんの『黒くろ服ふく』でもある。綾の《グレイテストオリオン・パンチ》によって『枷かせ』が復元、人間の姿に戻ったが、あくまでそれは仮の姿、本当の姿はあの怪物──割れた卵のように、高虎はもう戻れない。そして高虎は、それをよく理解していた。だからすんなりと、舞原家の『スタッフ』になった。ボクシングは諦あきらめることになったが、それでも人生は続くのだから仕方ない──

　……新たな『ポリッシュアップルズ』の一員。

　高虎は綾から目を逸そらし、言った。

「……アレなときは、いつでも言ってください。俺が今度こそ、あいつをぶっ倒しますから」

「……ありがと」

　それ以上何なにを言っていいのか分からず、二人とも押し黙った。そして綾は、この場にいない小鳥遊たかなしと、そして葉は切ぎり洋よう平へいのことを思った。小鳥遊は、教頭のお見み舞まいだと言っていた。洋平は、東京に出かけていって一週間は帰らない。

　小鳥遊は、どう思っているだろう、

　……葉は切ぎりくんには、ひどいことをしたなぁ、と、綾はため息をついた。でも、時間は戻せないし、そして人生は続く。




　だから、前に進もうと思う。




　高たか虎とらの横も通り過ぎ、どんどんと前へ歩く。

　後ろから、ドアの閉まる音がした。

　二人が部室に入ったのだろう。

　そっと、ポケットを確かめる。一いち応おう手紙に、自分の気持ちをしたためてあったが、あくまでそれは非常の手段。綾あやは自分の口から、それを言うつもりだった。別に、何かを求めるつもりはない。ただ、正直に、自分の気持ちを伝えるだけ。タイミングが悪くても、今後ぎくしゃくすることになってもいい。遠ざけられることになっても仕方ない。そういう結果を全すべてひっくるめて、綾は告こく白はくするつもりだった。コウの気持ちが、冬ふゆ月つき日ひ奈なにあるのは分かっている。イハナ（サクラ？）に勝てるとも思わない。それでも……

　前へ、進む。

　自分を好きでいたいから。

　少しでも強くいたいから──

　その場所に近づくにつれ、重くなる足を必死に持ち上げ、綾は進んだ。するべきことは分かっている。……そして多分コウだって、どんな用件で呼び出されたかはきっと分かっているだろう。……分かっているよね？

　──突然、

　不安になる。……コウは果たして、来てくれているだろうか？　来ていなかったらどうしよう？　コウは約束をすっぽかすような人じゃない、そして、女の子を待たせるような性格ではない。だからきっと、先に来ている、とは思うけど……

　あの角を曲がれば、それが分かる。

　いきなり後こう悔かいでいっぱいになる。告白はするにしても、体育館の裏、というのはやめておくべきだったかも。……だいたい夏休みなのに、どうしてあたしは学校なんかに……

　……ああ、もう！

　考えるのはやめ、

　進む。

　コウに気持ちを伝えるために、

　──告白するために、




　綾は角を曲がって、




　その一歩を、踏み出した。


《グレイテストオリオン　終》









あとがき／プレアデス・クラスターズ１







　女性というものは、と少年は思った。女性というものは、なんて複雑な生物なのだろう。なんて様々な顔を持っているのだろう。一昨日おとといの彼女は、まるで女め神がみのように見えた。母親のような、優しい温かさをにじませていた。昨日の彼女は、りりしく、躍やく動どう感に溢あふれ、まるで少年のようだった。そして今日の彼女の、あの軽やかな、あたかも羽は根ねの生はえているような足取りはどうだ？

　女性というものは、と少年は思った。どうしてこうも、様々な顔を持っているのだろう。それに比べて自分は、どうしてこうも単純なのか？　不ぶ器き用ようなのか？　どうしてこうも、無ぶ様ざまなことしかできないのか？　彼女を守りたい、その気持ちは本物なのに、結局、自分がやろうとしていることは……。

　少年の手は、ひとりでに、

　握り拳こぶしを、つくった──







　……拳を握れ！　と、いうわけで、




『悪あく魔まのミカタ⑤グレイテストオリオン』、




　……アツい形でお送りしました。







　みなさんは、オリオン座、という星座をご存ぞん知じでしょうか。

　星を見る、なんて趣味のなかった僕ですが、だからでしょうか、初めてオリオン座を見たときには度ど肝ぎもを抜かれました。オリオン座は、台形を二つくっつけた、砂すな時計のような形をしている覚えやすい星座です。だからその形は知っていたのですが、自分で夜空に探してみよう、などと考えたことは一度もありませんでした。そんなもの探して、何が面白いのか、という話です。たとえば棍こん棒ぼうを振り上げた狩人がリアルに見える、というのなら一見の価値もあるかもしれませんが、単なる図形、それも星と星とを勝手に結んで勝手に決めた形なんて、何が面白いのか？　まだしも木もく目めの天井に人の顔を探した方が面白い、なんて考えていた僕は、だからその日も、星座なんて探そうとは思わずただ夜空を見ていました。桜さくら島じまから帰る途中のフェリーの上でした。船の上というのは、風が強くて気持ちのいいものです。多少の寒さすら心ここ地ち良よい中、僕は何の気なしに空を見ていて唐とう突とつに、

　オリオン座を発見したのでした。

　感想はただ一言、『凄すごい！』というものでした。まず『うわすげぇ、本当に、オリオン座の形をしている！』そう思いました。そして正直、『俺って凄い！』と思いました。ああ、俺にはオリオン座が分かる！　見える！　何万という星の中からオリオン座を見つけられるなんて、俺ってなんて凄いんだ！　そう思い、誇らしくなってしまいました。もっともあとから聞いた話によると、オリオン座というのは冬の星座でも特に分かりやすい星座だそうですが、とにかくそのときは、自分が凄いことを為なし遂とげられたような気がして嬉うれしくて仕方ありませんでした。こんなにたくさんの星々の中から、僕はオリオン座を見つけ出した──

　しばらく、僕は、オリオン座を見ていました。

　そして、がらにもない感かん慨がいに襲おそわれました。それはこういうものでした。……この瞬間、この星座を見ているのは僕だけではない。僕が名も知らず、これからも会うことのないだろう人が、しかし同じようにあの星を見ている。それは空間の隔へだたりだけではなく、僕よりも遙はるか昔にも、あるいは遙か未来にも、丘の上で、あるいは旅の船の上で、誰かが同じように空を見て、同じものを見つけて──

　本当に、がらにもないことを、考えてしまいました。そして思いました。星空は、人を凄いものにしてくれる。気分だけでも、実際は何も変わっていないとしても、星空は、人に凄い何かを感じさせてくれる。だから……。

　──オリオン座、

　それは僕に星座を探すことを教えた、特別な『天上に輝く星』なのです。




　……と、いうわけで『グレイテストオリオン』




　いろいろな意味で真まっ向こう勝負してみた本作、

（そう、これぞまさしく王おう道どう！）




　……拳こぶしを握っていただけたなら、幸いです。







　以上、

　──言おうか言うまいか迷ったがええい言ってしまおう『熱い話を書こうとしたら厚い話になってしまった！』ああっ言わなきゃ良かった！──の、

　うえお久ひさ光みつ、でした。
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うえお久ひさ光みつ

第八回電撃ゲーム大賞銀賞受賞、『電撃的ファンタジックミステリー』でデビュー。当時の不安は「こんなのミステリーじゃない！」と言われることだったが、最近の不安は「ミステリーじゃない方がいい！」と言われることだったりする。じゃない、の部分がなんか複雑。
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イラスト／藤ふじ田た 香かおり

とんでもなく暑い日がつづいております。関西在住ののんきな絵描き藤田です。今回は真嶋ちゃん強化月間!?　と思って描いてたつもりが気がつくとアトリとコウの漫才に……。
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